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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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緑の国に、一人の武人あり。


義に篤あつく勇ましくして、数多あまたの悪を破り、数多の無む辜この民を救いぬ。


世の人々、彼を、赤神オディウスの申し子なりと讃えたり。





かの武人、理想の国を造り、その王にならんことを欲す。


数多の艱かん難なんありて、その行く手を阻はばみぬ。


されど多くの士に支えられ、その道を歩むこといまだ止とどまず。






　序章　国王軍と王国軍









　　　　１




「なあ、ガルムス」


「ぬ？　なんだ、レオン。おぬしから声をかけてくるとは珍めずらしい」


　その日、アレスの従者たち──ガルムスとレオンは次のような会話を交かわしていた。


「やっぱり僕たちがアレスを呼ぶときって、国王陛へい下かって呼ぶべきなんだろうか？」


「それはそうだろう、相手は国王なのだからな。ま、戸と惑まどうのは分かる。あの青二才の若造が陛下とは、何度考えても似合わん」


「そ、そうなんだよ！　そりゃ外そと面づらはいいかもしれないけどさ、よく考えたらあいつこの間まで奴ど隷れいやってたんだぜ？　それが国王陛下、だもんなあ」


「しかし、アレスを国王に仕立て上げた責任の一いつ端たんはわしらにもある。わしら従者こそ率そつ先せんして国王陛下と呼ばねば示しがつかんだろう」


「やっぱりそうか……。そうだよな、仕方ないか……」





　　　　◆




「ねえ。ルーク」


「どうした、ミーア？　妙みように深刻な顔をして」


　同じくその頃ころ。〈風の戦いくさ乙女おとめ〉ことミーアとその幼おさな馴な染じみルークもまた、やはり次のような相談をしていた。


「やっぱりもうアレスのことって、国王陛下って呼ばなきゃ駄だ目めかしら？」


「そりゃ、おまえみたいな立場にあるなら当然だろう。形だけとはいえ一国の王で、その上俺たちの頭かしらってことになるんだし。〈風の戦乙女〉のごとき英えい雄ゆうがアレスを王と認めるからこそ、ボルネリア軍の兵士たちもアレスを王と認めるんです──って、ジェレイドなら言うだろうよ」


「……やっぱりそうよね」


　小さなため息がこぼれる。ミーア自身にも自分の影響力が意外と大きいらしいという自覚はなくもなかった。多少自覚はあるのだが、自分の影えい響きよう力は意外と大きいらしいのだ。その自分が一国の王となれなれしく接するのは、やはり問題があるのだろう。


「なんだ、嬉うれしそうじゃないな？　好きな男が出世したんだ、もっと喜べばいいじゃないか」


「そもそも、背中蹴けっ飛ばして出世させたのもあたしたちだけど……ちょっとね。あれがいきなり王さまって言われても、なんかピンとこなくて」


「……好きな男ってところは否定しないんだな、もう」


「ん？　なんか言った？」


「いいや、別に。とにかく、おまえが呼び慣れてないぐらいなら、他ほかの兵士たちにはもっと抵てい抗こうがあるだろう。だからこそ、おまえが率先して陛下って呼ぶべきじゃないか？」


「そっか……。そうよね……」





　　　　◆




　現在、ベールセール王国において対たい峙じしようとしている二つの軍勢があった。国王を自じ称しようするアレス率いる「アレス国王軍」と、将軍フィリップが率いる「ベールセール王国軍」である。現時点ではどちらの軍勢にもそれなりの正当性があり、それゆえに人々の会話や記録には、この二つのよく似た名が頻ひん繁ぱんに使われることとなった。


　しかし、国王軍と王国軍ではいかにも紛まぎらわしい。そこで多くの人々は、自然と二つの軍勢の名をそれぞれ指導者の名で呼ぶようになっていた。すなわち、アレス国王軍ないしアレス軍、そしてフィリップ軍である。


　実際のところ両軍の争いは、アレスとフィリップのどちらが次代の王となるかという戦いである。その二人が軍勢の名に冠かんされるのは自然といえば自然なことだった。


　その軍勢の片割れを率いるアレスは、このところ雑務に追われていたせいか、やや起き床しようするのが遅おそくなっていた。


　その日もアレスが目を覚ましたのは、日もかなり高くなりかけた頃である。


「あ。おはようございます」


　起きた気配を察したのか、ソフィアという侍じ従じゆうの少女が世話をしに入ってくる。


「朝食をお持ちしましょうか、国王陛下」


「…………」


「あ、あの、どうかしましたか？」


「あ、いや、寝ね起おきでぼーっとしてただけだ。食事を頼たのむ」


「はい、分かりました」


　ソフィアは十二、三歳の少女である。そんな子供が自分のことをこう呼ぶのだ。国王陛下と。ジェレイドと手を組んでから早や半月、未いまだアレスはそう呼こ称しようされることに慣れずにいた。


　一人朝食を終える。一人での食事というのは以前までのアレスにとっては珍しいことだったが、最近はよくあることだった。むしろ朝食ぐらいは一人で食べたい、と思うようになったためである。


　やがて食事を終えると、その日の仕事を始めるために天幕を出る。


「あ、アレ……いや、国王陛下」


「おう、国王陛下ではないか」


「…………」


　外にいた従者レオンとガルムスがそう声をかけてくる。それをきっかけに、さらに周囲の人々が口々に言う。


「これはこれは、国王陛下」


「おはようございます、陛下」


「国王陛下」「陛下」「国王陛下！」


「…………」


　何日経たとうとその呼ばれ方には違和感があって仕方がなかった。ときどき無む性しように叫さけびたくなる。自分には本当はそんなに敬われるような存在ではないのだと。


「あら、国王陛下じゃない」


「…………」


　ミーアに声をかけられたとき、とうとうアレスは黙だまり込んでしまった。


「ちょ、ちょっと？　やめてよ、あたしと顔合わすなり黙り込むとか」


　その頰ほおが微び妙みように赤くなった意味を、アレスはすぐに悟さとった。


　ミーアにはついこの間、告白──そう、間ま違ちがいなくあれは告白というものだった──されたばかりなのだ。そしてその返事を、アレスはミーア本人に保留することを許されていた。少なくとも、クラウディアを助け出すまで。


　今、彼女に変な態度はできなかった。


「い、いや。別に含ふくむところがあるわけじゃない。ただ、おまえにまで陛下と呼ばれるとどうにもこう……違い和わ感があってな」


「しょうがないじゃない、以前みたいにアレスって呼ぶわけにはいかないし。あんたは王さまなんだし、あたしだって〈風の戦乙女〉なのよ？」


「……そうだな。おまえの言ってることが正しい」


「ま、陛下陛下って呼ばれて天てん狗ぐになるよりいいと思うけど。それにしても、どうみても寝起きって感じね。さっき起きたところなの？」
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「しょうがないだろう。昨日は寝たのが遅かったんだ。まさか王の仕事があんなものばかりとは思わなかった……」


　このところ、アレスは毎晩のように宴うたげに出席しなければならなかった。毎日のようにやってくる面会希望者──商人や貴族、力のある騎き士したち──のご機き嫌げんを取るためである。


　彼らはフィリップではなく、アレスを選び、力を貸してくれようとしていた。そんな客人を無下にできるわけがなく、アレスも国王として一席ぐらいは設けて歓かん待たいしなければならなかったのだ。


　もっとも、いつ戦場になってもおかしくない陣じん地ちで酒を飲むことはアレスにはできない。もっぱら酒に模した水を密ひそかに杯さかずきに注ついで乾かん杯ぱいしていたという有様で、そのせいかどうも最近腹の調子が微妙だった。


「大変ね、王さまってのも」


「そうだな。同じ身を張るなら、戦場で最前線に立つ方がマシだ」


「こ、国王陛下」


　と、そのとき。いかにも呼び慣れていない感じでアレスを呼んだのは、十四歳ぐらいの少年だった。クライスである。ジェレイドの侍従として働いている少年だ。


「ジェレイド……さまが相談したいことがあるそうです」


「分かった、すぐ行く。じゃあな、ミーア」


「ああ、うん」


　一人、ジェレイドの天幕へ向かう。


　ジェレイドはいつものように机に向かって書類と格かく闘とうしているようだった。


「おや、これは国王陛へい下か」


「…………」


　なんとなく、アレスは黙り込んでしまった。


「どうかしましたか、渋しぶい顔などなさって。まさか、まだ国王陛下と呼ばれることに抵抗があるなどと仰おつしやるつもりじゃないでしょうね？」


「違う、逆なんだ。確かにミーアやガルムス辺りに『国王陛下』と呼ばれると、どうにも違和感があって仕方がない。だが、おまえから『国王陛下』と呼ばれることには慣れてしまってな。我ながら不思議に思っていたところだ」


「それは簡単なことですよ。他の兵士たちはともかく、僕があなたを国王陛下と呼ぶのは、それが僕の目的と利益に合がつ致ちしているからです。そしてそのことは陛下もよく理解しているはず。だから僕に国王陛下と呼ばれる分には違和感がなくなってきたんでしょうよ」


「ひどい話だな。利益で結びつく仲というわけか」


「ひどくなんてありませんよ。金の切れ目が縁えんの切れ目と申します、感情なんて曖あい昧まいなものより、利益で結びついてこそ人の結束は固くなるものです」


「……騎士道を真っ向から否定するのはやめてくれ」


「ああ、そういえば騎士道は忠誠なるもので繫つながるんでしたっけ？　これは失礼」


　ジェレイドは非礼を詫わびるように頭を下げた。もっとも、これほど感情のこもってない詫びはアレスもなかなか見たことがない。


「まあいい、それで？　今日の私の仕事はなんだ？」


「はあ、とりあえず今日もすでに何人か客人がお越こしになられてまして。今すぐにでも会って頂きたいのですが」


「……またか」


　今日もまた多くの客人に会って薄うすら笑いを浮うかべ、面おも白しろいとも思えない談だん笑しように興じ、その上夜には宴に出席して嫌いやというほど水を飲まなければならないのだ。考えるだけでうんざりしてくる。


「この流れは今後もしばらく続くでしょう。これも聖女エレナが力ちから添ぞえしてくれたおかげですよ、まったくありがたい話です」


「……よく分からないが、エレナが協力してくれたことにそんなに影響があるのか？」


「ええ、もちろんです。軍事と政治と宗教のうち、農民たちに一番身近なものといえば政治ではなく宗教ですからね。それに、我が国の農民はほぼすべてが緑神アトラスの信者です。その緑神アトラスの宗教的指導者が、軍事的指導者たるあなたを支持すると表明したんです。これは相当凄すさまじい求心力を発揮しますよ」


「そういうものか」


　三日ほど前、トゥールスレン平原にてある戦いが行われた。新生アレス国王軍と、アレスの王位を認めぬフィリップが派は遣けんした王国軍との戦いである。


　結果的に、戦いはアレス国王軍の圧勝という形で終わった。さらにその後、緑神アトラスの聖女としてトゥールスレン城じよう砦さいで名を馳はせていたエレナが、アレス国王軍の支持を表明したのである。


　アレスからすればどうにも違和感があった。エレナといえばアレスにとっては聖女である以前にただの義妹いもうとである。あの頑がん固こな義妹にそれほどの影えい響きよう力があったとは、なんというか信じ難がたいのだ。もっとも、それを言えば自分は国王などと大おお仰ぎように名乗っているのだから、エレナのことをどうこう言う資格はなさそうだったが。


「僕たちアレス国王軍の戦勝、そして聖女の協力。この二つの出来事のおかげで、今流れは確実に僕たちの側に来てます。貴族、商人、その他僕たちに力を貸してくれるという有力者ならなんでも構いません、片かたっ端ぱしから捕つかまえて矢の一本、麦の一ひと粒つぶも差し出させなければいけません」


「……分かった、多分おまえが正しい。では早さつ速そく会おう、呼んでくれ」





　最初に二人の前に通されたのは、レミーア伯はくと名乗る貴族だった。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、アレス国王陛下」


　その挨あい拶さつで、どうやら自分とは顔見知りらしいということが分かる。確かに貴族ならば王国の式典か何かで顔を合わせたことがあったとしても不思議ではない。しかし、アレスの記き憶おくにはない人物だった。


　年ねん齢れいは四十代といったところか。禿はげ上がり気味の髪かみに膨ふくれた腹。甲かつ冑ちゆうをまとってはいるが、その重さのせいだろう、動きはどこかぎこちない。


　城に引きこもって肉ばかり食べていると、こんな貴族ができあがるということを、アレスは知っていた。それゆえその伯はく爵しやくについても、どこにでもいるよくある貴族という印象しか抱いだけない。


「う、うむ。久しいな、レミーア伯。今日はよく私の元に来てくれた」


　アレスの返答はぎこちない。記憶にないレミーア伯と知人のように振ふる舞まうのも、王として接することにも慣れていなかったためである。


「は。国王陛下の武勇は常々耳にしておりました。聞けば王都ではあのフィリップが次代の王のごとく振る舞っていると聞きます。あのような矮わい小しような人物が王になるなど、到とう底てい許されることではありません。よって私はアレス国王陛下のお力となるべく、兵を率いて参上いたしました」


「そうか。貴公の申し出、感謝する。共に手を携たずさえこの国に真の平和を取り戻もどそうではないか」


　この辺り、アレスの台詞せりふに個性らしいものはない。それはジェレイドに次のように言い含められていたことが原因だった。


『現時点では、アレス国王陛下は戦いのこと以外愚ぐ鈍どん──そう思わせておくほうが得策です。フィリップは邪じや魔ま者をことごとく排はい除じよするという政策を取っています。面従腹背の姿勢を見せている貴族としても、いつか自分の特権を奪うばわれるのではないかと気が気ではないでしょう。だからこそ僕たちは逆を行うのです。アレス王は飾かざり物であり、後々貴族の言いなりになるのではないか、そう思わせることができれば、より多くの貴族がこちらになびくことでしょう──』


　アレスからすれば、馬ば鹿からしいことばかりである。どうすれば最も大きな利益を得られるか、誰だれもがそれしか考えていない。そして一番馬鹿らしいのは、そこまでしてでも一人でも多くの貴族を味方につけなければならない自分自身だった。


「ただ……一つだけよろしいでしょうか」


　と、不意にレミーア伯は口調をあらためた。


「なんだ？　遠えん慮りよは要いらない、言いたいことがあれば何なりと言ってくれ」


「では……話というのは、そちらに控ひかえておられるジェレイドどののことです。ジェレイドどのが、我々貴族に対し、あまり好ましい印象を抱いていないことは承知しております。いえ、私としても、たとえば領民を物扱あつかいし、重税を課して奴ど隷れいのごとく扱こき使うような貴族については以前から苦々しく思っておりました。しかしながら、たとえば貴族というだけで何か害を受けるようなことがあれば、いささか不本意と言わざるを得ません」


　政治的な話は苦手なアレスだったが、レミーア伯が何を言わんとしているのかは何となく分かった。


「それならば心配にはおよびません」と、ジェレイドはにっこりと笑って答えた。「少なくとも我々は、我々に協力してくださる貴族については、厚く遇ぐうするつもりでおりますから」


　その返答はレミーア伯を満足させるものだったのか、彼は頰ほおを緩ゆるませた。


「さすがはジェレイドどの、よく分かっていらっしゃる。となれば私としても否いなやはございません。アレス国王陛下のため、命を懸かけて戦いましょう」


「ああ。よろしく頼たのむ」


　気に喰くわないことは多かったが、込み上げる苦いものを飲み込み、かろうじてアレスはそう口にした。





「はい、とりあえず一人目は終わりです。お勤めご苦労さまでした」


　レミーア伯が立ち去ると、ジェレイドはそうアレスを労ねぎらった。


「ふう……。それにしても、いつまでこんな猿さる芝しば居いを続けなければならんのだ」


「ま、指導者の仕事なんてこんなものばかりですよ。それに、国王陛下お一人が苦労するだけで、血を流すことなく助力が得られるんです。安いものではありませんか」


「しかし、あのような貴族を信しん頼らいしていいのか？　あんな自分の利益のことしか考えていないような者を味方につけても、後々足を引っ張られるだけではないのか？」


「懸け念ねんは分かります。ああいう輩やからは、もし僕たちよりフィリップに付くことの利益が大きいと考えれば、いつでも裏切るでしょうね」


「いいのか？　万が一寝ね首くびを搔かかれるようなことがあったら大変だぞ」


「そうは仰いますが、貴族すべてを敵に回しては、僕たちの勝率は低くなるばかりです。貴族全体の持つ力を少しでも減らしておくためにも、僕たちに進んで恭きよう順じゆんを申し出る者には進んで協力を要よう請せいすべきでしょう。それは陛下の度量の広さを見せることにもなりますし、ようは僕たちが弱みを見せなければいいんです。ああいう手合いは、僕たちが有利な限りは決して裏切らないでしょうから」


「…………」


　ジェレイドの言うことは相変わらずいちいちもっともであった。


「結局我々にとってはいつも通りということか。一度でも敗北すれば後はない、と」


「そういうことです。逆に言えば、勝ち続けてさえいれば問題ないんです」


「分かった、おまえの見立てを信用しよう」


「ありがとうございます。さて、では納なつ得とくしていただいたところで次の客人をお招きしましょう。次はレミーア伯より多少マシだとは思いますよ、陛下と同じ近この衛え騎き士しだそうですから」


「近衛騎士が私に？　その騎士の名は？」


「コンフォルトというお方です。ご存じですか？」


　すぐに思い浮かんだ。共に戦ったことのある武人の名をすぐに思い出せるのは、アレスの特技といってもよかった。


「ああ、知っている。先月、フィリップに反旗を翻ひるがえすべく、国務大臣のカルレーン侯こう爵しやくが王都で決起したことは覚えているだろう？　そのときカルレーン侯こうに味方していた近衛騎士がコンフォルト卿きようだ」


「へえ、それは興味深い。つまりフィリップの仇きゆう敵てきがわざわざ陛下に会いに来たというわけですか」


　ジェレイドは、傍はた目めにも不気味に思えるほど嫌らしく微び笑しようした。


「お分かりですね、陛下？　彼かの国務大臣が味方にと見込んだほどの騎士が僕たちの陣じん営えいに加わってくれれば、得られる利益は計り知れません。力強い味方を増やす好機です、うまいこと説得してください」


　あくまでジェレイドの言葉は損得と打算に満ち溢あふれていた。だが、言っていることは正しい。それゆえ、アレスも小さくため息を吐つく以上の抵てい抗こうはしなかった。


「……分かった、その代わりコンフォルト卿の前ではおまえの好きな駆かけ引きはやめてくれ。相手は私と同じ武人だ、率そつ直ちよくに渡わたり合うのが一番だろう」


「なるほど。陛下に交こう渉しようごとを任せるのは不安が残りますが、欲の突つっ張ぱった貴族や商人ならともかく、陛下と旧知の武人ならば確かに僕は口出ししない方がいいかもしれません。分かりました、では極力僕は口をつぐむとしましょう」





　間もなく二人の前に現れたのは、老練という言葉がよく似合う赤い甲冑をまとった騎士だった。


「ご無沙汰しております、アレス卿。いえ、今はアレス国王陛下とお呼びし、膝ひざを突つくべきでしょうか」


　皮肉とも解かい釈しやくできるような挨拶を、コンフォルトは口にした。


「構わない、好きに呼んでくれ。確かに私は王を名乗ってはいるが、万ばん人にんに認められていないことは事実だ。かといって、強制するつもりもない。実を言えば、私が王などと名乗っていいのかと未いまだ迷いがあるほどでな」


　率直にアレスは答えたが、その返答が気に入らなかったのか、コンフォルトの目に射い貫ぬくような鋭するどい光が宿った。


「それはいけませんな。仮にも一国の王たらんとするお方にそのような迷いがあれば、従う者もまた迷うこととなりましょうぞ。ましてや迷いのあるまま王になれば、政まつりごとにもまた迷いが生じるというもの」


「まったくその通りだ、返す言葉もない」


「コンフォルト卿」


　横から口を挟はさんだのは、ついさっき「口をつぐんでいます」と約束したばかりのジェレイドだった。


「そろそろご用件を伺うかがってもよろしいでしょうか。あなたほどの方が、ただそのような話をするためだけに我が陣じん営えいを訪おとずれたとは思えませんが」


「これは心外ですな、無む駄だ話ばなしをしていた覚えはありませぬ。私は王たらんとするアレス卿の真意を見定めに参ったのです。しかし、話を聞いている限りアレス卿には王としての自覚がまだまだ足りぬご様子ですが」


「そう思われるのであれば──」すかさずジェレイドは口を挟んだ。「あなたにも『王とはこうあるべき』という考えはあるかと存じます。その豊富な知識と経験とを、我々の王に貸しては頂けないでしょうか？」


「なるほど、さすがは彼のジェレイドどの、抜ぬけ目ない。近衛騎士たる私がこの陣営に加われば、他の騎士たちの中にも後に続く者が出るでしょうしな。しかしながら、今は亡なきカルレーン侯のご恩に報むくいるためにも、資格のない者が、しかも半ば簒さん奪だつに近い形で王になることを認めるわけには参りませぬ」


　コンフォルトは一歩も引かず、辛しんらつな言葉を口にしてみせた。もっとも、アレスとしては怒おこる気にもなれない。


「卿の言うことは正しい。確かに私には本当に王としての資格があるのか、未だに迷うことがある」


「本気で私を失望させるおつもりか。冗じよう談だんであっても上に立とうとする者がそのようなことを口にするべきではありませぬ」


「まったくです」


　ジェレイドまで同意する。


「しかし、それが事実だ。とはいえ、コンフォルト卿。卿は一つだけ誤解されている」


「は？　誤解……ですと？」


「確かに私は王たらんとする覚かく悟ごが完全には固まっているとは言い難がたい。だが、私はそれでも構わないと思っている。なぜなら、私は王になって後やるべきことがあるからだ」


「王になってやるべきこと？　伺いたいものですな、覚悟が定まらぬまま王となり、一体何をなさろうと仰おつしやるのですか？」


　アレスは語った。以前、キアテーヌ侯爵──アレスが国王を名乗ってから最初に味方となった貴族──に話したことと同じ内容を。


　効果は充じゆう分ぶんだった。明らかにコンフォルト卿の見る目が変わっていた。


「……ほ、本気ですか？　本気でそのようなことを？」


　アレスとしては苦笑したくなるほどである。コンフォルト卿のその反応は、キアテーヌ侯のそれとほとんど同じだったからだ。


「ああ。無責任と謗そしりを受けることは覚悟の上だ。だが、確かに簒奪に等しい形で王となり、玉座に居座り続ければ、余計な波風を立てることにもなるだろう。それを回かい避ひするためにも、こうすることが一番だと思っている。もちろん、必要があればいつでも王としての責任を果たすため、剣けんを振ふるうことになるだろうが」


「……承知いたしました」


　そしてやはりキアテーヌ侯と同じように、コンフォルトは膝を折った。


「アレス卿……いえ、アレス国王陛下の御お心こころ、痛み入りました。これまでの無礼をお許しください。そしてもしお許し頂けるのであれば、この上はアレスさまを王と認め、私の忠誠を捧ささげましょう」


「それは助かる。私はまだまだ若じやく輩はい者だ。卿のような経験豊富な武人の助けは喉のどから手が出るほどありがたい」


　口では礼を述べつつも、これでまた自分を陛下と呼ぶ者が増えるのか──と思うと、相変わらず複雑な気持ちだった。


「ではご期待に沿えるべく、力を尽つくしましょう。そういえば陛下、カルレーン侯の決起の際、陛下と共に王都を脱だつ出しゆつした近衛騎士とその従者たちのことはまだご記き憶おくでしょうか？」


「ああ、もちろんだ。彼らがどうかしたのか？」


「まずはお礼を申し上げねばなりませぬ。我らは王都を脱出した後、フィリップから追つい撃げきを受けることはありませんでした。アレスさまが王国北部で挙兵された結果、フィリップも追撃どころではなくなったのでしょう。もしお許し頂けるのであれば、彼らに声をかけさせて頂きたく存じます。そうすればはすぐにでも数百の騎士を集めることができるかと」


「数百の騎士!?　それは素す晴ばらしい」


　珍めずらしくジェレイドが目の色を変えていた。


「我が軍には騎兵が不足してます。特に王国軍の騎士団のような突とつ破ぱ力に長たけた兵がいませんからね。数百もの騎士が味方してくれるというのなら、これほどありがたい話はありません。早馬をお貸ししましょう、是ぜ非ひご協力ください！」


「は、はあ……。まあ、こうなった以上は尽じん力りよくいたしましょう」


　コンフォルトはジェレイドの勢いに飲まれそうになりながらも頷うなずいた。


「そうだ、コンフォルト卿。一つ聞きたいことがあるのだが」


「は、何でしょうか」


「これから我らは王都へと向かうことになるが、私には一つだけ気になることというか、弱みがあってな」


「弱み……と申しますと？　ああ、ひょっとしてクラウディア王女殿でん下かのことでしょうか？」


「違う、私の故郷レストニア領のことだ。斥せつ候こうから得た情報によると、我がレストニア領には王都から派は遣けんされた騎士の一団がいるらしくてな。今のところ何か害を及およぼしたわけではないようだが、今後どう動くか分からない。卿は近衛騎士として長く王都におられたはず。何か知らないだろうか」


　アレスは一度、故郷を焼き払はらわれている。今でも目を閉じればそのときの光景は簡単に呼び起こせるのだ。あの悲劇だけは絶対に繰くり返したくはなかった。


「なるほど、お気持ちはお察しいたします。確かに、フィリップがレストニア領に騎士の一団を送ったのは事実です。それは表向き領主不在のレストニア領を守るためということでしたが……この状じよう況きよう下かでは、領民を人ひと質じちに取るようなことがあってもおかしくはありますまい」


「となればこのまま南下するのは不安が残る。何か打つ手はないだろうか」


「僕は当面の心配は要いらないと申し上げているんですけどね」と、ジェレイド。「もしフィリップがその気なら、僕たちがこのトゥールスレン平原へ到とう達たつする前に見せしめとしてレストニア領は焼き払われていたでしょう。むしろフィリップがレストニア領を攻こう撃げきしてくれた方が、僕たちは大きな利を得ることができます。第一にフィリップはアレス国王陛下と正面から戦っても負ける、それゆえ陛下の故郷を襲おそったのだと喧けん伝でんできること。そして第二に、故郷を焼き払ったフィリップの非人道的な行こう為いを非難できる上に、故郷を失った国王陛下に対し、人々の同情を買うこともできるのです」


　いつものように滔とう々とうとしたジェレイドの提案に、アレスは渋しぶい顔を隠さなかった。


「……ジェレイド」


「は、なんでしょう？」


「まさかと思うが、本気で言ってるわけではあるまいな？　我が故郷が襲われた方がいいなどと」


「一応申し上げるだけ申し上げてみただけです、お気になさらず」


　ジェレイドはそう言って引き下がった。


「陛下のご懸念はよく分かりました。とにかく私が一度接触してみましょう。彼らとて主あるじ不在の領地を攻撃することを名めい誉よとは思いますまい。同じ騎き士し同士、説得すれば味方についてくれる騎士もいるかもしれません」


「できますか？」と、ジェレイド。「話を聞く限り、フィリップの人心掌しよう握あく術は並外れているようです。失礼ながら、あなたも今や反逆者の身。そのあなたの言を受け入れてくれると？」


「可能性は皆無ではないかと。レストニア領に部隊が派遣されたのは、もう数か月も前、北との戦争の最中のことなのです。その頃ころに派遣された騎士ならば、全員がフィリップに心しん酔すいしているとは思えませぬ」


「なるほど、言われてみればその通りですね。いかがでしょう、陛下。レストニア領のことは彼にお任せしては？」


「どうやらそれが一番のようだ。ではコンフォルト卿きよう、我が故郷を頼たのむ」


「承うけたまわりました、命に代えても」





　　　　◆




　コンフォルト卿との話が終わっても、アレスに面会を求める客は一向に絶えることがなかった。どうにか一通りの面会が終わったときには、すでに日は落ちているという有様であった。


「いやはや、今日も実り多い一日でした。新たに近衛騎士が味方に加わり、多くの貴族や商人たちが協力を申し出てくれたのですからね。おまけに、陛へい下かの懸けん案あんだったレストニア領についての対策さえできたのです。お喜びください陛へい下か、僕たちには間違いなく流れが来てますよ」


「…………」


　ジェレイドの機き嫌げんはすこぶる良かったが、対照的にアレスは今にも机に突つっ伏ぷさんばかりだった。


　コンフォルトのような武人との面会ならともかく、貴族や商人との面会ともなると、やたらと政治や金がらみの話が多くなり、その度たびにアレスは精神をすり減らしていったためである。


「……まあ誰だれも血を流すことなく事が進むなら、確かにいいことなのだろうな。かなりの支援も集まったはずだが、ひょっとしてそろそろ兵ひよう糧ろうの心配ぐらいはしなくてもよくなったのか？」


　先にジェレイドから受け取った報告によれば、アレス国王軍には間近に迫せまった冬を越こえられるだけの物資がないということだった。これは軍勢としては致ち命めい的な問題で、アレスの悩なやみの種の一つでもあった。


「さて、どうでしょうか。聞いてみましょう」


　ジェレイドは侍じ従じゆうクライスに命じて、部下の一人を呼び出させた。


「お呼びでしょうか、ジェレイドさま」


　現れたのはオリビアという若い女性である。ジェレイドの右みぎ腕うでとして兵へい站たんを支え続けてきた能のう吏りだ。


「オリビア。陛下がお話を聞きたがっておられます、この数日で我が軍の兵站にどの程度改善が見られたか報告してください」


「分かりました」


　オリビアは眼鏡をかけ直すとジェレイドに劣おとらぬ滔々とした口ぶりでしゃべり始めた。


「ご存じと思いますが、もともと我が軍の兵糧は冬を越せぬうちに枯こ渇かつするはずでした。しかし、ここ数日我が軍へ支し援えんを申し出てくれた商人や貴族も少なくはなく、多少ながら状じよう況きようの改善が見られました。ただ、一方でこのところ我が軍へは貴族や商人の他ほかに志願兵も多く訪おとずれています。我が軍の方針として、彼らは無条件で受け入れておりますが……」


「ああ。そうなっているな」


「……ここ数日で集まった志願兵は千人ほど。彼らは基本的に何も持たず、身一つでやってくるわけですから、武器を与あたえ、飯を食わせなければなりません。それを計算いたしますと……同じです。恐らく冬の最中……第二の月ごろにはほぼ資金も兵糧も尽きるのではないかと」


「…………」


　状況は何も改善していなかった。


　軍勢は増え、物資も増えたが、一方で支出もまた増えて結局三み月つきと経たたず兵糧は枯渇するというのだ。


「ははは。僕も解放軍を率いていた頃は、志願兵はできるだけ無条件で受け入れてきました。おかげで同じような問題に悩まされたものです」


「…………」


　他ひ人と事ごとのように笑うジェレイドを見ると、一発ぐらい殴なぐってやりたくなる。


「問題は兵糧だけではありません」


　オリビアはなおも深刻な表情をして続けた。


「いよいよ寒さが厳しくなってきました。補給物資として毛布や薪まきがより多く必要となり、するとさらにその物資を運ぶ人手や荷馬の確保も必要となるわけですから、我が軍の財政は一層悪化していくことが懸け念ねんされます。何か早さつ急きゆうに手を打つ必要がありますね」


「そ、そうか、分かった。礼を言う、下がってくれ」





　……やがてオリビアが去ると、アレスはジェレイドにすっかり渋くなった目を向けた。


「どうも問題が尽きないな、我が軍は」


「人間、苦労してこそ成長するものですよ。むしろ僕の今までの苦労が分かって頂けるいい機会ではないかと」


「笑い事ではすまないぞ。苦労しろというのならいくらでも苦労はしよう。だがそれで兵を餓が死しと凍とう死しから救えるわけではない。何か対処法は考えているのだろうな？」


「それはもう、我が軍の方針に変わりはありません。この流れのある内に撃うって出、早急にフィリップを討うつしかないでしょう」


「それができるのか？　我が軍に」


「できなければ僕たち一族郎ろう党とうが死に絶えるだけでしょうね。大だい丈じよう夫ぶです、我が軍には流れがあります。フィリップがごとき小こ物ものに、これを止める術すべがあるとは思えません」


「……違う。違うんだ、本当の危険はこれからだ。フィリップを甘く見るな」


　神しん妙みような顔をして言うアレスに、さすがに何か感じ取ったのかジェレイドの表情も真しん剣けんなものとなった。


「どういうことでしょう？　確かにこの短期間で王都の権力を掌握したフィリップの手しゆ腕わんは見るべきものがあります。しかし国王陛下に比べれば、目立った武ぶ勲くんのないフィリップに勝ち目があるとも思えないのですが」


「以前のフィリップと今のフィリップは完全に別の人物だと考えろ。この短期間であれだけの力をつけたのも、フィリップに大きな変化があったからだと思え」


　ジェレイドは黙り込んだ。口で何かを語る代わりに、アレスの目をじっと見つめる。


「意外ですね。陛下がそんなにフィリップを恐れているとは。〝巨きよ人じん殺し〟のあなたと、王都でのうのうと権力争いをしてたフィリップが同等とはとても思えません。それとも……何か僕の知らないことをご存じなのでしょうか？」


　アレスとしては痛いところを突かれた思いである。パンドラの存在を露ろ見けんさせれば説明は簡単だが、そんなことをすればどのような報復を受けるか分かったものではない。


「私からは何も言えない。ただ、今のフィリップにはすべてを見通す目がある。そう考えてくれ」


「えらく抽ちゆう象しよう的ですね。すべてを見通す目？　諜ちよう報ほうに長たけていることの比ひ喩ゆですか？　確かに、よほど諜報に長けていなければ、王都での地じ盤ばんをあれほどまでに固めることなど不可能でしょうが」


「そうだ、フィリップの諜報力を甘く見るな。たとえば、今後我らが誰かに命令を出すとする。それが口頭であろうと文書による伝令であろうと、そのすべてが漏ろう洩えいしていると考えて行動すべきだ」


「無茶を言わないでください。口頭でも文書でも駄だ目めというなら、一体どうやって命令を出せばいいんです？」


「……それはそうだが」


「そうでしょう？　フィリップの諜報力は、確かに甘く見るべきではないでしょう。しかしながら、あまり慎しん重ちようになり過ぎるのもどうかと思いますよ」


「……分かった。いずれにせよ、我が軍には後がない。何をするにしても、できるだけ慎重に事を進めてくれ」


　アレスとしては、そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。





　……こうして、様々な問題に悩まされつつ、ついにアレス国王軍は本格的な南下を始めることとなる。


　時に王国暦れき八十三年第十二の月一日。本格的な冬は、もはや目前に迫っていた。





　　　　２




　フィリップのもとにアレス反逆の第一報が届いてから半月近い時が経とうとしていた。


　この間にフィリップはベールセール王国の南半分から物資をかき集め、自ら率いることとなる王国軍出しゆつ陣じんの準備を整えていた。


　ベールセール王国はこの年、大小の戦を繰くり返し、その軍費は相当な額に上っている。にもかかわらず再び軍費と物資とを調達し、軍勢を派は遣けんできるようになったのは、三つの要因があったことが大きい。


　第一に、一年の間に相次いで行われた戦いくさがすべて国内で行われ、しかも王国軍はそのすべての戦で大きな敗北を喫きつしなかったこと。


　第二に、王国北部は相次いだ戦で疲ひ弊へいし切っていた反面、王国南部は以前と変わらぬ豊かさを誇ほこっていたこと。


　そして三番目──もっとも大きな要因として、フィリップが反対派に対する徹てつ底てい的な弾だん圧あつを行ったためである。その弾圧は凄すさまじく、フィリップに目を付けられた貴族などは、どこへ隠かくれようと簡単に捕ほ縛ばくされ、処しよ刑けいされていった。さらに貴族が持っていた財産もまたどこへ隠そうと簡単に発見され、銅貨一枚残らぬほど徹底的な収しゆう奪だつを受けたのである。


　しかも弾圧の対象は反対派に留とどまらなかった。この際、取れるところから取れれば良いとばかりに、王都にはびこっていた犯罪者集団、不当な売買を行っていた商人、賄わい賂ろを受け取っていた役人の私財に至るまで徹底的な弾圧と没ぼつ収しゆうが行われ、国庫には膨ぼう大だいな財貨が納められた。


　無論、その強権的な施し策さくには有形無形の抵てい抗こうや妨ぼう害がいがあったが、この場合フィリップにとっては反逆者が増えれば増えるほど財産の接収先が増えることにもなる。結果的にフィリップは民衆に大きな負担をかけることなく戦費の調達に成功したのだ。


　その副次効果というべきか、この時期王都では犯罪発生率が著いちじるしく下がることとなったのだが、民衆はそのことに歓かん喜きしてはいられなかった。どんな軽けい微びであろうと不法行こう為いを犯せば、たちまち騎き士しがやってきて捕縛され、財産を没収されるのである。次は自分がその標的にされるのではないかという恐きよう怖ふが、人々の口をつぐませ、王都から活気を奪うばっていた。


　かくして、王国暦八十三年第十二の月一日。多くの弾圧の結果として、この日ついにフィリップ率いる王国軍は王都を出しゆつ立たつする準備を終える。その軍勢は、この時点でおよそ八千を数えた。


　またフィリップは「私に力を貸すか、さもなくば反逆者になるか」と、二者択たく一いつの選せん択たくを貴族たちに強しいていた。貴族からしてみれば、強権的な政策を行うフィリップには恐怖を抱いだかずにはいられないが、一方で反貴族派の筆頭とも言えるジェレイドを傘さん下かに加えたアレスに味方をしても利益があるとは思えなかった。それならば、少なくとも命令に従っている限りは財産と命が保証され、なおかつ現時点でアレス陣じん営えいよりもはるかに戦力の点で優勢なフィリップにこそ味方すべき──そう考える貴族は多く、それゆえにフィリップの軍勢には、今後も多くの貴族とその私兵とが合流していくことが予想されていた。





　　　　◆




　王国軍出立のその日。フィリップは、情婦という立場に喜んで身を投じた貴族の子女ルノアに身み支じ度たくを整えさせていた。


「では、行ってくるぞ」


「はい。ご無事で、などとは申し上げません。わたくしはフィリップさまの勝利を確信しておりますわ」


「よく言った。それでこそ俺の女というものだ」


「ですが……どうか早くお戻もどりくださいますよう。冬に一人でベッドに入るのは寒過ぎますもの」


「覚えておこう。ではな」


　今日は門かど出での日であり、フィリップの機き嫌げんはすこぶる良かった。だが、それも部屋を出るまでだった。


《我が契けい約やく者よ。汝なんじに面おも白しろい話を聞かせてやろう》


　部屋を出た途と端たん、眼前に舞まい降りたのは精せい霊れいパンドラである。


「なんだ？　言ってみろ」


《アレスが故郷レストニア領のことを懸念しておるぞ。汝が送り込んだ兵士が、レストニア領を人ひと質じちに取るのではないかとな》


　それはフィリップを立腹させるに十二分の効果があった。


「アレスめ、私を侮ぶ辱じよくしているのか！　この期ごにおよんで私が人質など取るわけがなかろう！」


《アレスはそうは考えなかったのであろうな。日ひ頃ごろの行いの賜たま物ものであろうよ》


「…………」


　不本意だが何も言い返せなかった。たとえばクラウディアを大人しくさせるために、レストニア領を人質のごとく引き合いに出したことがあるのは事実なのだ。


「……アーウィン！　アーウィンはおらぬか！」


　フィリップはパンドラを無視して自らに仕える忠実な近この衛え騎士を呼び出した。


　すぐに若く勇ゆう壮そうな近衛騎士が現れ、フィリップの前で膝ひざを突つく。


「は、ここに」


「レストニア領に派遣した部隊に伝令を出せ。至急レストニア領を離はなれ、我らと合流するようにと」


　アーウィンはその意図を察したのか、どこか嬉うれしそうですらあった。


「そのご命令をお待ちしておりました。今こそ正々堂々アレスを討つとき、ということですな！」


「そうだ。分かったのなら早く行け」


「はっ、喜んで！」


　こうして些さ事じを終えたフィリップは城外の自分の軍団に合流しようとしたが、まだその途と中ちゆうで声をかける者がいた。


「将軍閣下！　少しよろしいでしょうか」


　せっかくの門出だというのに、どうしてこう何度も足を止めなければならないのか。


　フィリップが苛いら立だたしげに振ふり返ると、そこにいたのは聖職者の格好をした男だった。年ねん齢れいは四十代半ばと言ったところか。ただ、清貧を信条とするはずの聖職者にしては、いささか腹が肥えすぎていた。


　その人物のことは知っていた。ラオルグ高司祭である。別に覚えたくもないが、王家のあらゆる儀ぎ式しき──フィリップが将軍の地位を受任したときも──に顔を出す人物なのでどうしても覚えてしまうのだ。


「将軍閣下、この度たびの出陣、おめでとうございます。私もこの国に仕える高司祭として、一人でも多くの従軍神官を送りだすべく尽じん力りよくさせて頂きました。今後も、私めの全身全ぜん霊れいをもって、フィリップ将軍閣下のご武運を緑神アトラスさまに祈き念ねんするといたしましょう」


「そうか」


　戦いを司つかさどるという赤神オディウスならばともかく、緑神アトラスの加護などどうでもよかった。ましてや、すでに黄昏たそがれの主などという得体の知れぬ神だか精霊だかの加護を得ているのだ。


　そもそも、緑神アトラスの高司祭ともなれば将軍とほぼ対等の立場にあり、本来このようにおべっかを使われる必要はないのだ。それがなぜ、追つい従しようするがごとく「将軍閣下」などと不必要な敬けい称しようを付けるのか。


「それで？　まさかそんなことを言うためだけに、出陣を控えた私の足を止めさせたのではあるまいな？」


「お忙しいところを申し訳ありませぬ。ただ、どうしても将軍閣下に是ぜ非ひお願いしたいことがございまして。将軍閣下は逆ぎやく賊ぞくアレスを討ち取り王都に凱がい旋せんした暁あかつきには、クラウディア王女殿でん下かとご結けつ婚こんなさるとお聞きしているのですが……」


「そのつもりだが、それがどうした？」


「お願いがあるのです。その婚礼の儀ぎが行われる際には、是非私めに万ばん事じを取り仕切らせて頂きたいのです」


「……ふん」


　ラオルグ高司祭の意図を、フィリップは瞬しゆん時じに見切った。


　クラウディアと結婚するということは、次代の王として認められることと同義なのだ。そして結婚とは、神の代理人たる神官に認められて初めて成立するという建前になっている。つまり、クラウディアとの結婚式は王の即そく位い式しきと同じ意味を持ち、それを取り仕切る司祭には、王を任じられるほどの権力があると世に示すことにもなるのだ。


　ただでさえ、今このラオルグ高司祭には目の上の瘤こぶが存在している。アレスの義妹いもうと、エレナだ。トゥールスレン城じよう砦さいにあって聖女の名を響ひびかせている彼女は、『義はアレスにあり、緑神アトラスを信じる者はアレスの元にこそ馳はせ参じよ』などと吹ふい聴ちようしているらしい。


　一いつ介かいの神官が、他の司祭に相談もせず、勝手に緑神アトラスの名を使って人々を動かそうとしているのだ。王都に引き籠こもっているラオルグ高司祭からすれば、さぞかし煩わずらわしいことだろう。それゆえに、次代の王の即位式と同義である婚礼の儀を自ら取り仕切ることによって、存在感を示しておきたいのだろう。


「いかがでしょうか。私もそれなりの地位にある身。一任して頂ければ、誰だれにも知られることなく秘ひ密みつ裏りに婚こん姻いんの儀の準備を進めておくこともできますが」


　声を潜ひそめてラオルグ高司祭は続けた。


　フィリップからすれば気に入らないことばかりだった。どうせ自分に味方するなら、「聖女エレナに緑神の名をかたる資格はない」とでも大声で宣言してくれればいいのだ。


　それがわざわざ「婚礼の儀の折には秘密裏に協力したい」とは、ようするに民衆に人気のあるらしいエレナとの争いは避けたいという腹積もりなのだろう。そして、恐らくは自分とアレスとの決着次し第だいでは擦すり寄る陣営を変えるつもりなのだ。もし自分がアレスに負けることがあれば、この男は喜んでアレスとクラウディアの結婚に協力したいと言い出すことだろう。


「ふん。まあよかろう」


　気に喰くわないことはあまりに多かったが、それでもフィリップは許可した。


　そもそも自分がアレスに負けることなど有り得ない。過程はどうあれ、結果的に自分に従うというのならばそれでいい。


　それに、こんな小物が敵に回ろうと味方であろうとどうでもよかった。どのみちクラウディアとの結婚式は必要なのだから、その準備をさせておく意味はある。


「ありがとうございます。それでは婚礼の儀の準備は進めておきましょう。何かご要望があれば承うけたまわっておきますが」


「形式的なことはどうでもよい。ただ、聖職者の説教じみた長話は好かん。面めん倒どうなことは極力省け」


「承知いたしました。それではそのように」





　……ラオルグ高司祭とのくだらない密談が終わり、ようやくフィリップは城外に待機していた自らの軍勢と合流を果たした。


　形式的な出陣式が終わると、八千の将兵が王都を出立する。


　その光景を、王都に住む人々は様々な感情を抱きながら見守っていた。


　出立する軍勢の中に家族や恋こい人びとがいる者は彼らの無事を祈いのり、フィリップに加担することを選んだ人々はフィリップの勝利を祈った。中にはフィリップの敗北を祈る者もいたが、いずれにせよこれから行われようとしている戦いは、同じ国の人間同士で行われる戦である。人々の感情は、最後まで複雑なものにならざるを得なかった。


　それは、ベールセール王国の王女という立場にあるクラウディアも同様であった。





　　　　◆




「クラウディアさま。フィリップが出しゆつ撃げきしていくそうです」


　侍じ女じよシオーネは、城勤めの騎き士しから得た情報を主あるじに伝えていた。


「そうか。これで当分はフィリップの顔を見ずに済むわけだな」


　クラウディアは一人椅い子すに佇たたずみ、呟つぶやいた。


　本来王国軍の出しゆつ陣じんとなれば、王女として将兵たちを見送り無事を祈るべきだろう。しかし、相変わらずフィリップが部屋を出ることを許してくれないので見送ることもできない。それにこれから起こる戦は、同じ国民同士で殺し合うという極きわめて陰いん惨さんなものである。しかも王国軍と敵対する軍勢の指導者は、あのアレスなのだ。


　クラウディアの心境は自然複雑なものとなった。これから行われる戦は、どちらかが勝てばいいというものではないのだ。


　もはや信じるしかなかった。自らの教えに忠実な騎士のことを。


　目を閉じれば、いつでもアレスの事が思い浮うかぶ。


　初めて出会ったのは、アレスがまだ十二歳だったときのことだ。それからずっと、アレスはクラウディアと共にあった。距きよ離りが離れることはあっても、心はいつも一いつ緒しよだった。そのことを証明するかのように、クラウディアに危険が迫せまった折には、アレスは必ずそこに現れたのだ。


「アレス、命令だ」


　クラウディアのそれは、独り言などではなく、命令だった。


「この国の戦乱を終わらせよ。そして、一人でも多くの命を救うのだ」


　距離など関係ない。かつてアレスがクラウディアの命令に逆らったことは一度もないのだ。


　あとはただ、アレスを信じるだけだった。




　間章　決戦前夜




　アレス国王軍とフィリップ軍がそれぞれ南進と北進を開始したとの情報は、もちろんトゥールスレン城砦にも届いていた。


「数日中に、でっかい戦になりそうだ」


　現在のトゥールスレン城砦の主エレナにそう話しかけたのは、かつてアレスの副官を務めたこともある近衛騎士ローランだった。


「天下分け目の決戦ってのはこういうのを言うんだろうな。勝った方が次期国王ってわけさ」


「勝ちそうなのは、どっちなの？」


　義兄アレスの勝利を願うエレナとしては、そう問いかけずにはいられなかった。


「さてな。兵力だけ見ればフィリップが圧あつ倒とう的に有利だろうよ。だが、アレス軍にはなんてったってアレスがいる。あいつなら多少の不利ぐらいどうにかするだろう」


「そうね。義兄さんなら、フィリップなんかに負けるわけがないわ。でも……どっちにしても激戦になるのね」


「ま、そりゃそうだ。なんせ次期国王同士の争いだしな」


　その一言が、エレナにある決断をさせることになる。


「決めたわ。ねえローラン、頼たのみがあるんだけど聞いてくれる？」


「俺に断われるわけねえってのに……。できるだけ叶かなえられそうな頼みにしてくれよ？」


「ありがと。あのね、誰にも知らずに義兄さんのところへ手伝いに行こうと思うの。準備して」


「おい、突とつ然ぜんだな!?　どうした、どんな心変わりだ？　そりゃ、おまえはアレスの支持を鮮せん明めいにしたんだし、行っても追い出されることはないだろうけどな。だが、これ以上軍にはかかわらないんじゃなかったのか？」


「そうね、あんまり肩かた入いれしたくないのは今でも変わらないわ。聖女さまに続け、なんて変な話が伝わって戦うべきじゃない人が兵士になったら大変だもの」


「ああ、そうなりゃアレスにも迷めい惑わくだろうよ。アレス国王軍には金も麦もないんだ、無む秩ちつ序じよに兵を受け入れてる余よ裕ゆうもないだろうしな」


「だから、あたしだけこっそり駆かけつけて手伝いたいのよ。あたしは聖女なんて分不相応な呼ばれ方してるけど、それ以前に義兄さんの従軍神官だもの。義兄さんが剣けんを振ふるうなら、その尻しり拭ぬぐいをするのはあたしの役目なのよ。だから聖女としてじゃなくて、義妹として義兄さんのところに行きたいの」


　ローランは笑った。


「いいね、その意思の固そうなとここそ俺の惚ほれた女ってもんだ。任せとけ、替かえ玉でも用意するから今日中に旅立ちと行こうじゃねえか」







　　　　◆




　この頃ころ、ルノアの父であるルノーブル侯こうという貴族が、王都に滞たい在ざいしていた。


　本来なら私兵を率いてフィリップ軍に従軍しているはずだったが、もともと戦いは得意ではないルノーブル侯にその役目は求められず、代わりに息むす子こたちを従軍させることで出陣を免めん除じよされていたのである。


　愛まな娘むすめとの再会が叶ったのは、そのためだった。フィリップがいなければルノアにもやることがないのだろう、久しぶりにルノアはルノーブル侯の屋や敷しきへと帰ってきたのだった。


「お父さま。ご無ぶ沙さ汰たしておりますわ」


「うむ、元気そうで何よりだ。フィリップ将軍ともうまくやっておるそうだな？」


「ええ、もちろん」


　ルノアはにっこりと笑った。年相応のあどけない笑えみである。もっとも、その笑みの裏では、フィリップとともにかなりえげつない策さく謀ぼうを巡めぐらせていることを、ルノーブル侯は知っていた。


「間もなくフィリップさまとアレスの間で決戦が行われるそうです。これに勝てば、もはやフィリップさまが国王となられるのを邪じや魔まするものは何もありません。わたくしがフィリップさまの御み子こを授さずかれば、お父さまは次期国王の祖父となれるかもしれませんわ」


「そうか、それは楽しみだな」


　顔では微笑ほほえみながら、しかし感情のこもってない声で、ルノーブル侯は相あい槌づちを打った。


　ルノアは父の顔をまじまじと見つめた。


「……あまり嬉うれしそうに見えませんわね。お父さま、なにか気がかりなことでもあるのでしょうか？　大だい丈じよう夫ぶですわ、フィリップさまは必ずやお勝ちになられます」


「鋭するどいな、おまえは。いや、なに。フィリップ将軍の勝利を疑っているわけではない。ただ……最近、少しフィリップ将軍が恐おそろしくなってな」


「まあ。どういうことでしょう？　フィリップさまには確かに冷れい徹てつな部分もあります。ですが、お父さまがフィリップさまのお味方である限り、決して危険などありませんわ」


「分かっている、それは分かっている。だが……ルノア、この国には〈諸しよ侯こう連盟〉という組織があったことは知っているな？」


「ええ。お父さまが副盟主を務めていらっしゃるんですもの、もちろん知ってますわ」


「〈諸侯連盟〉は長きに亘わたってこの国を裏から操あやつってきた。国王ですら我々の言いなりだった。だが、その組織を……フィリップはこの数か月でほぼ無機能状態にしてしまったのだ」


「あら。存じ上げませんでしたが、そのようなことになっていたのですか？」


「ああ。以前までは〈諸侯連盟〉に属する貴族同士が争うことは厳しく禁じられていたのだが、新たに盟主となったフィリップ将軍は、逆らう者は貴族であろうと容よう赦しやなく殺したからな。しかも、副盟主である私もそれを止めようとはしなかった。これでは組織が保たれるはずもない」


「お父さま、何事にも始まりがあれば終わりもあります。フィリップさまを得て、この国は変わろうとしています。それに気付かぬ者は、何であろうと滅ほろぶのですわ。でも大丈夫です、〈諸侯連盟〉が滅びようと我がディルヴィレン家は不ふ滅めつですわ。フィリップさまに忠実である限り」


「しかし、フィリップ将軍とてただの人だ。〈諸侯連盟〉が滅びるなら、フィリップ将軍が零れい落らくすることもまたあり得るだろう」


「ご心配なのはよく分かります。ですが、どのみちジェレイドを重用するアレスが王になどなれば、貴族の特権などことごとく奪うばわれるでしょう。覚かく悟ごを決めてくださいませ。我がディルヴィレン家は、フィリップさまに味方した身。こうなったからには、栄達の果てまで、さもなくば零落の果てまでフィリップさまのお供をするべきです」


　フィリップを信じて疑っていないであろう娘ルノアの強いまなざしに、ルノーブル侯こう爵しやくは根負けした。


「……分かった。おまえの言う通りだ。こうなれば、フィリップ将軍の勝利のために、できることをするとしよう」





　　　　◆




　ベールセール王国の北東に、ボルネリア領がある。ジェレイドの生まれ故郷であり、最初の反乱軍が興おこった土地でもある。


　そのボルネリア領の治世を預かっているのは、メリステルという若い女である。かつてはその才能ゆえに女性でありながら騎き士しとなることを許された優ゆう秀しゆうな人物であり、ジェレイドですら「僕の頭の上がらない一人です」と評価してやまなかったほどだった。


「ええい！　もう駄だ目めだ！　もうどうにもならん！」


　その日、机に向かっていたメリステルは、羊皮紙の上でいくつもの計算式と格かく闘とうした挙げ句、癇かん癪しやくを起こしてすべてを破り捨てていた。


「ど、どうしましたか、メリステルさま！」


　暴れた音を聞きつけたのだろう、長くメリステルに仕えてきた家臣の一人が慌あわてて飛んで来る。


「いや、なんでもない。気にするな」


　今更ではあったが、どうにか平静を装よそおい、取り繕つくろおうとする。


　羊皮紙に書かれていたのは、軍需物資の価格である。フィリップ軍との決戦と、そして冬が間近に迫っているためだろう、食しよく糧りよう、薪まき、飼い葉、塩など、およそ軍勢の維い持じに必要なすべての物資が、ここにきて急激に値上がりしていたのだ。


　──これでは第二の月どころか、年明け早々にすべてが底を突つくぞ……！


　もはやメリステルがどうやりくりしようと、対応できる限界を超こえていた。それ以上兵ひよう糧ろうを保もたせるとすれば、もはや手は一つしかないだろう。


　かつてジェレイドがこう言ったことがある。戦いくさで兵が死ねば、それだけ必要な軍ぐん需じゆ物資も減ると。最低の考え方だとも思ったが、なるほどこうやって為い政せい者の立場に長くいると同意したくもなる。たとえば、アレス軍とフィリップ軍の決戦で、多くの兵が死ぬことになれば──


「……駄目だ、そんなことは考えるべきではないな」


「は？　何か仰おつしやいましたか？」


「いや、なんでもない。それよりもだ、わたしは決心したぞ。兵を集めよ。最後の補給物資を輸送するついでに、運用できるすべての兵を連れてジェレイドさまの元へ赴おもむくぞ」


「なんと！　メリステルさま自ら!?」


「わたしとて元は騎士の身、机にかじりつくのは飽あきたさ。おまえとて、次期国王と共に戦ってみたいとは思わぬか？」


「それは……否定できませぬ、私も元は騎士の身ですから。しかし、我が軍とフィリップ軍との決戦は間もなく行われるはず。今から出立してもとても間に合わぬかと……」


「分かっている。しかし決戦の結果がどうなろうと、我が軍は兵の補ほ充じゆうを必要とするはずだ。どのみち、私がここにいてももう出来る事は何もないからな、ならばすべてを持って国王陛へい下かの元へ駆けつけるべきだ」


「分かりました、メリステルさまがそう仰るのならば。それでは直ちに！」





　……間もなく行われるアレス軍とフィリップ軍の決戦。


　それはまさに、ベールセール王国すべてを巻き込む一大決戦であった。


　王国に住む者は、誰だれであれ大なり小なりその余波を受けざるを得ず、そして誰もが自らの行く末を選せん択たくしなければならなかったのである。




　第一章　キホルテ平原の決戦









　　　　１




　王国暦れき八十三年第十二の月五日。


　アレス国王軍は中央街かい道どうの南下を続け、王都ヴァンフィールとトゥールスレン城じよう砦さいのほぼ中間地点にあるキホルテという奇き妙みような響ひびきを冠かんした平原に足を踏ふみ入れようとしていた。


「キホルテ平原か。懐なつかしいな」


　そこは、アレスにとって多少なりとも縁えんのある土地であった。


　かつてジェレイドが反乱軍──そのときはベールセール解放軍を名乗っていた──を率いていた折。時の国王ベルセルム四世は王国軍に鎮圧を命令、アレスを含ふくむ多くの将兵が動員された。そして、王国軍と反乱軍との間に生じた最初の戦が、このキホルテ平原で繰くり広げられたのである。


　アレスの武名が王国に轟とどろいたのもこのときである。アレスはたった三百の歩兵を率いて千を超える反乱軍と戦い、完勝と呼ぶに相応ふさわしい勝利を収めたのだ。


「申し上げます！　キホルテ平原の南側にはすでに王国軍が陣じん地ちを構築しております！」


　放っていた斥せつ候こうからの報告だった。


「やはりこの地が決戦場となるようですね」


「ああ、だろうな」


　ジェレイドの推測にアレスも同意した。


　国土のほとんどが森林であるベールセール王国では、多くの軍勢が集結できる場所は限られている。トゥールスレン城砦と王都ヴァンフィールのほぼ中間地点にあるキホルテ平原がその一つであり、フィリップがこの地を決戦場に選んで準備を整えていたのは当然のことと言ってもよかった。


　もともとこの土地は、王国軍の演習地点としてもよく使われていた土地である。小さいが物資集積所を兼かねた砦とりでもあり、しかもこの地の周辺には王国の直ちよつ轄かつ領が多い。アレス国王軍からすれば、敵の支配下のど真ん中に自分から飛び込むようなものだった。


　とはいえ、フィリップ軍との早期決戦はアレス国王軍も望んでいたことである。多少の不利を承知で侵攻せざるを得なかった。





　　　　◆




　一方フィリップは、もちろんアレスたちの動向を察知していた。


　パンドラの助言を乞こうまでもなく、斥候から報告を受けていたのだ。


「将軍閣下。反乱軍が平原の北部に現れました」


　フィリップの天幕にその報告をもたらしたのは、近この衛え騎士団第三軍の副将ベルフェルドであった。


「そうか、ようやく来たか。全軍に出陣命令を出せ、早々に迎むかえ撃うつ」


「は。この陣地にはどれほど守備兵を残しましょうか？」


「最低限でよい、全軍で出しゆつ撃げきだ。アレスも、ここに至って姑こ息そくな手は用いまいよ」


「は、ではそのように」


　ベルフェルドは一礼して立ち去ろうとした。


「待て、ベルフェルド」


「は？　何でしょう？」


「一つ聞いておきたい。今このときに至ってもここにそうしているということは、私の配下としてアレスと戦う覚悟はできたのだな？」


　それはパンドラの加護があるフィリップでさえも、確かく認にんせずにはいられないことだった。


　現在、多くの騎士がフィリップに従っている。その理由は様々だ。武力を用いて人を支配することを厭いとわぬのがフィリップのやり方であり、そのことに反意を抱いだく者はもちろんいるが、中には賛意を示す者もいた。それでこそ騎士の国の王であると。


　また、騎士は貴族に次ぐ特権を持っており、平民を軽かろんじる者も少なくない。それゆえ、平民に過ぎないジェレイドを重用しているという理由でアレスを嫌きらい、フィリップに忠誠を誓ちかった者も少なくない。


　日ひ和より見み主義の騎士たちの多くもまた、フィリップに従う道を選んだ。勢力的に見ればアレスよりもフィリップが圧あつ倒とう的に優勢であるというのは間ま違ちがいないからだ。


　功に惹ひかれた者も多い。フィリップは無能な者は容よう赦しやなく切り捨てる傾けい向こうにあったが、功ある者への恩賞を惜おしんだことはなく、今回の戦もアレスやジェレイド、〈風の戦いくさ乙女おとめ〉を討うち取った者には莫ばく大だいな報ほう酬しゆうを約束していた。


　もちろんフィリップへの忠誠を表立って拒こばむ者もいたが、そういった者はパンドラの力を借りることによって軒のき並なみ排はい除じよしている。反乱軍に比べて勢力が優勢な限り、フィリップの地じ盤ばんは磐ばん石じやくといって良かった。


　しかし、パンドラとて人の心まで読み取ることはできず、中にはなぜフィリップに味方しているのか分からない武人もいる。ベルフェルドがその一人だった。現在のフィリップは近衛騎士団第三軍の将軍という立場になっており、副将であるベルフェルドが傍そばにいるのは当然である。だが一方で、ベルフェルドが積極的にフィリップを支持すると口にしたことは一度もない。そのような心の内の知れぬ人物を傍に置いておくのは気が進まなかったが、一方でベルフェルドの能力をフィリップは評価しており、積極的に排除もできなかった。


　果たして、ベルフェルドの返答は次のようなものであった。


「理由はいくつかございます。正直に申せば、アレス卿きようの側に付くことを考えたこともあるのです」


「……ほう」


　あまりに率そつ直ちよくに言われたためか、フィリップとしてもそれほど不快ではなかった。


「しかしながら、アレス卿がああも突とつ然ぜん王位という名の権力を欲ほつし始めたことにはいささか疑問がございます。それに、私は私なりに将軍閣下のことを評価してもいるのです。ゆえに、まずは将軍閣下のもとでアレス卿と戦うことで、両者の真意を見定めたいと考えているのです」


　その返答はフィリップを充分に納得させるものだった。


「なるほど、おまえらしい実直さだ。よかろう、今はその返事で満足するとしよう」





　　　　◆




　アレス軍に、斥候から第二の報告が届けられていた。


「申し上げます！　フィリップ率いる王国軍は陣地を出て平原に兵を展開し始めました！」


「そうか。やはり即そく日じつ迎え撃つつもりだな」


　つまりフィリップは、今日中に戦せん端たんを開くつもりなのだ。


　その狙ねらいは明白だ。遠路はるばる行軍を続けてきたアレス国王軍に疲ひ労ろうを回復する間を与あたえず、陣地を構築することも許さないということだろう。


　ただ、この展開についてはアレスやジェレイドも充じゆう分ぶんに予想していた。それゆえ兵に疲労を残さぬよう、できるだけゆっくりとここまで進軍してきたのだ。


「ジェレイド、我が軍の兵数は今どれぐらいになっている？」


　一軍の指導者が兵数を知らないというのは問題だったが、それには大きな理由があった。アレス国王軍の兵数は日ひ毎ごとに増えている。行軍の途と中ちゆうで駆かけつけた志願兵や騎き士しをそのまま配下に加えているためだが、一方で「今いま更さら武器を持ったこともない農民の志願兵などいても仕方ありません」とジェレイドが大おお鉈なたを振ふるい、兵を増やしたかと思えば削けずり、毎日のように細かい兵の再配置を行っていた。全軍の規模が大体四、五千ほどというのはアレスにも分かるが、正確な数値を把は握あくしているのはもはやジェレイドだけだった。


「現在、後方要員を省いて四千七百ほとです。部隊の数そのものは変えてませんので、陛へい下かはあまり気になさらずともよいかと」


「分かった、そのつもりでいよう」


　アレスは当然のように味方の先頭に立って戦うつもりだった。しかし、常に最前線にいるとなると、予備隊を含めた全軍を指揮することは難しい。そもそもアレス自身、兵を率いて戦ったことはあるが、後方から兵を指揮したという経験はないに等しい。それゆえ兵の総指揮は経験豊富なジェレイドに委ゆだねるつもりであり、アレスとしては前線を構成する部隊さえ把握していれば事足りた。


「敵軍は……どう見ても一万はいるだろうな」


「ええ、間者からの報告とも一いつ致ちしてます。分かってはいましたが不利な戦になりそうですね。平原の入り口で待ち構えられなかっただけマシと言うべきかもしれませんが」


　フィリップにとってもっとも有利な戦略は、このキホルテ平原の北側の出口を取り囲むように凹おう型に陣地を構築することだったのだ。そうすれば、少なくともアレス国王軍の南下は難しくなる。そのまま冬まで時間を稼かせがれるだけで、アレス国王軍は兵ひよう糧ろうが尽つきて崩ほう壊かいしただろう。


　だが、フィリップはそうしなかった。そしてアレスも、こうなるだろうと予測していた。これから行われるのは、次の王を決める戦いなのだ。その戦いの決着は、両軍が正面から激げき突とつする決戦によって決められるべきなのだ。フィリップだけでなく、あらゆる騎士や農民たちでさえそう考えているだろう。ベールセール王国は武人の国なのだ。その国の王になることを望むのなら、武人たちを納なつ得とくさせるだけの武ぶ勲くんが必要になるのだ。


『ベルセルム四世は、為い政せい者としてはともかく武人としては傑けつ出しゆつした人物ではありませんでした。それもまた、貴族たちにつけ込まれる一因になったのかもしれません』


　とは、かつて王になったばかりのアレスにジェレイドが語ったことであった。


「ジェレイド」


　アレスは他の誰だれにも聞こえないように声量を落とした。


「なんですか？」


「本音を聞きたい。勝てると思うか？」


「聞きたくもない質問ですね。もしできることなら、間違いなく逃にげることをお勧すすめする状況ですよ。ですが、そんなことをすれば兵糧も我が軍の名声も尽き果はて、陛下の理想を実現することも不可能になります。陛下に成し遂とげたいことがあるのなら、どうにかしてください」


「……言うは易やすし、だな」


　これから行われる戦いは、アレスに付いてきた兵士たちに犠ぎ牲せいを強しいるものになるだろう。


　しかし、兵士たちとてそれぞれが理想のために戦っているのだ。たとえば武勲、たとえば名声。「兵士たちに戦う場所を与えるのも指導者の務めです」とはジェレイドの言であった。


　──もはや迷っているときではないんだ。


　全力を尽くして理想を実現すべく剣けんを振ふるう。あらためてアレスはその思いを確固たるものにするのだった。





　　　　◆




　間もなくアレス国王軍は、全軍がキホルテ平原に入った。
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　他方、陣じん地ちから出陣したフィリップ軍は、すでに隊列を整えアレス軍が来るのを待ち構えている。


　その様子を、文字通り最上の特等席から眺ながめている者がいた。


《さて、ようやく始まるか。散々待たせおって》


　天高く舞まい上がっていたパンドラである。


　これから行われる戦は、パンドラが契けい約やくを交かわした者同士の決戦である。それは長い時を生きたパンドラにさえ、なかなか目にしたことのない見世物であった。もっとも、現在もパンドラはフィリップと契約を交わしており、もし必要があれば即そく座ざにこの特等席から抜ぬけ出し、フィリップの元へ駆けつけねばならなかったが。


《さあ、力の限り戦うがよい、我が契約者たちよ。この先に汝なんじらの望む未来があるかは知らぬが、今日勝てねばその未来を見る機会すらなくなるぞ》





　　　　◆




「やはりこちらの準備を待ってはくれないか」


　フィリップ軍が陣形を整えて待ち受けていることを見たアレスは呻うめくように言った。


　フィリップ軍の行動は、表向き正々堂々とした決戦を行おうとしているように見える。第三者が見れば、アレス国王軍が平原に入って陣形を整えるまで待っていたフィリップ軍の方を「なんと器量の大きいことか」と評価したかもしれない。だが実際のところは、遠えん距きよ離りの行軍によって多少なりとも兵が疲労し、陣地も構築できていないアレス国王軍の方がはるかに不利なのだ。


「国王陛下、せめてフィリップに一発何か言ってやってください」


「……やれるだけはやってみよう」


　ジェレイドの言葉に、アレスは一人馬を進ませた。やはり同じように、フィリップもまた馬を進ませてくる。


　白銀の鎧よろいをまとったアレスが白なら、フィリップは黒だった。全身黒ずくめの鎧に、黒い大きな軍馬という組み合わせである。


「王国軍の将として告げる！」


　先に口を開いたのは、フィリップの方だった。武人の国の指導者とはかくあるべきと言いたげな、アレスに負けぬ芯しんの通った大きな声である。


「貴様らは武力によって我が国に乱をもたらす反逆者である！　我が国における反乱の罪は重く、その累るいは貴様らの家族にまで及およぶだろう！　とはいえ、同じ国の民たみ同士で争っても得られるものはない、それゆえ一度だけ機会を与える！　武器を捨て、投降せよ！　さすれば命だけは助けてやる！」


　それは形だけの前口上だった。話し合いで解決できるような状況ではないことは、フィリップはもちろんこの場にいる誰もが知っているだろう。それは戦の正義が自らにあることを示すための不可欠な段取りとして、はるか昔から繰くり返されてきた儀ぎ式しきに過ぎない。もしこの状じよう況きようで「分かった、では降こう伏ふくする」などと口にすれば、むしろ勇んで出てきたフィリップの方が困ることだろう。


「無意味な問答は控ひかえよ、フィリップ！」


　アレスはそう強く応じた。たとえ意味のない茶番でも、自らに正当性があることは主張しておかなければならないのだ。


「私はベルセルム一世の遺言によって王となることを許された身だ！　貴様こそ王家に対する忠誠心が欠片かけらでも残っているのなら、その場で膝ひざを折り、私に忠誠を誓ちかうがいい！」


「語るに落ちたな、反逆者め！　そもそもベルセルム一世がファノヴァール家に王位を貸かし与えよと言い残したのは、ファノヴァール家の王家に対する忠誠を信しん頼らいされたがゆえ！　クラウディア王女殿でん下かをもないがしろにし、自ら王を名乗るような男がファノヴァール家の当主になると知っていれば、ベルセルム一世もあのような遺言を残しはしなかっただろうよ！　国の英えい雄ゆうと謳うたわれようが、結局のところは王位と権力にとりつかれた奸かん物ぶつだったというわけか！」


　そうだそうだ、不忠義者め、恥はじを知れ──フィリップ王国軍の兵士たちが一いつ斉せいにアレスへの罵ば声せいを浴びせ始める。


　しかしアレスの声には、そんな野や次じなど簡単に吹ふき飛ばすだけの声量があった。


「それは違ちがう！　私は王位と権力など欲ほしくもない、だが私の目の前には王都に妖よう魔まを引き入れ人心を恐きよう怖ふで支配しようとする者がいる！　そのような者から人々を守るため、私はやるべきことをしているだけだ！」


　今度はフィリップ軍の兵士たちが黙だまり込み、アレス国王軍の兵士たちが野次を飛ばす。その通りだ、貴様こそ将軍の身でありながら王を気取る不忠義者ではないか──と。


　アレスはさらに続けた。


「ベルセルム四世、そしてハインツ王太子亡なき今、誰かが王になって国をまとめねばならん！　だがフィリップ、少なくともおまえにその資格はない！」


「では剣を振るうしか能のない貴様にその資格があるとでも言うのか！　そもそも北の侵しん略りやくが終わり、我が国にはようやく平和が訪おとずれようとしていたにもかかわらず、それを乱し、新たな混乱を呼び起こしたのは貴様とジェレイドではないか！」


「確かにおまえの言う通りだ！　フィリップなる奸物を誅ちゆうするためとはいえ、多くの兵や民が戦いくさに巻き込まれ、傷つくのは私の本意ではない」


「ほう、認めるのか！　ならば話は早い、今すぐ武器を捨てて降伏せよ！　さすれば命だけは助けてやるし、これ以上戦によって人が傷つくこともあるまい！」


「無意味な問答はやめろと言っただろう、フィリップ！　そのような戯たわ言ごとはお互たがいに受け入れられるわけがない、だが、我らにはこれ以上同どう胞ほうの血を流すことなく、早さつ急きゆうに決着をつける方法があるではないか！　我が国は騎士の国にして武人の国。私かおまえか、より強い方が王になるべきだ。フィリップよ、剣を抜け！　私と一対一で戦い、決着をつけようではないか！」


　それはアレスの作戦であった。


　こと剣の勝負なら、アレスの右に出る者はいない。実際、アレスは王都においてすでに一度フィリップと剣を交え、しかも退けている。


　フィリップと一いつ騎き討うちの決けつ闘とうに持ち込めれば、勝てる可能性は充じゆう分ぶんにある。うまくいけばフィリップ一人の犠牲ですべての争いを鎮しずめられるのだ。


　しかも、一騎討ちは提案することに意味がある。もしここでフィリップがこの提案を断われば、敵は戦意をなくし、味方は勢いづくこと必至である。


「よかろう！　望むところよ！」


　だが意外なことに、フィリップは正々堂々受けて立った。


　そして同時に、自らの大将の勇気を褒ほめ称たたえるかのように、フィリップ軍の兵士たちから歓かん声せいが上がる。


「陛へい下か」


　そう声をかけたのは、いつの間にかアレスの傍そばまで馬を進めていたジェレイドだった。


「どうも不可解な状況です。こうもやすやすとこちらにとって都合のいい決闘に応じるとは予想外です。これはフィリップに何か企たくらみがあると見るべきでしょう」


「しかし、これは好機だ。何を考えているかは分からんが、一騎討ちでフィリップを討ち取ることができれば、その時点で戦は終わる」


「そうでしょうか。古今、一騎討ちだけで終わった戦というのは聞いたことがありません。フィリップにしても、自分が少しでも不利になればすぐさま逃げ帰るだけでしょうし、彼の部下が助けに入るでしょう」


「それでもいい。奴やつが逃げ帰る姿を見せつけるだけでも、多少の意味はあるだろう」


「そのことが分からないフィリップではないでしょう。だからこそ怪あやしいのです。敵がこちらにとって都合のいい札を切ってくれることほど恐おそろしいことはありませんよ」


「しかし、どのみちフィリップが受けた以上、もはや断われん。行くしかあるまい」


　一騎討ちを提案したのはアレスの方なのだ。今いま更さら退けば物笑いの種となり、味方の士気は失しつ墜ついする。そのことはジェレイドも承知しているのだろう、それ以上引きとめようとはしなかった。


「仕方ありませんね。分かりました、ご武運をお祈いのりしております」


「やれるだけのことはやるさ。レオン、槍やりを持て！」


「は、ここに」


　アレスが命ずると、相変わらず従者扱あつかいされることを嫌きらうレオンが渋しぶい顔をして馬上槍を持ってくる。


　このところなかなか使う機会がなかったが、騎き士し同士の決闘となれば、剣ではなく馬上槍の出番である。レオンから受け取った長く太い馬上槍を右手に構え、ガルムスが造ってくれた盾たてを左手に構えると、愛馬オルトスを進ませる。フィリップもまた黒くろ塗ぬりの馬上槍と盾とを掲かかげ、平原の中央に進み出てくる。


「嬉うれしいぞ我が宿敵よ。再びこうして相見あいまみえることができるとはな！」


「私は嬉しくもない。フィリップよ、今ならまだ間に合う。武器を捨てて降伏する気はないか」


「ふん！　この期ごに及んでまだ言うか。槍を構えよ、もはや言葉など交わすだけ無む駄だだ！」


「……確かに、そのようだ」


　二人の騎士は、互いに向き合った。


　合図などいらない。アレスの愛馬が走り出すのと同時に、フィリップもまた馬に蹴けりを入れる。


　始めはゆっくりと、だが段々と速度が乗ってくる。


　アレスは馬上槍と盾とを構え直した。走る馬は激しく揺ゆれるが、一日のほとんどを馬の上で過ごすこともあるアレスである。その程度の揺れは何の障害にもならず、槍の穂ほ先さきは微み塵じんも揺れることはなかった。角度は常に地面と平行、そしてその先せん端たんは常にフィリップに向けられる。


　それはフィリップも同様だった。微塵も揺らぎもしない槍の穂先は、真まっ直すぐアレスに向いていた。


　両者の距きよ離りは段々と縮まり、それに比例するように両軍から強い歓声が上がるようになっていった。


　迫せまる馬上槍は、試合用の木製の槍などではない。近この衛え騎士の甲かつ冑ちゆうであろうとやすやすと貫つらぬく威い力りよくを持った鋼の馬上槍なのだ。今ここで判断を一つ誤れば、とてつもない貫かん通つう力を持ったその槍にいともたやすく貫かれることになる。


　あと十間けん（約十八メートル）、あと五間。もはやフィリップの息づかいさえも見分けられる距離だ。段々と神経が研とぎ澄すまされていくのを感じる。命を賭かけた極限の状況に身を置いているためだ。現実にはまばたきを数度する時間しか経過していないにもかかわらず、その何十倍もの時間を体感する。


　そしてついに、両者は交こう錯さくした。





　　　　◆




「ぐぅっ!?」


　フィリップは口から湧わき上がる悲鳴を必死に堪こらえた。


　盾で受け止めたアレスの一いち撃げきは、それだけ強力だったのである。


「おのれ、アレスめ……！」


　アレスと距離を置きながら、フィリップは唇くちびるをかみ締しめた。


　両者が交錯した瞬しゆん間かん、アレスはフィリップの突つき出した馬上槍に自身の馬上槍を叩たたきつけて狙ねらいを逸そらし、そのままフィリップを貫こうとしたのだ。


　妖魔の王からもらった漆しつ黒こくの盾のおかげでどうにか受け止めることはできたものの、アレスの繰り出す馬上槍はとんでもない威力で、盾を持つ手がじんじんと痛む。


「だが、同じ手は喰くわんぞ！」


　フィリップは手た綱づなを操作すると、大きく馬を旋せん回かいさせた。アレスも同様の行動を取り、両者は８の字を描えがいて再び交錯しようとする。


「アレス！」


「フィリップ！」


　気合い一いつ閃せん、再び両者は衝しよう突とつした。


　だが、やはりアレスの方が一枚も二枚も上手だった。


　決して弾はじかれまいと力強く繰り出したフィリップの槍を、アレスは盾でいともあっさり受け流した。


　そしてすり抜ぬけざま、フィリップに槍の一撃を加えようとしたのである。もちろんフィリップも盾で受け流そうとしたが、アレスは衝突の寸前に槍の軌き道どうを変えた。


　防げない。胸部に重い一撃を喰らう。


「うっ、ぐ……！」


　急に槍の軌道を変えたために角度が浅くなったのだろう、フィリップの甲冑を貫くことはできなかった。しかし、貫くことはできずともその一撃は強きよう烈れつな打撃となってフィリップを襲おそった。悲鳴を上げるような無様なことをせずに済んだのは、胸を強打されたことによって空気をすべて吐はき出していたからだった。


「ア、アレス……！　やはり勝てぬというのか……！」


　フィリップの顔が痛みと屈くつ辱じよくに歪ゆがむ。多少の修練を積んだだけで勝てる相手ではないらしい。


　以前のフィリップなら、そのことに強い劣れつ等とう感を抱いだき、たとえ殺されることになってでも果か敢かんにアレスに挑み続けただろう。


　だが、今のフィリップは以前とは違った。ルノアの言葉を思い出す。アレスは王を名乗り、指導者として戦いを挑んできたのだ。ならば武人としての勝敗などどうでもいい、指導者として勝てばいいのだと。


「よかろう、ならば……こうだ！」





　　　　◆




「行ける！」


　フィリップとの交錯を繰くり返し、アレスはそう確信していた。


　パンドラと契けい約やくを交かわしたフィリップの一撃は、確かに重い。だがフィリップは、まだその力を使いこなせてはいないようだった。防ぼう御ぎよ力の高いあの黒い甲冑と盾は厄やつ介かいだが、それでも致ち命めい傷しようを与あたえるのは時間の問題だろう。


　再び愛馬を大きく旋回させ、三み度たび交錯する。


　──今度こそ討ち取ってやる！


　たった一人の犠ぎ牲せいでこの国の争いがすべて終わるかもしれないのだ。多少無理をしてでもフィリップを討ち取る価値は充分にある。アレスは決意も新たに馬上槍に込めた力を強くした。


　だが、このときのアレスは気負い過ぎというべきだった。だからこそ、フィリップの企みにまんまと嵌はまってしまったのである。


「うおおおおお！」


　渾こん身しんの力を込めて、馬上槍を突き出す。しかし、フィリップの行動はまったく予想だにしないものだった。


　手綱を強ごう引いんに引き、自らの騎き乗じようする馬の長い首を、盾にしたのである。


「なに──」


　馬上槍が馬の首を貫く。そのせいで大きく軌道が曲がり、とてもフィリップを貫くどころではなくなっていた。


　もちろん馬は即そく死しし、フィリップも地面に投げ出される。


　──なぜ、馬を盾に!?　そんなことをしても不利になるだけではないか！


　アレスの疑問は、すぐさま氷解することとなる。フィリップ軍から次々と罵ば声せいが上がったのだ。


「卑ひ怯きようなり、アレス！」


「よりにもよって馬を狙うとは！　それでも騎士の誓ちかいを立てた身か！」


「卑怯な反乱軍から将軍閣下をお守りしろ！」


「な、なんだと!?」


　確かに騎士同士の一騎討ちで馬を狙うことは、褒められた戦い方ではない。


　フィリップの狙いにようやく気付く。フィリップはあえて馬を犠牲にすることで、この一いつ騎き討うちをうやむやにするつもりなのだ。


「ふん、一騎討ちはこれまでのようだな！」


　愛馬を失ったにもかかわらず、フィリップは勝ち誇ほこったように言った。


「ここから先は軍勢同士の戦いで決着をつけるとしよう、さらばだアレス！」


　そして身を翻ひるがえし、自軍の方へ戻もどっていく。


「ま、待てフィリップ！」


　アレスはフィリップを追いかけようとしたが、できなかった。


　このときフィリップ軍から数十騎の騎士が進み出、素早くフィリップを取り囲んだためである。





　　　　◆




「こうも簡単に事が運ぶとはな」


　まんまと自軍に合流を果たしたフィリップは、ほくそえんだ。


　これで軍勢同士の決戦に持ち込むことができる。もっとも、アレスに勝てなかったのもまた事実である。そのことを考えると苦々しいものが湧き上がってくるが、もはや武人としての勝負にこだわる必要などないのだ。


「将軍閣下！　反乱軍もアレスを護まもるように動き出しました！」


「そうか」


　フィリップは最後の舞ぶ台たいを整えるべく、再び声を張り上げた。


「全軍、攻こう撃げきを開始せよ！　アレスには一騎討ちで決着をつけるつもりはなかったのだ！　この上は我が軍勢の力をもって、卑怯な反乱軍どもを皆みな殺ごろしにしてくれようぞ！」





　　　　◆




「やはり、一騎討ちで勝負がつくことなどありませんか」


　ジェレイドは唇をかみ締めてその展開を傍ぼう観かんしていた。あるいはアレスなら──とも思ったが、やはりそれも虫が良すぎたらしい。


「全軍、このまま前進開始。国王陛へい下かに続きなさい！」


　こうなったら後は正面から叩きのめすのみである。敵の軍勢はこちらの倍近い。決して楽な戦いくさではないが、こちらの大将はあのアレスなのだ。


（僕はあなたに賭けたんです。見返りはしっかり払はらってくださいよ……！）


　心の中で一度念じてから、ジェレイドは次々命令をくだした。


「第一から第三大隊は陣じん形けいを維い持じして前進！　第四大隊は左さ翼よく、第五大隊は右翼を固めてください！　それから〈風の戦いくさ乙女おとめ〉、こちらへ！」


「何よ、こんなときに？」


　馬を寄せてきたミーアに、ジェレイドは懐ふところから一枚の紙切れを取り出し手て渡わたした。


「国王陛下に合流し、これを渡わたしてください。以後は僕と陛下の命令に応じて動くように！」


「よく分からないけど、とにかくアレスのところに行けばいいのね!?　分かったわ！」





　　　　◆




　一方、アレスは唇をかみしめていた。


「くそっ！　結局こうなるのか……！」


　フィリップは最初から一騎討ちで決着をつける気などなかったのだ。すべては一騎討ちから軍勢同士の決戦へ移行させるためのフィリップの策だったのだろう。


「アレス！　何してんのよ！」


　声に振り返ると、ミーア率いるヘルヴォル隊の姿があった。


「すまない、フィリップを討ち取ることができなかった……」


「そんな簡単に済むなんて誰だれも思ってないわよ！　それより、ジェレイドからこれ預かってきたの！　さっさと読んでさっさと戦う準備して！」


「ジェレイドから？　なんだ？」


　押し付けられるようにして受け取った手紙に目を通す。それはこの局面で読む必要があるものかと疑うような文面で始まっていた。


『フィリップとの決着がつけば、我が国における争いは当面なくなります。北のレアニールには再び侵しん攻こうしてくるような余力はありませんし、東のエディンバラとも紛ふん争そうの兆きざしはありません。つまり、今回の戦が終わりさえすれば、多くの騎き士しや兵士たちの活かつ躍やくの場がなくなります。戦う場所をなくした兵士たちは、その多くが大たい抵てい盗とう賊ぞくや山賊に身をやつすことになり、治安低下の要因となることは歴史が証明する事実です。この度たびの戦は実にいい機会です、できるだけ多くの軍人を殺しておいてください。そうすれば後の僕の施し政せいがやりやすくなりますので』


「…………」


　アレスは言葉を失った。


　──ひょっとしてこれは私を励はげましているつもりなのだろうか。


　ジェレイドの意図は分かる。容よう赦しやなく敵を殺せと、そう言っているのだ。相手が同じ国の人間だからといって、躊ちゆう躇ちよする理由はないと。


　そもそも、なぜジェレイドはこんな手紙を用意していたのか。恐おそらくジェレイドにも分かっていたのだ。一騎討ちで勝負が決まるわけがないと。


「分かった、とにかくやるべきことをするとしよう」


　アレスはまず状じよう況きようを見回した。


　両軍が前進を開始している。間もなく矢戦も始まるだろう。


「我が兵士たちに告げる！」


　アレスは声を張り上げた。


「もはや躊躇のときは終わった！　王都に妖よう魔まを招きいれ、混乱と流血をもたらしたフィリップを許す道理はない！　全軍ここへ集つどえ！　これより諸悪の根源を討つぞ！」


　味方からの喊かん声せいが、一ひと際きわ強くなった。





　こうして、アレスとフィリップの決戦は始まったのである。





　　　　◆




　まず先に仕し掛かけたのはアレス軍である。〈風の戦乙女〉の力によって追い風を得た国王軍は、大量の矢を射掛けた。


　対するフィリップ軍は矢での応戦を避さけ、前線の兵士たちは大おお盾たてを掲かかげて着実に前進した。〈風の戦乙女〉を擁ようする軍勢の戦い方は、すでに知れ渡っている。一方的な矢戦を仕掛けられることはフィリップ軍も予想していたところであり、対策は万ばん全ぜんとは言わずとも充じゆう分ぶんだった。


　かくして、アレス国王軍がやや優勢のまま、両軍は共にキホルテ平原の中央へと進出した。両軍の距きよ離りはもはや三十間けん（約五十四メートル）もない。お互たがいの顔が視し認にんできる距離だ。


「我に続けぇ！」


　アレスが剣けんを振りかざし、単騎で突とつ撃げきする。


　後に続く兵士たちも、すかさず槍やりを構えて突撃を開始した。矢戦で後おくれを取っていたフィリップ王国軍は、積極的な攻勢に出ることを諦あきらめ、迎むかえ撃うつ態勢だった。降り注ぎ続ける矢の雨の中で迎げい撃げき態勢を整えること難しいが、彼らは大盾を構え、どうにか最低限の槍やり衾ぶすまを構成しようとした。


　しかしそこへ異変が生じる。先頭を切ってアレスが敵てき陣じんへ飛び込もうというそのとき、風が吹ふいたのだ。


　いや、それは風などという生易しいものではない。暴風と言うべきだった。大盾を構えていた兵士などはひとたまりもなく、風に吹き飛ばされる紙人形のようにコロコロと吹き飛ばされる。


　その乱れきった戦線に、アレスは突撃した。それは紙切れを剣で切り裂さくようなものだった。一度敵のただ中に飛び込んだアレスは、右に剣を振り下ろし、左に盾を薙なぎ払い、正面を愛馬で蹴けり飛ばした。


　そしてアレスが開けた穴をさらに広げるべく、後に兵士たちが続く。





　　　　◆




「しょ、将軍閣下！　中央が劣れつ勢せいとなっております、敵の勢いが止まりません！」


　浮うき足立った部下の報告を聞かされたフィリップだったが、その表情には何ら焦あせりはなかった。


「慌あわてる必要はない、予想していた戦局だ」


　相手は〈風の戦乙女〉の援えん護ごを受けたあのアレスなのだ。緒しよ戦せんが劣勢になることは予想済みだった。


「消しよう耗もうした部隊は後退させ、前線に援護の部隊を送り続けろ！　所しよ詮せん敵は寡か兵へいなのだ、包み込め！」


　こちらには反乱軍の二倍の兵力がある。兵の質も装備も劣おとっているわけではない。間断なく兵を投入し続ければ、戦局が不利になることはないだろう。


　何より、フィリップはこの日の決戦に備え、いくつもの策を用意していた。





　　　　◆




　アレスは敵のただ中で戦い続けていた。


　その勇ゆう猛もう果か敢かんな戦い振ぶりに、前線の敵兵は怖おじ気けづきつつあったが、だからといって油断はできなかった。追い詰つめられた敵は何をするか分からない。敵の刃やいばは四方八方から飛んでくるのだ、集中力の欠けつ如じよが自らの寿じゆ命みようを縮める。それはパンドラという助言者がいようといまいと関係のない。戦場の鉄則だった。


　だが、そんな状況に置かれつつも、なおもアレスには戦局を見み渡わたすだけの余よ裕ゆうがあった。


　──敵の陣形が厚い！


　予測していたこととはいえ、そのどこまでも続くフィリップ軍の軍列を見ると、いささか背筋が寒くなってくる。しかも、パンドラの加護のあるフィリップに奇き襲しゆう奇策は通用しない。


　アレス軍の方針としては、このまま中央を押し進むしかなかった。


　問題は後続である。アレスが一人で敵のただ中に飛び込んでも、敵をかき乱すことしかできない。軍勢は軍勢によってしか打撃を与あたえられない。アレスに続く兵士たちがこの分厚い敵陣といつまで戦い続けられるかが心配だった。


　ただ、今のところは問題ないようだった。このとき後ろに続いていたのは、アレス国王軍の最さい精せい鋭えいである第一大隊である。率いるのは旧ボルネリア軍の勇将テオドリッジであり、その中にはアレスの従者のガルムスもいた。巨きよ大だいな戦せん斧ぷを軽々と扱あつかう二人の武人は、まるで競きそい合うように敵陣へと切り込み、アレスに劣らぬ勇猛さで敵兵を薙ぎ払っていた。そして兵士たちもまた、自分たちの隊長と王に続けとばかり、快進撃を続けている。


「これならいける！」


　自分が切り開いた道を、仲間がさらに踏み固めてくれる。これが軍勢の先頭に立って戦うという意味なのだ。


　アレスの右みぎ腕うでに、さらなる力がこもった。





　　　　◆




「敵の勢い、止まりません！」


　その報告を聞かされたフィリップは、さすがに舌打ちを禁じ得なかった。


「やりよるわ、アレスめ！　だがいつまでも同じ戦い方が通用するとは思うなよ！」


　一度アレスに突撃されれば、あっという間に戦線はかき乱され、さらにそこへ敵の後続が追い討うちをかけてくれば、もはや修復不可能までに戦線は崩ほう壊かいする。


　打撃を受けて組織的な戦いが不可能になった部隊は後退させる他ほかない。だが兵を後退させ、部隊を入れ替かえる過程ではどうしても指揮に乱れが生じる。その乱れを見み逃のがすアレスではなく、こうなると戦局を挽ばん回かいする暇ひまもなく劣勢に立たされ続けるのだ。


　後ご詰づめの兵を絶え間なく投入し続け、アレスの疲ひ労ろうを誘さそえばあるいは道はあるかもしれないが、赤神の生まれ変わりのごとき戦いぶりを発揮するアレスの姿をああも見せ付けられれば、兵の士気がもたない。あんな化け物に戦いを挑いどむぐらいなら──と逃にげ出すのが関の山だろう。


　しかし、道はある。普ふ通つうの兵士なら、アレスの奮戦ぶりを前に士気を保ち、戦い続けることはできないだろう。ならば、普通ではない兵士を絶え間なく投入すればいいのだ。


「デルニア！　出番だ、兵を出せ！」


　フィリップは背後に控ひかえていた女に命じた。


　もっとも、見た目だけではそれが女だということも、人間ではなくオーガだということも分からなかっただろう。彼女はフードのついた黒いローブで全身を覆おおっていたためである。


「承知しました」


　デルニアは、懐ふところから笛を取り出し唇くちびるを当てた。


　人の耳には聞こえることのない旋せん律りつが流れ出す。それは新たな兵を戦場に誘う行進曲だった。


「中央の部隊を後退させよ！　いくら敵につけ込まれようが構わん！」


　こうして、戦場の様相は一変する。





　　　　◆




　戦場の最前線にいたアレスは、真っ先にその異変に気付いた。


「敵が退いていく……？」


　自軍の戦線を押し上げる好機である。本来なら喰くらいつくように、アレスも突進していくべきだった。


　しかし、このときアレスは攻こう撃げきの手を緩ゆるめた。敵は潰かい走そうするほど打撃を受けたわけではない。これはフィリップの罠わなではないかと考えたのだ。


　その直感は正しかった。


「……なんだ？」


　最初に異変に気付いたのは、アレスの視覚ではなく聴ちよう覚かくだった。


　金属と金属がかち合う音、人の絶ぜつ叫きよう、悲鳴、軍勢が大地を踏ふみしめる音。およそ戦場というものは様々な雑音に塗まみれているのが常であるが、このときアレスの耳に飛び込んできたのは、まったく異質なギャアギャアという獣けものの声だった。


「な、なんだあれは！」


　戦場においては常に冷静なアレスでさえ、自分の目を疑った。


　人間の半分ほどの身長しかないゴブリン、犬いぬ頭あたまとも呼ばれる半はん獣じゆう半人のコボルト、それに食しよく人じん鬼きの異名を持つ巨大なトロール。


　妖魔の群れ数百匹ぴきが、戦線に投じられようとしていたのだ。


「馬ば鹿かな！　どうやって妖魔を兵士になど……！」


　そんな疑問が自然と漏もれ出るが、考えるだけ無む駄だだと悟さとる。フィリップにはパンドラがいるのだ。あの精せい霊れいがまた何か入れ知ぢ恵えしたに違ちがいない。実際、フィリップは王都では妖魔を下げ僕ぼくのごとく扱っているというではないか。


　今目の前で起こっていることを否定しても仕方がない。問題はどうやって対処するかだった。





　　　　◆




「第二、第三大隊はどうにか前進してください。国王陛へい下かを援護するのです！」


　その頃ころジェレイドは、ひたすら中央突とつ破ぱを図はかるアレスを援護すべく、矢や継つぎ早に命令を飛ばしていた。


　アレスたちが突出すれば突出するほどに敵に包囲され、激しい攻撃にさらされることになる。その負担を軽減するには、両りよう翼よくの部隊を前進させて敵に圧力をかけるしかない。


「ジェレイドさま！　中央に異変が！　あ、あれは……妖よう魔ま!?」


「なんですって!?」


　ベルハルトの指し摘てきに、ジェレイドは慌てて目を凝こらし、そして状じよう況きようを認にん識しきした。


　アレスたち中央の第一大隊に襲おそい掛かかろうとしていたのは、人ではなかった。犬のごときコボルトや小人のごときゴブリンの群れ、そして人の数倍はあろうかという巨きよ体たいを揺ゆらしているのは、噂うわさに聞くトロールではないか。


「ま、まさか！」


　まず自分の目を疑いたいところだったが、戦場でそんな行こう為いに意味はない。ジェレイドもアレスと同じように、目の前で起こったことをまず認めようとした。


　──迂う闊かつだった、そうきますか……！


　王都でフィリップは妖魔を使し役えきしていたという。そのことを考えれば、むしろこの展開も予測しておくべきだったのだ。


　ただでさえ兵数において劣ってるというのに、その上あれほど強力な兵種まで投入されたのだ。厄やつ介かいな事態だった。


　しかも、多くの将兵にとってトロールのごとき巨大な妖魔を目にするのは初めてである。それが恐きよう怖ふを呼んだのだろう、第一大隊の前進が止まっていた。そこへすかさず妖魔たちが襲い掛かったのである。


　ある兵士は無数のゴブリンに取り囲まれ、錆さびた刃やいばで体中を切り裂かれていた。


　ある兵士は俊しゆん敏びんなコボルトの動きに付いていけず、首筋に犬歯を突つき立てられていた。


　またある兵士はトロールの怪かい力りきになす術すべもなく、その大木のような腕うでで頭を割られていた。


「ま、まずいですね……！」


　遠目に見ても、第一大隊が劣勢に陥おちいっているのは明白だった。


　何か新たな対応策を指示すべきだった。しかし、妖魔の群れと戦った経験などジェレイドにはない。


　何か指示を出さなければならない。にもかかわらず何ら打開策は浮かばない。そうこうしている間にも無為に兵士が死んでいく。


　以前のジェレイドなら、そんな光景を見せ付けられるだけで血を吐はいて倒たおれていたかもしれない。


　だが、今のジェレイドは一人ではなかった。目の前の問題はジェレイドには対処できないものだったが、こと戦いの分野ならばいくらでも心強い味方が今はいるのだ。


　もちろん、アレスである。


　本当にあの騎き士しは恐おそれという言葉を知らないらしい。アレスは妖魔の群れの中にさえ単騎で突っ込んでいた。そして縦横無む尽じんに剣けんを振ふるい、当たるを幸いコボルトを薙なぎ払はらい、ゴブリンを切り払っていく。さらに落ちている槍やりを拾っては投げ、拾っては投げ、巨大なトロールの頭を次々正確に貫つらぬき、いともたやすく倒していった。


　あのトロールでさえ、アレスの前では的でしかないのだ。その戦いぶりに勇気付けられたのだろう、アレスに続く兵士たちも段々と士気を取り戻もどし、組織的な戦いを始めていた。


　ジェレイドは心から安あん堵どのため息を吐いた。


「あなたが味方で良かったですよ、本当に……」





　　　　◆




「まだまだ！　この程度か、フィリップ！」


　アレスはただひたすら前を見て武器を振ふり続けていた。


　クラウディアの命令を受け、王国のあちこちで人々を救うべく剣を振るってきたアレスである。妖魔との戦いを強しいられたことも一度や二度ではない。その気になって戦えば、決して恐ろしい敵ではなかった。


　ゴブリンの力は人の大人にはるかに及およばない。恐れるべきはその数であるが、先手を取って個別に戦えば恐れるに値あたいしない。


　トロールはアレスの知る限り最強の妖魔だ。その巨きよ木ぼくのような腕から繰くり出される攻撃の前では人の体など紙同然だし、見た目の巨体さとは裏腹に動きもそこそこ俊敏だ。


　しかし、馬に乗って駆かけ回っていれば攻撃を喰らうことはない。そしてトロールも生物である以上、頭という小さく脆もろい弱点がある。矢程度ではなかなか致ち命めい傷しようは与えられないが、アレスの投じる投げ槍なら一方的に虐ぎやく殺さつが可能だった。


　むしろ面めん倒どうなのは犬頭の異い称しようで知られるコボルトだった。その俊敏さは馬に匹ひつ敵てきするほどで、しかも地を駆けるときは犬のように四つん這ばいになるため、馬上から剣を振り下ろしても当たりにくい。


　それでも戦いようはある。コボルトも攻撃するときは二本足で立ち上がるか、あるいは飛びかかって来る他ない。その瞬しゆん間かんを狙ねらって剣を振り下ろせば殺すのは難しくなかった。


　それに、組織的な戦いを挑んでくる人間に比べれば、バラバラに攻せめかかってくる妖魔はむしろ戦いやすいほどだった。


「うおおおお！」


　兵士たちの負担を少しでも減らそうと、アレスはなおも積極的に妖魔の群れのただ中へと突っ込み、右に左に武器を振るった。


　眼前の敵が人間であったならば、アレスの戦いぶりに恐れをなして足を止めていただろう。実際、コボルトやトロールなどはアレスの果か敢かんな戦いぶりに恐れをなしたかのように、積極的に近づいていこうとはしなかった。


　だが、ただ一種、ゴブリンだけは違った。もともとゴブリンはひ弱な種族であるが、その旺おう盛せいな繁はん殖しよく力のため、今もグリア大陸全土に無数の群れが生息している。ゴブリンは、群れを守るためなら死をも恐れない。群れの中の雄おすと雌めすとが一匹ずつ生き残ればいいとばかり、必要があれば自らの命も捨てて襲い掛かってくるのだ。


　その習性のせいなのだろうか、ゴブリンはまったくアレスを恐れなかった。目の前で何匹仲間が斬きり殺されようと、狂くるったように次から次へと攻撃を仕し掛かけてくる。


　こうなるとアレスの足は止まらざるを得なかった。





　　　　◆




　後方から戦局を見み渡わたしていたジェレイドは、渋しぶい顔をしていた。


「何か手を打たねばなりませんか……」


　表向き、戦局は大きく動いていない。アレスが最前線で奮戦しているため、戦線は充じゆう分ぶん維い持じできている。


　だが、アレス軍には兵力という弱点がある。このまま戦局が推移すれば、すりつぶされるようにアレス国王軍は劣れつ勢せいに陥っていくだろう。そうなる前に手を打たねばならなかった。


　ふと、自軍後方へと目を向ける。そこにはアレス国王軍に加入したばかりの騎士や貴族、志願兵で構成された部隊がある。


　アレス軍にとっては貴重な予備隊である。勢いの残っている今の内に彼らを前線に投入すれば、より優位を確立することができるかもしれない。


　だが、できれば彼らを使うのは自軍が圧あつ倒とう的に優勢な状況になってからにしたかった。編制されたばかりの寄せ集めの部隊を下手に戦線に投入し、挙げ句劣勢に陥って潰走するようなことがあれば、全軍が崩ほう壊かいしかねないからだ。


　──せめて、もう少し状況が良くなれば！


　ジェレイドは戦局を見渡した。ジェレイドほど指揮経験を積んだ者はフィリップの陣じん営えいにもそうはおらず、その経験がまさに今活いきようとしていた。フィリップ軍に綻ほころびを見つけたのだ。


　アレス率いる中央、そして左さ翼よく、右翼ともに戦線は拮きつ抗こうしているように見える。その中でも左翼に優勢の兆きざしがあった。


　戦いが始まってそれなりの時間が経たつというのに、左翼の第二大隊には目立った被ひ害がいがないのだ。左翼が構成している戦線は、この戦場のどこよりも強固だった。


　第二大隊を率いるのは経験豊富なカークウッドである。その武名はあまり広まってはいないが、ジェレイドが自分の後事を託たくしてもいいと思ったほどの人物である。


　逆に相対する敵右翼は、戦線に綻びが目立ち、動きも鈍どん重じゆうだった。王都を治めたフィリップと言えど、その部下すべてが有能というわけではないのだろう。策を仕掛けるとしたらそこしかない。


「第二大隊のカークウッド千人長に伝令を。敵右翼の動きは鈍重、釣つり出しの策を仕掛け、攻こう勢せいに出よと」


　今いま頃ごろ敵右翼の指揮官は、自軍が劣勢であることに焦あせっているに違いない。そこで味方の兵を一時的に後退させるのだ。


　敵からすれば、戦線に穴を空ける好機となる。その穴へつけ込むように前進してくれば、すかさず包囲殲せん滅めつするのである。


　もっとも、言うは易やすいが実行に移すのは簡単ではない。囮おとりとなる部隊を退たい却きやくさせる時節や、敵を包囲殲滅するべく攻こう撃げき命令を出す時節を完かん璧ぺきに見み極きわめなければならないし、そのためには綿密な用兵が必要となる。


　──ですが、カークウッドならやり遂とげるでしょう。


　かつては城じよう塞さい都市オルガスタの経済封ふう鎖さ作戦の一いつ端たんをも担になわせた第二大隊の指揮官を、ジェレイドは高く評価していた。





　このとき、ジェレイドはアレスからの忠告の本当の意味を理解していなかった。


　アレスは言った。こちらの命令は、すべて敵に漏ろう洩えいしていると考えろ──と。ジェレイドはその忠告を決して軽視していたわけではなかった。しかし、その意味を「自軍にはフィリップが忍しのび込ませた間かん者じやがいる。ゆえに情報漏洩に気をつけろ」ということだと考えていたのである。


　たとえ自軍に間者がいたとしても、フィリップの元に報告が届けられるにはかなりの時間が必要となる。ゆえに、間者の存在など必要以上に恐れる必要はない──ジェレイドはそう判断していたのである。





　　　　◆




《ジェレイドが命令を出したぞ。こちらの右翼の部隊に、釣り出しの策を仕掛ける気だ》


　パンドラの声がフィリップの脳のう裏りに響ひびいた。


「このときを待っていたのだ……！」


　会心の笑えみが浮うかぶ。


　フィリップの考えていた戦術は次のようなものであった。まず、アレスを妖よう魔まで足止めする。恐れを知らぬ妖魔なら、アレスに勝つことはできずともその場に釘くぎ付づけにすることはできる。


　アレス国王軍の切り札でもあるアレスを釘付けにできれば、戦線は必ず停てい滞たいする。そうなれば敵は──ジェレイドは何らかの策を仕掛けてくるだろう。しかしパンドラがいる以上、敵の策は筒つつ抜ぬけである。その裏をかけば、簡単に自軍が有位に立てるのだ。


「ベルワルド卿きよう！」


「はっ、ここに！」


　フィリップの前に現れたのは、近この衛え騎士の証あかしである真しん紅くの甲かつ冑ちゆうに身を包んだ大おお柄がらな武人だった。


　巨きよ大だいな戦せん鎚ついを片手に戦う近衛騎士屈くつ指しの勇将である。かつてのジェレイド率いる反乱軍や、北のミレスデンとの決戦の際には騎士隊の先頭に立って戦い、大小の戦功を打ち立ててもいる。


「騎士隊を率いて右翼へ向かえ！　間もなく敵左翼が我が軍を引き込もうと意図的に戦線に穴を空けるだろう！　その隙すきを突ついて戦線を食い破れ！　味方ごとでもよい！」


「承知！」


　続いてフィリップは、自身に忠実な若い近衛騎士を呼んだ。


「アーウィン！」


「ここに控ひかえております！」


「遊撃を任せる！　与あたえた騎士三百を率いて同じく右翼の外側へ回り込み、次の命令を待て！」


「ははっ！」


「それからベルフェルド、後ご詰づめの部隊を右翼に回しておけ！　そこから戦線が一気に乱れるぞ！」


「承知しました、ではそのように」





　　　　◆




　戦局は再び動き始めた。


「今だ、後退しろ！」


　アレス国王軍の左翼で指揮を出していたカークウッドは、自らが指揮する小隊のいくつかに後退の命令を出し、意図的に戦線に穴を作った。


　敵からすれば攻勢に出る好機である。予想していた通り、今までの劣勢を取り戻もどそうと積極的に突っ込んでくる。


「押し包め、一人も逃にがすな！」


　すかさず穴の両翼に待機させていた兵士たちに弓を射い掛かけさせ、さらに槍やりを並べて突とつ撃げきさせる。


　三方向からの攻撃を受けては耐たえられる道理はない。敵は悲鳴と絶ぜつ叫きようと血に塗まみれながらバタバタと倒たおれていく。


　吸い出されるように、敵の戦列に穴が空いていた。


「突撃せよ！　戦列を打ち崩くずせ！」


　カークウッドの命令は実に適切な時節に出され、彼が率いる第二大隊は、手て薄うすになった敵の戦列を打ち破り、この左翼における戦局を大きく動かす──。


　はずだった。


　そのとき、彼らの眼前にまったく意図しない敵が立ち塞ふさがったのである。赤い甲冑に身を包んだ騎き士しの一団だ。


「まさか！　近衛騎士か!?」


　目を疑うカークウッドを尻しり目めに、騎士隊を率いる近衛騎士ベルワルドの声が戦場に響き渡わたった。


「突撃せよ！」


　単純明快な命令と共に、ベルワルド自ら戦鎚を振ふりかざし、騎士隊の先頭を切って馬を駆かる。


　国内は元より周辺諸国にまでもその威いを知らしめてきた騎士千人の突撃である。こればかりは堀ほりや柵さくといった物理的な防ぼう御ぎよ手段でもなければ防ぎようがない。できることと言えば騎士隊の眼前で槍やり衾ぶすまを構成し、突撃を躊躇ためらわせることぐらいである。


　だが、攻勢に出ている最中のカークウッド第二大隊に槍衾など作れるはずがない。濁だく流りゆうに呑のみこまれるかのように、先せん鋒ぽうの一団は騎士の群れに呑み込まれた。


「い、いかん！」


　カークウッドは防戦を指示しようとしたが、手て遅おくれだった。


　今や兵士たちは自分の命を護まもるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。誰だれもが必死になって騎士隊の進路上から逃のがれようとする。前線の兵は後方へ逃げ、それと共に恐きよう怖ふが伝でん染せんし、後方の兵もまた逃げだそうとする。それはアレスに追い散らされたフィリップ軍の兵士たちと同じ反応だった。


　もはやカークウッドに騎士隊の蹂じゆう躙りんを止める手はなかった。できることは一つ、兵力を温存することだけだった。


「各百人長に告げる！　戦線を放ほう棄きしてもよい、戦力をまとめて防戦に徹てつせよ！」


　騎士隊に踏ふみつぶされた小隊は、もはや立て直しは不可能だろう。しかし百人ほどの小隊なら小隊長の指示次し第だいでどうにか戦力を維い持じできるかもしれない。


　こちらにはジェレイドがいる。この窮きゆう状じようを見れば必ず手を打ってくれるだろう。それまで戦力を維持できれば、まだ挽ばん回かいの機会はあるはずなのだ。





　　　　◆




　ジェレイドはもちろん左翼戦線の異常に気付いていた。


　──まさか、見み抜ぬかれていた!?


　あまりにも絶ぜつ妙みような時節に騎士隊を投じられたのである。そう考える他ほかなかった。


　まともに蹂躙された左翼は、もうもたないだろう。


「〈風の戦いくさ乙女おとめ〉に伝令！　すぐさま左翼に加わり敵騎士隊に攻撃を！」


　アレスが中央の戦線で戦っている以上、ジェレイドにできる最善策は〈風の戦乙女〉率いるヘルヴォル隊を左翼に向かわせることだった。


　ヘルヴォル隊に騎士隊を追撃させ、矢を雨のごとく降らせるのだ。相手は馬も乗り手も甲冑や盾たてで固めている騎士隊だが、横や後方からの射撃には強くない。それに重装備の騎士隊では軽装のヘルヴォル隊に追いつくことはできず、一方的に攻撃することができるのだ。そうなれば騎士隊は被害を出すことを恐おそれ、後退してくれるかもしれない。


　だが、事はジェレイドの思い通りには運ばなかった。





　　　　◆




　フィリップの腹心である近衛騎士アーウィンは、すでに新たな命令を受けていた。


「この戦局を読んでおられたとは、さすがはフィリップさま」


　アーウィンに与えられていた兵力は騎士と従者の計三百。ただし、武器は弓矢と剣けんのみで極力重量を減らしてある。


　その設立理由は一つ。〈風の戦乙女〉対策である。


「全軍、我に続け！　〈風の戦乙女〉を牽けん制せいする！」


　こうして戦局は大きく動いた。


　アレス国王軍の左さ翼よくを貫つらぬいたベルワルド率いる騎士隊は、そのままジェレイドのいる中央へ襲おそい掛かかろうとしていた。


　だが、それを阻そ止しすべく〈風の戦乙女〉率いるヘルヴォル隊が攻撃を仕掛ける。一方的な矢戦を仕掛けられ、騎士隊は少なからぬ被ひ害がいを出し始めた。やむを得ずベルワルドは進路を転てん換かん、先にヘルヴォル隊を攻撃しようとする。


　しかし機動力に長たけたヘルヴォル隊は、騎士隊と一定の距きよ離りを維持したままなおも騎射を続行した。こうなると騎士隊が一方的な攻撃を受けることとなるが、もっとも防御の厚い正面から射撃されただけでは、それほど打撃を受けることもなかった。


　こうして騎馬同士の戦いは膠こう着ちやくするかと見られたが、ここで〈風の戦乙女〉の正面に新たな敵が現れた。アーウィン率いる三百の騎士隊である。


　ヘルヴォル隊は前後を囲まれた形になった。〈風の戦乙女〉は追い風を吹ふかせることで自軍の矢の飛ひ距きよ離りを伸のばし、敵の矢を吹き払はらうことができる。しかしその戦い方は、前後から挟きよう撃げきされれば維持できない。


　やむなくヘルヴォル隊は、真横へと進路を転換、戦線から離はなれていかざるを得なかった。


　かくして、アレス国王軍は左翼の建て直しに失敗する。


　戦局が大きく動こうとしていた。左翼の前線で戦っていた第二大隊はすでに崩ほう壊かいしており、しかも内側深くまで敵騎士隊に踏み込まれていたためジェレイドは後詰の部隊を前進させることができなかった。


　反対にフィリップは間かん髪はつ入れず予備隊を投入。アレス軍は中央の部隊も二方向からの攻撃にさらされることとなり、今や左翼崩壊の影響は全戦線に波及しようとしていた。





　　　　◆




　このとき、アレス国王軍の後方である動きが生じようとしていた。


「何をやっているのだ！　あの若造めが！」


　そう毒づいたのは、レミーア伯はくである。フィリップではなくアレスに味方することを選び、最近その傘さん下かに身を投じたばかりの貴族だ。


　レミーア伯がフィリップを選ばなかったことには理由がある。フィリップにはすでに多くの貴族が味方しており、今いま更さら自分一人加わったところで、大した利益にはならないと考えたためであった。


　だが、アレスに付いて甘い汁しるを吸うためには、大前提としてアレスがフィリップに勝利することが必要である。にもかかわらず、現在の戦局は自軍の劣勢ぶりが一目瞭りよう然ぜんだった。


「これはまずい、まずいぞ……」


　もともとレミーア伯にはアレスへの忠誠など欠片かけらもなかった。それどころか、むしろアレスに対し、気に喰くわないことの方が多かった。せっかく王国貴族たる自分が味方をしてやっているにもかかわらず、まったく重用されている気がしないためだ。アレスの相談相手は常に貧民出身のジェレイドであり、今がそうであるように戦いにおいても軍の中ちゆう核かくからは遠ざけられ、厄やつ介かい払ばらいされているかのように戦場の後方の片かた隅すみに配置されているだけである。


「もはやこれまで、ということか」


　どうやら自分はアレスという貧びん乏ぼうくじを引いてしまったらしい。このままではアレスともどもフィリップに踏み潰つぶされるか、そうでなくとも戦犯の一人としてレミーア伯はく爵しやく家は断絶の憂き目を見ることになるだろう。


　残された手段は一つしかなかった。このような状じよう況きようであるからこそ、逆にレミーア伯爵家の名を世に知らしめるある行動が可能なのだ。


「全員聞け！　我らはこれよりフィリップ将軍閣下に付く！　王を僭せん称しようせし逆ぎやく賊ぞくアレスを討うつぞ！」


　主あるじの突とつ然ぜんの心変わりに、異論を差し挟む部下はいなかった。彼らも自分たちの主ならそれぐらいのことはするだろうと思っていたし、主と部下は、必然的に似るものである。彼らもまた、命を懸かけるのならより優勢な側に付きたかったのだ。





　　　　◆




「ジェレイドさま、大変です！　レミーア伯が裏切り、我が軍に対して攻撃を仕掛けております！」


「なんですって!?」


　ジェレイドは戦せん慄りつした。もっとも恐れていた事態が生じたのだ。


　自軍が優勢であればこそ味方でいた貴族。それがアレス軍不利のこの状況を見て寝ね返がえったのだ。


　レミーア伯の軍勢は三百足らずと記き憶おくしている。驚異となる数ではないが、アレス国王軍からすれば後方をいきなり奇き襲しゆうされたことになるのだ。戦線の建て直しはいよいよ難しくなる。


「なんということだ……」


　絶望がジェレイドを支配しかけていた。


　この戦いくさには、王国のあらゆる人々が注目している。まさに、文字通り決戦なのだ。勝った側は王国のすべてを味方に付け、負けた方には何も残らない。


　敗北とはすなわち死なのだ。たとえ退たい却きやくして逃にげ延びることができても、もはや新たな協力者も志願兵も望めない。


　これはどれだけの犠ぎ牲せいが生じたとしても、絶対に勝たなければならない戦なのだ。


　しかし今、左翼は崩壊し、味方には裏切り者が出て後方を脅おびやかされている。この状況を挽回するような策は、ジェレイドにも思い浮うかばなかった。


「一体どうすれば、どうすればいいというんですか……！」


　アレスを王として迎むかえて以降、忘れかけていた腹部の痛みが、再びよみがえろうとしていた。




　第二章　王の戦い　前編
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「まずい！　総そう崩くずれになる!?」


　アレスは最前線で戦いつつも、自軍の状況を的確に把握していた。


　自軍左翼はすでに崩壊し、〈風の戦乙女〉率いるヘルヴォル隊も騎き士し隊たいに追い回されてまともに戦うことができていない。しかも、ここぞとばかりにフィリップ軍はその多大な兵力を投入してきている。その上、後方から奇襲でも受けたのか、ジェレイドの本隊の動きも明らかにおかしい。


　幾いく度どもの戦場を潜くぐり抜ぬけてきたアレスには、簡単に分かった。これは負け戦であると。このまま戦いを続けても、自軍に勝ち目はないと。


　この戦が天下分け目の決戦だということは、アレスにもよく分かっていた。ここで勝てなければ形勢は一気にフィリップに傾かたむくだろう。多くの人々が自分を見限りフィリップに付き、アレス国王軍は間近に迫せまった冬を越こすこともできず消しよう滅めつするかもしれない。


　多少無理をしてでも勝つ可能性にかけるべき──ジェレイドならそう言うかもしれない。しかし、このような局面で勝利するにはよほど奇抜な策を用いなければならない。だが、フィリップにはすべてを見通すパンドラの加護があるのだ。


　アレスが決断を下したのは一いつ瞬しゆんだった。


　──退却すべきだ。それしかない！


　このままずるずると戦いを続け、その結果死ぬのは誰だれか。王になるなどと言い出した自分に付いてきてくれた兵士たちだ。たとえ軍が維持できなくなろうと、兵士たちは逃がさねばならなかった。


　だが、フィリップを相手に下手に後退などすれば、すかさずつけ込まれるだけだ。戦場においてもっとも危険なのは、後退を始めた瞬間なのだ。敵に背を向けて無防備になったその瞬間を襲われれば、一方的に虐ぎやく殺さつされることとなる。


　アレスは考えた。一体どうすればフィリップに手を出させることなく全軍を後退させられるか。


「リーエンノール！　リーエンノールはいないか！」


　ひとまず後退し、ジェレイドと即そく座ざに連れん絡らくをつけることのできる人物を呼ぶ。


「ここに、国王陛へい下か」


　こんな状況だというのに、いつも通り平然とリーエンノールが馬を寄せてくる。


「私の声をジェレイドに届けてくれ！」


「ああ、承知した」


「ジェレイド、聞こえるか!?」


　反応はすぐにあった。


〈ええ、聞こえます陛下。そろそろ来ると思ってました〉


　はるか最前線から後方の指揮官と連絡が取れる。つくづく便利な術だった。


「我が軍はもう限界だ、そうだな!?」


〈残念ながらそのようです。陛下、なにかよい手はないでしょうか？〉


「もはや手は一つしかない。いいか、よく聞け、全軍を徐じよ々じよに退却させろ！」


〈全軍退却!?　話は分かりますが、この戦は負けてはいけない戦なのです。ここで退けば最後、王国中が敵に回り、僕たちに二度と再起の目はなくなります〉


「言いたいことは分かるが腹を括くくれ！　確かに我が軍への協力者は減るだろう、フィリップ軍は今以上に強くなるだろう！　だがそれでもこれ以上無意味に兵を死なせることはできん！」


〈ですがここで敗北すれば、これまでに生じたすべての犠牲も無意味なものとなるんですよ!?　僕を信じて戦い、そして死んだ兵のためにも、ここで諦あきらめることはできません！〉


「そうだ、諦める必要なんてない！　まだ我が軍には私がいる、おまえがいる、ミーアもいる！　ここで終わらせないためにも一人でも多くの兵を逃がすんだ！」


〈……力強いお言葉です。では、つまり陛下はまだ諦めてはいないのですね？〉


「当たり前だ、それこそすべての犠牲を無む駄だにすることになるだろう！」


〈分かりました。元より陛下に懸けた身、そのお言葉を信じましょう〉


　──問題はフィリップだ……！


　今のジェレイドとの会話は、間ま違ちがいなくパンドラを通じてフィリップに露ろ見けんしているだろう。こちらが退却すると分かっていれば、すかさず追つい撃げきに移ってくることは間違いない。何らかの手を打たねば、退却に転ずる際に大きな犠牲が生じることになる。


　──このまま全軍が危機に陥ることに比べたら、多少の犠牲はやむを得ないのか……！


　少数を切り捨て多数を生かす。それは指揮官に必要な判断であったが、いざその判断を下すとなれば、少なからぬ抵てい抗こうがあった。





　だが、このときアレスには一つだけ幸運が働いた。「パンドラにすべてを聞かれている」という意識が働いていたがために、アレスのジェレイドへの指示は極きわめて小さくまとめられていた。そのことが、フィリップにある影えい響きようを与あたえることとなったのである。





　　　　◆




《フィリップよ。アレスは自軍に退却命令を出したぞ》


　パンドラの助言に、フィリップは驚おどろきを禁じ得なかった。


「退却だと!?　まさか、もう勝負を投げるというのか!?」


《さてな。アレスが全軍退却を命じたのは事実。それ以上のことは分からぬ》


　確かにアレス軍は完全な劣れつ勢せいにある。退却して態勢を立て直すのは定じよう石せきと言えるだろう。


　しかしアレス軍は、この戦に負ければ後がない。敗戦の報が王国に広まれば最後、今までアレスに協力していたほとんどの人々が手の平を返し、あっという間に軍勢の維い持じすらできなくなるだろう。アレスにとって、退却と死は同義といってもいいのだ。自ら死を選ぶ武人がいるとは思わない。


　しかもこちらにはパンドラがいることをアレスは知っている。下手に全軍退却など行えば、すかさず追撃されることをアレスは知っているはずだ。


　──いや、待て。つまりこれは、アレスの策ではないのか？


　たとえばアレス軍が全面退却し、自軍がすかさず追撃すればどうなるか。アレス国王軍はもちろん大きな被ひ害がいを出すことになるが、フィリップ軍も吸い出されるように陣じん形けいが崩くずれるだろう。


「そうか、それが狙ねらいか！」


　軍勢同士の戦いで決着が付いた今、アレスにできる逆転の一手は一つしかない。すなわち、敵の総大将を討うち取ることだ。


　こちらの陣形が崩れたところで、アレスが少数の精せい鋭えい部隊を率いて突とつ撃げきし、自分の首を取りに来る──実にアレス向きの戦い方ではないか。


　しかし、そこまで分かれば応手は簡単だった。


「全軍に命令する！　間もなく反乱軍は後退に移るだろう、だが追撃は禁ずる！　前線の部隊は隊列を立て直すことに傾けい注ちゆうし、然しかる後着実に前進せよ！」


　それがフィリップの下した判断だった。


　こちらが態勢を崩さなければアレスにできることはもう何もない。追撃を仕し掛かけるのは、アレス軍がキホルテ平原を脱だつ出しゆつし始めてからでも充じゆう分ぶんなのだ。これ以上の最善の手はないだろう。


「これで私の勝利だ！　見たかアレス！」





　　　　◆




　間もなくアレス国王軍は、退却に移るため、全軍が後退を始めた。


　──なぜ追撃がない!?


　アレスは驚きを隠かくせないでいた。全戦線にわたって部隊が後退するという大きな隙すきを見せたにもかかわらず、フィリップ軍はすぐに前進してこなかったのだ。


　いや、追撃の態勢は整えている。フィリップ軍は積極的に前進しない代わり、隊列を整え直している。その気になればすぐにでも追撃戦に移れる態勢だ。


　だが、今はこのわずかな時間がありがたかった。


「今だジェレイド！　全軍に退たい却きやくを命じろ！　この平原から逃にげ出せ！」





　　　　◆




　アレス国王軍の動向は、間もなく副将ベルフェルドからフィリップにももたらされた。


「将軍閣下！　反乱軍は後退から退却に移りました！」


「そうか」


　これ以上の抵抗を見せず、アレス軍は逃げ去ろうとしている。つまり、アレスにはもはやこの戦局を打開する手がないのだ。まさに自軍の完全な勝利である。


　フィリップは声を張り上げた。


「アレス軍が尻しつ尾ぽを巻いて逃げていくぞ！　我が軍の勝利だ！」


　歓かん声せいが上がった。まずフィリップの周囲で沸わき起こったその歓声は、やがてすべての戦場へと広がっていく。


　──勝った！　ついに勝ったぞ！


　喜びがあふれ出してくる。ついに自分は、将として、未来の王として、アレスの上を行ったのだ。アレスの悔くやしがる顔が見られないのは残念だが、それも時間の問題だろう。


「閣下、追撃はいかがいたしましょう？」


　ベルフェルドの言葉に、ようやく我に返る。同じ勝利なら、敵の首は多い方がいい。


　アレス軍はキホルテ平原を北へと脱出し、そのまま狭せまい中央街かい道どうへ逃げ込むこととなるだろう。そこを背後から追撃すれば、安全かつ確実に戦果をあげることができる。


「全軍、追撃戦の準備をしておけ！　反乱軍にとどめを刺さすぞ！　我が国最後の戦いくさだ、功を得るがいい！」





　　　　◆




　アレス軍が後退しても即座にフィリップ軍は追撃を行わず、また、アレス軍を裏切ったレミーア伯はくの部隊も、もともと手勢が少なかったためだろう、追撃と退却の混乱に巻き込まれるのを嫌きらってか平原の北東部からそのまま背後の森へと退却していった。


　そういった事情もあり、始めのうちはアレス軍の退却は順調に進んでいた。だが、広いキホルテ平原から狭い中央街道へ逃げ込もうとしているのである。一度に平原から脱出できる兵の数には限界があり、やがて平原の北部において兵の動きが停てい滞たいし始める。


　このときに至っても、未だフィリップ王国軍に動きはなかった。


　──街道に入ってからとどめを刺す気だろう。


　フィリップの考えを、アレスは正確に推察していた。


　兵というものは、逃げ道がなければ必死に戦うが、生きる道があればどうしても生にしがみつこうとする。追撃を仕掛けるのは、敵をある程度逃がしてからというのが兵法の常道だ。


　何らかの対たい抗こう策を講じなければ、大きな被害を受けることとなる。アレスはリーエンノールに頼たのんで再びジェレイドと交信を行った。


「ジェレイド、聞け！」


〈聞いています。なんでしょう？〉


「フィリップの追撃に備えなければならん！　殿しんがりは私が務める！」


〈またそういうことを仰おつしやる！　賛成ですけど反対です！〉


「なんだそれは!?　時間がないんだ、まともな返事をしろ！」


〈陛下が死ねば僕たちの存在価値はなくなるんですよ!?　殿なんて、そんな危険なことをやらせるわけにはいきません！〉


「だからこそ私がやるんだ。多くの兵士たちを無む為いに犠ぎ牲せいにした以上、そうしなければ私の気が済まん！　それに私が目の前にいれば、フィリップは必ず食いつくだろう！」


〈それは殿じゃなくて囮っていうんですよ！〉


「時間が稼げるならどうだって構わん！　とにかくジェレイド、これは命令だ、いいな！」


〈分かりました、もう何も言いません、どうか生きて帰ってください！　その代わり〈風の戦いくさ乙女おとめ〉をお借りしますよ。あなたか〈風の戦乙女〉、どうしてもどちらかにやってもらわないといけないことがあるんです〉


「よく分からんが、その仕事と殿、どっちが危険だ!?」


〈殿に決まってるでしょう！〉


「ではミーアは好きに使え！　後は任せる！」


〈どうかご無事で、陛へい下か！〉


　できればミーアには殿を手伝ってもらいたいところだった。ミーア率いるヘルヴォル隊は、遠えん距きよ離りから一方的に射しや撃げきが可能だ。殿のような役目こそ打って付けだろう。しかしジェレイドがどうしても必要とあれば譲ゆずる他ほかない。


　それに、そう悪いことばかりではない。なまじ味方がいなければいないほど、アレスとしては動きやすい。


「ガルムス！　テオドリッジ！　リーエンノール！　おまえたちも退却しろ、殿は私が務めるが漏もれた敵はおまえたちでなんとかしてくれ！」


「なんじゃと!?　わしらに逃げろというか！」


「うるさい、今は言い争っている場合じゃないんだ！　徒歩の兵では足手まといだ、それに兵をまとめる将も必要だろう！」


　その指し摘てきに、歩兵として戦ってきたテオドリッジは何も言えないようだった。


「ちっ。つまらんがやむを得ん、今は従ってやるとしよう」


「お気をつけを、陛下。こんな道半ばで死なれては、せっかく面おも白しろくなってきた人の世が台無しゆえ」
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「ふん、今回ばかりはエルフの言ってる通りだ。死ぬなよ我が主よ」


　リーエンノールやガルムスもどうにか納なつ得とくしてくれたらしく、それぞれ最後まで文句を口にしながら去っていった。


「さて」


　愛馬オルトスの馬首を正面に向ける。


　フィリップ軍は、隊列を整えていよいよ追撃に入ろうとしていた。まず前進してきたのは弓兵である。この平原から逃げようと北側の街道に殺さつ到とうしている兵士たちに矢の雨を降らせ、さらなる混乱を巻き起こそうという狙いだろう。


　弓兵の後ろには騎き士し隊が見える。アレス軍が北の街道に逃げ延びれば、すかさず街道を埋うめんばかりの勢いで馬上槍やりを携たずさえ突撃してくるに違ちがいない。


「そうはさせん！」


　アレスは愛馬と共に敵に向けて突進した。すかさず、アレスに向かって矢の雨が降り注ぐ。


　だが、フィリップ軍はまだアレスという騎士を甘く見ていた。弓矢でアレスとその愛馬は殺せないのだ。


　騎手の意思に忠実に応じ、名馬と呼ばれるに相応ふさわしい機き敏びんさを発揮するオルトス。小枝のように軽々と剣けんと盾たてを振ふるい、矢を打ち払はらうアレス。


　降り注ぐ数百の矢からいとも簡単に逃のがれると、アレスは敵てき陣じんに突撃した。





　　　　◆




「将軍閣下！　アレスが単騎で我が軍に突撃してきました！」


「ふん、そうか」


　常識的に考えれば有り得ない行動であったが、アレスならやりかねない。フィリップを驚おどろかせるには至らなかった。


「信じ難がたいですな」ベルフェルドが率そつ直ちよくに言った。「この状じよう況きようで殿を務めるなど自殺行こう為いでしかありませぬ。ましてそれを総大将自ら行うなど……」


「もはや反乱軍は敗北したのだ。ならば、少しでも多くの命を救おうというのだろうよ」


　アレスらしい馬ば鹿かげた話だと嘲ちよう笑しようする。


「せっかくの勝利だ、華はなを添そえさせてもらおう。アレスを包囲せよ！　追撃の手が緩ゆるもうと構わん、アレスを捕とらえるのだ！」


　アレスを捕らえて凱がい旋せんする。それはフィリップが考えうる限り最高の勝利であった。





　　　　◆




　敵の動きが変わったことを、アレスは察した。


　──私を包囲する気か!?


　弓兵の戦列に飛び込んで剣を振るっている間に、敵の新手がアレスの両りよう翼よくを取り囲もうとしていた。


　背筋の寒くなる状況であったが、むしろ望むところでもあった。敵の目がこちらに向けば、それだけ追撃の手は緩む。


「行くぞ、オルトス！」


　人馬一体となって突とつ撃げきする。この状況では無理な攻こう撃げきをする必要はない。敵の隊列に飛び込んでかき乱すだけで充じゆう分ぶんだった。


　そしてその間に、アレスを取り囲む兵の壁かべが完成する。むしろ自分に目を向けさせるため、完成させてやったという方が適切だったが。


「そこまでだ、反逆者アレス！」


　指揮官と思おぼしき騎士が進み出て叫さけんだ。


「これ以上の抵てい抗こうは無意味だ、降こう伏ふく──」


　それ以上の発言をアレスは許さなかった。問答無用で槍を投じ、瞬しゆん時じに絶命させる。


　いかなる状況であれ、敵の指揮官は優先して討うち取る。それがアレスの戦い方である。敵の指揮官が自ら進み出てくれたのは、むしろありがたいぐらいだった。


　案の定、指揮官を討ち取られた敵に動どう揺ようが見られた。すかさず攻撃を続ける。


　こちらは単騎なのだ。突破力、打撃力のいずれもがごく限られている。アレス国王陛下は、たったお一人でどんな敵陣でも突破できるのだ──。兵士たちがそんなことをよく口にしているのは知っているが、現実はいささか違う。敵の指揮が乱れているか、さもなくば敵が防ぼう御ぎよ態勢になく、なおかつ味方の援えん護ごが期待できるといった状況でもなければ、単騎で突撃などできるわけがない。


　しかし今、敵の隊列は厚く、味方の援護もない。敵指揮官を討ち取り、そのまま敵陣に喰くらい付いて相手に対応の時間を与あたえないという戦い方でどうにか対等に戦えてはいるが、それもそう長く続きはしないだろう。やがて敵も態勢を整え直して携え四方八方から襲おそってくるだろう。


　──一度北の街道まで後退し、わずかでも味方と合流してから戦いを挑いどむべきだろうか。


　それは合理的な戦術だったが、できなかった。


　今、北の中央街道は味方の兵で溢あふれているはずだ。そして、退たい却きやくで取り残されるのは負傷兵と相場が決まっている。そんなところへ敵を引き連れていけばどんな地じ獄ごくが待っているかは想像に難かたくない。


「もう少し一人で時間を稼かせがねばならんか……」


　と、呟つぶやいたそのとき。不服そうに愛馬オルトスがヒヒンといななき、身をよじった。


「そうだった。すまない、私にはまだおまえがいたな」


　幾いく度どもの死線を、文字通り一体となって駆かけ抜ぬけてきた相棒。


　これほどの強力な仲間がすぐそこにいるのだ。まだ戦いを諦あきらめる必要はない。


　敵の新手が迫せまっていた。槍を携えた兵士の戦列が、前と左右、三方向から迫ってこようとしている。


　アレスとオルトスは、まず辺り一帯を駆け回った。途と中ちゆうで敵をおちょくるように、あるいは隙すきあらば兵士を蹴けり飛ばすかのように進路を変えながら。


「くっ、惑まどわされるな！　隊列を崩くずさず攻撃を続けろ！」


　敵の前線指揮官が、統率を取り戻そうとそう命じた。そうやって、敵の前線指揮官がどこにいるのかを察知するのがアレスの狙ねらいだった。


　しかし、すでにアレスには幾人もの指揮官が討たれている。そのため敵も警けい戒かいしていたのだろう、前線指揮官と思しき兵は、隊列の奥で多くの兵士に守られていた。


　このままでは槍を投じてもとても届かない。だが、手がないわけではない。


「あれをやるぞ、オルトス！」


　愛馬は、言語など関係ないかのようにヒヒンと応じた。


　腹を蹴ってやる必要すらなく、オルトスが敵隊列目め掛がけて突進する。


　突然攻勢に出たせいだろう、それだけで眼前の兵士たちが動揺したのが分かった。慌あわてて周囲の兵士たちと槍やり衾ぶすまを組み始める。


　構わずアレスとオルトスは突進した。そして、いよいよ槍衾が回かい避ひできなくなる距きよ離りに入りかけたそのとき。


　アレスは、愛馬の背から跳ちよう躍やくした。同時にオルトスは槍衾から逃れるべく、進路を直角に曲げる。およそ普ふ通つうの馬にはできないような、急激な進路転てん換かんである。


　アレスは槍衾を飛び越こえ、そして敵のただ中に着地した。


　このような方法で槍衾を突破されるなど誰だれにも予想できなかったのだろう。周囲の敵兵の対応は完全に遅れていた。


　剣と盾とを振るう。いっそ草を刈かるほうが面めん倒どうではないかと思うほど簡単に、周囲の兵士たちは薙なぎ倒たおされていった。


　周囲の障害がなくなると、すかさずアレスは前進した。狙うはもちろん敵前線指揮官の首である。


　その周囲はまだ兵士たちが防備を固めていたが、このような形で奇き襲しゆうされるとは思ってなかったのだろう、明らかに動揺しており、そこへ切り込むのは難しいことではなかった。


　一人目は剣で斬きり、二人目を盾で殴なぐりつけ、三人目は蹴り飛ばした。すかさず空いた進路を突つき進み、指揮官と思しき兵との距離を一気に詰つめる。


「こっ、この！」


　必死の抵抗は、アレスにとっては子供の児じ戯ぎと同じだった。繰くり出された剣を手てつ甲こうで防ぎ、そのまま距離を詰めて剣を振るう。


　首が一つ、宙を舞まった。


「隊長が！　隊長がやられた！」


　指揮官を失った直後の部隊ほどもろいものはない。アレスが気合いの声を上げて剣を一ひと振ふりするだけで、周囲の兵士たちは逃にげ散っていった。


　だが、敵は数において大きく勝まさっている。アレスが周囲の敵を追い散らしている間に、槍を携えた新たな戦列が、すぐそこまで迫っていた。


　今のアレスは愛馬にも乗っておらず、今度は敵の指揮官の居場所も分からない。本来なら逃げの一手を打つところだ。たった一人、それも徒歩で槍兵の戦列に突っ込むなど自殺行為だ。


　だが、アレスは逃げなかった。


　その代わり、まるで味方に攻撃を指示するかのように、迫ってくる槍衾の真横を指し示したのである。


「行け、オルトス！」


　薙ぎ払えと言わんばかりにその指を大きく左へ動かす。


　ヒヒンといういななきと共に、隊列の真横からオルトスが突っ込んだ。


　まさか乗り手のいない馬が突っ込んでくるなど、そしてこの場にアレス以外の敵がいるなどと思いもしなかったのだろう。オルトスは隊列の無防備な横っ腹をいともたやすく貫つらぬいた。その大きな馬体で次々槍兵を撥はね飛ばしていく。


　すかさずアレスも突撃し、縦横に剣と盾とを振ふるった。跳ね飛ばされた兵士たちを戦せん闘とう不能にするのは、いともたやすい仕事だった。


「ゆ、弓兵！　馬だ、まずあの馬をやれ！」


　そのとき、別の指揮官が命令を下したのが聞こえた。


　乗り手のいない一頭の馬のために弓兵を動員するのは馬鹿げた話だったが、この状況ではそれこそが最善の一手だと考えたのだろう。


　進み出た弓兵の隊列が一いつ斉せいに矢を番つがえる。


「放てぇ！」


　しかし、風のごとき速さで馬の前に立ち塞ふさがった者がいた。アレスである。


　アレスは剣と盾とを振るい、襲い来る矢の雨から愛馬を守った。


　もっともその背後では、アレスの守りなど要いらぬと言わんばかり、オルトスが飛んできた矢を歯で受け止め、あるいは蹄ひづめで蹴り飛ばしていた。


「ば、馬鹿げてる！」


　その台詞せりふは、恐おそらくこの戦場でもっとも多く呟かれた台詞だった。


　やがて射撃が収まると、不敵にアレスは言い放った。


「その程度で我らを倒せると思ったか！　みくびるな、我らはおまえたちの王とその愛馬ぞ！」


　アレスの背後で、オルトスが歯で受け止めた矢をぺっと吐はき捨てた。


　相手はたった一人の人間とその後ろに控ひかえる馬である。だが、その気き迫はくを前に動ける者はいなかった。


「な、何なのだあいつらは……！」


　指揮官の一人が呟いたその言葉は、場に集つどったすべての兵士たちの心情を代弁するものだった。彼らはアレスとオルトスの気迫に完全に呑のまれ、しばらくの間攻勢に出ることを躊躇ためらったのである。





　　　　２




　主あるじのいないアレス軍は、退却の最中にあった。


　その速度は極きわめて遅おそい。負け戦いくさの後ということで疲ひ弊へいし、足取りも自然と重くなっている上に、多くの負傷者もいるためだ。


　満足な治ち療りようもできない中での逃とう避ひ行こうである。移動の最中に死んでしまう者も少なくはなく、しかもそういった兵は野ざらしにして進まざるを得ない。味方の死体を目にすることほど士気の低下に繫つながる要素はなく、それがまた兵士たちの足取りを重くしていた。


　それでも、アレスが奮ふん闘とうしてくれているためだろう、その背後には未いまだ追撃の気配はなく、もうかなりの距離を稼ぐことができていた。


　──退却戦の指揮だけは、何度体験しても嫌いやなものですね。


　そんな中、ジェレイドは胃の痛さを堪こらえながら馬を進めていた。


　兵の視線が痛い。敗北をまねいた責任の一いつ端たんは、間ま違ちがいなく自分にあるのだ。なぜこんな惨みじめな目に遭あわなければならないのかと、兵士たちからすれば八つ当たりの一つもしたくなるだろう。しかもジェレイド自身は傷一つ負っておらず、ゆうゆうと馬に乗って進むことができるのだ。


　それでも、ジェレイドは胸を張って進み続けた。アレスは今、一人で戦っている。そのアレスに代わって兵士たちの恨うらみを買うことぐらい安いものだったし、むしろ兵の憎ぞう悪おはできるだけ自分に向けさせておく方が、後にアレスが帰還したときに軍を立て直しやすくなるはずだった。


「ジェレイドさま、よろしいでしょうか！」


　にわかに周囲が騒さわがしくなった。


　十騎きほどの騎馬が、ジェレイドの元へ駆け寄ってきたからだ。


　見知った顔も見受けられる。アレスの従者レオンに近この衛え騎き士しノーラッドだ。ノーラッドはアレスが初めて国王を名乗った折、真っ先にその旗下に加わった近衛騎士である。


「どうかしましたか、物々しいですね」


　問いかけるジェレイドに、代表して答えたのはノーラッドだった。


「我が軍の退却は順調に進んでおります。そこでお願いがあるのです。我々が陛へい下かの元へ赴おもむくことを許可して頂きたい」


「…………」


　そんな申し出がいつか来るであろうことを、ジェレイドは予測していた。


「正直、判断に困りますね」


　それがジェレイドの偽いつわらざる本音だった。


「国王陛下なら、たった一人でフィリップ軍の追撃を押しとどめ、悠ゆう々ゆうとご帰き還かんなされるような気もするんです。援えん軍ぐんなど出しては、むしろ陛下の足を引っ張ることになりませんか？」


「よく分かります。ですが、所しよ詮せんそれは我らの思い込み。フィリップ軍は精強です、陛下とて生きて帰れる保証はございません。そこで我らだけでも陛下の元へ戻もどり……もし陛下に危険が迫せまっていれば、我らの命に代えて活路を開きたいと存じます」


　彼らの提案には聞くべき価値があった。特に、ノーラッドは戦局の見み極きわめに長たけた勇ゆう猛もう果か敢かんな騎士と聞いている。彼なら適切な判断ができるだろう。


「しかし、仮に陛下に危険が迫っていたとして、十騎ほどの援軍に出来ることなどたかが知れているのではありませんか？」


「それでもいないよりはマシでしょう。多少なりとも陛下を援護することはできます」


「……いいんですね？　恐らくあなた方は、生きて帰れませんよ？」


「見み損そこなうなよ！」と息巻いたのはレオンである。「僕はアレス……国王陛下の従者だ。従者が危険だという理由で主を見捨てたりしたら、いい笑いものだろう！」


「我らも陛下に忠誠を誓ちかった身です。その陛下お一人に殿しんがりをお任せしたことすら、我らにとっては耐たえ難がたい屈くつ辱じよくなのです。どうか行かせて頂きたい」


「分かりました、そこまで仰おつしやるのなら僕に止める理由はありません。陛下をお願いします」


「ありがたき幸せ。それでは、縁えんがあればまたお会いしましょう」


　今こん生じようの別れになるかもしれないというのに、挨あい拶さつもそこそこにノーラッドたちは去っていった。


「どうかご無事で。陛下も、あなた方も」


　彼らを見送りながら、ジェレイドは一人呟つぶやいた。久しぶりに神に祈いのりたい心境だった。





　　　　３




　アレス軍を退たい却きやくに追い込んでからのフィリップは、当然のごとく上じよう機き嫌げんだった。


　もはやアレス国王軍の敗北・解体は免まぬかれ得ず、フィリップは次期国王としての座をほぼ確実としていた。しかもアレスは味方を守るつもりなのか、単騎で殿を務めている。あとはアレスの身み柄がらさえ確保できれば、もはや完全な勝利である。


　それゆえフィリップは、追撃の手を止めてまでアレスを捕とらえようとした。数千もの兵をたった一人のために差し向けたのだ、いくら強い相手といえど、抵てい抗こうには限界があるだろう。


　吉きつ報ぽうはすぐに届けられるものと思い、フィリップは本ほん陣じんに戻って祝しゆく杯はいをあげていた。


　しかし、その機き嫌げんは時間の経過と共に損なわれていくこととなる。





「ええい！　まだか!?　たかがアレス一人を捕らえるのにどれだけ時間がかかっているのだ！」


　すでに一いつ時とき（約二時間）が経過しようとしていた。にもかかわらず吉報は一向に届けられなかったのだ。


「も、申し訳ございませぬ。アレスが思いの外ほか頑がん強きような抵抗を続けておりまして……！」


　平身低頭して近衛騎士の一人が報告する。


「ええい、貴様らに任せていた私が馬ば鹿かであった！　こうなったら私直じき々じきにアレスを捕らえてくれる！」


　フィリップは杯さかずきを投げ捨て、馬に飛び乗ると前線に向かった。


　そして、そこで信じ難がたい光景を目もく撃げきすることとなる。


「あ、あれがアレスか……！」


　たった一人で数千の軍勢を相手に奮闘しているアレスの姿である。


　全身を余すところなく返り血で真しん紅くに染め、右に左に剣けんを振り回し、軍勢のもっと弱い箇か所しよを効果的に攻こう撃げきしていく。


　アレスは四方八方を完全に敵に囲まれているのだ。その上、もう一時以上戦い続けている。恐れはないのか。疲つかれはないのか。なぜああも長時間剣を振り回していられるのか。


　いや、そもそもアレスをたった一人と評したところが誤りだったかもしれない。アレスには味方がいた。馬という味方が。


　アレスの駆かる愛馬が並々ならぬものだということは知っていた。


　──それにしたって限度があるだろう！


　人馬一体とはああいうことを言うのだろう。アレスは両手に剣と盾たてとを持ち、ほとんど手た綱づなさえ操作していないというのに、その愛馬はまるで意思が通じ合っているかのように戦列のもっとも薄うすいところへ吸い込まれるように突とつ進しんし、兵を蹴け散ちらしていく。


　全身血に塗まみれ、それでも闘とう志しをみなぎらせているアレスとその愛馬の様相は、もはや悪あつ鬼き羅ら刹せつのようであった。なるほど、兵士たちの手に負えない理由がよく分かる。


　同時に、絶対にアレスを逃のがしてはならないと強く実感する。あんな男を再び野に放てば、何をするか分かったものではない。


「動員可能な兵をすべて集めよ！　アレスを包囲するのだ！」





　　　　◆




　アレスは、敵の動きが変わったことを悟さとった。


「まずい……！」


　今までの敵の動きは、個々の部隊がそれぞれの指揮官の判断で独自に動いているといった印象だった。確かに、たった一騎の騎馬を相手にするなら、それで充じゆう分ぶんだろう。


　だが、ここへ至ってその戦い方が誤りだと悟ったらしい。フィリップ軍は、軍勢としての動きを見せ始めていた。一万にも達しようという軍勢が、自分一人を相手にするために統率された動きを見せているのだ。


「くっ、このままでは……！」


　さすがに一万の軍勢に完全包囲されては、脱だつ出しゆつするのは難しい。


　ならば包囲網もうが出来上がる前に脱出しようとも思ったが、そうはさせじと再びアレスの前に恐るべき敵が現れていた。


　妖よう魔まである。恐れを知らぬコボルトが、ゴブリンが、次々アレスに襲おそいかかったのである。こうなると脱出どころではない。


「フィリップめ！　なんということを！」


　妖魔は乱戦の中でただ一人の人間を区別するようなことはできないらしい。アレスの周辺には、多くのフィリップ軍の兵士たちが倒たおれている。妖魔たちはアレスだけではなく、その兵士たちにも襲いかかっていたのだ。


　しかし、アレスの足止めには充分な効果があった。ようやく妖魔の攻撃が止やんできたときには、完全に四方を包囲されていたのである。


　脱出の機を失ったのだ。今や二重三重の槍やり衾ぶすまが、アレスへと向けられていた。





　　　　◆




「ふはははは！　今度こそ逃にげ場はないぞ、アレスめ！」


　フィリップ軍一万に包囲されたアレスという構図は、いっそ滑こつ稽けいにさえ見えた。だが、だからこそアレスにも脱出が可能とは思えない。


　フィリップは再び上機嫌になって兵に命令をくだした。


「さすがの貴様もこれには耐えられまい！　弓兵、構え、アレスを討うち取れ！」





　　　　◆




　四方八方から矢の雨がアレスに降り注いだ。


「くっ！」


　剣と盾と甲かつ冑ちゆうとで、どうにか自身と愛馬とを守る。


　第一波をしのいだのはさすがアレスというべきだった。アレスの凄すさまじい動体視力は、迫り来る数百の矢から致ち命めい的なものだけを選別することができ、打ち払はらうことができた。


　しかし、さすがに四方八方から矢が降り注ぐ状況では、いつまでもしのぎ切れるとは思えなかった。


　もはや危険を承知で槍衾を突破するしか道はない。


「やむを得ん、行くぞ、オルトス！」


　自分は生きて戻らなければならない。でなければ今日の戦いで命を落とした兵の犠ぎ牲せいがすべて無む駄だになってしまう。


　と、アレスが突撃を開始しようとしたそのときであった。


「て、敵てき襲しゆう！」


「北より敵の新手です！」


　そんな声が、アレスの耳に飛び込んできたのである。


「何!?　まさか！」


　慌あわてて北に目をやると、十騎きほどの騎士が馬上槍を片手に突進してくるのが見えた。


　先頭にいるのはノーラッド卿きようだ。それに、レオンの姿も見える。


「な、なんてことを！」


　たった十騎という少数だからこそノーラッドたちは俊しゆん敏びんに、フィリップ軍に気付かれることなく接近できたのだろう。奇き襲しゆうは完全にうまくいっていた。


　どれだけ厚い槍衾も、後方からの攻撃にはまったく意味をなさない。しかも長い槍が邪じや魔まをして容易に方向転てん換かんもできない。


　十騎の騎士を遮さえぎるものは何もなく、北側の包囲網に穴が開けられようとしていた。


　この機を逃すわけにはいかず、すかさずアレスも包囲網が崩くずれる瞬しゆん間かんを狙ねらって、突撃を開始した。


　一万の包囲網も、内側と外側から一点突破されれば脆もろいものである。ついにアレスとノーラッドたちは合流を果たした。


「アレス！　よく生きてたな！」


　敬けい称しようも付けずにレオンが言う。


「おまえたち、何ということをしたのだ！　命が惜おしくないのか！」


「お叱しかりは後ほど！　今はお逃げください！」


　ノーラッドの提言は正しかった。包囲網に空いた穴は小さい。修しゆう繕ぜんされるのは一瞬だろうし、そうなれば脱出は再び不可能になるのだ。


「私に続け、脱出するぞ！」


　アレスを先頭に、十騎の騎士たちは突撃を開始した。





　　　　◆




「馬鹿な！　ここまで来て！」


　全軍を動員した包囲網からアレスたちが脱出していく光景は、フィリップにとって悪夢以外の何物でもなかった。


「逃がすんじゃない！　包囲網を再構築しろ！」


　しかし、後方で指揮を執とるフィリップの命令が伝わるには時間がかかる。その隙すきに、アレスたちはまんまと包囲網を突破してしまった。


「や、矢の雨を降らせよ、絶対に逃がすな！」





　　　　◆




　包囲網を突破したアレスたちだったが、まだ危険は去っていなかった。後方から放たれた矢の雨が襲いかかったのである。


　さすがの騎士たちも、背後からの攻撃にだけは弱い。


「ぐあっ!?」


　アレスの後ろにいた騎士の一人が、背中を矢に射い貫ぬかれ落馬した。被ひ害がいは彼一人に留とどまらず、数人の騎士が次々馬を射貫かれ転てん倒とうする。


「大だい丈じよう夫ぶか!?」


　反射的にアレスは彼らを救おうと馬首を翻ひるがえそうとした。だが、できなかった。


　アレスの右をレオンが、左をノーラッドが固めていたためである。


「戻もどることなんて許さないぞアレス！　見捨てろ、でなきゃ僕たちがここまで来た意味がない！」


「レオンどのの仰おつしやる通り！　それは自己満足というものです、陛へい下か！」


「くっ……！」


　二人の指し摘てきは正しかった。アレスは唇くちびるを嚙かみしめ、騎士たちを見捨てるしかなかった。


「うぐっ！」


　また一人、アレスの背後にいた騎士が首筋を射貫かれた。


　だがその騎士は、まるでアレスの背を守るかのように、身じろぎすることなくその場に留まり続けた。


「ど、どうかご無事で、陛下……！」


　それでもついに限界が来たのだろう、ぐらりとその体が歪ゆがみ、落馬する。


　今や残るのはアレスとレオン、ノーラッドの三騎だけとなっていた。


「あ──」


　と、そのとき。レオンの口から小さな声が漏もれたのをアレスは聞き逃さなかった。


　時が止まったかのようだった。


　右側に並んでいたはずのレオンの馬が、速度を落として前のめりに崩れていく。


　レオンの体が前へ投げ出される。まばたきを数度する間の出来事が、アレスには永遠に感じられた。


　レオンと目が合った。ここで落馬すれば、後方からやってくるであろうフィリップ軍に確実に殺されるだろう。


　にもかかわらず、レオンの顔には恐きよう怖ふもおびえもなかった。ただ、満足げな男の笑みだけが浮うかべられていたのだ。


　──おまえ、いつからそんな顔をするようになった！


　このときアレスが抱いだいた感情は怒いかりだった。この生意気な従者には、まだ騎士としての心得など何も教えていない。それなのに満足げな笑みを浮かべて死なれるのは、主として絶対に許せなかった。


「まだだ、死ぬには早い！」


　アレスは咄とつ嗟さに体を大きく傾かたむけ、手を伸のばした。


「届けぇええ！」


　願いは通じた。馬上から投げ出されるレオンの襟えり首くびを、どうにか摑つかんだのである。


「へ？」


　レオンの顔は、豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらった鳩はとのようになる。しかし、それも一瞬のことである。


　アレスは馬上からレオンの襟首をどうにか摑んでいるという体勢だった。すると当然、レオンの足は引きずられる形となる。


　がりがりがり、と凄まじい振しん動どうがレオンの体を通じて感じられた。


「痛い痛い痛い！　足が、足がもげる！」


「うるさい、暴れるな！　多少削けずれるだろうがもげはしない！」


「痛てぇ！　死ぬぅ、足が燃える！　いっそ殺してくれ！」


「黙だまれ、私の従者ならみっともない姿を見せるな！」





　こうして、少なからぬ犠牲を出しつつも。


　結果としてアレスは殿しんがりとしての役目を果たし、まんまと逃げ去ることに成功したのである。





　　　　◆




「つ、追つい撃げきだ！　騎士隊を動員してとどめを刺させ！」


　大魚を逸いつするとはこのことである。頭に血の昇のぼったフィリップはすぐさま次の命令を出した。


「閣下、落ち着いてくだされ！」


　制止したのは副将ベルフェルドである。


「我が軍の兵も疲ひ労ろうしておりますし、もう日も沈しずみます。反乱軍も態勢を整え直している可能性がありますし、今から追撃するのは危険過ぎます」


「知ったことか！　今は多少の危険を冒おかしてでもアレスを討うつべきだろう！」


「どうか冷静になってください！　確かにアレスは逃しましたが、我が軍が今日の戦いくさで勝利したことは疑いようのない事実なのです。この報を王国全土に喧けん伝でんすれば、それだけで我が軍の勝利はゆるぎないものとなりましょう。むしろ今はこれ以上敗者を虐しいたげるのではなく、次代の王として慈じ悲ひを示されるべきではありませんか」


　ベルフェルドの冷静な忠言は、フィリップを落ち着かせるに充じゆう分ぶんな根こん拠きよがあった。


　アレスの戦い振ぶりに忘れかけていたが、今日自分は次代の王としてアレスに勝利したのだ。戦果としては、それで充分ではないか。


　むしろ今ここで無む闇やみに追撃を行い、返り討ちにでもされようものなら、せっかくの勝利に水を差されることにもなる。


「……そうか。その通りだな」


　今日、アレスは自分の前に敗北した。それは動かしようのない事実なのだ。


　もはや必要なのは剣けんではない。政治力だ。そしてこと政治という場でなら、尚なお更さらアレスに負ける気はしない。


　軍事とそして政治でアレスを打ち負かし、より完かん璧ぺきな勝利を得るべし──そう考えれば、アレスに逃にげられた悔くやしさもどうにか紛まぎらわせることができた。




　第三章　王の戦い　後編
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　アレス国王軍は、ジェレイドに指揮されキホルテ平原から北へ一里（約四キロメートル）ほどのところにある小さな草原地帯に後退し、陣じんを張っていた。


　一里程度、騎き士し隊ならあっという間に踏とう破はできる距きよ離りである。しかしこれ以上の距離を行軍すれば兵士たちの体力がもたないし、これより北に数千の軍勢が滞たい在ざいできる場所もない。ここがぎりぎりの退たい却きやく地点だった。


「まだですか、国王陛下……！」


　ジェレイドは陣じん地ちの南側で、主あるじの帰き還かんを待ち続けていた。


　アレスの孤こ軍ぐん奮ふん闘とうのためだろう、とうとう追撃らしい追撃を受けることはなかった。しかし、もしアレスが失われればもはや未来はない。


　と、そのとき。はるか先に、土つち煙けむりが見えた。


　騎馬の一団である。アレスではない。フィリップ軍の追っ手でもない。


　ミーア率いるヘルヴォル隊だった。


「〈風の戦いくさ乙女おとめ〉！　よくぞご無事で！」


「どうってことないわ。命令どおり、やってきたわよ」


　ミーアは後ろに控ひかえていたマシューを指差した。


　マシューが大きな皮かわ袋ぶくろを掲かかげて見せる。赤い染しみがあるのはもちろん人血のせいだ。


「森の奥まで逃げ込んでたから時間がかかっちゃったけど。元猟りよう師しのマシューがいてくれて助かったわ」


「素す晴ばらしい功績です、ミーア。おかげで我が軍も首の皮一枚で繫つながるかもしれません。マシュー、ずっと前にも一度お願いしたことを覚えてますか？　あなたが持ち帰ったその土産みやげを、目立つところに飾かざっておいて欲しいんです」


「ああ、昔やったのと同じ要領だな？　分かった、任せとけ」


　嫌いやな顔一つせず、マシューは血まみれの土産を持って陣地の奥へ入っていった。


「あんなの何に使うの……とは聞かないわ。大体想像できるし。そんなことより、アレスはどこなの？」


「……それが、まだ帰ってないんです」


「あの馬ば鹿か！」


　ミーアはすぐさま馬首を翻した。


「行ってくれますか、〈風の戦乙女〉。すでに何人かの騎士が援えん軍ぐんに行ってくれているんですが、彼らだけでは不安です。あなたにお願いできるならありがたい」


「当たり前でしょ、あいつに死なれたら色々困るのよ。ヘルヴォル隊、聞きなさい！　国王陛下を迎むかえに行くわ、怪け我が人はここに残って動ける者だけあたしに付いてきなさい！」





　　　　◆




　その頃ころ。


　アレスとレオン、ノーラッドの三人は、一路北上を続けていた。もっとも、レオンは気を失ってアレスの鞍くらの後ろに括くくりつけられているという有様だったが。


「……ひどいものだ」


　道すがら、アレスは呟つぶやいた。


　街かい道どうのあちこちに、もう動かなくなった味方の遺体が転がっている。自分を信じて付いてきてくれた兵士たちの無残な最さい期ごだ。


「気にする必要はございません……とは申しますまい」と、ノーラッドは言った。「ですが、ここで歩みを止めることこそ彼らの死を無む駄だにすることになりましょう。私やレオンどのも、自らの意思で陛下に従い戦っているのです。陛へい下かのもとで戦い死ぬことさえも覚かく悟ごの上なのですから」


「ああ、分かっている……つもりだ」


　と、そのとき。


　ノーラッドの乗っていた馬が悲鳴をあげ、崩くずれ落ちた。


「ど、どうした!?」


　思わず敵てき襲しゆうを警けい戒かいしたが、周囲に動くものはない。ノーラッドも無事なようだった。


「無様なところをお見せしました、どうやら馬が力ちから尽つきたようです。今日一日酷こく使しし過ぎましたゆえ」


「そ、そうか」


　ひとまずノーラッドが無事なことに安あん堵どする。と同時に、どうすべきか悩なやむ。


　自分の馬にはすでにレオンも乗せている。さすがに三人で一頭の馬は乗れない。


「ノーラッド、私の馬を──」


　そう提案しかけたアレスを、ノーラッドは遮さえぎった。


「気にせず行ってください、陛下。私は歩いて帰ればいいだけです。しかし、陛下は一刻も早くお味方に無事な姿を見せなければなりません。それが陛下の義務でありましょう」


「…………」


「陛下。人の上に立つ者は、自己満足に浸ひたることだけは許されませぬ。私なら大だい丈じよう夫ぶです、追っ手が来れば甲かつ冑ちゆうを脱ぬぎ捨てて森の中にでも逃げ込みますゆえ」


「……ノーラッド」


「は、なんでしょう？」


「あまり、おまえたちの王を見くびらない方がいい」


「は？」


　アレスは馬上から飛び降りた。そして戸と惑まどうノーラッドの体を引っつかむと、放ほうり投げるようにして愛馬の鞍に無理矢理乗せる。


　そして自分は、まるで従者のようにオルトスの轡くつわを取る。


「へ、陛下!?　何を！」


「私は無能かもしれないが体力だけは有り余っている！」


　そのままオルトスと共に駆かけ出したのである。


「陛下、お、お止めください！　王に轡を取らせるなど、騎士としての私の矜きよう持じを侮ぶ辱じよくなさるのですか！」


「うるさい！　他に見ている者もいないのだ、矜持など犬にでも食わせろ！」


「で、ですがこれでは陛下の体力が──」


「そういうことは実際に私の歩みが遅おそくなってから言え！　少なくとも私の体力が続く限りは好きにさせてもらう！」


　そう言われるとノーラッドも反論できないようだった。


　しばらくアレスはオルトスの轡を取ったまま走り続けた。しかしそれから一刻が経とうと二刻が経とうとその足が鈍ることはなく、ノーラッドを閉へい口こうさせることとなる。


　と、アレスたちの前方──北側から土ぼこりが迫せまってくるのが見えた。


　北からやってくるということは、少なくとも敵ではない。


「あれは……ミーアか！」


　アレス軍でもっとも精強な部隊が援軍としてやって来てくれたのだ。ようやくアレスたちは安堵した。


「良かった、無事だったのねアレス……って、なんであんたが轡を取ってるの？」


　真っ先に駆けつけたミーアが、当然の疑問を口にする。


　ノーラッドは顔を赤くしながら慌あわてて馬を下りた。


「陛下、もう大丈夫です、愛馬にお乗りください。私とレオンどのは他の者の馬に乗せてもらいますゆえ」


「そうか、それもそうだな」


「よく分からないけど、とりあえず無事で何より……ってわけでもないの？」


　ミーアの視線は、ノーラッドが担かついでいるレオンに向けられていた。


「ちょ、ちょっと？　生きてるの、その子？」


「大丈夫、痛みで気を失っているだけだ」


「そ、そうなの？　ならいいけど。というか、あんたも大丈夫なの？　ひどい格好してるけど」


　言われずとも分かっていた。今日一日で切り裂さいた人や妖よう魔まの数などとても覚えていられない。返り血や肉片を全身に浴びた結果、綺き麗れいな銀色だった甲冑は余すところなく赤黒く染まっている。アレスよりもさらに多くの返り血を浴びたオルトスなどは、毛色まで赤黒く変わっているかのようだった。


「一日戦場で戦っていればこうもなる。まあ怪我は負ってない、多分な」


「多分って……。まあいいわ。とにかく戻もどりましょう。ジェレイドも相当心配してたわよ。あたしもだけど」


「分かった、急いで戻ろう。ジェレイドたちは無事逃げ切れたんだな？」


「……あたしが心配してたってことは気にも留めてくれないのね、やっぱり」


「ん？　何か言ったか？」


「いーえ、別に。あたしもあんまり詳くわしい事は分からないけど、大体無事に逃にげ切れたみたいよ。ただ、悲観的な顔してるのは多かったけどね。ジェレイドも含ふくめて」


「やはりそうか」


　今後のことを考えると、頭が痛くなる。アレス軍はフィリップ軍に比べ、兵の数で劣おとり、兵へい站たんの質と量において劣り、そして今では士気さえも劣るようになっているのだ。


　それに、今日の敗北が伝われば、これまで協力的だった商人たちも自軍を見限ろうとするだろう。


　絶望的な状況である。ここから逆転する手など、ジェレイドでさえ考え付くとは思えない。


　そうこうしているうちに、道の先に松明たいまつの明かりが見えた。


　アレス国王軍の新たな陣地である。


「さ、英えい雄ゆうのご帰還よ。胸張って行ってよ、アレス」


「そうはいうが……私は敗軍の将だ。多くの兵を死に追いやった身だ。とても胸など張れそうにない」


「あのね。うちの兵士たちは、あんたに付いてくることを自分で選んだのよ？　とぼとぼしてるあんたなんか誰だれも見たがらないわよ、たとえ石を投げつけられようと堂々としてるべきでしょ」


　ミーアの言っていることは正しかった。


　自分は兵士たちを死に追いやった。だが、だからこそ胸を張って帰還すべきだった。投げられた石が自分に当たりやすくなるように。


　だが、陣地でアレスを待っていたのは、思ってもみないものだった。


「国王陛下だ！　アレス国王陛下がご帰還されたぞ！」


「陛下はたった一人で我が軍の殿しんがりを守ったのだ！」


「ただ一人からなる無敵の軍勢が、フィリップ軍から我々を守ってくださったのだ！」


　いっそわざとらしいほどの、自分を褒ほめ称たたえる声の数々である。


「……ジェレイドめ」


　もうなんとなく分かった。こんなことをするのは、ジェレイドしかいない。恐おそらく、秘ひ密みつ裏りに兵士たちに命じてあったのだろう、自分が帰き還かんしたら歓かん迎げいするように──とでも。


　その意図は明白だ。新たな英雄譚たんでも作り出して士気を維い持じするためだろう。


　ここで戸惑っても仕方がなく、ひきつり気味の笑顔を浮かべ、歓かん声せいを受けながら陣じん地ちの奥へと進む。


　奇妙なものが目に入った。


　かつて人だったものの無残な残ざん骸がいである。見覚えがあった。


「裏切り者のレミーア伯はくの首よ。ジェレイドの命令で……ちょっとね」


　ミーアが目を逸そらしながら説明する。


「そうか。ジェレイドの命令か」


　分かりたくもないジェレイドの意図が分かってしまう。


　ジェレイドは、今日の敗戦の責任をすべてレミーア伯になすりつけようとしているのだ。


「お帰りなさいませ、国王陛下」


　やがてアレスたちの前に、ジェレイドが現れる。わざとらしいまでの畏かしこまった態度であった。


「あ、ああ、うむ、今戻った」


「報告は聞いております。我が軍が撤てつ退たいするに当たり、国王陛下はたった一人でフィリップ軍に戦いを挑いどみ、その追つい撃げきを防ぎ続けてくれたと。我が軍がフィリップの魔ま手しゆから無事逃げおおせられたのは、すべて国王陛下の孤こ軍ぐん奮ふん闘とうあってこそなのでしょう。さすがは我らの王にございます」


　アレスにとっては寒々とした美辞麗れい句くだったが、兵士たちには充じゆう分ぶんな感かん銘めいを与あたえたらしい。周囲からアレスを称える歓声がさらに強くなった。あるいはそれもジェレイドの仕込みなのかもしれないが。


　と、そのときである。


「国王陛下！」


　アレスの前に一人の兵が現れ、土下座するように這はいつくばったのである。


　第二大隊のカークウッド千人長であった。


「今日の戦いくさ、我が軍が敗れたのは私が左さ翼よくを守りきれなかったがゆえ！　この罪万ばん死しに値あたいいたします、なにとぞ処しよ罰ばつをお与えください！」


　何を言っているんだこの男は、とアレスはまず思った。


　今日の敗北の責任を負うとすれば、統とう率そつ者である自分以外にいるわけがない。


「お心のままに、陛下」と、ジェレイド。「信賞必罰は武将の常、たとえこの場で首を刎はねねてもカークウッドは恨うらみますまい」


「その必要はない」


　いい加減にしろ、と怒ど鳴なりつける代わりにどうにかそう口にする。


「カークウッド千人長、面おもてを上げよ。謝罪など無用だ。勝敗は兵家の常、千度戦い千度勝つなど無理な話だ。怠たい慢まんがあったというならともかく、失敗をしない人間などいない。部下を死なせた償つぐないをしたければ、次の戦で功をあげるがいい」


「あ……ありがたきお言葉！」


　カークウッドは感じ入ったようにさらに深く頭を下げた。


「皆みなも聞け！」


　こうなれば腹をくくって道どう化けを演じるしかなかった。そのためにジェレイドはレミーア伯の首をご大層に飾かざっているのだろう。


　なけなしの演技力を総動員する。


「今日の戦では残念ながら我が軍は後おくれを取った。すべてはレミーア伯の裏切りが原因だ。しかし、そのレミーア伯は討うたれ、我が軍はこうしてここに在る。約束しよう、次にフィリップと剣けんを交えるときこそ、必ずやその首を討ち取ってみせると！」


　歓声は一層強まった。


　アレスは寒々しい思いで、その光景を見つめていた。





　　　　◆




「先ほどは見事な演説でした」


　天幕に入って二人きりになった途と端たん、ジェレイドはいつもの調子に戻って言った。


「陛へい下かはこと戦においては完かん璧ぺきなお方。そういう方はわりと部下の失敗を許さないものと思っておりましたが、ああもお心の広いところを見せていただけるとは」


「おまえまで何を言っているのだ。人間は誰でも失敗をする。いちいち罰する必要がどこにある？」


　なにせ一度は奴ど隷れいに身をやつしたこともあるアレスである。他人の失敗など笑える権利はなかった。


「いいお言葉です。陛下の若さでそのことを知っているというのは実に結構なこと。とにかくこれで敗戦の責任をレミーア伯になすりつけ、我が軍は多少なりとも士気を取り戻せたかもしれません」


「……いくら裏切り者とはいえ、死者にすべてを押し付けるとはな。本来なじられるべきは私だというのに」


「それで満足するのは、陛下の自尊心だけですよ。我が軍の状況を考えればあれぐらいの芝しば居いは必要です。ちなみに、陣地の入り口で陛下を歓迎したのは、陛下と一いつ緒しよに戦った第一大隊の兵士たちですよ。彼らはあなたの戦いぶりを間近で見ていましたからね、その士気は未いまだ旺おう盛せいで、こういう役割は最適です。陛下に愚ぐ痴ちを言い出しかねない兵士たちは遠ざけておきましたのでご安心を」


　つくづく、ひどい話だった。


「負傷者はどこにいる？　せめて見み舞まっておきたい」


「なるほど、その志こころざしは素す晴ばらしい限り。しかし、その必要はありませんよ」


「なぜだ？　また私が気落ちする原因になるからか？」


「違います。邪じや魔まになるだけだから陛下には来て欲しくないと、神官の一人にきつく言われておりまして」


　少しだけ腹が立った。


「私は形ばかりとはいえ、王だろう。王とは負傷者を見舞うことすらできぬのか。神官に行動を抑よく制せいされるほど、私には権限がないのか！」


「お怒いかりはごもっとも」


　だが、ジェレイドに悪びれた様子はなかった。


「こればかりは僕が言っても仕方ないでしょう、本人の口から直接言ってもらいましょうか。そうでなければ納なつ得とくできないでしょうし」


「ああ、そうしてもらおう」


「ただ──」


　ジェレイドは眼鏡をかけ直した。その余よ裕ゆうぶった態度が、余計に気に喰くわない。


「何があっても、僕は知りませんからね？」





　　　　◆




　……間もなく、天幕に一人の神官が通された。


　今まで負傷者の手当てに奔ほん走そうしていたのだろう、彼女は体中が血に塗まみれていた。


　そしてその神官を見た瞬しゆん間かん、アレスはジェレイドのもったいぶった言葉の意味を悟ることとなる。


　神官は、アレスの唯ゆい一いつの家族だったのだ。


「エ、エ、エ……エレナ!?　なんでこんなところに!?」


「この忙いそがしいときに何で呼び出すのよ、この馬ば鹿か義に兄いさん！」


　アレスの疑問に返って来たのは、凄すさまじい怒ど声せいだった。


「え、いや、だってしかし……」


「だってもしかしもないわよ！　ちょっと考えれば分かるでしょ、今あたしたちは怪け我が人の治ち療りようで忙しいの！　余計なことしてる暇なんてないのよ！」


「そ、そうなのか、すまない。だ、だがトゥールスレン城じよう砦さいにいるはずのおまえがなぜここに……？」


「そんなの義兄さんの手伝いのために決まってるじゃない！　あたしは聖女エレナである前に義兄さんの従軍神官なのよ!?」


「そ、そうか。うん、それは助かる」


　なんとなく事情は分かった。ようは怪我人の治療のために、駆かけつけてきてくれたということだろう。


「で、ではエレナ。あらためて頼たのみたい。私は総大将として、負傷した兵士たちの見舞いをしたいのだが」


「なに子供みたいなこと言ってんのよ義兄さんは！」


　エレナはさらに怒おこりだしていた。


「将大将が負傷者に近づいちゃ駄だ目めでしょ！　そんなの軍の鉄則でしょうが！」


「……な、なぜだ？」


「手や足を失って痛みに苦しんでいる兵士は、何を言い出すか分からないのよ。激痛を紛まぎらわせるために誰だれかに八つ当たりするぐらい当たり前なの。一軍の将が兵になじられた、なんて話が広まれば士気にかかわるでしょ？　それに義兄さんがそんなこと言われたら、ぜったいへこむでしょう！」


「……あ、う」


　一言も返せなかった。


「ぶっちゃけ王さまがあたしの戦場に来てもらっても邪魔なだけなの！　分かる？　じゃ・ま！　義兄さんには義兄さんの仕事があるんでしょ？　自己満足に浸ひたってる暇ひまがあったら今日の敗北を挽ばん回かいする手立てでも考えてなさい！」


「…………」


「ふん、まったくもう。あたしがいるんだから、後ろなんて気にしなくていいの。何のためにあたしが義兄さんの従軍神官になったと思ってるのよ」


　まるで嵐あらしのように怒鳴りたて、エレナは去っていった。


　二人きりになったところで、ジェレイドはからからと笑い出した。


「だから呼ばない方がいいと申し上げたでしょう。指導者はただ目的に向かって邁まい進しんしていればそれでいいのです。尻しり拭ぬぐいは他の者に任せてね」


　段々とジェレイドの言っていることが正しいことのように思えてくるのが嫌いやだった。


「……分かった。もういい、今はおまえの言に従おう。確かにエレナが治療してくれるのであれば心強い」


「同感です。なんせ以前もトゥールスレン城砦の怪我人千人をあっという間に治してしまった方ですしね。後のことは彼女に任せて、どうか陛下はこの先のことを考えてください」


「分かった、そうしよう。では聞くが……今日の戦での我が軍の被ひ害がいはどの程度だ？」


「死者五百、負傷千あまりといったところです」


「……三分の一がやられたのか。深刻だな」


「ええ。敗戦の責任をレミーア伯はくになすりつけたのと、フィリップ軍の追撃を陛下お一人で防げたのは不幸中の幸いですよ。聖女エレナがきてくれたのもありがたい限りです。僕としても、これで多少の希望が出てきたと思っているぐらいですから」


「そういえば、レミーア伯の遺体だが……いつまであのようにさらしておくつもりだ？　あまり見ていていいものではないだろう。裏切りは許せることではないが、死者を辱はずかしめるのもどうかと思うが」


「ではすぐにでも取り下げさせましょう。もう兵士たちの怒りは充じゆう分ぶんレミーア伯にぶつけさせました。今こそ陛下の命令があったということにして、レミーア伯の遺体を葬ほうむることにしましょう。そうすれば陛下の清せい廉れん潔白さを世に示すこともできます」


「…………」


　今いま更さらながらに、ジェレイドが王国すべてを敵に回して生き残ってこれた理由が分かった。大義名分や士気。そういった要素が兵にどのような影えい響きようを与あたえるかを、ジェレイドは知り尽つくしている。


「ああそうそう。ちなみにレミーア伯は〈風の戦いくさ乙女おとめ〉ではなくキアテーヌ侯こう爵しやくに討ち取られたということにしております、陛下もそのつもりでいてください」


「分からんな。なぜそんなことを？」


「我が軍は貴族の裏切りによって敗北しました。しかし、すべての貴族を敵に回す必要はありません。すべての貴族がアレス国王軍にとって敵となるわけではないと世に示すためには、同じ貴族であるキアテーヌ侯がレミーア伯を処しよ刑けいしたということにしなければならなかったんです。同じ貴族であっても、アレス国王軍に忠実な貴族ならば重用すると、そう示すために」


「…………」


　いよいよ嫌いや気けが差してくる。


「陛下、うんざりするのは結構ですが、現実から目を逸そらすのだけはやめてください。多少の希望があるとはいえ、我が軍の状じよう況きようは依い然ぜん深刻です。フィリップ軍勝利の報が伝われば、これまで日ひ和より見み主義者だった者は残らずフィリップの側に立とうとするでしょう。状況を打開するためには、早さつ急きゆうに何らかの戦術的な勝利を挙げるのが手っ取り早いのですが……」


　ジェレイドが珍めずらしく口を濁にごした。


「正直、フィリップに勝つ手段が思いつきません。今日の戦がそうだったのですが、一体何者なんですか、フィリップとは？　こちらの作戦が読まれていたのは分かります。ですが、それにしては対応する動きが早過ぎるでしょう、あれは」


「それについては言っただろう、フィリップはこちらの作戦をすべて見通していると考えろと」


「それにしたって限度があるでしょう。もう一つ付け加えるとすれば、国王陛下、あなたもなぜそのことをご存じなのでしょう？　ひょっとしてあなたはフィリップについてまだ何か知っていることがあるのではありませんか？」


　つくづくジェレイドの勘かんの鋭するどさには恐おそれ入る他ほかない。


「……フィリップとは子供のころから多少の縁えんがある。それだけだ」


　そんなことでジェレイドの追つい及きゆうをかわせるとは思わなかった。しかし何か察するところがあったのか、ジェレイドは「分かりました」とすぐに引き下がった。


「では陛下の言葉をそのまま受け入れましょう。フィリップはこちらの作戦を即そく座ざに看破できると。しかしそうなると、いよいよこちらとしても手が打てませんよ。それに、寒さも増しています。もうボルネリア領の方では初雪が観測されたそうでして、こうなると大規模な軍事行動は難しくなってきます」


「……分かっている」


　大軍を相手に勝ち目を見み出いだすとすれば、なんらかの奇き策さく・奇き襲しゆうに頼たよる他ない。だがパンドラのいるフィリップには、小細工は通用しない。


　絶望的な状況と言ってもいい。だがそれでも、アレスには一つだけ考えがあった。


　今日フィリップと戦っていたとき、一つだけ不可思議なことがあった。全軍に後退命令を出したときのことである。あのときこちらの後退につけ込まれる形でフィリップ軍が前進してきていたら、アレス軍は背中を襲おそわれ、より多くの兵を失っていただろう。


　しかしフィリップはアレス軍の後退を見守るように動こうとしなかった。そのおかげでアレス軍は最低限の被害で退却することができたのだ。


　なぜフィリップがあのような行動を取ったのか。一つだけ思い当たる可能性があった。


　──パンドラも人の心の中までは読めない。それゆえ、何か罠わなでもあるのかと警けい戒かいしたのではないか？


　実際、アレスはパンドラに聞かれることを嫌って退却しろという以上の命令をジェレイドに伝えなかった。そのためにフィリップはこちらの意図を摑つかみかね、何らかの罠でもあるのかと警戒したのではないか。だとしたら、そこにこそ付け入る余地があるのではないか。


「一つだけ手がある。軍勢を分けよう。士気の高い兵だけを集めて部隊をいくつか編制し、個別に南下させるんだ」


　ジェレイドはアレスの言葉の意味を計りかねたかのように、目を白黒させた。


「正気で言ってるんですか？　我が軍の兵力は今やフィリップ軍の半分以下です、なおその上に兵力を分散させると？」


「ああ。フィリップには伏ふく兵へいや奇襲といった策は通じない。しかし、フィリップ一人でできることはたかが知れている。多くの部隊を編制し、四方八方から攻せめかかればあるいは勝てるかもしれない。それに少数の部隊を動かすだけなら、補給もだいぶ楽になるはずだ」


「なるほど、フィリップに対応する時間を与えないということですか。確かにそれならば有効かもしれませんが……しかし、こちらから攻こう撃げきを仕し掛かけるとなるとどうしても接近しなければなりません。その段階で察知されれば、やはり個別に撃破されてしまうだけではないでしょうか？」


「む……。そうか」


　もっともな指し摘てきだった。むしろそこまで考え付かなかった自分が恥はずかしい。


　と、不意にジェレイドがぽんと手を叩たたいた。


「いえ、待ってください。発想自体はいいと思うんです、フィリップに対応できない速さで攻撃するというのは。そうだ、兵法の基本を忘れてましたよ！　水の形は高きを避さけて低きに趨おもむく、ですよ！」


「……どういうことだ？　敵の強いところではなく弱いところを攻めろというわけか？　それはもっともだが、弱い場所を攻めようとした時点で間ま違ちがいなくフィリップに露ろ見けんする。弱点など簡単に補強されてしまうぞ」


「それはそうです、しかしようはフィリップの手の届かないところで事を済ませばいいんですよ。そうだ、やはり手はこれしかありません。この方法なら士気の下がっていない兵士たちだけで戦えますし、乏とぼしい補給でもどうにか維い持じできるはず！」


「……話を聞いてると良いことずくめのようだが。一体どんな都合のいい策なのだ？」


「単純な作戦です。国王陛へい下かあってこその策ですが、だからこそフィリップにも対応は不可能なはず。ただ、一つだけ欠点があるとすれば──」


　ジェレイドは、視線を隠かくすように眼鏡をかけ直した。


「陛下を存分に危険にさらすことになるということです」





　　　　◆




　そのときアレスの従者レオンは、悪夢の中にいた。


　拷ごう問もんを受けている夢だ。二本の足をやすりで削けずり落とされていくというおよそ最悪の悪夢であった。


「痛い、痛い、熱い……！」


　夢だと心のどこかで理解していたにもかかわらず、痛みは現実そのものだった。肉と骨を削られるその痛みはとても我が慢まんできず、いっそ両足を切り取ってしまいたくなるほどだった。


　悪夢は永遠に続くのではないかと思うほどで、レオンの精神は苛さいなまされ続けた。


　だが不意に、その痛みがすっと消えていった。まるで、本当に足がなくなってしまったかのように。





「うわあああ!?」


　レオンは目を覚ますと、まず真っ先に自分の足を確かく認にんした。


　二本の足は、ちゃんとあった。血で汚よごれてはいたが、痛みもなく指先までちゃんと動く。


「きゃっ!?」


　場違いな女の子の声がした。


「へ？」


　どうやら飛び起きた拍ひよう子しに倒たおしてしまったらしい。目の前に尻しり餅もちをついている少女がいた。


　しかも、顔見知りだった。


「エ、エレナ!?　どうして！」


　まだ夢でも見ているのかと思った。以前にもレオンを重傷から救ったこともあるアレスの義妹いもうと、密ひそかに憧あこがれを抱いだいている聖女エレナがなぜか目の前にいたのだ。


「な、なぜあなたがこんなところに──」


「しーっ！」


　エレナは強ごう引いんにレオンの口を塞ふさいだ。自然、二人の距きよ離りが縮まり、思わず顔を赤くしてしまう。


「内ない緒しよにしといて！　今のあたしはただの旅の修道女ってことになってるから！」


「へ？」


「察しろよ、レオン」


　また聞き覚えのある声がした。かつてのアレスの副官であった近この衛え騎き士しローランである。もっとも今は甲かつ冑ちゆうも着ておらず、手に一いつ杯ぱいの包帯やら服やらを抱かかえている。


　周囲を見回すと、多数の怪け我が人が見て取れる。どうやらここは救護所の中らしい。


「エレナはもともとアレスの従軍神官だろ？　だから怪我人を放ほうっておけずお忍しのびで手伝いに来たってわけさ」


「ああ、そういうことなのか」


　ローランの説明で、事を察する。


「レオン、怪我は大だい丈じよう夫ぶ？　あなた、すごい重傷を負って運び込まれたのよ？」


「ああ、なんとなく覚えてるよ……」


　馬に引きずり回されるというのは、できれば思い出したくない記き憶おくだった。


「エレナが治してくれたんだろう？　ありがとう、また助けられたんだな」


「気にしないで、それがあたしの仕事だもの」


「そうだ、アレスは!?　僕がここにいるってことは、無事帰ってきたんだろう？」


「ああ、相変わらずピンピンしてたぞ」と、ローランは肩かたをすくめた。「まったく、聞けば丸一日フィリップ軍と戦ってたって話じゃないか。それなのに怪我一つ負わないとは、相変わらず馬ば鹿かげてるぜあいつは」
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「当たり前だ、そうじゃなきゃ僕たちが命を懸かけた意味がない。よいしょっと……」


　レオンは立ち上がった。一いつ瞬しゆん足がもつれたのは、怪我の影えい響きようではなくただの立ちくらみである。


「本当にありがとう、エレナ。おかげでまた戦えるよ」


「……強くなったのね、レオン。初めてあなたの怪我を治したときなんて、もう戦うのは嫌いやだ、死んだ方がマシだって泣きわめいてたのに」


　そのときのことを思い出してレオンは赤面した。


「む、昔の話だろ？　今の僕は一国の王、アレスの従者なんだからな。怪我ぐらいで弱音なんて吐はけないんだ」


「そう。義兄さんも幸せ者ね、あなたみたいな従者がいて」


　エレナに褒ほめられると悪い気はしなかった。


「気をつけて、レオン。死なない限りは何度でも治してあげるから」


「ああ、ありがとう。心強いよ」


　冷静に考えると物ぶつ騒そうな話だが、いつも怪我ばかりしているレオンからすれば、心底ありがたい話だった。





　レオンは、救護所となっている天幕を出た。


　日はすでに落ちており、あちこちに天幕が建てられている。どうやらアレス軍は無事退却できたらしい。


「さむっ」


　夜の寒さに身を震ふるわせながら、レオンは見張りの兵士からアレスの居場所を聞き出した。


　どうにか見つけたアレスの天幕に入ると、中では一国の王がいかにも困ったような顔をして落ち着きなくウロウロしていた。


「レ、レオン!?　もう動いていいのか!?」


「ああ。僕も驚おどろいたけど、なぜか救護所にエレナがいてくれてさ。治してくれたんだ」


「そ、そうか。ああ、私ももう会ったよ。とにかくすまなかったな、レオン。おまえをあんな目に遭あわせて──」


「待てよアレス。もし僕に謝ろうとしてるんなら、本気で殴なぐるぞ！」


「…………」


　図星だったらしく、アレスは言葉を失っていた。


　本気に腹立たしくなってくる。


「いい加減にしろよ！　僕は僕の意志で戦ってるんだ、それなのにあんたが僕の怪我に責任を負う必要がどこにあるんだよ!?　何様のつもりだ!?」


　いや王様か──と内心で思ったが口にはしない。


「す、すまない。そういうつもりじゃないんだが……」


「じゃあこの話は終わりだ。僕はこうやってまた戦えるようになった。そして僕の意志であんたの従者を続けたいんだ。それでいいだろう？」


「あ、ああ、そうだな」


　おどおどしながら、アレスは言った。


　こと戦場ではあれほど堂々とした戦いを見せるアレスだが、一歩戦場を離はなれればこの様である。一体どこに従者に言いくるめられる騎士がいるというのか。


「……レオン」


　ややあって、アレスは口を開いた。


　少しだけ、いつもの堂々とした雰ふん囲い気きが戻もどっていた。


「何だよ？」


「実はおまえが寝ねている間に、次の作戦が定まったんだ。明日私はここを発たつ。おまえも行けるな？」


　レオンはようやく笑えた。


「当たり前だろ！　そうだ、あんたはそれでいいんだよ！」





　　　　◆




　同時刻。


　アレスこそ取り逃のがしたものの、勝利を収めたフィリップ軍は、アレス軍ほど事後処理もなく、すでに全軍が休息を取っていた。


　だが、そんな折。


　フィリップの前に、パンドラが姿を現していた。


《我が契けい約やく者よ。汝なんじに助言を授さずけるときがきたぞ》


「ほう。アレスはすでに敗退し、大勢は決しつつあるというのに、まだおまえが助言しなければならぬことがあるというのか？」


《そのアレスの行動に関することだ。あやつを甘く見ぬ方がよい、それは汝の方がよく知っているだろう？》


　そこでパンドラは語を切った。先を促うながさない限り、しゃべらないつもりなのだろう。


「……分かった、聞いてやろう。アレスは何をするつもりだ？」


　パンドラは意地の悪そうな笑えみを浮うかべた。


《教えてやろう。アレスは自軍をいくつもの分隊に分け、その一つを自ら率いて南下──正確にはおまえの軍勢を避さけるため、南西方面へと進軍するつもりだ》


「…………」


　フィリップは瞬しゆん時じにその意味を読み取っていた。


「そうか。正面からでは敵かなわぬと踏ふんで、私の手の届かぬところで局地戦を仕し掛かけてくるつもりか」


《なかなか良い読みではないか、それでこそ我が選んだ契約者よ》


　兵を分散し、四方八方から南下させる。そのような戦略を選せん択たくされると、確かに不利な点もある。


　たとえば諸将に出撃を命じても単純に間に合わない可能性がある。それに、妖よう魔まも使えない。妖魔は「あいつを殺せ」といった単純な命令しか受け付けない。はるか遠くにいる敵の分隊を攻こう撃げきせよなどという命令はとても実行できない。


　しかし、パンドラによって敵の分隊の現在地と目的地は容易に分かるのだ。対処は難しくはない。


「よかろう、アレスよ。もはや貴様に余力はないはずだ。この最後の抵てい抗こうを退け、今度こそ我が前に跪ひざまずかせてくれるわ」





　　　　２




　翌日。アレスは自軍陣じん地ちから、南西へ向かって馬を歩ませていた。


　手勢はわずか三百ほど。〈風の戦いくさ乙女おとめ〉とルーク、ガルムスとレオン、それにリーエンノールと弓騎兵で構成されるヘルヴォル隊のみである。


　後ろに続く補給部隊もいない。食しよく糧りように至っては、手持ちの数日分のみである。


　それは最低限の軍勢としての機能と、機動力のみを重視した編制だった。少なくとも食糧が切れる数日間なら、大軍勢には不可能な長ちよう距きよ離りの移動が可能となるのだ。軍勢が一日に進む距離は五里（約二十キロメートル）が適切と言われているが、この部隊ならその数倍を進むことも可能だった。


　かくしてアレスたちは、軍勢とは思えぬ速さで森を抜ぬけ、街かい道どうを進み、いくつかの集落を経へて一路目的地へと向かっていた。パンドラの助力などなくとも、かつてクラウディアに命じられて王国をあちこち旅した経験がアレスの助けとなっていた。迷うことなく目的に辿たどり着くことに成功する。


「あれだ。あれがディナン伯はく爵しやくの城だ」


　アレスたちの前に姿を現したのは、木造の城じよう壁へきで守られた城だった。


　地面を掘ほって堀ほりを作り、余った土を盛り上げて土ど塁るいとし、さらにその上に尖とがった木の杭くいを何百本も立てて城壁としている。その中央には領主の住む館やかたがあるはずだった。


　恐おそらくこの地には、古いにしえの帝てい国こくが造った城などの拠きよ点てんが何もなかったのだろう。さして豊かでもない土地の領主では、新たに石造りの城壁を造る経済的余よ裕ゆうなどなく、それゆえにこの木造の城壁を造ったのだろう。


　木造の城壁は、トゥールスレン城じよう砦さいのような石を積んで造られたそれと比べると、確かに見み劣おとりする。しかし小さな領地を支配するための拠点としては充じゆう分ぶんな防ぼう御ぎよ力がある。もし城攻ぜめとなれば、兵法通り敵兵力の三倍から五倍の兵力が必要になるだろう。


「で、どうやってたった三百の兵であの城を落とすんだ？」


「…………」


　従者レオンの問いかけに、アレスは即答できなかった。


　今アレスの手元にある兵はわずか三百、それも弓騎兵ばかりだ。もちろん弓騎兵と言えど弓しか扱あつかえないというわけではなく、槍やりなどで武装はしている。しかし、城攻めには不適な兵種であることは間ま違ちがいない。


「敵が油断してくれてればまだよかったんだけど」と、ミーア。「あれ、どうみても臨戦態勢よ。一体どうやってフィリップはここまで手を回したのかしら？」


　フィリップ軍が陣を構えているキホルテ平原からこの城まではかなりの距きよ離りがある。しかも、今ほとんどの貴族はフィリップと共にキホルテ平原にいるはずなのだ。


　にもかかわらず、眼前の城は完全な臨戦態勢にあった。木造の城壁の隙すき間まには多くの兵が詰めているのが見え、しかも突とつ然ぜん目の前に敵が現れたというのにまったく動どう揺ようをみせない。まるでこうなることが始めから分かっていたかのようだった。


　──やはりパンドラの仕し業わざか。


　相変わらずこちらの動きはフィリップには筒つつ抜ぬけなのだ。


　だが、こちらの動きを読んでから援えん軍ぐんを出したのでは間に合うはずがない。恐らくフィリップにできたことは、早馬を出して防衛準備を整えさせるぐらいだったはずなのだ。


　試ためしにアレスは一人馬を進ませると城に向かって叫さけんだ。


「城の兵士たちに命ずる！　私はベールセール王国国王アレスだ！　王として命ずる、速すみやかに門を開け！」


　自分で言っていて無理があると思わないでもない。こんなところに自じ称しようの王がやってきていきなり開門しろと言われ、それで門を開けるような兵はどうかしている。


「貴様が来ることは分かっていたぞ、逆ぎやく賊ぞくアレスめ！」


　反応があった。城壁の上に一人身なりのいい男が姿を現したのだ。


「私はこの城の主あるじ、ディナン伯はくオルロフだ！　貴様が攻めてくることなど、フィリップ将軍はとうの昔に見通しておいでだ！　大人しく引き下がり、降こう伏ふくするというのなら命までは取るまい。だが我が城を攻撃しようなどとは思わぬことだな！　まさかその程度の人数でこの城が落とせるとは思っていまい!?」


　これではっきりした。恐らくフィリップは、ディナン伯に馬を与あたえ、「急ぎ帰き還かんし、城の守りを固めよ」とでも指示したのだろう。


　だが、たとえ城の主が帰還し、防衛態勢を整えていたとしても、この城には元からいた以上の守備兵はいないはずなのだ。それだけは確信が持てる。もっとも、今こうしている間にもフィリップの差し向けた援軍が向かってきている可能性は充分に考えられたが。


　──やはり力ずくで落とすしかない。それも今日中に！


　アレスは味方の元へ戻ると、主立った者たちを集めて矢や継つぎ早に指示を出し始めた。


「ガルムス、あれをやるぞ。こちらには〈風の戦乙女〉がいる、矢を恐れずに済むだけ簡単なはずだ」





　　　　◆




「ふん、逆賊どもめ、うろちょろしおって！」


　アレスたちが現れておよそ半はん時とき（約一時間）。


　ディナン伯は、未いまだ城の周りでうごめいているアレスたちを見て鼻で笑った。


　城壁の上から見た限りでは、どうも何本か木を切り倒たおしているようだった。城攻めの準備をしているのかもしれないが、あの程度の人数でこの城が落とせるとも思えない。


　しかも、この城にはフィリップ将軍が差し向けた援軍が向かっている。数日中に到とう着ちやくするであろうその援軍の力を得て、城の内側と外側から一気に攻めれば簡単にカタがつくはずだった。


「それにしてもフィリップ将軍はさすがだな。あの逆賊どもの動きをこうも見通しておいでとは」


　つい昨日、いきなりフィリップ将軍に呼び出され、「急ぎ領地へ戻って守備を固めよ」と命じられたときは、思わず左さ遷せんではないかと疑ったほどだった。だが、今はフィリップ将軍の諜ちよう報ほう力に舌を巻く限りである。彼の適切な指示のおかげで、こうして領地を守ることができたのだから。


　実のところディナン伯は、アレスに付くかフィリップに付くかで迷ったこともあった。だが、こうなるとフィリップを選んだことは正解だったと確信できる。


「伯爵さま！　再び敵が集まっております！　攻撃を仕掛けてくるつもりでは!?」


「なんだと!?」


　部下の報告に、ディナン伯は城壁から身を乗り出した。


　馬を下りたアレスたちが、城の前に集まり隊列を整えているのが見える。


「まさか、本当に攻めてくるつもりか!?　全軍配置に付け、念のためだ！」


　この城の兵数は三百人。打って出るには不足だが、城を守るには充分である。見たところアレスの兵も同程度である。城攻めには守備兵の三倍の兵力が必要とされるのだ、あの程度の数で攻めてくるとしたら狂きよう気きの沙さ汰たである。


　だが、アレスたちは一気に攻めかかってきた。


　まず先頭を切って突つっ込こんでくるのはアレスである。それは異様な光景だった。アレスは馬にも乗らず、丸太を一本担かついで走ってきたのだ。その後に、やはり数人一組となって丸太を担いでいる兵士たちが続く。


　もう間違いなかった。本気で城攻めするつもりなのだ。あの丸太で堀を越こえようという腹積もりだろう。


「ええい、矢を放て！　堀に近づけるな！」


　即そく座ざに無数の矢が放たれる。しかし、突とつ如じよとして吹ふいた風に吹き散らされてしまった。


「くっ、〈風の戦乙女〉がいるのか！　投石だ、石を投げつけろ！」


〈風の戦乙女〉の妨ぼう害がいは予測されていたことだった。やむを得ず兵士たちは弓を捨て、代わりに準備していた紐ひも状の投石器を取り出す。紐の先に石を取り付けて振ふり回し、その遠心力で石を放つ武器だ。


　しかしいざ石を放とうというそのとき、無数の矢が城壁上に降り注いだのである。


　敵の攻撃だった。百騎きほどの弓騎兵が堀の近くまで一気に接近し、矢を放ったのである。


「怯ひるむな、反撃せよ！」


　すぐに無数の石が投じられる。押し寄せる風に吹き散らされた石も多かったが、遠心力によって高められた石の威い力りよくは完全には減じられなかった。何人かの弓騎兵や丸太を担ぐ兵士たちに命中し、昏こん倒とうさせることに成功する。


　だが数人を打ち倒したところで状じよう況きようはまったく変わらない。その間にも丸太を担いだアレスたちは堀との距離を詰め、そして、予想通りの行動を取り始めた。


　丸太を堀の上に並べ、即席の橋を造り出したのである。


　もちろんディナン伯は阻そ止ししようと矢や石の雨を降らせたが、アレスたちは多少の犠ぎ牲せいを無視して次から次へと堀に丸太を渡わたしていった。


　そして橋が完成したところで、アレスは最後の丸太を受け取った。先が尖っている大きな丸太だ。


　ここでアレスとドワーフがその丸太を抱かかえ──門に突進した。


　凄すさまじい衝しよう撃げきが、城壁を揺ゆるがした。


「火だ、火をかけよ！　橋を燃やせ！」


　それは当然の防御策だった。うまくいけば、橋はもちろんその上のアレスたちもまとめて焼き殺せるかもしれない。


　しかし、ディナン伯の城は木造である。木には土が塗ぬりこまれ、容易に燃え上がらないようにしてはあるが、それでも火気はもっとも恐れるべきものであり、それゆえに火計に必要な道具──油の類たぐいが満足に揃そろっていなかった。


　やむなく火矢を射い掛かけるものの、その多くは〈風の戦いくさ乙女おとめ〉に吹き散らされた。しかも橋として使われた丸太は切り倒された直後でまだ乾燥していないのだろう、何本もの火矢が突き刺ささろうとなかなか延焼する気配がなかった。


　その間にもアレスが叩たたきつける丸太の音が響ひびき渡る。信じられないほど大きな音だ。しかもその音は段々と大きくなり、何かがひしゃげるような奇き妙みような音が混じり始めた。


「じょ、城門を押さえよ！」


　ディナン伯がその命令を出すまでもなく、すでに危険を感じていた兵士たちは、少しでも城門が壊こわれるのを阻止しようと後ろから門を押さえつけていた。


　しかし、それは城の寿じゆ命みようをほんの少し延ばしたに過ぎなかった。まず城門を押さえていた閂かんぬきの金具が緩ゆるみ、次に閂そのものが鈍にぶい音と共にへし折られた。


　それでも兵士たちは門を後ろから必死で支え続けた。しかし、圧あつ倒とう的な力で叩きつけられる丸太を防ぐことはできない。どんと叩きつけられる度たび、兵士たちは押し戻もどされ、門に隙すき間まが開いていった。


　やがてその隙間が人一人くぐり抜ぬけられそうなほど大きくなったとき。


　アレスがたった一人で飛び込んできた。


　城門の周辺は人の山で溢あふれている。そこへアレスはたった一人で飛び込んだのだ。


　剣けんを抜く間合いすらない密度であったが、構わずアレスは兵士たちの中に飛び込み──縦横に拳こぶしを振るった。


　手てつ甲こうをつけた拳はあまりに強力で、次から次へと兵士たちは昏倒させられ、殴り飛ばされていった。もちろん兵士たちも傍ぼう観かんしていたわけではなく、数を頼たよりにどうにかアレスに抵てい抗こうしようとする。


　だがアレスは右手にしがみついてきた兵士をそのまま投げ飛ばし、後ろから飛びかかってきた兵士を放ほうり上げ、まさに万ばん夫ぷ不当の戦い振ぶりですべての攻撃を退けてみせた。


　もちろん、その間城門の守りは疎おろそかにならざるを得ない。その間に破城槌代わりの丸太が門の隙間へこじ入れられ、ついに門はその存在意義を消失した。


　すかさず敵兵が飛び込んでくる。ここに至ってついにアレスも剣を抜いた。


　こうなるともう兵士たちに挽ばん回かいの手段はなく、命からがら城門付近から逃にげ出すことしかできなかった。


「城へ、城へ逃げ込むのだ！」


　ディナン伯は半はん狂きよう乱らんになって叫びながら、自身も城へ駆かけ込もうとした。


　城門は破られ、城じよう壁へきは無意味な長物と化した。だがまだ主城は残っている。中から扉とびらを閉めて兵を配置すれば、主城もまた鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ力を誇ほこるのだ。そして耐たえ続けることができれば、やがてフィリップ将軍が援軍を連れて来てくれるだろう。


　だが、アレスはディナン伯が逃げ込むことを許さなかった。


「今だ！　ヘルヴォル隊、突撃！　敵を城の中へ入れるな！」


　半はん壊かいした城門から〈風の戦乙女〉率いる弓騎き兵へいたちを引き入れたのである。


　中庭へと殺さつ到とうした弓騎兵たちは、すばやく主城を包囲、その周囲を駆け巡めぐりながら騎射を行うことで兵士たちを近づけさせなかった。


　城門は突破され、敵兵になだれこまれ、最後の頼たのみの綱つなである主城へも逃げ込むことができない。


「ば、馬ば鹿かな……。私の城が、たった半日も持たないとは……」


　もはやディナン伯はくとしても、敗北を認めざるを得なかった。
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　アレスが城を完全に支配下に置いたのは、それから一時後のことである。


　ディナン伯の降こう伏ふくを受け入れ、兵士たちを武装解除し、一いつ箇か所に集める。


「何人やられた？」


　事が済んだ後、真っ先にアレスはミーアに訊たずねた。


「死者五人、怪け我が人三十六人よ」


　必要以上に淡たん々たんと、ミーアは答えた。


「そうか。すまないな、おまえの大切な部下を」


「言わないで。これぐらいみんな覚かく悟ごの上だったし。死人が出るのも初めてってわけじゃないし」


「……分かった。この犠牲、無む駄だにはしない」


　損そん耗もう率一割余りというのは低い数値ではない。とはいえ、真正面から城攻ぜめをやってこの程度の被ひ害がいで済んだのなら幸運というべきだった。


　何よりも、局地戦とはいえ、アレス軍が勝利を収めたのだ。この報が王国全土に届けば、再び情勢に変化を与あたえられるかもしれない。


　次にアレスは降伏した兵士たちのもとへ向かった。


「ディナン伯。手て荒あらなことをして申し訳ない。こちらも急いでいたものでな」


　状況が状況である。城攻めをする前までは大きな態度を崩くずそうとしなかったディナン伯も、さすがに神しん妙みような顔つきをしていた。


「……今の私は敗軍の将、もはや何も語ることはありません」


「一つ提案がある。しばらくの間、城を貸してもらいたい。それから当面の軍ぐん需じゆ物資を提供してもらいたい。その二点さえ約束してくれるのであれば、あなた方の生命は保証するし、フィリップとの戦いが終わった暁あかつきには、私に従うという条件で領地と財産も保証しよう」


　それは敗軍の将にとっては破格の条件のはずだった。事実、ディナン伯は驚おどろきを隠かくせないようで目を白黒させている。


「私を許してくださると仰おつしやるので？」


「ああ、私に従うというのならな」


　ディナン伯が決断をくだすに、長い時間は必要なかった。


「……分かりました、もとよりこちらから条件を出せる立場にはありません。これより私はアレス国王陛へい下かの臣となりましょう」





　こうして、アレスは最初の城を落とした。しかし、アレスには休む間もなかった。


　アレスは消耗したヘルヴォル隊に城の守りを任せると、自らはミーアやガルムスら十人に満たない少数の供だけを連れ、早々にこの地を後にすることとなる。
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　アレスがディナン伯はく爵しやく城を落としてから二日後のことである。


　フィリップのもとに、副将ベルフェルドがある報告をもたらした。


「閣下。ディナン伯がアレスに降伏したようです」


「なんだと!?　ディナン伯には守りを固めさせたはずだし、援えん軍ぐんも送ってやったではないか！」


「は。それがどうも、我々が派は遣けんした援軍が到とう着ちやくするより先に、ディナン伯は降伏したようなのです。アレス軍はすでに城の守りを固めており、城攻めの準備のなかった我が方の援軍は手も足も出せず帰き還かんの途とについたとのこと」


「ちぃっ！」


　フィリップからすれば腹立たしいことばかりだった。アレスに勝ちを奪われたこともそうだが、味方もあまりに不ふ甲が斐いない。


「ディナン伯め！　もう一日二日だけでも城を守り抜けば、援軍が間に合ったものを！」


「だからこそアレスは城を早さつ急きゆうに落としたのでしょう。ディナン伯を責めるより、アレスの戦術を称しよう賛さんすべきでしょうな」


「そんなことはどうでもよい！　とにかくアレスの狙ねらいは分かった、こちらが対応できない場所で戦勝を重ねるつもりなのだろう。この辺り一帯の貴族どもにも命じろ、領地に戻って守りを固めろとな！」


「は、直ちに」


　ベルフェルドが引き下がると、フィリップは怒いかりをぶつけるように手近な椅い子すを蹴けりつけた。


「この期ごにおよんでもまだ抵抗するか、アレスめ！　良かろう、貴様との戦いがこの程度で終わっては面おも白しろくない、どこまでも相手をしてやろうではないか！」
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　アレスたちは、睡眠もそこそこに移動を続けていた。たった十人足らずでの移動である。その速度は極きわめて迅じん速そくだった。


　目的地は、ディナン伯爵城の北西である。そこで待っていたのは、ジェレイドが派遣した一人の将と三百の兵だ。


「遅おそかったではないか、アレス」


　国王であるアレスに対してもそのような態度で接するのは、アレス国王軍でもただ一人、熊くまのごとき巨きよ漢かんテオドリッジだけである。


「そう遅おくれてはいないはずだがな。テオドリッジ、準備はできているな？」


「もちろんだ。俺が率いる兵に腑ふ抜ぬけなどおらぬ」


　アレスは、すべてを見通すフィリップに対たい抗こうすべく、古くから伝わるある格言を忠実に実行しようとしていた。いわく、一いつ匹ぴきの獅し子しに率いられた百匹の羊は、一匹の羊に率いられた百匹の獅子に勝まさる。


　アレス軍は大きな敗北を喫きつし、その士気は最低の状じよう況きようにある。だが、すべての兵の士気が低いわけではない。それゆえ、自軍の中でも未いまだ士気の高い兵だけで小隊を編制し、王国中部のあちこちへと派遣していた。


　もっとも、数百人の小隊などフィリップがその気になれば簡単に踏ふみ潰つぶされる。それゆえ、小隊の派遣先はフィリップ軍のいるキホルテ平原より充じゆう分ぶん距きよ離りを置いた場所に限られていた。


　そしてその小隊を率いるのは、常にアレスである。ただ一人からなる無敵の軍勢が軍勢を率いてこそ、小数の部隊に意味が生じるのだ。各地の小隊とアレスが適てき宜ぎ合流し、フィリップ軍の拠きよ点てんを落としていく──それがアレスとジェレイドの編み出した作戦だった。


　陥かん落らくさせた拠点は、兵を置いてひたすら守りに徹てつする。拠点周辺の地域を制圧をする必要はなく、ただ拠点の制圧・確保ができればそれで良かった。


　地域を恒こう久きゆう的に制圧するとなれば、数百程度の兵では足りないし、フィリップ相手に守ることは難しい。しかし各地の拠点のみを維い持じするなら、三百も兵がいれば充分だ。フィリップが本気で攻せめてくればもちろん防衛は不可能だろうが、各地の小さな拠点を落とすためだけに何千もの兵を率いて進軍することは、フィリップにとっては損失でしかない。


　だが、たった数百の部隊で拠点を制圧するのは簡単なことではないし、必然的にアレスは無数の戦いくさを強しいられることとなる。もしアレスが流れ矢の一本にでもあって命を落とすことがあれば、その瞬しゆん間かんにアレス国王軍は敗北するのだ。
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　テオドリッジらと合流したアレスたちが次に向かったのは、リブロス子し爵しやくの城である。


　この拠点に狙いを定めたのには、もちろんいくつかの理由があった。


　まず、決して大きな城ではない。また、リブロス子爵にはエンカース侯こう爵しやくという父親がおり、その領地もすぐ近い場所にある。エンカース侯爵の居城は三百程度の軍勢で落とせるようなものではなく、それどころか侯爵が援軍を率いてやってくればとても勝ち目はない。しかし、だからこそ侯爵領にほど近いリブロス子爵の城を奪うばっておけば、エンカース侯爵に対する牽けん制せいにもなると考えられたのだ。


　だが、いざリブロス子爵の居城を前にしたところで、アレスたちは判断の甘さを悔くいることとなる。


「まさか、これほど立派な城だったとはな」


　その城は、大きさだけなら先日陥落させたディナン伯の居城より一回りも二回りも小さかった。


　しかしリブロス子爵はよほど父親から溺でき愛あいされているのか、その防御は極めて堅けん固ごだった。まず堀ほりは深く、幅はばもあり、なみなみと水がたたえられている。城壁はがっしりとした石造りで、しかも至るところに迎げい撃げき用の塔とうがあった。あれでは仮に堀を埋うめて城壁に取り付くことができても、塔の矢狭はざ間まから矢を受け簡単に撃げき退たいされるだろう。真正面からの矢は〈風の戦いくさ乙女おとめ〉の力でどうにかそらせるかもしれないが、至近距きよ離りで真横から放たれる矢は到とう底てい防ぎきれない。


　さらに一番の問題は、フィリップから警告が届いたのだろう、城門が積み上げられた土ど囊のうで完全に塞ふさがれていることだった。これでは土囊をすべて取り除かない限り、破城槌ついを当てることさえできない。


　アレスたちには梯はし子ごを大量に作る手段もない。こうなると取れる手段は城じよう壁へきに縄なわでもかけて上ることぐらいしかない。だが、縄をよじ登っているところに四方八方から石でもぶつけられれば、アレスでも回かい避ひできる自信はなかった。


「ガルムス、ドワーフの知ち恵えを借りたい。どうにかできないだろうか」


「都合のいいことを言うな」と、ガルムスの返答はすげない。「あのような城、一朝一いつ夕せきで落とせるものではないわ」


「ねえ。じゃああたしに任せてよ。風の女王シルフイードの力を借りれば、あんな城壁ぐらい簡単に吹ふき飛ばせるわよ」


「駄だ目めだ！」


　ミーアの提案を、即そく座ざにアレスは否定した。


「知らないとでも思ったか、あの力を使うのはおまえにとっても危険なのだろう？　そんなことは許可できん！」


「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！　一人でも多くの犠ぎ牲せいを減らすってのがあんたの戦い方なんでしょ？　じゃああたしに遠えん慮りよなんてするんじゃないわよ！」


　その論法を持ち出されると、アレスには反論できなかった。


「……分かった。だが、それは最後の手段にしよう。他に何もいい方法が浮うかばなかったら、そのときはおまえに任せよう」


「いいわ。じゃ、そのつもりでいるから」


　ミーアの命を削けずる力など使いたくはなかった。何かいい手はないものかと、あらためて城を観察する。


「城そのものは決して大きくはないんだ。とにかく城の中に入れればいいんだが……」


「では、夜まで待つか？」と提案したのはリーエンノールである。「いつぞや王都に潜せん入にゆうしたときのように、夜の闇やみに紛まぎれればどうにかなるかもしれんぞ」


「……それしかないか」


　アレスは同意したが、いくつも懸け念ねんがあった。


　第一に、夜まで待つ時間が惜おしい。こうしてる間にも、フィリップや近くの貴族が援軍を送ってくる可能性がある。


　第二に、眼前の城は小さい分、警けい戒かいが厚い。夜まで待った挙句、警戒が厳しくて潜入できなかったでは時間を無駄にするだけである。


　だがそんなとき、誰だれもが予想もしなかったとんでもない提案をする者がいた。


　ミーアの幼おさな馴な染じみルークである。


「そうだ、ミーア、覚えてるか？　子供のころ、風の精せい霊れいの力を使った遊びをしたことがあるだろう？　あれをやればどうにか潜もぐりこめるんじゃないか？」


　ミーアはかつて見たことがないほど物もの凄すごく嫌いやそうな顔をした。


「じょ、冗じよう談だんでしょ？　あれってあんたが腕うでの骨折って大変なことになったじゃない」


「まあ確かにそんなこともあったけどよ。でも、我らが国王陛へい下かならなんとかなるんじゃないか？」


「……まあそうね。アレスなら大だい丈じよう夫ぶかも」


　なんとも不ふ穏おん当とうな会話であった。


「よく分からないが、何か策があるのか？　私が危険にさらされるだけで済むなら喜んでやってみるが」


「策ってほど堅かた苦くるしいもんじゃないわ。空を飛んでみたいって子供の発想よ──」





　話を聞き終えたアレスは、苦く笑しようを隠かくせなかった。


「なるほど。確かに子供の遊びだな」


「でしょ？　でも、多分うまくいくとは思うのよ。昔やったときだって、一応成功したし」


「骨は折ったけどな」


　苦い思い出だったのか、ルークが苦笑する。


「よし、やってみよう。それぐらい馬ば鹿からしい策ならフィリップでも予想はできないだろうしな。とにかく城そのものは小さいんだ、私一人でもその中に入り込めれば、後はなんとかなるはずだ」


「でも、いくらあんたでもたった一人で大丈夫なの？　一度城に入ったら、もう誰も援えん護ごできないのよ？」


「なら私も一いつ緒しよに行こう」


　そう名乗り出たのはリーエンノールだった。


「風の精霊は私も多少操あやつれる。私ならうまく着地できるだろう」


「わしも行くぞ」


　リーエンノールを胡う散さん臭くさげに睨にらみながら名乗り出たのはガルムスである。


「エルフにできることがドワーフにできぬなどと思われては癪しやくだしな。少数での戦いなら任せるがいい」


「なるほど、確かに頑がん強きようさだけが取り柄えのドワーフなら多少手て荒あらに扱あつかわれても大丈夫だろうな」


「ふん、言っておれ」


「俺も行きたいところだが……」


　と、珍めずらしく言葉を濁にごしたのはテオドリッジである。


「あんたは無理でしょ、ちょっと体が大きすぎるわ」


「むう……やはりか」


「テオドリッジ。この策には外部から城を攻こう撃げきする者も必要だ。おまえにはその攻撃を指揮してもらいたい」


「分かった、それで我が慢まんしよう」





　こうしてアレスたちは、その子供じみた策を実行に移すこととなる。


　準備には一時ほどの時間が必要だった。手先の器用なドワーフがいたことが、この場合は極めて幸運だった。
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「反逆者どもめ、何をごそごそしておるのだ……！」


　リブロス子爵は、二は十た歳ちそこそこの若い貴族である。父親が侯爵だけあって今までは何不自由なく過ごしてきた。だがそのせいもあって、敵が間近に迫せまっているというかつて経験したことのないこの状じよう況きよう下かでは、平静を保つことも困難だった。


　しかし、リブロス子爵には父の元から派は遣けんされた歴戦の騎き士しが補ほ佐さ役として付いていた。


「反逆者どもが何をしようとこの城が落ちることはありませぬ。子爵さまは胸を張って構えておればよいのです」


「う、うむ、そうだな」


　こうしてリブロス子爵は表向きどうにか平静を装よそおった。


　だがそんな折、彼らの前に奇き妙みようなものが現れることとなる。


「な、なんだ、あれは！」


　忠実にその様を表現するのなら、『三人の人間がそれぞれ大きな板を背負って近づいてきた』ということになる。しかもどういうわけか、三人ともやたらと土で薄うす汚よごれていた。


「なんだ？　矢や盾だてのつもりか？」


「というか、一人は人間じゃない、ドワーフだぞ」


「隣となりの奴やつも耳が尖とがっているぞ。もしやエルフではないのか？」


　兵士たちはざわめきたった。


　三人が背負っている板は、縦横共に二間けん（約三・六メートル）はある。


「あんなでかい板を背負ってきてどうするつもりだ？　堀の上に渡わたして即そく席せきの橋にでもするつもりだろうか？」


「しかし、そんな即席の橋に意味があるとは思えませぬ。城壁の上から岩でも投げつけられれば簡単に壊こわれるでしょうし」


　リブロス子し爵しやくらの懸念をよそに、板を背負った三人は、城にある程度まで近づいたところで動きを止めた。そしてくるりと背中を──板を城に向けたのである。


　すでに矢の射程内であったが、あまりに異様な光景だったためだろう、リブロス子爵も側近の騎士たちも、矢を射掛かけるよう命令できなかった。もっとも、矢を射掛けたところで板に防がれるだけだっただろうが。


「なんだ？　一体何のつもりだ？」


　いぶかしんでいると、やがてもう一人何者かが姿を現した。


「女だ！」「女だぞ！」「寒くないのかあの格好」


　もう第十二の月だというのに、妙みように露ろ出しゆつの大きい格好をした少女であった。正確に言うと彼女は肌はだ色いろの肌着を身にまとっていたのだが、遠目では気付きようもない。


「なんだ？　何を始めようというのだ？」
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「……攻撃してこないわね」


　ミーアは板を背負ったアレスら三人と城壁を見比べながら、呆あきれたように言った。


「まあ、誰もこれが攻撃の前兆だとは思うまいて」


　ガルムスの口調もまた、どこかとぼけた響ひびきがあった。


「ミーア、早くやってくれ。いくら敵の裏をかくためとはいえ、いささか情けなさ過ぎる」


「同感だな。里の仲間にだけは見られたくない格好だ」


　アレスとリーエンノールが口々に言う。


「分かったわ、じゃあとっとといくわよ。覚かく悟ごはいいわね？」


「ああ！　あれだけ練習したんだ、もうしくじるなよ、頼たのむから！」


「大丈夫だってば！　風を均等に当てればいいってのはよく分かったから！」


　アレスら三人は足を踏ふん張りやや前ぜん傾けい姿勢を取った。


　ミーアが目を閉じて精神を集中させる。まるで風の精霊が集まっていくように、ミーアを中心としてつむじ風が吹ふいた。


　その風は段々強くなり、そして、


「吹きなさい、風の精霊たち！」


　突とつ撃げきを命じる指揮官のように、手を突つき出す。


　強い風がアレスたちの正面から吹き付けた。


　その風は背負っていた板を猛もう烈れつな風圧で押し上げ、そして──。


　まるで落ち葉が風に舞まい上がるがごとく、アレスとガルムスとリーエンノールの三人は、板を背負ったまま宙を舞っていた。


「うわあああああ!?」


　自分を支えていた足元の感覚が突とつ如じよとしてなくなる。天と地がひっくり返る。何度も練習したが、その感覚だけはなかなか慣れるものではなく、自然と口から悲鳴がこぼれた。


　まるで落ち葉が舞い落ちるがごとく、くるくると宙を舞う。着地の寸前、どうにか受身が取れたのは練習の成果というより奇き蹟せきというべきだった。


「うう……」


　視界が大きくぐらついた。散々風に翻ほん弄ろうされたためだろう、さすがのアレスも平へい衡こう感覚を失い、数歩よろめく。


　頭を振ってどうにか視界をはっきりさせると、周囲の光景が一変していた。城の中に入れたのだ。狙ねらい通り、風に乗ってまんまと城じよう壁へきの内側に忍しのび込め──いや、飛び込めたのだ。


　敵兵も、まさかこんな馬鹿げた方法で城内に侵しん入にゆうしてくるとは予測できなかったのだろう、未いまだに防衛行動を取ろうとしない。その隙すきにもはや用済みとなった背中の板を外しながら、共に城壁を越こえた二人の仲間の行方ゆくえを捜さがす。


「リーエンノール、ガルムス、無事か!?」


「問題ない、大丈夫だ！」


　リーエンノールは無事のようだった。恐おそらく自分で風の精霊を操り調整したのだろう、アレスと違ちがって足取りもしっかりしている。


　だが他方、ガルムスは三人のうちで一番重量があったせいか着地に失敗したらしく、なかなか起き上がる気配がなかった。


「ガルムス、無事なのか!?」


「ええい、無事に決まっておろうが！　くう、板が外れんのだ！」


　どうやら体の方は問題ないようだった。ただ、強く縄なわを結びすぎたのか、あるいは着地の衝しよう撃げきで結び目が固くなってしまったのか、なかなか板が外せないらしい。手先が器用なドワーフだが、体勢が体勢であり、また生来の手の短さも悪い方向へ手伝って縄を解くことも切ることもできないようだった。


「な、何をしている!?　敵が侵入したのだ、攻撃せよ、攻撃だ！」


　と、そのとき。恐らくは敵指揮官のリブロス子爵であろう、やっとそんな命令が城内に響き渡った。


「来るぞ、二人ともこっちへ！」


　アレスたちは、孤こ立りつ無む援えんのこの状じよう況きようで敵兵すべてを相手にしなければならなかった。早く三人で共闘できる体勢を作らねばならなかったが、リーエンノールはすぐさまアレスの後ろに回って弓矢を構えた一方、相変わらずガルムスの方は縄を外せないらしく悪戦苦く闘とうしている。


「ガルムス、敵が来るぞ、早くどうにかしろ！」


「ええい、めんどうだ！」


　ガルムスは縄を外すのを断念したようだった。


　その代わり、お辞じ儀ぎするように腰こしを大きく曲げた。板と地面が平行になる。


「おい、まさか」


　何をするのか悟さとり、リーエンノールが頰ほおを引きつらせた。


「でえええい！」


　リーエンノールの想像は当たっているようだった。ガルムスは板を背負ったまま、猪いのししのごとく突とつ進しんしたのである。


　地に足をつけたドワーフの怪かい力りきは並々ならぬものがある。殺さつ到とうしてきていた敵兵がまとめてガルムスに──正確に言えば、ガルムスの背負った板に吹き飛ばされる。


「ここは任せろ、アレス、おまえは敵将をどうにかせい！」


「あ、ああ！」


　問答の余地はなかった。


　中庭は猪のごとく暴れ回るガルムスに任せ、アレスはリーエンノールと共に城壁上に続く階段を駆かけ上った。敵指揮官がいるとすれば、城壁上のどこかに違いないのだ。


「う、討うち取れ！　敵を近づけるな！」


　もちろんアレスたちにも敵が殺到する。しかし狭せまい城壁の上では兵の多さという利点を活かすことができない。片かたっ端ぱしからアレスに斬きり飛ばされ、あるいはリーエンノールに射い貫ぬかれる。


　個々に戦っては勝ち目がないと、槍やり衾ぶすまを作ってどうにか包囲しようとするものの、アレスの投じる投げ槍とリーエンノールの放つ矢で包囲網もうに次々穴を開けられ、それもままならない。


「と、止めろ！　どんな手段を用いてでもいい、奴を止めるのだ！」


　いつものように、アレスはその声で敵指揮官の居場所を特定した。


　しかし、ここは城壁の上である。子供の遊びのように、その気になればいつまででも城壁上をぐるぐると逃にげ回られてしまうだろう。


　だがそのとき。


　城の外から、新たな戦いの音が響き始めた。


「た、大変です！　外の敵が攻せめてきました！」


　テオドリッジたちが強きよう襲しゆうを開始したのだ。今いま頃ごろは堀ほりの上に丸太を渡し、城壁に縄をかけ、よじ登り始めているはずである。


　本来ならそれは準備不足の無む謀ぼうきわまる城攻ぜめである。しかしアレスたちが内部からかく乱した結果、敵兵には充じゆう分ぶんな迎げい撃げきが不可能だった。その上テオドリッジたちは〈風の戦いくさ乙女おとめ〉の保護まで受けている。


　やがて、城壁上の一角にのっそりと一人の武人が姿を現した。テオドリッジである。


「やれやれ、ようやく出番か」


　すぐさま無数の敵兵が殺到する。だがテオドリッジは、背負っていた巨きよ大だいな戦せん斧ぷを構え、一いつ閃せんした。数人の兵士たちがまとめてなぎ倒たおされる。


　その間に城壁上に橋きよう頭とう堡ほともいうべき安全地帯が確保された。すかさず後続の兵士たちも次々城壁をよじ登ってくる。


　この時点で、アレスたちの勝利はもはや確実となっていた。


　アレスとテオドリッジに挟はさまれ、城壁の一角に追いやられたリブロス子爵が降こう伏ふくを申し出るのは、それから半刻後のことである。
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　アレスたちは、手に入れたばかりの城の城門前にいた。新たな戦いに出発するためである。


「これでどうにか二つ目か……」


「やってみればどうにかなるもんね。フィリップに敗れてからまだ三日だってのに」


　ミーアの言葉にはまったく同感だった。


　いくらフィリップでも、これほどの速度で動かれては対応はできないのだ。無敵と思えるパンドラの力にも、穴はあったということである。


　だが、それも恐らくは今日までだった。


「これからが大変だ。時間的に見て、もうフィリップの派は遣けんした軍勢がどこにいてもおかしくはないからな」


　今このベールセール王国の中部一帯には、ジェレイドが編制して派遣した三百人ほどの小隊があちこちにいる。アレスは再びそのどれかに合流し、どこかの拠きよ点てんを落とし、その守りを託たくすことになるだろう。


　アレス個人は、今のところ補給を必要としていない。拠点を落とせば、自分の分の補給を受けることぐらいは簡単だからだ。だが、あちこちに派遣されている小隊はそうはいかない。彼らは補給を必要とするし、しかもフィリップにその居場所は簡単に感知される。もしフィリップがそれらの小隊か、あるいは補給部隊を攻こう撃げきしてくれば簡単に敗北することになる。


「アレス……国王陛へい下か」


　後から慌あわてて国王陛下と言い足したのは、テオドリッジだった。


「この城の制圧は終わった。後は門を閉めてしまえば簡単に籠ろう城じようできるだろう」


「リブロス子し爵しやくはどうしている？」


「自室に閉じ込めてある。それで、これからどうするのだ？」


「もちろん、別の拠点を奪うばいに行く。テオドリッジ、おまえにはここの守りを任せる」


「断わる」


　相手が国王であろうと、まったく遠えん慮りよのないテオドリッジだった。


「城の守りなど俺の性に合わん。この城の守りは俺についてきた百人長にでも任せておけばいい、俺は付いて行く。いいな？」


　この頑がん固こな男を翻ほん意いさせる自信はなかった。


「……分かった。確かにおまえがいてくれた方が心強い。一いつ緒しよに来てくれ。それから……ミーア、一つ頼たのみたいことがある」


「あたしに？　いいわよ、なんでもするわ」


「先日奪ったディナン伯はくの城はヘルヴォル隊が守っているが、もうジェレイドが送った援えん軍ぐんが到とう着ちやくしているはずだ。おまえはヘルヴォル隊に合流して出撃してもらいたい。もうすぐにでもやってくるフィリップの軍勢を迎撃して欲しいんだ」


「それはいいけど。でも、あんたたちはどうすんのよ？　風の守りなしで城攻めは厳しいと思うけど」


「そういうことなら私が引き受けよう」


　そう申し出たのはリーエンノールだった。


「ミーアほど大きな黒くろ魔ま術じゆつは使えんが、敵を追い払はらうだけなら私にもできる。ミーアは城攻めのために連れて行くべきだ」


「そ、そうか？」


　突とつ然ぜんの提案だったが、いい考えのようにも思えた。


　リーエンノールも黒魔術の使い手であり、その弓の腕うでは大軍の中にいる敵指揮官をいともたやすく射貫くほどだ。敵を追い払うだけなら、ミーアより適任かもしれない。


「分かった、ではそうしよう。リーエンノール、我らの後ろは任せる」


「任されよう。人の王がエルフに信を置くというのだからな、私も期待に応こたえねばなるまい」


　国王という最高指揮官が、自ら最前線で戦うことの利点が充分に発揮されていた。アレス国王軍は臨機応変にその編制を変えることで、フィリップに対たい抗こうの余地を与あたえることなく戦いを続けることができたのである。
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　この時点では、アレスの攻こう勢せいに対し、フィリップは完全に後手に回っていた。


　しかし、フィリップとて手をこまねいていたわけではない。その気になりさえすれば対抗する手段はいくつもあった。


　一つはアレスを無視して本隊を北上させ、アレス軍の本隊を討つことである。先の敗北により疲ひ弊へいし、さらにアレスのいないアレス軍本隊を討つことは容易なことと思われた。


　しかし、これにはいくつも問題があった。まず、当たり前だがアレスのいない部隊を攻撃してもアレスを捕ほ縛ばくすることはできない。


　それに、大部隊が展開できる空間がない。たとえ決戦をしかけても、良くて森の中での消しよう耗もう戦となり、そうでなくともアレス軍はトゥールスレン城じよう砦さいへ逃にげ込むこともできる。


　補給の維い持じも困難だった。もはや冬の寒さは容よう赦しやなく迫せまっている。一万にも達するフィリップ軍にとっては、兵ひよう糧ろうを維持するだけでも容易ではないというのに、さらにそこに薪まきや毛布といった品目も加わろうとしているのだ。このまま北上し、王都との距きよ離りが開けば兵へい站たんの維持は一層困難となる。


　もっと容易にアレス国王軍に対抗する術すべもあった。王国全土に早馬を飛ばし、フィリップ王国軍の勝利を声こわ高だかに喧けん伝でんすることである。そうすればアレス国王軍に手を貸す者はいなくなり、早さつ急きゆうに瓦が解かいしていくだろう。


　しかし、早馬が全土に届くよりも先に、アレスは少数の部隊でフィリップ軍に属する拠点を落としていくという手段に出ていた。一つ二つの拠点を落とされても大勢に影えい響きようはないが、それでもアレス未いまだ在りとその名は轟とどろき続けることになる。


　それはフィリップにとって好ましい未来ではない。それゆえフィリップは、自軍の勝利を喧伝すると共に、小隊を送り込んでアレスの後方をかく乱しようとしていたのである。





「よし、見つけたぞ。間ま違ちがいなく反乱軍の輸送隊だ。さすがはフィリップ将軍閣下よ」


　送りこまれた部隊の一つが、フィリップより独自に兵を与えられていた近この衛え騎き士しアーウィンの遊ゆう撃げき隊である。


　パンドラによってフィリップはアレス国王軍の部隊すべての位置を知ることができた。もちろん、兵を差し向けている間にその位置は移動するが、多くの兵士が移動した痕こん跡せきを探さぐるのは決して難しくはない。


「かかれ、者ども！」


　かくしてアーウィン率いる二百五十の騎士隊は、アレス国王軍の輸送隊に攻撃を仕し掛かけることに成功したのである。


「て、敵てき襲しゆうだ！」


「逃げろ！　逃げろ逃げろ逃げろー！」


　輸送隊はまったく抵てい抗こうしようとはしなかった。「蜘く蛛もの子を散らすように」とはよく言われるが、実際の蜘蛛の子でもこうはいかないという勢いで逃げ散っていった。背負っていた荷を放ほうり出して森の中へと逃げ込み、あるいは荷馬の荷を投げ捨てその背に飛び乗り走り去っていく。


　アーウィンたちの勝利である。騎士たちは歓かん声せいをあげ、アレス国王軍の臆おく病びようっぷりをなじった。


「アーウィン卿きよう、敵も無様なものですな！　戦わずしてこうも簡単に勝利を得られるとは！」


「まったくだ。アレスめ、この分ならすぐにでも日干しにしてやるわ！」


　ただ、一人の兵も血祭りにあげられなかったのは残念だった。深い森の中に逃げ込まれれば、騎き乗じようしたままでは追撃できない。かといって騎士は皆みな重い甲かつ冑ちゆうを着込んでいる。徒歩ではまず追いつけない。


　さらに、アーウィンたちはすぐに落らく胆たんすることになる。奪い取った補給物資が大した量ではなかったためである。せいぜい数百人分の食しよく糧りよう数日分といったところだろう。


　アレス軍は兵だけではなく補給も分散しているようだった。各地の補給部隊を攻撃して撃げき滅めつするのはたやすいだろうが、こうなると数百の騎士を動員するだけの価値があるのかも怪あやしい。


　せめて奪った物資をこちらのものとできればいいが、重い荷を背負って移動すればこちらの機動力が削そがれてしまう。


「やむを得ん、必要な物資があれば奪え。残りは一いつ箇か所しよに集めて燃やしてしまえ」


　物資を奪えない以上、それは当然の選せん択たくだった。


　騎士と従者たちは馬を下り、物資を集めて回る。


　火が投じられた。集められた保存の効くパンや乾ほし肉はいとも簡単に燃え上がった。


　何分真冬に差し掛かかろうという時期のことである。騎士たちは自然と火の周りに集まり、すっかり冷たくなった手を温めようとした。


　彼らはいともたやすく勝利を得たがゆえに、完全にアレス軍をみくびり、油断していた。ここは戦地であり、その真ん中で大きな火を焚たくことがどれだけ危険かということを失念していたのである。


　太たい鼓こを連打するような低い音が、迫ってきていた。


「なっ……これは！」


　その音が何の前兆であるかを、アーウィンはもちろん知っていた。


　馬の蹄ひづめ──それも大量の蹄が、大地を蹴ける音である。


「敵か!?　新手が来るぞ、警けい戒かいしろ！」


　アーウィンたちは慌てて馬に飛び乗ろうとした。しかし、重い甲冑を身につけて馬に乗ることは容易ではない。中には従者の力を借りなければ騎乗できない騎士もいるほどで、アーウィンたちの対応は遅おくれに遅れた。


　そこへ殺さつ到とうしてきたのは、軽装の弓騎き兵へいおよそ百騎である。


　一目で分かった。〈風の戦いくさ乙女おとめ〉率いるヘルヴォル隊である。


　弓騎兵隊は、その機動力をもって一気に距離を詰つめ、そして矢を放った。


　大きく弧こを描えがき、アーウィンたちに無数の矢が降り注ぐ。


「矢が来るぞ！　全員防ぼう御ぎよを固めろ！」


　アーウィンは盾たてを掲かかげた。他の騎士たちも慌てることなく籠こ手てで顔などの急所を護まもる。果たして、分厚い金属は降り注ぐ矢からアーウィンたちを護り抜ぬいた。


　射撃に続いて突とつ進しんが来ることをアーウィンは警戒したが、それは杞き憂ゆうだった。ヘルヴォル隊は馬の足を止め、ひたすら射撃を続けるだけだった。


　だが、一度防御を固めた騎士たちにはほとんど被ひ害がいはない。


　やがて矢や筒づつの矢も尽つきたのだろう、ついにヘルヴォル隊は射撃を止め、その場から走り去っていく。


「我が慢まん比べに勝ったぞ！　全員、直ちに追撃に移る、準備せよ！」


　騎士が軽装の騎兵を追撃しても追いつくことは困難だろう。だが、追って行った先には間違いなくアレス軍の拠きよ点てん、あるいは物資集積所の類たぐいがあるだろう。それが攻こう撃げきできればさらなる戦果に繫つながる。


　しかし、それはできなかった。ここに至ってアーウィンはアレス軍の攻撃の意図を思い知らされることとなる。


「アーウィン隊長！　駄だ目めです、馬がやられました！」


「な、なんだと!?」


　降り注いだ矢の雨に、騎士たちは簡単に耐たえ抜いた。だが、馬は耐えられなかったのだ。辺りを見回せば、多くの馬が大地に倒たおれていた。


「う、馬を狙ねらっていきやがったのか……！」


　騎士らしからぬ乱暴な言葉遣づかいで、アーウィンは毒づいた。


　こんな僻へき地ちで騎士が馬を失えば、機動力は皆かい無むとなる。それは兵として死んだも同じだった。


　果たして本ほん陣じんへ帰るだけでどれだけの時間がかかることになるのか。よしんば帰還することができたとして、どれだけフィリップの不評を買うことになるか。アーウィンは苛いら立だたしげに大地を蹴り飛ばすことしかできなかった。
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　アレスたちは次の小隊と合流しようとしていた。そこで待っていたのは、三百の歩兵と、そして二人の知ち己きだった。


「陛へい下か、お待ちしておりました」


　かつては国務大臣の間者として王国に尽くしたベアトリスである。アレスは彼女に、情報収集という任を与えていた。


「ご活かつ躍やくは聞き及およんでおりますわ、すでに二つの拠点を落とされたとか」


「ああ、どうにかここまではうまくやっている。おまえがここにいるということは、何か土産みやげ話ばなしでもあるのか？」


「はい。陛下がリブロス子し爵しやくの城を落としたと聞いて、ご提案がございまして。とにかく、陛下に会って頂きたい人物がおります。少々お待ちください」


　間もなくベアトリスが連れきたのは、およそ戦いとは縁えんのなさそうな中年の男だった。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、陛下」


「ヴェリック!?　ヴェリックじゃないか！」


　彼は、アレスとは小さからぬ縁のある行商人である。


　北の侵しん略りやくの折には、行商人としての経験を活いかしてアレスに地の利を与え、そしてアレスが奴ど隷れいに身をやつしていた折には誰だれよりも真っ先にその所在を捜さがし当て、ガルムスたちを連れてきて立ち直るきっかけを与あたえてくれたのだ。


「なぜあなたがここに？」


「我が家の恩人にして領主さまが『いざ王都』というのにじっとしているわけには参りません。非力な身ではありますが、少しでもお力になれればと、補給物資を調達し運うん搬ぱんしております」


「あ、あなたがそんなことをする必要はない。フィリップ相手では補給部隊と言えど相当な危険を伴ともなうことになる、あなたには守るべき家族がいるだろう」


「ご安心ください。私の息むす子こはそれなりに立派に育っておりまして、たとえ私に何かあったとしても家族ぐらい守ってくれるでしょう。レストニア領ではイザーレさまにも大変よくして頂いておりますし」


「しかし……そうだとしてもあなたに何かあれば皆悲しむだろう」


「アレスさ……いえ、国王陛下。私は私の意志で、こうしてここにいるのです。言ってみればこれは私の我がままなのです。もう二十年妻の機き嫌げんを取り続け、二十年子供のために身を張ってきたのです。たまには私も好きなことをやっても罰ばちは当たらんでしょうし、誰にも文句は言わせません。たとえそれが国王陛下であってもです」


「アレスさま」


　と、ベアトリスが口を挟はさんだ。


「ヴェリックも自分の意志でアレスさまに味方しようとしているのです。その気持ちは拒きよ否ひすべきではありませんわ」


「それに、これは私の子供たちのためでもあるのです。フィリップの支配する未来より陛下の治める未来を子供たちのために残してやりたいのです」


　二人がかりでそう言われると、もはやアレスにも何も言えなかった。


　大体、心強い味方が一人でも多く必要なのは確かなのだ。


「……分かった、感謝する。だが気をつけてくれ。恐おそらくフィリップもそろそろ本気でこちらを潰つぶしにかかっているはずだ。危険を感じたら、即そく座ざに逃にげてくれ」


「ご安心ください、我々商人は恐らく陛下が思っているよりずっとしたたかなのです。盗とう賊ぞくに落ち武者、税を取り立てることしかない業ごう突つく張りの領主……。私たちはいつの時代もそんな連中から逃げ回ってきたのですから」


「分かった、信用しよう」


　商人たちのしたたかさは、アレスも多少知っていた。彼の協力がなければ、北との戦いくさの際もあれほど効率よく戦えなかっただろうし、ジェレイドの率いていた軍勢も商人の協力があってこそ今まで戦ってこれたのだ。


「それで、ベアトリス。話の途と中ちゆうだったな。何か提案があるということだったが」


「はい。先日陛下が捕とらえたリブロス子爵の父親が、エンカース侯こう爵しやくだということはご存じと思います」


「ああ、知っている」


　ベールセール王国には侯爵の位を持つ者は十人もいない。エンカース侯はその一人であり、ベールセール王国の中西部に広い領地を持っていた。


　その居城は強固で、私兵の数も多い。少数の軍勢で各地の拠点を陥かん落らくさせることを狙っているアレス軍にとっては、目の上のたんこぶであった。


「もしや、エンカース侯に対処する策でもあるのか？」


「ええ。エンカース侯という人物は、貴族には珍めずらしくもないことではありますが、色欲の強いお方なのだそうです。たとえば、商人がエンカース侯爵領で商あきないを行いたい場合、まず侯爵に付け届けを行うと順調に事が進むのだそうでして」


「付け届け？　ようするに……賄わい賂ろということか？」


「より正確に申し上げるなら、綺き麗れいな女性ということになりますが」


　ヴェリックの返答に、思わずうんざりしかけるアレスだった。


「そこでアレスさま、いかがでしょう」とベアトリスは続けた。「ヴェリックの協力で、すでに話はつけております。わたくしがエンカース侯の寝ね床どこへ忍しのび込み、人ひと質じちにとって城を強制的に開城させるというのは？」


　城に忍び込み、主あるじを人質にとって無血開城させる。それは素す晴ばらしい提案に聞こえた。


　しかし、不安要素も大きい。


「面おも白しろい策だが、危険が大き過ぎる。フィリップの諜ちよう報ほう力は侮あなどれない。もしフィリップがエンカース侯に警戒を促うながしていれば、簡単に見破られるのではないか？」


「いえ、それは大だい丈じよう夫ぶかと」とヴェリック。「エンカース侯というお方は、この時勢にあっても私兵をフィリップの元へ向かわせるだけで自身は一歩も城から出ようとなさらないお方なのです。貴族には珍しいことではありませんが、ようは世間知らずなのです。たとえフィリップから何らかの指示が来ていたとしても、素直に受け入れるとは思えません」


「……なるほど、ありそうな話だ」


　現在、多くの貴族が選択を迫せまられている。アレスに付くか、フィリップに付くかだ。


　そのような状況にあるにもかかわらず、ひたすら自分の城に閉じこもっているような貴族がいるとすれば、確かに能力はたかが知れているとしか思えない。


「分かった、ではその策で行こう。ただし、ベアトリス一人を危険にさらすわけにはいかない。私も一いつ緒しよに行くのが条件だ。ヴェリック、どうにかできるか？」


「分かりました。お供の一人ぐらい、どうにかねじ込んでみましょう」


「ありがとうございます、陛下。何よりも嬉うれしいお言葉ですわ」


　ベアトリスは感激したように顔を赤くしていた。





　三人の後ろで「まったく、どこかで女と絡からまないと気がすまないの？」とミーアが呟つぶやいていたことを、アレスはもちろん知らない。
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　かくして、アレス、ヴェリック、ベアトリスの三人は、エンカース侯爵の城へと向かった。


　表向きはこの地で商売をしたがっているヴェリックがベアトリスを領主に献けん上じようするということになっていた。アレスはベアトリスが身に着ける衣い装しようを運ぶ荷物持ちという役割である。
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　広い領内を通り、城下の町を抜けて城へ向かう。なるほど侯爵の領地というだけあって城下町の規模は大きく、もし力攻ぜめで落とすとなれば、攻め手はもちろん領民にも大きな犠ぎ牲せいが出ていたに違ちがいなかった。


　もしエンカース侯の身み柄がらを押さえ、その拠点を無血で奪だつ取しゆすることができれば、フィリップに対しては大きな打だ撃げきを与えることになるだろう。危険を冒おかすだけの価値は充じゆう分ぶんにあった。


　やがて三人は城へと辿たどり着いた。すでに話は通っているらしく、何ら怪あやしまれることなく城の中へ入ることに成功する。ヴェリックが兵士に会う度たびに渡わたしている袖そでの下も充分な効果があった。


「なるほど、確かにこの女ならば侯爵閣下も喜ばれるであろうな」


　そんな下品な言葉がかけられる度、アレスは腸はらわたが煮にえくり返る思いだったが、当のベアトリスは慣れたもので笑い飛ばしていた。


「すまないな、ベアトリス。こんな不快な目に遭あわせてしまって……」


「どうかお気になさらず、これはわたくしにしかできないことですもの。あ、でもどうしても気が引けるようなら、陛下が責任を取ってくださればいいのです」


「責任？　取れるものなら喜んで取るが……一体どうすればいいんだ？」


　アレスの何気ない返答は、ベアトリスを大いに喜ばせた。


「今はそのお言葉だけで充分ですわ。続きは、すべての事が解決してからにいたしましょう」


「分かった。そうしよう」


　そうこうしている内に、目標の手前までやってくることに成功する。


「この先がエンカース侯爵閣下の私室だ。くれぐれも失礼のないように」


　見張りの騎き士しが、やはりベアトリスに下品な視線を送りながら言った。


　そして、ここでついに問題が生じたのである。


「この先は女一人で行くように。おまえたちはもう帰ってよい」


　領主の部屋を守っていた騎士が、そんなことを言い出したのだ。それは当然といえば当然の命令だった。これより先に付き添そいが付いていく必要などどこにもない。


　だが、エンカース侯爵を人質にとって初めて事が成功となるのだ。ベアトリスなら一対一でも事を完かん遂すいさせるだろうが、さすがに敵の巣そう窟くつであるこの城に一人残していくことはできない。


「騎士さま、せめて一度領主さまにお会いできないでしょうか？　商いの件でどうしてもお願いしたいことがあるのです」


　さすがは商人というべきか、抜ぬけ目なくヴェリックがそんな提案をする。しかも、すかさず数枚の銀貨を騎士の手に押し付けていた。この辺りの対応の速さはさすが商人といったところである。


　騎士は自分の手の中に収められた銀貨がかなりの枚数だったことを確かく認にんすると、わざとらしく咳せき払ばらいした。


「ふ、ふん、良かろう。では侯爵閣下にお伺うかがいしてみよう、待っておれ」


　騎士はそう言って背後の扉とびらを開け、入っていった。


「アレスさま、もはや事を起こすのは今を置いて他にありますまい」


　ヴェリックが何でもないことのように言う。


「ああ、そのようだ」


　アレスは衣装箱と称しようして持ち込んだ箱から、剣けんと盾たてとを取り出した。そして音もなく騎士を追って領主の部屋に入っていった。





　……間もなくエンカース侯は、アレスに剣を突つきつけられ、城を明け渡すこととなる。
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「将軍閣下、アレスの動きが止まりません」


　フィリップがキホルテ平原の決戦でアレス軍を敗退させてから十日が経過しようとしていた。この間、連日のように副将ベルフェルドはフィリップを不快にさせる報告を持ってきており、それはこの日も例外ではなかった。


「またしてやられたのか!?」


「はい、今度はルーツ伯はく爵しやくの城です」


「くそっ、どいつもこいつも！」


　この間にアレスに奪うばわれた拠きよ点てんは、これで四つ目であった。貴族の城は、例外なくどれも無む駄だに高い防ぼう御ぎよ力を誇ほこっている。千人の軍勢で攻め立てても、一日二日で落とせるものではない。それをアレスはごくわずかな兵を率い、半日もかけずに落として回っているのだ。


「今日の報告はそれだけではございません。新たな事実が発覚いたしました。エンカース侯爵がすでにアレスに捕つかまり、城の支配権を明け渡しているとのことです」


「な、なんだと!?」


　同じ侯爵の身として、エンカース侯爵のことはそれなりに知っていた。無能だが、その領地の経済力、生産力、防御力は並の伯爵の城とは比べ物にならない。それをアレスは秘ひ密みつ裏りに陥落させていたという。


　しかもそのような話を、フィリップはパンドラから聞いたことがなかった。


《すまぬな、我が契けい約やく者よ。アレスの動きは汝なんじが考えている以上に速かったのだ。伝えたところで対処のしようもないと判断し、伝えなかったのだ》


　これみよがしに、パンドラの声が脳裏に響ひびいた。


「くそっ！」


　パンドラの態度と、そして無能な貴族どもに腹が立って仕方がなかった。


「さすがはアレスと言ったところでしょうか、こうも先手を取られ続けては対応できませぬ。今いま頃ごろアレスはさらに別の拠点を落とそうとしているでしょう。我らが援えん軍ぐんを送っても、それが到とう着ちやくする頃ころには拠点を手にいれ、兵を配置して守りを固めているでしょうな」


「そんなことは分かっている！」


　城攻めをするとなればそれなりの準備がいるし、資材や工具を運ぼうとすればそれだけ行軍も遅おそくなる。その間にアレスはもっと多くの拠点を落とそうとするだろう。


「くそっ、何かいい策はないのかベルフェルド！　局地的とはいえ、こうも勝利を重ねられれば先の勝利が台無しにされるぞ！」


「は、一つだけ提案がございます。ここは我らも一度退たい却きやくして態勢を立て直すべきではないでしょうか」


　副将ベルフェルドの提案は、フィリップには受け入れ難いものがあった。


「なんだと？　逃にげろというのか!?」


「逃げるのではありません、戦略的な撤てつ退たいです。今やこの地に留とどまっていても得られるものはありません。そもそもアレスは戦術的な勝利を重ね、拠点をいくつか奪っただけに過ぎませぬ。奪われた拠点は、我らがこの地に留まれば後方をかく乱するのに役立つでしょう。しかし今我々が後退すれば、アレスの奪った拠点に意味などなくなります。それどころかアレス軍は拠点を維い持じするため、余計な負担を強いられることとなりましょう」


「…………」


　ベルフェルドの指し摘てきは実に正しかった。城などの拠点を制圧したところで、城下の村や町も支配できなければ何ら利益が得られるわけではない。民衆から略りやく奪だつでもすれば別だが、そうでなければ拠点を確保しても負担しか生じない。


　ましてアレスはごく短期間に領主を捕ほ縛ばくし、拠点を得た。その地域にいるすべての者が即そく座ざにアレスに服従することはないだろう。たとえば領主に仕える騎士、領主から利益を得ていた商人、領主を敬愛していた領民たち──彼らが領主を奪だつ回かいしようと何らかの行動を起こす可能性は充分にある。いや、パンドラの助言があればそういった者を扇せん動どうすることもたやすいだろう。


「……今ここで我らが退却すれば、むしろ困るのはアレスの側というわけか」


「御ぎよ意いにございます」


　軍を移動させるだけでアレスの戦略を台無しにすることができるというのだ。それはフィリップにとって非常に好ましい話だった。


「よかろう。全軍に退却を命じよ。王都の北まで退くぞ」
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「ジェレイドさま！　吉きつ報ぽうです！」


　その日の内に、ジェレイドの元にもその報告は届けられた。


「どうしましたか、ベルハルト。吉報とは嬉しい限りですが」


「フィリップ軍が移動を開始しました。ただし、我々のいる北へではありません。南へ、王都方面へと撤退しております！」


「そうですか、それは何より」


　言葉とは裏腹に、ジェレイドの顔に笑えみはなかった。


　各地の拠点が次々奪われていることは、フィリップも聞き及およんでいることだろう。このまま怒いかりに駆かられて攻めよせてくるような将であれば、話は簡単だった。そのときはアレス国王軍はトゥールスレン城じよう砦さいへと逃げ込むだけでいい。あとはアレスがフィリップ軍の後方をかき乱してくれるだろう。多くの兵と軍馬を抱かかえるフィリップ軍など、補給が途と絶だえれば簡単に瓦が解かいする。


　しかし、今フィリップ軍に南へと撤退されればどうなるか。まず、王都へ近づく分補給路が短くなる。大軍にとってこれほどの利点はない。


　さらに、アレスがあちこちで奪ってきた拠点も無意味なものになりかねない。あの拠点群は、フィリップ軍の横や後方にあってこそ意味を成すのだ。


　しかも、補給の乏とぼしいアレス軍としては、フィリップを討うつために南下せざるを得ない。そうなれば今度はアレス軍の補給戦が伸のびることになる一方、フィリップは準備万ばん端たん待ち受けていることだろう。


　もっとも、打つ手がないわけではない。何もフィリップの思おも惑わく通り事を進めてやらなければならない義理はないのだ。


　ただ問題は、恐おそらくジェレイドが考えているその選せん択たく肢しを、アレスは決して選ばないだろうということだった。


「とにかく、国王陛へい下かに至急伝令を送ってください。フィリップ軍がキホルテ平原より南下を開始、至急指示を求む──と」




　第四章　王都の決戦
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　ジェレイドからの伝令を受け取ったアレスは、各地の拠点への攻こう撃げきを中断し、わずか二日で帰き還かん、本隊に合流した。


　そして、アレス国王軍に即座に南下を命じたのである。


「フィリップは各地で勝利を続ける我が軍を恐れて撤退した。今こそ進撃を再開し、今度こそ雌し雄ゆうを決すべきだ」


　もちろん、ジェレイドは止めようとした。


「お言葉ですが、陛下。現時点でフィリップ軍に引きずられるように南下する利点はどこにもありません。我が軍は多くの拠点を手に入れました。今は各地の拠点に兵を送り、領地そのものを制圧することに力を尽つくすべきです。そうすれば領地から安定した収入を得られるようになりますし、僕たちの勢力が拡大していることを王国中に示すことができ、再び商人からの援えん助じよも期待できるようになります。大だい丈じよう夫ぶです、もう冬なのです。フィリップ軍は大軍である分、春まで大規模な進撃はできないでしょう」


　実にジェレイドらしい提案を、アレスは是ぜとしなかった。


「おまえの提案は、戦乱を長引かせることを前提としている。冬が終わるまで商人からの援助を受け続ければ、その間にどれだけ物価が高こう騰とうするか分かったものではない。決着は一日でも早くつけるべきだ」


　似たようなやり取りは過去、二人の間で何度となく行われている。それゆえジェレイドは、アレスのその返答を予想しており、それ以上止めようとはしなかった。


「分かりました、正直そう仰おつしやるとは思っていました。僕たちの戦略によってフィリップ軍が撤退へ追い込まれたのは事実。我が軍は再び勢いを取り戻もどしたのです、この勢いに乗って攻せめる価値は充じゆう分ぶんにあるでしょう」


「ああ、そうしてくれ」


　実のところアレスが強ごう引いんに南下を主張したのには、もう一つ懸け念ねん材料があったためである。パンドラの力を持つフィリップに、小細工を弄ろうする時間を与あたえたくなかったのだ。


　確かにジェレイドの言う通りもう冬であり、大軍の移動は難しくなっていく。しかし、冬の間でも早馬の一頭や二頭を出すのは簡単だ。どこかの豪ごう族ぞくを扇動し、内乱を起こすぐらいのことはするだろう。そうなれば各地の拠点を保持し続けるのは不可能だ。


　かくして、アレス国王軍は再びフィリップ軍に決戦を挑いどむべく、南下を始めた。いや、南下せざるを得なかったというべきかもしれない。
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　南へと撤退したフィリップ王国軍は、新たに陣じん地ちを構築し直していた。


　場所は王都から北へ三里ほどのところにあるドルーア平野と呼ばれる一帯である。王都からすれば目と鼻の先であり、王国建国以来、これほど王都の近くに敵の侵しん入にゆうを許したことはない。アレスを外敵と表現することには異議のある者も少なくなかったが、いずれにせよこれほど王都に近い場所で大規模な争いが生じたこともない。


　そのことがフィリップの統治に不安を抱いだかせ、また次のような噂うわさが王都を駆け巡めぐることとなる。一度は敗退したアレス国王軍であったが、ここにきて再び勢いを盛り返しているのではないか、今や不利なのはフィリップ軍の側ではないのか──と。


　フィリップ軍としては、その程度の陰かげ口ぐちは甘んじて受け入れざるを得ないところだった。それに悪いことばかりではなく、王都に近づいたことにより、大軍でありながら兵へい站たんの維持は非常に容易になっていた。さらにこの頃ごろ、フィリップは新たな力を得ることにもなる。





「将軍閣下。朗報をお持ちしました」


　その日、フィリップの前に現れたのは、オーガの女デルニアであった。


「先ほど我が主、ラーライーツ武王陛下より使者が参りました。お約束しておりました贈おくり物と共に……」


　そう言ってデルニアが差し出したのは、禍まが々まがしい漆しつ黒こくの鞘さやに収められた長ちよう剣けんであった。


「我が国に伝わる魔ま剣けんエフレトにございます」


「……ほう、エフレト」


　妖よう魔まの付けた名のせいだろう、妙みような響きだった。


　手を伸ばし、差し出された剣を手に取る。


　熱かった。すでに冬だというのに、その金属は妙な熱さを持っていた。


　──なるほど、魔剣と呼ばれるだけのことはある。


　剣を漆黒の鞘から抜ぬく。現れたのは、見たこともないような赤い刀身だった。


「これは鋼はがねよりも硬かたい火か竜りゆうの牙きばを鍛たん錬れんし、剣としたものと伝えられております。剣としての切れ味もさることながら、この剣を持つ者は火の精せい霊れいを自在に操あやつることができるのです」


「何だと？　つまり……黒魔術が使えるようになると？」


「御意に。どうぞ念じてみてください。火の精霊よ、集つどえと」


　言われた通り、フィリップは心の中で念じた。


　次の瞬しゆん間かん、ゴウッという鈍にぶい音と共に魔剣は炎ほのおの渦うずに包まれた。


「こ、これは……!?」


　その迫はく力りよくに、思わず身をのけぞらせる。しかし、間近で炎が渦巻いているにもかかわらず、まったく熱さを感じない。


　試ためしに手をかざしてみる。もちろん火傷やけどなど負わなかった。


　次に、地面に生えた草に剣を近づけてみる。すると、いとも簡単に消し炭と化した。


「その剣を持っている間は完全に火の精霊を支配下に置くことができます。決して持ち主を傷つけることはありません」


「……火を消すにはどうすればいいのだ？　このままではあまりに物ぶつ騒そうだ」


「同じように念じればよいのです。火の精霊よ、消えよと」


「…………」


　果たして言われた通り念じると、何事もなかったように剣を取り巻く炎の渦は消え去った。


「ただ、一つだけご注意ください。火の精霊は元来気が荒あらく、たやすく扱あつかえるものではございません。魔剣の魔力によって支配している間は問題ありませんが、万が一火の精霊を酷こく使ししている最中に魔力が失われるようなことになれば、途と端たんに火の精霊は魔剣の持ち主に牙をむくこととなるでしょう」


「……魔剣と呼ばれるに相応ふさわしい逸いつ話わだな」


「それに、剣の魔力も決して無限ではございません。小さな炎を起こすぐらいなら問題はございませんが、竜たつ巻まきのごとき火か炎えんを呼び続ければ、すぐにも魔力は尽きるでしょう」


「なるほど。たかが一本の剣で戦局を変えられるほど都合良くはないということか」


　妖魔が人の世に与えるような魔剣である。決して無敵のごとき威い力りよくがあるわけではないようだった。


　それでも、充分な強さがあることは分かる。剣を振ふりながら自在に炎が操れるとなれば、こと一対一の戦いであれば容易に優位に立つことができるだろう。


「結構、まあ良いものをもらったとしておこう。約束の地図はすぐにでも渡わたしてやろう」


　淡々と言ってフィリップは剣を収めた。その反応があまりに淡たん泊ぱくであったことが気に掛かかったのか、デルニアが首を傾かしげた。


「制限こそあれど、我が国でも随ずい一いちの威力を誇ほこる魔剣なのですが……あまりお気に召めしませんか？」


「私がどう思おうと、おまえには関係のないことだ。違ちがうか？」


「……御ぎよ意いにございます」


　デルニアはそれ以上は何も言うことなく、静かに引き下がった。


　このときフィリップの反応が鈍かったことには理由がある。その胸中である思いがせめぎ合っていたためだ。アレスと戦うに、このような剣に頼たよるべきか否いなか──と。
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　同じ頃ころ。


　アレス国王軍もまたドルーア平野に近づきつつあった。


　もはや季節は冬である。兵士たちも普ふ段だんの装備に加えてできる限りの厚着をし、夜も多くの薪まきをくべることでどうにかしのいでいた。


　日が出ている間はともかく、もっと寒さが厳しくなれば、日中の行動も遮さえぎられることとなる。もし毛布や薪が不足すれば、夜を越こすことさえ難しくなるだろう。進軍の最中に雪が降らなかったのは幸運と言う他ほかなかった。


「アレス国王陛へい下か。今日は会ってもらわねばならない客人がやってきております」


　その日の夜。アレスの元を訪おとずれたジェレイドは、まずそう切り出した。


「明日にも再び決戦だというのに、まだ客か。今度は貴族か？　商人か？」


「いえ、僕の部下です。陛下とはなかなか会って頂く機会がなかったのですが、メリステルと申しまして、僕たちの故郷ボルネリア領の施し政せいを任せている人物です」


　聞き覚えがあった。


「何度かその名は聞いたな。確か女性の身でありながら、元騎き士しだったとか」


「そうです。あれほどの男社会で騎士をやってたわけですからね、実に有能な人物でして、僕も足を向けて寝ねられないんです」


　ジェレイドがそのような賛辞をする人物など、見たことがなかった。


「分かった、そういうことなら喜んで会おう」


　間もなくアレスの前に現れたのは、なるほど元騎士という言葉がよく似合う凜りんとした女だった。


「初めて御意を得ます、陛下」


　そういって膝ひざを突つく仕草など、アレスの知っているどの騎士よりも様になっている。


「あ、いや、そう硬かたくならずともいい。メリステル卿きよう、あなたの話はよく耳にしている。あなたとオリビアがいなければ、我が軍はとうの昔に瓦が解かいしていたとな。陰かげながらよくこれまで我が軍を支え続けてくれた」


「もったいなきお言葉。しかしながら、わたしはわたしのなすべきことをなしただけ。むしろわたしからも陛下にお礼を申し上げさせて頂きたい」


「礼？　卿に礼を言われるようなことをしただろうか？」


「はい。もし陛下がその気であれば、我がボルネリア領からいくらでも軍ぐん需じゆ物資を徴ちよう発はつできたでしょう。ですが、陛下はそのような蛮ばん行こうを固く禁じてくださったと聞いております。ボルネリア領を預かる身として、そのお慈じ悲ひに礼を申し上げなければなりません」


「それこそ礼にはおよばない、当然のことをしただけだ。領民にこれ以上の負担を強しいることはできないからな」


「ご立派なことです。しかしそのために、我が軍の兵站はもはや限界に近づいております。恐おそらく、我が軍が決戦を挑めるのはあと一度が限度となりましょう」


「……そうか」


　似たような兵站の話を何度耳にしたか知れない。しかし本ほん拠きよ地ちの責任者にそう告げられると、あらためてその深刻さが分かる。


「それゆえ、せめて最後の手助けになればと、わたしもわずかながら手勢を率いて参りました。どうか戦列の一いつ端たんに加えて頂ければ幸いにございます」


「分かった。あなたの勇ゆう猛もう果か敢かんな戦いぶりはジェレイドから聞いている。その力、是ぜ非ひ我が軍のために役立てて欲しい」


「は。微び力りよくを尽つくします」





　……ジェレイドと二人きりになると、アレスはあらためてメリステルの言葉をかみ締しめた。


「あと一度の決戦しかできない、か」


　それが陰いん気きな会談の始まりだった。


「陛下、今からでも間に合います。南下を取りやめ、トゥールスレン平原にでも留とどまり、まずは地じ盤ばんを固めることを優先してはいかがでしょう？」


「黙だまれジェレイド。我が軍の補給が予想よりも早く限界に来たということは、それだけ物価が高こう騰とうしているということだろう？　民衆のためにも、これ以上戦乱を長引かせることはできん」


「すっかり戦時経済に詳くわしくなって頂けたようで何より。それにしたって問題は山積みです。補給の問題はもちろんですが、僕たちの兵力は未いまだフィリップ軍の半分以下。その上、以前陛下が仰おつしやったように、フィリップにこちらの策すべてを見通せるほどの諜ちよう報ほう力があるとなれば、一いつ切さいの小細工が使えないことになります。これでどうやったら勝てるんでしょう？」


　そう問われると、アレスとしても口数が少なくなってしまう。


「キホルテ平原の戦いでも、多少なりとも優勢に立つことはできた。きっと打開策はあるはずだ。大体、考えるのはおまえの役目だろう。何か思いついたことはないのか？」


「僕の考えることなんてたかがしれてますよ。たとえば、戦場が王都の近くになったというのは、補給路が短くなったという点でフィリップ軍に有利な条件かもしれませんが、僕たちにも多少益はあると思うんです。どうでしょう、陛下が王都に残る近この衛え騎士に号令をかけてみるというのは？　フィリップ将軍とアレス国王、どちらに付くのが真の騎士か──とでも言って。うまくいけば、フィリップ軍の後方をかく乱することができるかもしれません」


　パンドラのいるフィリップに、そのような謀はかりごとが通用するとは思えなかった。


　それでも、パンドラとて人の心までは読めない。フィリップとて、自分の手が届かないところでは何ら対処ができないのだ。やってみる価値はありそうだった。


「……そうだな。ベアトリスなら王都の内情にも詳しいはずだ。とにかく、やれることはやってみるとするか」





　しかし、結局それ以上のフィリップ打開の決定的な策が編み出されることはなく、アレス国王軍はただ南下を続けることとなる。
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　第十二の月二十七日。


　アレス国王軍がドルーア平野に入って一日。いよいよその軍勢は王都へと近づきつつあった。


　この辺りは王都への食しよく糧りよう供給地でもある。街道の周囲には村落などが目立つようになり、地平線の果てまで畑や放牧地が広がっていた。時季が時季だけに多くの畑では収しゆう穫かくが終わっていたが、それでも冬に育つ作物が植えられている畑も少なくない。


「こんなところで戦いくさが生じれば、農民たちは大きな被ひ害がいを受けるだろうな」


　その悲ひ惨さんさを、アレスは知っていた。


　少なくとも村には居られなくなる。決戦を前にして気の荒くなった兵士たちがやってきて危害を加えられることは珍めずらしくもないからだ。それに広大な農地というのは軍勢の展開には便利なのだ。周辺の畑も大きく踏ふみ荒あらされることになるだろう。


「ではどうしますか？　農民を巻き込むのが嫌いやだからという理由でここから逃にげ出しますか？　今いま更さら僕たちにはそんな余よ裕ゆうもありませんけど」


「……相変わらず手厳しいな、おまえは」


　しかし、ジェレイドの言っていることはあまりにも的確で、アレスは一言も言い返せなかった。


「陛下、ご理解ください。僕たちはもう引き返せないところまで来ているんです。そして、陛下が迷えば部下もまた戸と惑まどいます」


「分かっている。だからこそ一刻も早くフィリップを討うって王となり、農民たちに補ほ償しようでもなんでもしてやるしかない」


「それをわきまえていらっしゃるなら結構です。もっとも、そうご心配にも及およびません。農民というのは陛下が考えているよりしぶといんですよ。農地が戦場になろうと生きる道はあります。戦死者の遺体を埋うめれば肥料として使えないこともありませんし、遺体を食べに来た鳥や狐きつねを狩かって肉と毛皮を採取するという方法もあります。落ち武者狩がりも結構実入りがいいんですよ、身包みをはいで奴ど隷れい商人に売り払はらえば結構な値段になるそうですし」


「そ、そうなのか……？」


　農民のしぶとさと言えば聞こえはいいが、立派に戦い抜ぬいた武人が落ち武者狩りに遭あって辱はずかしめられるというのは、同じ武人としていささか抵てい抗こうのある話だった。


　あるいはこれは自分を慰なぐさめようとしてくれているジェレイドなりの冗じよう談だんか何かなのだろうか──そんな疑問も脳のう裏りをかすめたが、答えを訊く気にはなれなかった。


　と、そのとき。アレスの前で一人の兵が膝を突いた。


「国王陛下！　斥せつ候こうが戻もどってまいりました、ご裁可を仰あおぎたい報告があるとのことです！」


「うん？　分かった。話を聞こう、通してくれ」


　間もなくアレスの眼前に跪ひざまずいた斥候は、予想だにしなかった報告をもたらした。


「申し上げます。この先に旗印を明らかにしない軍勢を発見しました。規模はおよそ三百から四百、しかもその半分近くが騎士か近衛騎士、およびその従者のようなのです」


「何？　フィリップの手の者か？」


「それがどうもそういうわけではないようなのです。所属を聞いたところ、陛下にイザーレが参ったと伝えるよう言われまして……」


「なに、イザーレ!?　その男はひょっとして歳としをとった老人ではなかったか!?」


「はい、仰るとおり」


「陛へい下か、イザーレどのというと……例のレストニア領の？」


　ジェレイドの問いに頷うなずく。


「そうだ、私の師であり、故郷を任せていた人物だ。問題ない、その一団は味方だ。このまま進軍を続けるぞ」


　進軍を続けたアレス国王軍を待っていたのは、懐なつかしい顔ぶれだった。


　騎士と歩兵の一団と、そして二人の老人である。


　一人はコンフォルト卿だった。かつては故カルレーン侯こうと共にフィリップに反旗を翻ひるがえし、その後アレスの味方となった近衛騎士である。


　もう一人は、ローブを着込んだ大おお柄がらな老人である。名をイザーレといい、アレスの師であり、アレスに代わって故郷レストニア領を治めてきた第一の家臣だった。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、アレスさま。いえ、今は国王陛下でしたな」


「イザーレ！　どうしてここに!?」


「アレスさまが王を名乗り、天下分け目の決戦を挑いどもうというこのときに、故郷でじっとしているわけには参りませぬ。幸い、我がレストニア領に居座っていたフィリップ軍の部隊は、コンフォルト卿が追い払ってくれましたしな」


　イザーレは傍かたわらの老騎き士しコンフォルトを振ふり返かえった。


「私は大したことはしておりませぬ。私がレストニア領に着いたときには、フィリップが派は遣けんした騎士たちは皆みなすでに引き払うところでしたゆえ」


「こうなった以上、せっかくの戦力を遊ばせておくのももったいないと、急ぎ王の御み許もとへと参った次し第だいにございます。お許し頂ければ我ら死に損ぞこないの老人二人に騎士百五十人、それにレストニア領で編制しておりました兵士二百、陛下のために微力を尽くしたいと存じますが」


「ありがたい、今は一人でも味方が欲ほしいところだ。是非その力を貸して欲しい」


　こうして、アレス国王軍に新たな将兵が加わった。かつての師との思いもしなかった再会は、久しぶりにアレスを喜ばせることとなる。





　その後、行軍を再開したときのことである。


「コンフォルト卿きよう」


　イザーレとの昔話に興じるアレスをよそに、ジェレイドはひっそりと老騎士コンフォルトの元へ馬を寄せた。


「なんでしょう、ジェレイドどの」


「ちょっとお尋たずねしたいのですが、あのイザーレどのとはどのような方なのでしょう？　陛下のかつての師だとは聞いてますが、近衛騎士として名を馳はせたあなたまでもがイザーレどのに従っているご様子ですし」


「ああ、あの方も元近衛騎士なのです。一時は将軍の椅い子すを提示されるほどの戦功を立てられたそうですが、それを固辞して国王陛下の師となることを選ばれたとか」


「……なるほど。それはそれは」


　アレスは、こと戦いとなれば右に出る者はいない。武勇だけではない、兵法に通じ、戦局を見る能力にも長たけている。


　それを育てたのがあのイザーレという老人というわけなのだ。将軍の椅子を蹴けってまでもアレスの師となることを選んだというが、なるほど大した目利きである。実際、彼が選んだ若造は、今や国王を名乗るまでに成長しているのだから。





　　　　◆




　その日の夜のことである。


　アレスとジェレイドはもはや日課となっていた作戦会議を行おうとしていた。


　とはいえ、一両日中にもフィリップと対たい峙じすることになろうというこの時に至って、効果的な作戦など立てられるわけもない。


　しかしこの日はジェレイドからある提案があった。


「陛下。一つお願いがあります。今日はこの場にイザーレどのを呼んで頂きたいのです」


「イザーレを？　またどうして？」


「聞けばイザーレどのもかつては知勇兼けん備びの勇ゆう猛もうな騎士だったとか。それほどのお方ならば、僕たちに思いつかぬような策をお持ちかもしれません」


「分かった。おまえがそういうのなら、反対する理由はない」


　間もなくクライスが使いに出され、ローブを着込んだ老人がやってくる。


「我が軍の英えい雄ゆうお二方がこのご老体に用事と伺うかがい参上いたしました。さて、いかなるご用命でしょう？」


「こんな時間に済まない。おまえに相談したいことがあってな」


「アレスさまのご相談を受けるのも久しぶりですな。私に分かることでしたら何なりと」


「これから我が軍はフィリップと二度目の決戦を行うこととなる。しかし一度目の決戦でさえ、我が軍は敗退を余よ儀ぎなくされた。しかも相変わらずフィリップ軍の兵力は我が軍の二倍以上いる」


「大体の情勢は耳にしております。フィリップ将軍もジェレイドどのも、自軍の勝利を実に詳くわしく喧けん伝でんしてくれますからな」


「恐きよう縮しゆくです」


　ジェレイドは苦笑した。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、眼鏡をかけ直すとすぐに真しん剣けんな顔に戻る。


「フィリップはある特とく殊しゆな能力を持っています。こちらの謀はかりごとをすべて見み抜ぬくような尋じん常じようならざる諜ちよう報ほう力です。キホルテ平原の決戦でも、それが原因で敗退に追い込まれましたようなものでして。今僕たちが行われてるこの会話ですら、フィリップには筒つつ抜ぬけになっている──僕と陛下はそう考えているぐらいでして」


「ほう。それが事実ならば、確かに人知を超こえていますな。にわかには信じ難がたい話ですが、お二方がそうお考えならば私もそのつもりでいるとしましょう」


「そうしてくれ。しかし、こうなるとこのままフィリップに戦いを挑んでも勝てるかどうかは分からん。さりとて退いて態勢を整えるような余裕は、我が軍にもこの国にもない。期待できることといえば、王都の騎士たちが決起して我らの味方に付いてくれることぐらいだが……フィリップ相手ではそれも期待はできない。イザーレ、何かよい策はないだろうか」


「ございます」


　あまりにもごくあっさりと、イザーレは答えた。


「あるのか!?」「一体どうやって!?」


　アレスとジェレイドの問い返す声が重なる。


「アレスさまとフィリップ将軍はどちらも秀ひいでた将。しかしながら、一つだけ異なる点があるのです。それはアレスさまにとって長所であり、フィリップにとっては短所。その点を突つけば良いのです」


「な、なんだ？　私の長所とは？」


「部下の多さです」


　事も無げに、イザーレは言った。


「部下の多さだと？　兵ならフィリップ軍の方が多いはずだが」


「まあお聞きください。フィリップは現在、王都における一番の実力者であり、政治と軍事とをたった一人で束ねています。フィリップはまさにジェレイドどのが仰おつしやったように、尋常ならざる諜報力を発揮して反対する者を片かたっ端ぱしから捕とらえ、武力で制圧し、多くの血を流してきました。一方、アレスさまはご自身の功績とファノヴァール家の名に拠よって、王となることを宣言しました。そのことに反対する者はもちろんおりますが、武力と流血で事をなそうとしたフィリップに比べれば、消去法でアレスさまに付きたくなるのが人情というもの。それを証明するように、今も多くの部下がアレスさまを慕したい、その下に付いております」


　イザーレは視線をジェレイドに向けた。


「まずそちらのジェレイドどの、それに〈風の戦いくさ乙女おとめ〉どの。それから、北の雄ゆうキアテーヌ侯、真っ先にアレスさまに忠誠を誓ちかったという近この衛え騎士ノーラッド卿、強力な重装歩兵隊を持つグロースター伯はく、今は亡なきカルレーン侯と共にフィリップを討うとうとした近衛騎士コンフォルト卿……。いずれも指揮官として戦場で名を馳せてきた武人たちです。恐おそらく、他にも私の知らぬ指揮官がいることでしょう」


「…………」


　アレスの脳裏に、数人の顔と名前が浮うかんだ。ジェレイドが後こう継けい者にと考えたこともあるというカークウッド千人長や熊くまのごとき勇将テオドリッジ、女騎士メリステルら旧ボルネリア軍の幹部たち。


「一方、フィリップ軍には確かに多くの兵がおりますが、その手て駒ごまといえばベルフェルド副将軍、それに騎士隊を率いるベルワルド卿辺りしか思い浮かびませぬ。しかも、ベルフェルド副将は立場上フィリップ将軍の傍そばを離はなれることはできず、ベルワルド卿の率いる騎士隊も常に前線で戦うわけではございませぬ」


「……なるほど。さすがは陛下の師、ようやく仰りたいことが分かってきましたよ」


　ジェレイドは納なつ得とくしたように笑って眼鏡をかけ直した。


「確かに、フィリップには手足のごとく動かせる優ゆう秀しゆうな手駒があまりありませんね。だからこそ、我が軍が軍勢を分散して各地の拠点を攻せめた折にはほとんど対応できなかったんでしょうし」


　アレスにはまだ二人の言わんとしているところが分からなかった。


「一体どういうことだ？」


「分かりませんか？　ようするに、陛下がフィリップに一ひと泡あわ吹ふかせた戦い方をより発展させるのです。たとえば、陛下のごとき戦い方をする人物が何人もいれば、手駒の少ないフィリップにはとても対応はできないでしょう」


　迂う遠えんな言い回しだったが、ようやくアレスもまた二人の言わんとするところに気付いた。


「……そうか、分かったぞ。ようはこういうことだな？　私を信じて付いてきてくれた部下を──仲間たちを、もっと信しん頼らいしろと」


　思えば、自分が王になってからまだ三み月つきと経たっていない。


　未いまだに「国王陛下」と呼ばれることにも慣れてない。それに、自分の理想のために部下を死なせることにも抵てい抗こうがあった。アレスが常に最前線で戦ってきた一因もそこにある。自分が体を張ることで、少しでも部下の犠ぎ牲せいを減らせるならば──と。


　同時に、それはパンドラに対たい抗こうする手段でもあった。自分が何を考えているかまではフィリップには分からない。その自分が最前線で戦い続ければ、フィリップと言えど対応できないだろうと。


　だがイザーレとジェレイドは、その方針を改めろと言っているのだ。





　　　　４




　翌日。第十二の月二十八日。


　朝あさ餉げを終えたアレス国王軍に、すぐに斥せつ候こうからある報告が届けられた。


「フィリップ軍が動きました！　こちらへ向かって接近しております！」


　その行動の意味を、アレスとジェレイドはすぐに察した。


「陛下。フィリップも我々との決戦を望んでいるようです」


「ああ、来るとは思っていた。長い一日になりそうだな」





　間もなくアレス国王軍も南へ向かって出発した。


　そして、それから一時後。アレス国王軍は、地平線の彼方かなたにフィリップ王国軍を発見した。両軍は半月の時を置いて再び相対することとなったのである。その軍勢は、アレス軍が四千余り。一方のフィリップ軍の兵力は一万に近い。


　数多くの戦いを経たにもかかわらず、両軍の兵はそれほど減っていなかった。


　戦において、もっとも多くの兵が消しよう耗もうするのは撤てつ退たい戦である。アレス軍とフィリップ軍は、キホルテ平原において大規模な決戦を行い、結果的にアレス軍が敗走するに至った。しかしそのときはアレスが単身で敵の追つい撃げきを食い止めるという常識外れの戦いをやってのけ、またジェレイドも敗軍をよくまとめ、被ひ害がいを最低限に食い止めることができた。


　それ以後も両軍は数多く刃やいばを交えたが、いずれも局地戦であり、やはり大きな被害が出ることはなかった。さらに最初の決戦から多少なりとも時間が経過した結果、両軍ともに兵の負傷を癒いやし、少なからぬ援えん軍ぐんを得て軍を再編制することもできた。


　かくして、両軍の兵力は以前とあまり変化がなかったのである。もちろんそのことは、アレス軍にとって不利にしかならなかったが。





　フィリップ軍発見の報告を得て間もなく、アレスは全軍に停止を命じた。決戦の前に兵士たちに伝えたいことがあったのだ。


　全軍に整列が命令され、アレスの前に、四千の将兵が綺き麗れいに列を作る。


　間近に決戦が迫せまっているせいだろう、誰だれもがどこか神しん妙みような顔をしていた。せめて彼らの緊きん張ちようを少しでもほぐせればと、アレスはできる限り平静を装い語りかけた。


「全将兵に告げる。間もなく我が軍とフィリップ軍との間で決戦になるだろう。恐らくこれが、天下分け目の決戦となる。もう冬だ。いつまでも内戦を続けていれば、人々に大きな負担を強しいることとなる。今日の決戦で、すべてを終わらせなければならない」


　ここでアレスは語気を強めた。


「しかし皆みなも知っての通り、フィリップは強い。私一人で勝てる相手ではない。だからこそ、今日は新たな作戦を立てた。まず布ふ陣じんを告知する！　グロースター伯！」


「はっ！」


　最初に名を呼ばれるのは武人にとって誉ほまれである。勇猛で知られた伯はく爵しやくは強く応じた。


「卿には中央の先せん陣じんを任せる。もっとも過か酷こくな戦場となるだろうが、卿と卿の部下とで戦線を支えよ！」


「そのお言葉をお待ちしておりました。微び力りよくを尽つくしましょうぞ！」


「テオドリッジ、ガルムス両名は共にグロースター伯の指揮下に入り、これを補ほ佐させよ」


「よかろう」「承知した」


　テオドリッジもガルムスも、もっとも過酷な戦場と聞いて怯ひるむような武人ではなく、すぐさま承しよう諾だくする。


「キアテーヌ侯こう、貴公の兵力に、さらに第四大隊を与あたえる。右う翼よくを支えよ。ノーラッド卿きようはこれを補佐せよ」


「承知いたしました」


「ご命令のままに」


　老練な侯こう爵しやくと若き近衛騎き士しはそれぞれ静かに応じた。


「カークウッド千人長。おまえの大隊で左翼を守れ！　メリステル卿はこれを補佐せよ」


「は。先の汚お名めいを返上する好機、謹つつしんでお受けします」


「微力を尽くしましょう。これまでの犠牲を無む駄だにしないためにも」


　カークウッドは意志を込めて応じ、メリステルも女性とは思えぬ力強さで応じる。


「〈風の戦乙女〉、遊ゆう撃げきを命ずる。おまえの経験をもって、もっとも有効と思われる戦いをしろ！」


「分かったわ、望むところよ」


「ジェレイド、後ご詰づめを命ずる。後方より戦局を見み渡わたし戦線を維い持じせよ。イザーレ、リーエンノールはこれを補佐せよ」


　名を挙げられた三人は、それぞれ短く返事をして頭を下げた。


「コンフォルト卿、卿の騎士隊は貴重だ、同じく後方に待機し、私の命令を待て！」


「ご命令のままに。我ら近衛騎士二百、いつでも命を捨てる覚かく悟ごはできております」


「敵の戦線は私が切り崩くずす。戦線の維持はジェレイドがやる。皆はただひたすらに眼前の敵を倒たおすことだけに専念して欲しい」


　アレスのその言葉で、兵を託たくされた指揮官たちはようやくその意図を悟さとった。


　アレスもジェレイドも、今度の戦いではいちいち細かい指揮は出さない。その代わり、各指揮官から一兵卒にいたるまで、その全員に持てる力を出し切らせようとしているのだと。


「皆、聞いてくれ。フィリップは強く、とても私一人で勝てる相手ではない。私は皆を死なせたくはなが、皆の力を借りねば……皆に犠牲を強いなければ、フィリップには勝てないだろう。厳しい戦になるのは承知の上だ。だが、この戦に勝利することによってこそ、この国の未来をより良い方向へ持っていけると私は確信している。だからこそ──今一度、私に力を貸して欲しい！」


　アレスは力強い語調でそう締しめくくった。


　集つどった将兵は歓かん声せいをあげ、アレスの描えがく未来に身を捧ささげることを誓うのだった。





　　　　◆




　一方、フィリップである。


「そうか、前線の指揮をすべて指揮官に委ゆだねる──それがアレス軍の戦術か」


　軍を率いて北上中だったフィリップは、パンドラから助言を受け、アレスの作戦をすべて知り得ていた。


《どうするつもりだ、我が契けい約やく者よ。確かにそのような戦術を取られれば、我でも助言はできぬぞ》


「知れたこと、正面から叩たたき潰つぶすまでよ。アレス軍にどれだけの指揮官がいるかは知らぬ、だが我が軍とて王国軍の精せい鋭えい、正面から戦えば負ける道理はない。そもそも、前線の指揮官にすべての兵の采さい配はいを任せるなど愚ぐ作さくも愚作。それでは陽動や奇き襲しゆうといった連れん携けいが必要な策が一つも仕し掛かけられぬではないか。ただでさえアレス軍の兵力は我が軍の半分、これでもはや勝敗は見えたというものだ」


《それは力強い。よかろう、では汝なんじの戦いぶりを見守るとしよう》





　　　　５




　ドルーア平原は広く、アレス軍もフィリップ軍もそれぞれ陣じん形けいを構築して接近を続けた。


　両軍の陣形は、自然それぞれの兵力をもっとも活いかす形となっていた。すなわち、兵力に劣おとるアレス軍は密集体系の凸とつ形陣形である。兵を密集させ、中央を厚くすることで防ぼう御ぎよ力と突とつ破ぱ力に重きを置いた陣形だ。


　一方のフィリップ軍の陣形は凹おう形である。敵を包囲することを企き図としたこの陣形は、特に寡か兵へいの敵を相手にする際に大きな打だ撃げき力を発揮する。


　もはや両軍の間に、戦に付き物の口上はなかった。どちらの軍勢も一勝し、一敗地にまみれている。もし今いま更さら口上など述べる隙すきを見せれば、即そく座ざに矢の雨を射い掛かける。そんな雰ふん囲い気きが両軍にあった。


　果たして、両軍は奇き妙みような緊張に包まれたまま静かに近づいた。戦いくさの前といえば兵士たちも恐きよう怖ふを紛まぎらわせるように軽口の一つも叩くものである。しかしこの日ばかりは、誰もが口を閉ざしたままだった。


　そして、両軍は再び戦火を交えることとなる。


「放て！」


「放て！」


　アレスとフィリップからその命令が出たのはほぼ同時だった。


　だが例のごとく吹ふいた突風によって、フィリップ軍の矢は逸そらされた。アレス軍が凸形の密集隊形を取ったのは、〈風の戦いくさ乙女おとめ〉の力で全軍を護まもりやすくするためでもあった。


　フィリップ軍にのみ矢の雨が降り注ぎ、多くの兵が倒れる。それでもとにかく接敵してしまえば矢など怖こわくないと言わんばかり、彼らは盾たてを振ふりかざして前進を続けた。対するアレス軍は、陣形を固めて積極的に攻こう勢せいに出ようとはしなかった。


　扇おうぎ形に展開していたフィリップ軍は、そのままアレス軍を半包囲する形となる。そして彼我の距きよ離りが十間けん（約十八メートル）まで縮められたところでいよいよ一気に突撃、近接戦せん闘とうへと移行した。


　血みどろの戦いが始まった。突つき出す槍やりが互いを貫つらぬき、肉は断たち切られ骨は砕くだけ散り、骨こつ髄ずいまでもが足元を汚よごす。先ほどまで静かだったドルーア平原の静せい寂じやくは打ち破られ、あらゆる種類の怒ど号ごうと悲鳴と嘆たん願がんとが場を支配する。


　緒しよ戦せんは痛み分けといったところだった。しかし密集していた分、戦線の建て直しはアレス軍の方が早かった。


「行くぞ、我に続けぇっ！」


「前進せよ、陛へい下かに続け！」


　アレスはすかさず突撃し、各前線指揮官もそれに続くよう命じた。矢戦と緒戦のぶつかり合いで前線に少なからぬ打撃を受けていたフィリップ軍はそれに対応できず、ひとまずはアレス軍が優位に立って前進を続ける。
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　しかし二倍の兵力を有するフィリップ軍の軍列は極きわめて厚く、すぐにもアレスと後続の兵士たちの進軍速度は鈍にぶっていった。


　こうして両軍の戦闘はこう着状態となり、争いだけがさらに激化していった。


　だが、その折。フィリップ軍の間にある思いも寄らぬ情報が飛び交かったのである。


「なにぃ、アレスが後退していっただと!?」





　　　　◆




　白銀の甲かつ冑ちゆうを身にまとい、赤いマントをたなびかせ、巨きよ大だいな軍馬に乗ったアレスの姿は、戦場のどこに在ろうとよく目立つ。そのアレスが、前線から姿を消したという情報は、すぐさまフィリップにももたらされた。


　これまでのすべての戦で常に最前線にあったアレスが、後退していったというのだ。何か企たくらんでいるとしか思えなかった。


「またぞろ、奇襲で私の命でも狙ねらいに来るつもりか」


　アレスならば実にやりそうな策である。たとえば戦場の混乱に紛れてフィリップ軍の兵に偽ぎ装そうし、密ひそかに接近してこちらの首を取りに来るという策はどうか。アレスほどの剣けんの腕うでがあれば、恐おそらく可能だろう。


　だが、このときフィリップの前にパンドラが姿を現すことはなかった。それはフィリップの命を脅おびやかすような脅きよう威いが迫っていないことを意味している。


「閣下！　アレスが再び姿を現しました！」


「なに、どこだ!?」


「あれです、あの赤い旗印の下もとに！」


「赤い旗だと!?」


　フィリップから見て北東方向──アレス軍の左翼後方に、一本の旗が見えた。


　旗は無地だが色はベールセール王国の国旗たる真しん紅くである。


　その旗の下に、なるほど見み間ま違ちがいようもない、白銀の甲冑を身にまといい、巨大な軍馬にまたがったアレスがいる。


「何を企んでいる、アレス！」





　　　　◆




　アレスは前線から後退した後、そのまま自軍の中央を通り、左翼のさらに外側まで移動していた。考えていた戦術を実行に移すためである。


　自分が軍の先頭に立って戦えば、並の敵相手ならば勝利していただろう。だが、フィリップには勝てない。アレスはそのことを前回のキホルテ平原の決戦でよく学んでいた。


　あのときフィリップはアレスが軍を率いて突撃してくることを予期し、迎むかえ撃うつ態勢を完全に整えていた。中央の軍列を厚くし、なおその上に妖よう魔まという捨て駒ごまを用意してアレスを釘くぎ付づけにし、その隙に他の戦線を攻こう撃げきして崩ほう壊かいさせたのである。


　前回と同じ戦い方をするのは愚おろかなことである。それゆえにアレスが今回考えた戦術は、信しん頼らいしうる部下たちがより戦いやすい状じよう況きようを作り出すということだった。


　オルトスの背に立てた旗の角度を確かく認にんする。長さ一間以上もある真紅の旗である。これをつけて戦えば、戦場のどこにいても自分の所在は明白だろう。


「よし、行くぞ！」


　腹に蹴けりを入れる必要もなく、愛馬オルトスはアレスの意を受けて走り出した。目指すは自軍左翼に攻撃をしかけているフィリップ軍である。


　眼前の敵と戦っているフィリップ軍の隊列に、真横から突撃したのである。これにはフィリップ軍もひとたまりもなく、端はしから順に戦線がずたずたにされていく。


　その隙を突いてすかさずアレス軍左翼は前進した。戦列の乱れたフィリップ軍に槍を突き立て、アレスが負傷させていった敵兵にとどめを刺さしていく。


　もっとも、アレスは所しよ詮せん単たん騎きであり、それは極めて局地的な勝利を得たに過ぎない。


　だが、アレスは突とつ進しんを止やめなかった。


　凹形に展開しつつあったフィリップ軍。その北東から突進したアレスは、まるで串くし刺ざしにするように南西へと駆かけ抜ぬけていき、最前線で戦う自軍を援えん護ごし続けたのである。





　　　　◆




「むう、それが今度の戦い方というわけか！」


　宿敵の新たな戦い方を目撃したフィリップの口から、呻うめき声がこぼれた。


　確かにそれはアレスにしかできない戦い方だ。各部隊は眼前のアレス軍と戦うのに精せい一いつ杯ぱいで、そこを真横から襲おそわれれば、対処などできない。


　しかもこの場合、アレスは無理に剣を振ふるう必要すらない。ただ横から突き抜けるだけで、味方の軍列は簡単に乱れる。迎げい撃げきもほぼ不可能だ。弓矢の類たぐいを使えば同士討うちになる可能性が高いし、一人や二人の兵士で対たい抗こうできる相手ではない。かといってアレス一人への対処のために多くの兵を動員すれば、今度は眼前のアレス軍に脇わき腹ばらを突かれることになる。


　アレスが掲かかげているあの大きな赤い旗も憎にくらしい。あれは自分の居場所を敵味方双そう方ほうに喧けん伝でんするためのものだろう。あんな戦いを続けられれば、そのうちあの赤い旗が近づいてくるだけで自軍の兵は浮うき足立つに違ちがいない。


　前回のキホルテ平原の決戦では、アレスは部隊を率いてただひたすらに中央突破を図はかり、フィリップの首を狙おうとした。それは確かにアレスに適した少数で多数に勝ち得る戦い方である。だが突出する敵はフィリップにも対処しやすく、事実キホルテ平原の戦いで敗退に至ったのはアレスの側だった。


　だが、今回は違う。今回のアレスの戦い方は戦線を突破するといった派手なものではなく、言うなれば味方の戦線を押し上げるための戦い方である。


「ええい、構うことはない、アレスは所詮単騎！　前線へ兵を投入し続けろ、じきに反乱軍の体力も尽つきる！」


　ああも自由自在に動かれては、アレスへの個別の対応は難しい。しかしアレス一人にできることはたかが知れている。戦場を隅すみから隅まで動くのに、果たしてどれだけの時間が必要か。自軍の兵力には余よ裕ゆうがあるのだ、たとえ一時的にアレスに前線をかき乱されようと、絶え間なく兵を投入して戦線を補強すればよかった。





　　　　◆




　フィリップ軍の北東側から南西へと突撃を続けていたアレスは、そのままフィリップ軍の中央に達すると、今度は自軍右う翼よくを援護すべくその進路を北西へと転てん換かんし、なおも突進を続けた。


　このときアレス軍の右翼で兵を率いていたのは老将キアテーヌ侯こうである。


　彼は、疾しつ風ぷうのようにアレスがかき乱していった敵の隙を見み逃のがしはしなかった。すぐさま自部隊の中でもっとも信頼しうる武人に命令を出す。


「ノーラッド卿きよう！　卿に任せる、戦線を押し上げよ！」


「承知！」


　かつてジェレイドが率いていた反乱軍──その頃ころはベールセール解放軍を名乗っていた──との戦いの折には、アレスにも劣おとらぬ功績を打ち立てたこともあるノーラッドである。その戦い方にもアレスに似たところがあった。常に最前線で戦おうとする点で。


「怯ひるむな！　我に続け！」


　ノーラッドはアレスに劣らぬ勇ゆう猛もうさで敵戦線へ単騎で飛び込むと、当たるを幸い敵兵をなぎ払はらった。


　もちろん、ノーラッドはアレスではない。その力は怪かい力りきと呼ぶにはほど遠く、乗っていた軍馬も名馬と呼ぶには程ほど遠とおい。


　三人目の兵を蹴り飛ばしたとき、馬の前まえ脚あしが折れた。


　ノーラッドの体が前へ投げ出される。受身を取ったのはさすがというべきであったが、そこは敵の真まっ只ただ中なかである。


　それでもノーラッドは果か敢かんに戦った。右手に剣を、左手に落ちていた槍を持ち、体力の続く限り武器を振り続けた。


　剣で背中を斬きられ、槍で足を突かれたが、甲冑のおかげで致ち命めい傷しようには至らなかった。自身の血にまみれながらも人並みはずれた精神力で激痛を堪こらえ、戦い続ける。


　その勇猛果敢な戦いは充じゆう分ぶんな効果をあげた。まず、敵戦線をまんまと突き抜けたアレスが北西から再び舞まい戻もどり、ノーラッド周辺の敵兵を薙なぎ払っていった。さらに隊長に後おくれを取るなと、後続の兵もまた奮戦し、確保した前線の穴をさらに広げ、しかもその穴を保持することに成功したのである。





　　　　◆




「閣下、左翼が押されております。対処が必要かと」


　ベルフェルドは副将として戦せん況きようの変化を即そく座ざに読み取り、フィリップに進言した。


「分かっている」


　こうも後手後手に回されては、フィリップとしても苛いら立だちを感じざるを得なかった。


　だが、フィリップはまだ平静だった。兵力の豊富なフィリップ軍にはまだまだ打つ手はいくらでもあるのだ。


「戦線を立て直し、アレスの足を止めるぞ！　中央の部隊を左翼の援護へ回せ！　中央には妖魔部隊を投入せよ！　それでアレスも中央で戦わざるを得まいよ！」


　瞬しゆん時じに作戦を指示する。


　中央の部隊を左翼へ移動させることで、突出している敵右翼部隊を横から叩たたく。さらに空いた中央には、切り札の一つである妖魔を投入することで戦線を維い持じすると同時に敵に打撃を与あたえる。それは敵味方の区別がつかない妖魔部隊をうまく利用する見事な策で、この辺りのフィリップの対応の速さは、ベルフェルドも感心するところだった。





　　　　◆




　アレス軍の中央で戦いを続けていたのはグロースター伯はく率いる重装歩兵隊である。


　その守備力は極めて高く、しかもガルムス、テオドリッジといった優ゆう秀しゆうな武将、〈風の戦いくさ乙女おとめ〉の援護もあったことから、彼らは多数のフィリップ軍を相手に同等以上の戦いを展開していた。


　だが不意に、眼前のフィリップ軍が退いていった。


「ぬ、なんだ？」


　グロースター伯は警けい戒かいした。本来なら敵に喰くらい付いて追撃する場面だったが、あまりに露ろ骨こつな動きだったせいか、罠わなを警戒してとても動けない。


　その判断は正しかった。やがて彼らの耳に飛び込んできたのは、無数の獣けもののごとき鳴き声だった。


「伯はく爵しやくさま！　妖魔が、妖魔どもが迫っております！」


「それがどうした、慌あわてるな！」


　浮き足立つ部下たちを、若く勇猛な伯爵は大声で怒ど鳴なりつけた。


「我らは聖女エレナさまの命に従い国王軍に加わり、そして今名めい誉よある先せん陣じんを任されているのだ！　敵の切り札を投入されるのは武人として誉ほまれと思え！　隊列を整えよ、槍やりを握にぎり直せ！　聖女エレナさまの名を汚よごすな！」


　グロースター伯の勇ゆう壮そうな一いつ喝かつで、兵士たちはどうにか落ち着きを取り戻した。槍を構え直し、弓兵が整列する。


　そしてついに彼らの前にゴブリンとコボルトの混成軍が現れ、さらに巨きよ大だいなトロールが地じ響ひびきを立ててやってくる。


「迎え撃て！」


　まず矢の雨が降り注ぎ、無数のゴブリンとコボルトが貫つらぬかれた。それでも恐おそれを知らない妖魔たちは突進を続ける。


　重装歩兵と妖魔の戦いが始まった。ゴブリンの持つ粗そ末まつな武器、コボルトの牙きばをもってしてもその厚い鎧よろいは貫けなかった。しかし数と俊しゆん敏びんさで勝まさるゴブリンたちは、大勢で一人の兵士を取り囲み、わずかな鎧の隙すき間まを見つけては刃やいばを突つき立てていった。


　それでも彼らは戦線を維持し、戦い続けた。それには二人の強兵がいたことが大きい。


　ガルムスとテオドリッジである。


　共に戦せん斧ぷの使い手である彼らは、襲い来るゴブリンやコボルトをものともせず、次から次へと打ち払っていった。その果敢な戦いぶりは味方を勢いづけ、妖よう魔までさえ怯むほどだった。


　だがそこへついにトロールがやってくる。


　グロースター伯はく自じ慢まんの重装歩兵も、その大岩のごとき化け物相手には勝ち目などなさそうに見えた。しかし、


「ふむ、面おも白しろい。手て応ごたえのありそうな敵ではないか！」


　すでに返り血で真っ赤に染まっていたガルムスは、豪ごう快かいな声を上げてトロールに突進していった。


　トロールがその巨きよ木ぼくのごとき腕うでを振ふり回す。しかし、ガルムスは低い身長を利用してその腕を難なくかいくぐった。そのままトロールの足に接近し、大きく振りかぶった戦斧を足首に叩きつける。


　ガルムスの怪力をもってしても、足を分断するには至らなかった。それでも、骨の半ばまで切断されればその機能は失われる。トロールは痛みに悲鳴を上げながら均きん衡こうを崩くずして倒たおれた。


　すかさずガルムスは斧を振り上げながら駆け寄り、ようやく届くようになったトロールの首筋に叩きつけた。緑色をした血しぶきが噴ふん水すいのごとく立ち上る。


　そんな不気味な光景を背に、ガルムスは悠ゆう然ぜんと戦斧を構え直した。


「はっ、温ぬるいわ！　次はどいつだ!?」


　その隣となりでは同じく戦斧を振りかざしたテオドリッジが、真っ向からトロールと戦っていた。


　左右から襲い来る巨大な腕を、一歩も退くことなく斧おので防ぎ、払う。


　トロールの腕から血しぶきが上がり、不気味なうめき声を上げる。


　その隙すきにテオドリッジは距きよ離りを詰つめ、何度も戦斧を叩きつけた。脇腹を斬り裂さき、腕を叩き折り、ついには戦意を失い逃にげ腰ごしになったトロールの膝ひざを打ち砕くだく。


「終わりか。なかなか面白かったぞ」


　痛みにのたうち回るトロールの頭ず蓋がいを、まるで慈じ悲ひとばかり叩き割る。


　さらにこのとき、真しん紅くの旗を掲げた一いつ騎きの騎馬が戦場に到とう達たつした。


　アレスである。


　コボルトやゴブリンをものともせずに斬り捨て、巨大なトロールでさえ投なげ槍でいとも簡単に倒していくアレスの姿は、否が応にも周辺の兵士たちの士気を高めていった。





　　　　◆




　アレス軍の勢いが止まらないことに、フィリップはいよいよ平静でいられなくなっていた。


　相手にはアレスがいるのだ。一時的に劣れつ勢せいに立たされることは充分に有り得ると予想はしていた。それでもこうも劣勢が続くとさすがに苛立ちが募つのってくる。


「くそ！　正しい兵の使い方を見せてやる！　弓兵前へ！　妖魔もろとも攻こう撃げきさせろ！」


　味方もろとも矢の餌え食じきとする。それは本来なら味方の士気を下げかねない卑ひ劣れつな命令であったが、その味方が妖魔とあれば躊ちゆう躇ちよする理由はない。兵士たちは積極的にその命令に従い、矢の雨を降り注がせた。


　かくして放たれた矢は、妖魔とアレス軍をまとめて突き刺さした。グロースター伯の重装歩兵隊と言えど、妖魔と戦っている最中に矢を射られては完全な回かい避ひができなかったのである。


「今だ！　エンドワール伯の部隊を前進させよ、中央を押し返せ！」





　　　　◆




　グロースター伯の重装歩兵には、言わずとしれた欠点がある。持久力に欠けるのだ。


　激しい緒しよ戦せんを戦い抜ぬき、さらに妖魔をも退けた今、彼らの疲ひ労ろうは頂点に達しようとしていた。そこへ敵の新手が前進してきたのである。


「ぐっ、このままでは……」


　自軍の不利に気付かないグロースター伯ではない。


　しかし、それ以上の状況の悪化を考慮する必要はなかった。彼は一つの事実を失念していたのだ。アレス国王軍の後ご詰づめを任された人物──すなわちジェレイドのことを。


　ジェレイドは、農民を率いてベールセール王国を相手に何度も激戦を潜くぐり抜いてきた。そのジェレイドが、不利に陥おちいりつつある前線を見落とすはずがなかったのだ。


「ご安心めされよ、伯爵どの。ここは我らが引き受けましょう」


「イザーレ卿きよう!?」


　このときグロースター伯の元に現れたのは、ローブを着た大おお柄がらな老人だった。


「これはありがたい、現役だった頃の卿の武勇は聞き及およんでいる。我が隊はすでに限界、しばしこの場をお願いしたい」


「お任せを。すべては国王陛へい下かのために」


「おう、陛下のために！」


　グロースター伯は敵の新手と接せつ触しよくする前に部下に後退を命じた。


　入れ替かわり進み出たのはイザーレの部隊である。その兵はわずか五百。内訳はジェレイドから借り受けてきた三百人と、そしてアレスの故郷レストニア領で編制していた志願兵二百である。


「年寄りの冷や水と言われたくはない。それにアレスさまを最初に見いだしたのは私なのだ。家臣筆頭の名を世に示しておかねばな」


　イザーレはローブを脱ぬぎ去った。その下に着ていたのは、真紅の甲かつ冑ちゆうである。


　かつて近この衛え騎き士しの立場にあったイザーレは、時の国王ベルセルム四世ではなくアレスという少年に仕えることを選んだ。真紅の甲冑は国王に仕えている証あかしであったがゆえに、国王の元を去るときに甲冑もまた封ふう印いんした。しかし、今こうして再び王に仕える以上は、再び真紅の甲冑を着るべきだと考えたのである。


「全軍、我らが領主、我らが王に続け！　ご恩に報むくいるはこのときぞ！」


　王国軍の将軍の座さえ提示されたことのある元騎士は、自ら先頭に立って果か敢かんに戦い始めた。





　　　　◆




「中央、突とつ破ぱできません！」


　その報告にフィリップは舌打ちをせざるを得なかった。


　間断なく投入した兵力により、中央に居座るグロースター伯の重装歩兵隊を退たい却きやくさせることはできた。もちろんすぐさま別の部隊が前進してきたものの、その兵力は少なく装備も貧弱だった。


　にもかかわらず、将が優秀で兵もよく訓練されているのだろう、その部隊は変へん幻げん自在の用兵を見せ、一歩も退ひかない戦いをしてみせたのである。


　しかも中央では、相変わらずアレスが暴れ回っている。これではとても前進どころではない。


「将軍閣下！　我が方の左さ翼よくへの攻撃に〈風の戦乙女〉が加わったとのこと！　戦線が至るところで分断されており、救きゆう援えんを求めております！」


　次々もたらされる報告は、どれもフィリップを苛いら立だたせるものばかりだった。


「閣下。我が軍には余力がありますが、これ以上劣勢に立たされては士気にかかわります。そろそろ思い切った手を打つべきではないかと」


　副将ベルフェルドの注進は、いつものように聞く価値があった。


「ここが勝負どころだと言いたいのだな？」


「はい。アレス軍も勢いには乗っていますが疲労も溜たまっているはず。ここで一ひと度たび劣勢に陥れば、疲労は一気に噴ふき出し士気の低下に直結するでしょう」


「分かった、その通りだ」


　フィリップ軍の切り札は妖魔部隊だけではない。もう一つ、容易に戦局を変え得うる強力な部隊がある。ベールセール王国自じ慢まんの騎士隊だ。


「ベルワルド卿！　騎士隊を率いて右翼から敵後方へ回りこめ！　よいか、できるだけ静かに動くのだ。味方の陰かげに隠かくれ、突進を開始する直前まで気け取どられるな！　そうすれば数的劣勢にある反乱軍に対処の余地はなくなる！」


「ははっ！　お任せを！」


　ベールセール王国軍にその名を馳はせた猛もう将しようは、勇んで応じた。


「この戦の趨すう勢せいは卿にかかっていると思え！　いかなる犠ぎ牲せいを払はらっても構わん、敵てき陣じんを中央から分断せよ！　重ねて命ずる、いかなる犠牲も惜おしむな！」


「承知いたしました、今こそ我ら近衛騎士の真の実力をお見せいたしましょうぞ！」


　アレス軍はフィリップ軍に半包囲されたままである。騎士隊をその後方へ回りこませるのはたやすい。しかも騎士隊が唯ゆい一いつ苦手としている〈風の戦いくさ乙女おとめ〉率いる弓騎兵隊は、こちらの左翼を攻撃している。その逆側から攻撃を仕し掛かければ、すぐには対応できないだろう。


　その上、騎士隊には犠牲をかえりみることなく突進を命じた。これはベールセール王国軍が取りうる最終手段である。騎士は養成するのに莫ばく大だいな金がかかるため、本来騎士隊に被ひ害がいが予想されるような局面では、その投入は躊躇ためらわれる。


　しかし、もし千の騎士隊が被害を無視して突つき進めば、阻はばむものは何もない。槍やり衾ぶすまで迎げい撃げきされればもちろん大きな犠牲が生じるが、千の騎士の動きすべてを阻むことはできない。せいぜい薄うす皮かわを一枚はがされる程度で、その突進は軍勢の中央を貫つらぬくまで続くのだ。


　勝敗を決める戦局において、ただ一度しか使えない究極の攻撃。それをフィリップは命じたのであった。


《考え直した方がよいかもしれぬぞ、フィリップ》


　だがそのとき。


　不意にパンドラの助言が脳のう裏りに響ひびいたのである。


「なんだと？」


　部下に不ふ審しんがられるのを承知で、フィリップは聞き返した。


《反乱軍にはコンフォルト率いる二百の騎士がいる。奴やつらは刺し違ちがえてでもこちらの騎士隊を討うつつもりでいるようだ。無む闇やみに近づけば、手痛い反撃を喰くらうことになるぞ》


「コンフォルトだと!?　ふん、カルレーンと共に決起したあの老いぼれ騎士か！　我が自慢の一千の騎士隊が、二百程度の騎士に負けるものか！」


《それが汝なんじの選せん択たくならば、何も言うまい》


　パンドラの気配は、すぐに消え去った。





　　　　◆




「ジェレイドさま、大変です！　我が軍の左翼後方に騎士隊を発見、突撃してきます！」


「……とうとう来ましたか」


　その報告をジェレイドは表向き冷静に受け止めた。


　今、自軍の中でも優ゆう秀しゆうな将兵──アレスや〈風の戦乙女〉率いるヘルヴォル隊──は残らず前線に投入されている。この局面で後方から騎士隊を突撃させられれば、対処は難しい。


　ジェレイドは、まずリーエンノールに頼たのんでアレスと連れん絡らくを取った。


「陛下。ご報告いたします、我が軍の左翼後方に騎士隊が現れました」


〈なんだと!?　〈風の戦乙女〉を呼び戻もどせ、私もすぐに向かう！　おまえも迎撃態勢を取れ、時間を稼かせぐんだ！　後方から中央を破られたら全軍崩ほう壊かいするぞ！〉


「そのご命令は無用です、騎士隊はこちらで何とかします。陛下は今こそ攻勢に出てください。フィリップ軍は全戦線にわたって劣勢です、なおこの上に騎士隊という切り札を失えば戦意を失うでしょう。この危機を我が軍にとっての好機とするのです」


　アレスの逡しゆん巡じゆんは一いつ瞬しゆんだった。


〈……分かった。できないことを言うようなおまえじゃない、信じよう。任せたぞ〉


　風の精せい霊れいによる通話を打ち切ると、ジェレイドは傍そばに控ひかえていた一人の将を見やった。


　いつかやってくるはずの騎士隊。その騎士隊に備える手を、ジェレイドは一つだけ準備していた。それはジェレイドが考え出したことではない。当の老騎士からある提案を受けていたのだ。アレスには絶対教えられない提案を。


「非常に心苦しいのですが……どうやら予定通りお願いすることになるようです。コンフォルト卿」


　紅あかい甲冑をまとった老騎士は、微び笑しようさえ浮うかべてその命令を受け入れた。


「お任せください。我らは先王も王太子殿でん下かも、カルレーン侯こうさえも守れなかった不忠義者。その我らが再び王のために戦う機会を得られたのです。命の一つや二つ、懸かけさせて頂きましょう」


「我が軍の命運、お預けします。すべては王のために」


「王のために」


　コンフォルトを見送ると、ジェレイドは矢や継つぎ早に命令を飛ばした。


「槍兵、前に！　槍衾を作るのです！　残る兵はすべて弓矢の用意を！」





　　　　◆




　老騎士コンフォルトはここ数か月のことを思い出していた。


　北国レアニール連合との戦に勝った直後。ベールセール王国は聡そう明めいと謳うたわれたハインツ王太子を失った。当初その犯人はアレスだと言われていたが、コンフォルトが疑っていたのはフィリップだった。ハインツ王太子が亡なくなったことにより、フィリップには王となる可能性が生じた。ハインツ王太子の死で一番の利益を受けたのはフィリップなのだ。


　にもかかわらず、コンフォルトには何ら真相を解明することはできなかった。その間に今度はベルセルム四世が亡くなった。コンフォルトは近衛騎き士しとして守るべき二人の主あるじを失ったのだ。


　ならばと、半ば仇あだ討うちのつもりでフィリップに反旗を翻ひるがえした国務大臣カルレーン侯爵に味方したものの、決起は失敗、カルレーン侯こうは亡くなった。


　コンフォルトは守るべき主を二度も三度も失ったのだ。誇ほこり高き近衛騎士として、これほどの恥はじはない。


　しかし、天は思ってもみなかった贖しよく罪ざいの機会を与あたえてくれた。アレスが新たな国王として起たったのだ。アレスが本当に王に相応ふさわしいのかは、まだ分からない。ただ一つだけ確かなのは、アレスならば最後の王族であるクラウディアを決して不幸にはしないということだ。それだけでもコンフォルトが仕えるには充じゆう分ぶんな理由だった。


　そして今、コンフォルトの前には同じ志こころざしを持つ二百人の騎士たちがいた。決してフィリップになびこうとはしなかった、真の忠誠を持つ真の騎士たちだ。


　コンフォルトは騎乗し、彼らに告げた。


「我らの命はカルレーン侯と共に潰ついえるはずであった。しかしカルレーン侯の遺志を継ついだアレス国王陛へい下かが、我らに今一度名めい誉よを挽ばん回かいする機会を下さったのだ。今こそその恩に報むくいるときだ！　全軍突撃、我に続け！　すべては王のために！」


「王のために！」


　部下の声が唱和した。





　実のところ、コンフォルトにはある予感があった。


　アレスが国王となり、ジェレイドがその右みぎ腕うでとなる未来のベールセール王国では、恐おそらく騎士という職種は必要とされなくなるのではないかと。となれば、その数は削けずっておいた方が王のためになるのでは、と。





　　　　◆




「ぬっ!?　あれは……！」


　巨きよ大だいな戦せん槌ついを片手に、千の騎士隊の先頭を切って突進していたベルワルド卿きようは、眼前に現れた敵の新手に戸と惑まどいを隠せなかった。


　自分たちと同じ紅い甲かつ冑ちゆうに身を包み、騎乗した部隊。しかもその先頭にいる人物を、ベルワルドは知っていた。


「コンフォルトではないか！」


　カルレーン侯と共にフィリップに反旗を翻し、それ以後行方ゆくえ知れずとなっていたかつての同どう僚りようである。どこへ行っていたかと思えば、アレスの側に付いていたのだ。


　長きにわたって王国軍最強の騎士隊を率いてきたベルワルドにとって、フィリップとアレス、どちらに王としての正当性があるかなどどうでもよかった。ただ強敵を相手に戦槌を振ふるえればそれでいい。思えば騎士隊同士の正面からのぶつかり合いなど、ベルワルドも経験したことがない。


「面おも白しろい、相手にとって不足なし！　続け、者ども！」





　　　　◆




「あの土つち煙けむりは……？」


　このときに至って、ようやくアレスはジェレイドの言っていた騎士隊への対処方の真実を知った。


「ば、馬ば鹿かな！　何をしている!?」


　確認のため手近な丘おかの上に登ったアレスが目にした光景は、思いもよらぬものだった。千の騎士隊の前に、二百の騎士隊が馬上槍を携たずさえ突進しようとしていたのだ。


　二百の騎士隊は、恐らくコンフォルトが率いている一隊だろう。確かに、騎士を止めるには同じ騎士の力をぶつけるのがもっとも効果的かもしれない。だが、そんなことをすれば当然──双そう方ほう共に無事ではすまない。


　二百の騎士は、コンフォルトを先頭に千の騎士に正面から突撃した。


　戦場を見み渡わたすアレスの目は、コンフォルトの最さい期ごをはっきりと捉とらえていた。コンフォルトが相対したのは、王国が誇る勇将ベルワルドだった。コンフォルトの突き出した馬上槍をベルワルドは自慢の戦槌で打ち払い、返す一撃をコンフォルトに喰らわそうとした。


　しかしコンフォルトは驚くべき行動に出た。躊躇なく馬上槍を手放し、鞍あん上じようからベルワルド目め掛がけて飛びかかったのである。さすがのベルワルドもこれには抵抗できず、二人は衝突し、落馬した。


　そこへ騎士たちが殺さつ到とうした。それは岩に岩をぶつけるようなもので、相討ちも同然だった。互たがいの馬上槍が互いを貫き合い、互いの馬が正面からぶつかって倒れる。その波に呑のまれれば、アレスとて生き残れる自信はない。コンフォルトもベルワルドも、とても生きてはいないだろう。


　二百の騎士は、同じく二百の騎士を道連れにして玉ぎよく砕さいしたのだ。当然、八百の騎士が残る計算だが、こうなると彼らも突とつ進しんを止とめざるを得なかった。目の前には数百の人馬が障害物となって倒れているのである。馬の足は決して丈じよう夫ぶではなく、そこへ突撃すればただでは済まない。


　それゆえ後続の騎士たちは、障害物から逃のがれるように左右へと散っていった。





　　　　◆




　すかさずジェレイドは兵士たちに命じた。


「今です、ありったけの矢を放ちなさい！　威い嚇かくが目的です、当たろうと外れようと構いません！」


　コンフォルトの犠ぎ牲せいにより、フィリップ軍の騎士隊は大きな打だ撃げきを受け、突撃を断念せざるを得なかった。恐らく先頭にいた指揮官ベルワルドも生きてはいまい。


　すかさずそこへ矢を射い掛かけ、これみよがしに槍やり衾ぶすまを構成して見せる。敵に攻こう撃げきを躊躇ためらわせるためである。


　事は目もく論ろ見みどおり運んだ。大きな被ひ害がいを出して出鼻をくじかれた騎士隊は、なおその上に完全な防備を固めた本ほん陣じんに突撃を慣行しようとはしなかった。彼らは矢の射程から離れたところをうろうろするだけで完全に統とう率そつを失っているようだった。


「今です、全軍声を張り上げなさい！　ベルワルド卿を討うち取り騎士隊を撃退したと！」


　ジェレイドの命令は、直ちに実行された。





　　　　◆




「な、なんだ!?　なぜ反乱軍から歓かん声せいが上がっている!?　ベルワルドはどうした!?」


　フィリップは戸惑いを隠かくせなかった。


　予想通りならもう総そう崩くずれになっているはずの反乱軍に、まったくそれらしい動きがない。それどころかなぜか歓声が上がっているのだ。


「も、申し上げます！」


　一人の兵がフィリップの前で跪ひざまずいた。


「騎士隊は反乱軍の後方より突撃を慣行したものの、反乱軍に寝ね返がえっていたコンフォルト卿の反撃にあい、両名共に戦死されたとのこと！」


「な、なんだと!?」


　反乱軍が上げている歓声の意味を知る。あれは、騎士隊を撃退したことを大声で喧けん伝でんしているのだ。王国軍は切り札を失ったのだと。





　　　　◆




　このときに至ってようやくアレスも、リーエンノールを介かいしてジェレイドから状じよう況きよう報告を受けていた。


「説明しろジェレイド！　コンフォルト卿は一体どうした!?」


〈コンフォルト卿は自身の責務を果たされたのです。王のために命を捧ささげることで〉


「ふざけるな！　部下を捨て駒ごまのごとく使い捨ててまで勝利を得たくはない！」


〈陛下なら必ずやそう仰おつしやると思っておりました。それゆえにコンフォルト卿も、僕にしか胸の内を明かさなかったのです。フィリップ軍の騎士隊を止めるにはこの手段しかないと。ベルセルム四世もハインツ王太子も守れなかった自分たち近衛騎士に、これ以上の生き恥をさらさせないでくれと〉


「馬鹿な！　そんなもの、ただの逃とう避ひではないか！　生きてさえいればどうとでも挽回できるというに！」


〈陛下、無む駄だ話ばなしはここまでにしましょう。コンフォルト卿の勇戦によって我が軍は最大の危機を乗り越こえられたのです。騎士隊を失ったフィリップ軍の士気は失しつ墜ついし、全戦線において我が軍は優位に立っています。今全面攻勢に出れば、必ず勝てます〉


「くっそお！」


　ジェレイドの言うことはいつも正しい。過程はどうあれ、自軍に勝利の好機がやってきたのだ。この機を無む駄だにすれば、コンフォルトの犠牲をも無駄にすることになる。


　アレスは声を張り上げた。


「全軍、聞け！　フィリップ軍は騎士隊を失い劣れつ勢せいにある！　今こそ真の勝者を定める好機だ！　全軍、我に続けぇ！」


　湧わき上がる歓声を背に受け、自分のふがいなさをぶつけるように、アレスはフィリップ軍へと突進した。
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　アレス軍の全面攻勢を、フィリップ軍に止めることはできなかった。


　もともとフィリップ軍は、あらゆる戦線においてアレス軍の優ゆう秀しゆうな前線指揮官を相手に劣勢に立たされていた。さらに騎士隊を失ったことにより、戦せん況きようを挽回する手段と士気とを共に失ってしまったのである。


　こうなると軍勢は弱い。フィリップにも目に見える形で、あちこちの戦線が打ち破られていく。


「謹つつしんで申し上げます、閣下。退たい却きやくすべきです」


　ついに副将ベルフェルドがその一言を口にした。


「なんだと!?　アレス相手に退却などできるか！　我が軍は未だ数において優位にある、反乱軍の攻勢をしのぎきればまだまだ勝利の可能性はある！」


「だとしても、犠牲が大きすぎます。反乱軍の勢いが止まる前に我が軍の士気が尽つきれば、反撃どころか全面潰かい走そうに至りかねません」


　ベルフェルドの言葉はあまりに耳に痛かった。


「ええい、騎士隊はどうした!?　たかがベルワルドが戦死しただけだろう！　残りの騎士で攻撃を仕し掛かければ、それだけで反乱軍は窮きゆう地ちに陥おちいるというのに！」


「閣下。残念ながらベルワルド卿が討たれたのです、敗軍となった騎士隊をこの短時間でまとめるのは不可能です」


「何を馬鹿な！　一人でよい、全軍の先頭に立って突撃する騎士が一人いればそれで済む話ではないか！」


「無茶を仰いますな、そのようなことができるのは、恐おそらくフィリップ将軍閣下お一人ぐらいのものです」


　猛もう烈れつな焦しよう燥そう感がフィリップの胸中を満たしていた。


　アレス軍にはコンフォルトを始めとして武勇兼けん備びの将がいくらでもいるというのに、自軍の人材はそれほどまでに枯こ渇かつしていたのかと。


　それでもフィリップからすれば退却など認められるはずもない。武人としてアレスに負け、なおその上に将としてもアレスに敗北するぐらいなら、全軍もろとも道連れにして果てた方がマシだった。


「皆みなの者、下がれ」


　不意にベルフェルドが、そんなことを言い出した。


「二人きりで将軍閣下と話をしたい。下がれ」


　重ねてベルフェルドがそう命じると、周囲の将兵たちは黙って二人から距きよ離りを取った。


「なんだ？　人ひと払ばらいまでして何が言いたいのだ、ベルフェルド」


「どうか退却のご決断を、フィリップさま。アレス軍にはキホルテ平原での戦いくさにおいても勝利したのです。これでまだ一勝と一敗、この敗北をもって我が軍そのものの敗北には繫つながりませぬ」


「……駄だ目めだ、認められぬ。そういうことではないのだ」


　自分が将としてアレスに敗退する。それがフィリップには許せなかったのだ。


「閣下、どうかお聞きください」


　ベルフェルドはなおも諦あきらめずに続けた。


「閣下はかつて、私にこう確かく認にんされました。アレスと戦う覚かく悟ごはできたのか、と。正直に申し上げます。閣下とアレス、どちらに味方すべきかと、私も散々悩なやんだのです」


　意外なことを言い出す。


「結果的に私が選んだのはフィリップ将軍閣下です。私は王都での閣下の行動をずっと拝見しておりました。確かに閣下のやり方は、万人が支持するものではないでしょう。しかしながら、あらゆる策略を見み抜ぬき、多くの反対派を退けてきた閣下の才に、私は賭かけたのです。政は奇き麗れい事ごとだけでは済みませぬ、かつて先王ベルセルム四世は貴族に抗う力を持つことができず、それが原因となって国力の衰すい退たいを招いたのです。しかし閣下ならばあらゆる災さい厄やくを排はいし、この国を導いて行けるのではないか。私はそう思ったのです」


「…………!?」


　恐らくはフィリップを励はげまそうとしたのであろうベルフェルドの一言は、フィリップに大きな衝しよう撃げきを与あたえていた。ただし、それはベルフェルドが意図していたものとはまったく違っていた。


「ここは一度退きましょう、閣下。我が軍はまだ負けたわけではございませぬ、態勢を立て直すのです。そうすれば騎き士し隊を再編制することもできますし、アレス軍には補給を始めとした弱点もございます、まだまだ挽ばん回かいは可能でしょう」


「…………」


　将としてアレスに敗北し、大きな衝撃を受けていたフィリップに、ベルフェルドの言葉が止とどめを刺さしていた。


　あらゆる策略を見抜く才に惹ひかれた──ベルフェルドはそう言った。だが、それはフィリップが自分の力で手に入れものではない。ただ他者に与えられただけの力なのだ。


　つまりパンドラの力がなければ、ベルフェルドもまたとうの昔にアレスの配下になっていたということなのだ。


　フィリップは、パンドラの力を借りることを恥はじと思ったことはない。かつてアレスが得ていた力を自分も手に入れる。それだけのことだったからだ。パンドラの力を得て、自分とアレスはようやく対等になれたと、そう考えていたからだ。


　しかし、それは誤りだったと思い知らされる。パンドラがいようといまいと、自分とアレスは対等などではなかったのだと、自分はアレスに勝てないのだと。剣でも、用兵でも、そして人を惹きつける魅力という点でも。


「閣下、どうかご決断を」


「……分かった。全軍に退却を命じよ、委細は任せる」


　フィリップがそう命じたのは、ベルフェルドの言葉を信じて軍を立て直そうとしたためではない。ベルフェルドを今まで騙だましてきたことへの償つぐないだった。


「よくご決断なさいました。それでこそ私の見込んだフィリップ将軍閣下です。では──」


　ベルフェルドは退却の指揮を執とるべく、馬に飛び乗って行った。


「……ふっ。はははは！」


　残されたフィリップは、不意に笑い出した。


　ベルフェルドが人払いをしてくれたことが、今はありがたかった。


　──勝てぬ。私は勝てぬのだな、アレスに！


　あらためてその事を思い知らされる。


　パンドラという力を得た。新たな軍勢も組織した。それでも、アレスには勝てないのだ。


「パンドラよ。出てこい」


《何用かな、我が契けい約やく者よ》


　いつも通り、少女の形をした精せい霊れいは瞬しゆん時じに現れた。しかしフィリップがまとっている得体の知れない雰ふん囲い気きに影えい響きようされてか、その顔にはいつもの小こ悪あく魔まじみた笑みはなかった。


「すべておまえのせいだ、パンドラ！」


　フィリップは怒ど鳴なりつけた。


「私はおまえの助言に従ってきた。だがその結果がこれだ、結局アレスには勝てなかったではないか！」


《それは筋すじ違ちがいというもの。我は汝なんじに道を示してきたに過ぎぬ。その道をどう歩むかは汝次し第だいであろう》


　パンドラのその言葉は、フィリップの精神をさらに追い詰つめることとなる。


「そうか。おまえも……おまえも、私を無能者だというのだな！　ならばもうよい、黙だまっておれ！　おまえになど頼たよらずとも、アレスに一いつ矢し報むくいてくれるわ！」


　パンドラはなおも何か言いかけたが、もはやフィリップの脳には届いていなかった。


「よかろう、アレス。おまえに勝てぬ。それはよく分かった。ならば、もはや私の取り得る手段はたった一つだけだ！」
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「フィリップ軍が逃にげ出すぞ！」


　そんな歓かん声せいが、アレス軍の随ずい所しよから上がった。


　フィリップ軍の全面退却。それはアレス軍の勝利を意味している。キホルテ平原で一度は敗北を喫したアレス軍が、今度はフィリップ軍に勝ったのだ。


「全軍、停止せよ！　追撃はするな、繰くり返す、追撃はするな！」


　アレスは声を張り上げて自軍の行動を抑よく制せいした。


　これが偽ぎ装そうの退却ではないかという可能性を考こう慮りよした結果である。フィリップ軍には未いまだ兵力という点では余よ裕ゆうがあるし、この辺り一帯はフィリップの支配下にある。罠わなの一つや二つあってもおかしくはない。さらにいえば、フィリップ軍よりはるかに少ない兵力で戦い続けた分、兵士たちの疲ひ労ろうも心配だった。


　今はただ、フィリップ軍を退却せしめたという事実だけで充分だった。


　アレスは今一度声を張り上げた。


「フィリップ軍は逃げ去ったぞ！　我が軍の勝利だ！」


　アレス軍の全将兵が、一いつ斉せいに歓声を上げた。





　王国暦れき八十三年第十二の月二十八日。


　アレス国王軍は四千の兵力で一万フィリップ王国軍に戦いを挑いどみ、そして見事撃退せしめたのである。


　もっとも、敗退したフィリップ軍の兵力は未だ七千を超こえており、時間さえあれば立て直しも容易と見られていた。


　天下の形勢は、現時点ではまだまだ定まる気配を見せていなかった。しかしこの日のアレスの勝利は、誰だれもが予想しなかった形でベールセール王国の未来に影響を与えることとなるのである。
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　その日の晩のことである。


　フィリップの命令で軍の主立った者が集められ、軍議が開かれようとしていた。


　敗退した後の会議である。フィリップの期待に応こたえられなかった将兵らは、どのような叱しつ責せきを喰くらうのかと半ばびくびくしながら出席した。


　しかし、居並ぶ諸将を前に、フィリップが告げたのは次のような言葉だった。


「不本意ではあるが、アレスは強い。その強さは認めざるを得ぬ。だが、私が今いま更さら説明するまでもなく我が軍は健在であり、その数は未いまだ反乱軍の倍近い。まして我らのすぐ後ろには王都が控ひかえている。そこで──戦局を挽回するために、反乱軍を我らと同じ目に遭あわせてやることにした」


「と仰おつしやいますと？」


　まず問い返したのはベルフェルドである。


「思い出せ、我らは先のキホルテ平原の決戦においてアレスに勝利した。しかし知っての通り、反乱軍は各地の拠きよ点てんを奪うばうことで、我が軍に撤てつ退たいを強しいたのだ。そこで我らはこれより王都に立て籠こもり、持久戦の構えを見せる。反乱軍は兵へい站たんが貧弱なことが弱点だ、一ひと月つきも耐たえることができれば、勝手に崩ほう壊かいしていくだろう」


　天幕の中がざわめきで満たされた。


「将軍閣下」と、近この衛え騎士の一人が立ち上がる。「王都とその周辺には多くの民たみが住んでおります。王都を戦場にすれば、無数の被ひ害がいが生じますぞ」


「確かに王都が戦場になれば、犠ぎ牲せいは生まれよう。だが勘かん違ちがいするな、我が軍は王都の守備を固めるだけだ。王都が戦場になるとすれば、それはすべて反乱軍のせいだろう。違うか？」


　フィリップの言わんとしていることを、ベルフェルドは即そく座ざに悟さとったようだった。


「つまり、我が軍は王都の守りを固めるのみで、こちらからは一いつ切さい討って出ないということですな？　王都が戦場になるとすれば、それはすべて反乱軍の責任になると」


「そういうことだ。私の行動は一見すれば非道な行いのようにも見えよう。王都の民を人ひと質じちに取っている──とな。だが、今後我が軍から攻こう撃げきを仕し掛かけることはない。にもかかわらず、アレスが攻撃を仕掛けてきたとしたら……さぞ面おも白しろいことになろうな。アレスは王になるためなら民衆に犠牲を出すことも厭いとわぬということになるわけだ」


　フィリップは笑った。


　居並ぶ諸将は愛あい想そ笑いの一つもできなかった。王を目指しているのはフィリップも同様のはずである。王都を争いに巻き込もうとすれば、フィリップこそ王の資格なしとされるのではないか。


「一つよろしいでしょうか」


　皆みなを代表するように言ったのは、やはり副将ベルフェルドであった。


「問題があります。もし反乱軍が王都に執しゆう着ちやくしなかった場合、どうなされるのですか？」


「分かっている。つまり、我が軍が王都の守りを固めれば、反乱軍は王都を無視して周辺の地域を制圧しにいくのでは──と懸け念ねんしているのだろう？」


「御ぎよ意いに。付け加えれば、あのジェレイドのことです、その際にフィリップ将軍こそ王都を戦火にまみれさせようとしていると主張し、逆に我らが非難されることになるやもしれませぬ」


「分かっている。そこでもう一つ手を打つ。反乱軍が王都を攻撃せざるを得ないようにしてやるのだ」


「そのようなことができるのならば最善ですが……。あるのですか、何かが？」


「簡単なことだ。明日、我が軍は王都に戻もどる。そして明後日あさつて、私はクラウディア王女殿でん下かとの婚こん姻いんの儀ぎを執り行う」


　フィリップは平然と言ってのけた。


　しかし居並ぶ諸将は平静ではいられず、天幕の中はどよめきで満たされた。


「そう驚おどろくことはなかろう？　王女殿下を娶めとった者が次期国王だということは、誰もが知っていることだ。だからこそアレスも王都を目指しているのだろうしな。それに、アレスと王女殿下がただならぬ関係にあるという噂うわさは皆も聞いたことがあろう。それゆえ、早々に結婚式を行うのだ。もちろんこの情報は反乱軍にも伝える」


「な、なるほど！」相づちを打ったのは近衛騎士アーウィンである。「そうすれば反乱軍、いやアレスとしては攻せめて来ざるを得ないというわけですな！」


「そうだ。王女殿下を無視して他の地を攻めれば、アレスはクラウディアを失う上に王家を軽かろんじているということになる。さりとて王都を攻めれば、アレスは自らの地位のためなら民の命さえ軽んじるということになるわけだ」


「素す晴ばらしい、これならばアレスも手の打ちようがありますまい！」


　アーウィンは称しよう賛さんを惜おしまなかった。そしてアーウィン以外にも、フィリップのその策に賛同する者は少なからず存在した。


　一方で、副将ベルフェルドを始め、何か言いたそうに硬かたい表情をしている者も決して少なくはなかった。しかしフィリップは、彼らに決して発言の機会を許そうとはしなかったのである。





　このときのフィリップは、少なくとも表向きはまだ指導者としての顔を崩くずすことはなかった。だが、内面ではすでに精神の平へい衡こうを失っていたのである。


　もしフィリップのことをよく知る人物──たとえば自ら進んでフィリップの情婦となったルノア辺りがいれば、フィリップの言動のどこかに狂きよう気きの片へん鱗りんを見み出いだすこともできたかもしれない。


「くくくっ……。これで舞ぶ台たいは整った。アレスよ、私はおまえには勝てなかった。だが一矢は報いてやる！　おまえが愛したクラウディアを、この手で奪ってやる！」


　その呟つぶやきが、他者の耳に入ることはなかった。




　第五章　アレスとフィリップ
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　ドルーア平野での戦いを終えた翌日。


　アレスたちは勝利に沸わき返る暇ひまもなく、戦いくさの後始末に奔ほん走そうしていた。


　何しろ全軍総出での勝利である。攻こう勢せいに次ぐ攻勢でどうにかフィリップ軍を敗退に至らせたものの、生じた死傷者は実に千人近くに上り、損そん耗もう率という点で見れば勝利したはずのアレス軍の方が高いという有様だった。


　しかもなおその上に、アレスはあるとんでもない提案を言い出していた。


「捕ほ虜りよに適切な治ち療りようを与えた上で、解放せよと仰るので？」


　フィリップ軍は敗退した。その結果、怪け我がを負って動けず、見捨てられたフィリップ軍の将兵数百人がアレス軍の捕虜となったのだが、そのすべてを最終的には解放せよとアレスは命じたのである。


「やはりおまえとしては気が進まないか？」


　アレスが問いかけると、ジェレイドは考えをまとめる時間を稼ぐためか、一度眼鏡をかけ直してから答えた。


「いえ、そうですね、策として考えれば多少の利はあるでしょう。彼らは我がアレス軍の強さを一番知っているはず。その彼らを解放すれば、アレス軍の強さと寛かん大だいさを世に示すことができます。それにフィリップとて我が軍が解放した兵士を黙だまって受け入れるとは思えません。うまくいけば疑心暗あん鬼きを誘さそい、戦わずしてフィリップ軍に打だ撃げきを与えられるかもしれません」


　滔とう々とうと利益のみを語るジェレイドに、思わず辟へき易えきする。


「……彼らは私の大事な国民だ。礼をもって接するべきと思っただけなんだがな」


「ああ、陛へい下かのお考えとしてはそれで結構です。とにかく問題はないと思います、すぐに実行しましょう」


　かくしてアレス国王軍の仕事量は格段に増え、しかも一時的に養う兵が増えた結果、兵站にも予想外の負担を与えることとなり、オリビアとメリステルの顔を青ざめさせることとなる。


　それでも王都が近いこともあってアレスが慈じ悲ひを示したことは一いつ瞬しゆんのうちに広まり、「アレスこそ次期国王に相応ふさわしい」という民衆の声を再び高めることにもなった。


　しかし、夕刻。アレス軍を優位に導くはずだった捕ほ虜りよ懐かい柔じゆう策は、フィリップによるとんでもない策により、完全に打ち消されることとなる。


　日が沈み冬の寒さがドルーア平原を支配し始めた頃ころ。情報収集の任に当たっていたベアトリスによって、その報はもたらされた。


「アレスさま、大変です！　フィリップ軍は王都に帰き還かんし、四方の門を閉とざして籠ろう城じようの構えを見せております！　しかも──信じ難がたいのですが、明日にもクラウディア王女との婚姻の儀を執とり行うとのことです！」


　その報告を受けて、アレス軍は上を下への大騒ぎになった。


「ば、馬ば鹿かな！　本当なのか!?　いきなり明日結婚式だと!?　わけが分からん、フィリップは何を考えている!?」


「冗談で言っているわけではなさそうですわ。今や王都は商人から貴族まで、蜂はちの巣をつついたような大おお騒さわぎになっていますもの」


「まさか！　クラウディアさまが、フィリップと……!?」


　今までアレスは、クラウディアのことについては意図的に考えないようにしていた。


　ベールセール王国の王になるには、先王の忘れ形見であるクラウディアとの結婚が不可欠とされている。彼女と結婚することで、先王に忠誠を誓ちかっていた人々を味方にすることができ、王国はようやく一つになるのだ。


　そしてアレスは王を目指している。本当に王になるのなら、クラウディアと結婚せざるを得ない。


　子供のときから憧あこがれていたクラウディアとの結婚。それはアレスにとって夢よりもなお現実味のない出来事だった。幸いなことに王として考えねばならないことは他にいくらでもあったため、アレスはあえてそのことについて考えないようにしていた。だが、もはやそういうわけにはいかない。今やアレスは、クラウディアのことしか考えられなくなってしまっていた。フィリップの策は完全に成功していたのである。


「ジェレイド、止めるな！　私は今から王都へ赴おもむくぞ！」


　すでにアレスは歩き出していた。あのクラウディアと、フィリップが結婚。あのクラウディアの白い肌はだに、フィリップが触ふれるというのだ。そう考えるだけで気が狂くるいそうだった。


「ガルムス、テオドリッジ。お願いします、止めてください」


　ジェレイドは冷静に言った。すかさず進み出た二人の力自じ慢まんは、どうにかアレスを押さえつけようとする。


　しかし、二人の力をもってしてもアレスは止まらなかった。二人の体を引きずるようにしてなおも進み続ける。


「か、〈風の戦いくさ乙女おとめ〉、お願いします！」


「……分かったわ」


　しまいにはミーアが黒くろ魔ま術じゆつまで行使した。ガルムスとテオドリッジの怪かい力りき、さらに真上からアレスを押しつぶさんと押し付ける強風によって、ようやくその歩みは止まったのである。


「ええい、放せ三人とも！　私は行かねばならんのだ！」


「分かってるから少しは冷静になりなさいよ！」ミーアの怒ど声せいが響ひびいた。「クラウディアのためでしょ、行くなって言うわけないじゃない！　だけど準備もしないで敵のただ中へ飛び込むなんて馬鹿のすることじゃない、違ちがう!?」


「え？　陛下が行くのは決定なんですか!?」


　呆あつ気けにとられた返答をしたのはジェレイドである。


　その微び妙みように嚙かみ合っていない会話が、アレスを冷静にさせることに成功していた。


「何よ、ジェレイド。あんただって別に行くなって言うつもりはないんでしょ？」


「え、いや、その。考えてもみてくださいよ、これは誰だれがどうみてもフィリップの罠わなです。ようはクラウディア王女を人ひと質じちにして陛下を誘い出そうということでしょう？　王都は敵の巣そう窟くつ、罠だって張り巡めぐらされてるに違いありません、そこへ飛び込んでは陛下とて無事では済みませんよ。今の陛下は文字通り陛下なのです、どうか軽挙は慎つつしんでください」


「止めるだけ無む駄だだぞ、ジェレイド」アレスを押さえつけたまま、ガルムスは言った。「クラウディアのためとあらば、我が主あるじは命すら投げ捨てるような男だ。王だからという理由で止め続ければ、しまいには王位すら投げ出すぞ」


　脅おどしには聞こえなかったらしく、ジェレイドは少しの間言葉を失ったようだった。


「イ、イザーレどの。どうか陛下をお止め頂けないでしょうか？　これが罠だということは、イザーレどのにもお分かりのはず」


　次にジェレイドが頼たよったのはアレスの師イザーレだった。アレスのことを知りつくしているこの老人なら──とすがるような目を向けるものの、残念ながら期待に応えてくれることはなかった。


「申し上げにくのですが、ジェレイドどの。私もアレスさまに賛成なのです」


「ええ、あなたもですか!?」


「はい。ここは王都に国王陛下を含む他の精せい鋭えいを送り込み、クラウディア王女殿でん下かを奪だつ還かんすべく作戦を立てるべきです。うまく事が運べばフィリップは最後の拠より所を失い、これ以上の争いを起こすことなく国内を統一できるでしょう。我が軍の補給は今や雀すずめの涙なみだ、それがたった一日ですべてが解決できる機会が巡ってきたなど、むしろ幸運というべきではないかと」


「なるほど、仰おつしやることはごもっともです。しかしフィリップは王都の門を閉ざし、てぐすねをひいて待ち構えているでしょう。その罠に飛び込んで王女殿下を奪還するなど、本当にできるんでしょうか？　何より、フィリップはあらゆる策さく謀ぼうを見み抜ぬくとんでもない諜ちよう報ほう力を持っているんですよ？」


「ジェレイドどののご懸け念ねんはごもっとも。しかし、こと明日だけならば、フィリップを必要以上に恐おそれる心配はありませぬ」


「明日だけならば大だい丈じよう夫ぶと？　どういうことですか？」


「フィリップは明日、クラウディアさまと婚こん姻いんの儀ぎを行うとのこと。単純なことです、式の最中には兵の指揮など執れますまい。その間に攻せめれば道は開けましょう」


「……そ、そういえば。なるほど、仰るとおりです」


　考えてみれば当然のことだった。フィリップがクラウディアと結婚するというのは、アレスを追い詰めることはもちろんだが、一方でフィリップの手足をも封ふうじることになるのだ。


　イザーレは続けた。


「フィリップが婚姻の儀を行うとなれば、防ぼう御ぎよの指揮を執るのは恐らくベルフェルド副将でしょう。しかし広い王都をベルフェルド副将お一人で防衛するのは無理というもの。そこでさらに陽動をしかけ、ベルフェルド副将を釘くぎ付づけにしている間に別働隊を侵しん入にゆうさせるのです」


「しかし、王都の防衛には近この衛え騎き士し団第一軍もいると聞いています。フィリップ軍の残存勢力と彼らが手を組めば、とても攻めきれないのではありませんか？」


「確かに、力攻めで落とすことは不可能でしょう。しかしながら、王都の防衛を主任務とする近衛騎士団第一軍は、三軍の中でももっとも忠誠の厚い騎士たちで構成されております。第一軍のドルクス将軍は表向きフィリップに協力しているとのことですが、その配下の近衛騎士たちが残らずフィリップに力を貸し、アレスさまの敵に回るとも思えないのです。クラウディアさまを救うためとあれば、むしろこちらに協力してくれることも考えられるかと」


「ジェレイドさま。わたくしもイザーレさまの意見に賛成です」


　そう言い添そえたのはベアトリスである。


「王都へ侵入すれば孤こ立りつ無む援えんと仰いましたが、わたくしの調べた限り、王都にはアレスさまを支持する人々も大勢おります。今王都にアレスさまが姿を現せば、彼らも協力してくれるのではないでしょうか」


「……分かりました」


　ここに至っては、さすがのジェレイドも考えを改めざるを得なかった。


「危険を重視し過ぎて意固地になっていたのは僕の方だったようです。なるほど、見込みは充じゆう分ぶんありそうです。やってみましょう」


「いいのか、ジェレイド？」


「構いません。確かに危険はありますが、うまくいけばたった一日で争いが終わるんですから。それに女の一人や二人好きにできないような男に、国王など務まりますまい。行ってください、陛下。後はなんとかします」


「すまない」


　フィリップにはパンドラが付いているということを、アレスは知っている。陽動など一番通用しない策だ。


　それでも、強行突とつ破ぱするしかなかった。たとえどんな罠があろうと知ったことではなかった。クラウディアをフィリップに奪うばわれるぐらいなら、戦って死んだ方がよほどマシというものだった。





　　　　２




　王国暦れき八十三年最後の日が始まろうとしていた。


　第十二の月三十日。王都はこの日の朝も、蜂の巣をつついたような大騒ぎだった。


　王族が結婚するだけでも大おお事ごとだというのに、それがいきなり今日行われるというのである。しかもその式典に出席する貴族の多くは、昨日まで戦場にいた。アレスを討うち取った後で婚姻の儀が行われるという予定は聞かされていたため、礼服の準備こそかろうじて出来ていたが、それでもすべてがあまりに突然過ぎたのだ。


　忙いそがしいのは貴族だけではない。式に必要とされる酒、食事、その他の道具を買い求める者、それを提供する者と、誰もがまさにてんてこ舞まいだった。


「フィリップめ、一体何を考えているのだ！　私の晴れ舞ぶ台たいだというのに、こうも唐とう突とつでは何も準備できぬではないか！」


　結婚式の準備を進めていたラオルグ高司祭もまた、フィリップに振ふり回された一人であった。しかし、相手はフィリップである。アレスに一度は敗退したとはいえ、その軍勢は未いまだ健在で権力に衰おとろえはない。とても逆らえるような相手ではなく、やむなくラオルグ高司祭もまた朝から王都を駆かけずり回ることとなった。


　もっとも、フィリップに振り回されるという意味では、最大の被ひ害がい者しやは恐らく当の本人であっただろう。すなわち、クラウディアである。





　　　　◆




　クラウディアは、表向きいつも通りの朝を迎むかえた。


　部屋で静かに目を覚まし、侍じ女じよシオーネと朝食をとる。


「クラウディアさま……」


　今日王都で何が起こるかを知っているシオーネは、何度となく心配げな視線をクラウディアに向けた。


「大丈夫だ、何も心配などいらぬ」


　ふと目をやれば、窓の外に大聖堂が見える。


　高さは五間けん（約九メートル）以上、壁かべのいたるところにドワーフが作ったステンドグラスが埋うめ込まれ、屋根の上には緑神アトラスを象かたどった彫ちよう像ぞうが飾かざられている。戴たい冠かん式をはじめ、多くの式典が行われてきたベールセール王国自じ慢まんの大聖堂だ。


　あらためて考えるとつくづく馬ば鹿からしい話だが、今日あそこで自分は結婚式を挙げることになっているという。クラウディアとしては、もうどうしていいか分からなかった。国が平和になるというのなら、身を捧ささげるのは本望である。だが、あのフィリップと結ばれることが国の平和に繫つながるとは思えないのだ。


　いっそ、今すぐ窓から身を投げてしまおうかとも思う。そうすればフィリップは最後の拠り所をなくし、そして最後の王族を守れなかったという点でその名声は失しつ墜ついする。あとは──アレスがうまく国を導いてくれるだろう。アレスはよく言えば一いち途ず、悪く言えば単純な男だが、それでも真まっ直すぐな道を歩いていくことはできるはずだ。何より、クラウディアがそう躾しつけたのだから。


　──アレス。アレス、アレス！


　だが、そのアレスという存在が、クラウディアから自殺という選せん択たく肢しを奪っていた。


　あのアレスなのだ。何度も──そう、まさに何度でも、自分が危機に陥おちいる度たび、必ず助けにきてくれた自分だけの騎士。


　今日もまた、あの朴ぼく念ねん仁じんが何か奇き跡せきを起こしてくれるのではないか。そう考えると、自殺などできなくなってしまうのだ。


　部屋の戸を叩たたく音がした。


　同時に、一ひと月つきぶりに耳にするある男の声が聞こえてくる。


「入るぞ、クラウディア」


　フィリップだった。


　もっとも、今日これから結婚式に臨のぞもうという姿には見えない。一月前と同じように漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうに身を包み、腰こしにはまがまがしい剣けんをさげている。


「久しいな、フィリップ。聞いたぞ、一昨日おとといはまんまとアレスに敗れたそうではないか」


「黙だまれ。今日はおまえの戯たわ言ごとに付き合っている暇ひまはない」


　クラウディアの挑ちよう発はつを、フィリップは一言で切り捨てた。


「話は聞いているな？　今日、おまえとの婚姻の儀を執とり行う。付いてこい」


「…………」


　クラウディアは言葉に詰まった。


　にわかに承しよう諾だくできるような話ではない。しかし、もしその提案を断われば、フィリップがどのような行動に出るかも容易に予想できたのだ。


「面めん倒どうだ、一度だけしか訊きかぬぞ」


　フィリップはまさにクラウディアが懸念した通りの行動に出た。


　剣を抜ぬき、その切っ先をシオーネに向けたのである。


「私に大人しく従うか、それとも手始めにその侍女を失うかだ。躊ちゆう躇ちよは許さぬ、今すぐ決めろ」


　フィリップは本気だった。それどころか、どこか狂きよう気きじみているようにも見える。


　逆らえなかった。ここで少しでも返事を渋しぶったが最後、確実にフィリップはシオーネを殺すだろう。それどころか、王城中の侍女を集めて片かたっ端ぱしから斬ざん殺さつしていくぐらいのことはするに違ちがいない。


「分かった、従おう」


「クラウディアさま!?　どうかわたしなどに構わないでください！」


「案ずるな、シオーネ。わたしは大丈夫だ」


「で、ですが──」


　二人がそれ以上会話することも、フィリップは許さなかった。


「早くしろ。今日は結婚式なのだ、やるべきことはいくらでもあるのだぞ」


　強ごう引いんにシオーネから引き離はなされ、部屋の外に連れ出される。


「触さわるな、一人で歩ける！」


「ふん、そうか。大人しく付いてくるならそれでよい」


　二人は、静かに廊ろう下かを進んだ。


「楽しみだろう、クラウディア。間もなく、私とおまえは夫婦となるのだぞ」


「そうおまえの思い通りに行くとは思えぬがな。心しておけ、今のおまえは明らかに追い詰つめられた獣けものだ。何をするか分からぬ、だから誰だれもが従っているが、それは表向きのこと。いつかどこかで手痛いしっぺ返しを喰くらうだろう」


「くっくっく、知ったことか。婚こん姻いんの儀ぎが終わるまで私に従っておればそれでよいのだ。いや、式が終わるまで待つのも面倒だ、いっそこの場でおまえの処女を奪い、夫ふう婦ふとなってやろうか。果たしてアレスは、私によって穢けがされたおまえにも今までのように接してくれるのかな？」


　唇くちびるをかみ締しめてクラウディアは悔くやしさと恐きよう怖ふとを堪こらえた。フィリップの妻となる。それは想像するだけでも最悪の未来だった。だが、ここで少しでも怯ひるむところをみせれば、フィリップを喜ばせるだけなのだ。


「そんなことをされるぐらいなら、わたしは今すぐ舌を嚙かみ切って死んでやる」


「はっはっは、そう言うと思っておったわ。恐おそらくおまえならそうするだろうな。だからこそ大々的に婚姻の儀を執り行うことにしたのだ。賭かけをしよう、クラウディアよ。いつぞやのカルレーンの反乱のときのように、アレスは助けに来るかな？　もし間に合わなければ、私とおまえは神宮が認めた夫婦となる。たとえ体は奪えずとも、おまえの最初の夫は私として記録に残されるのだ」


「……いいだろう。その賭け、のってやる。わたしの騎き士しを……アレスを、みくびらない方がいい」


「ふん、よく言った。その態度がいつまでもつか、楽しみでならぬわ」





　　　　◆




　一方そのころ。


　アレスは天幕の中で、一人出しゆつ立たつの準備を整えていた。


　作戦はすでにできている。まずジェレイドが全軍を率いて王都の北門へ接近する。そして敵をひきつけている間に、ベアトリスの手引きで王都へ潜せん入にゆう、クラウディアを助け出すという算段だった。


　しかし、敵の巣そう窟くつへ飛び込むことには大きな危険が伴ともなう。そして王たるアレスが死ねば、ここまでの労苦も犠ぎ牲せいもすべて無む駄だになってしまうのだ。かといって、少しでも躊躇すればクラウディアはフィリップのものとなる。


「…………」


　考えることはあまりに多すぎた。そのせいか、昨晩はほとんど眠ねむれなかった。


「ええい、くそ」


　肉体的、精神的疲ひ労ろうのためか、手が震ふるえる。甲冑がまともに着用できなかった。こんなことは十八年の人生で初めてである。


「まったく、何やってんだよ」


　と、そのとき。不意に差し出された手によって、甲冑が支えられた。


「レオン!?」


　これまで従者らしいことはまったくしてくれなかったレオンが、甲冑の着付けを手伝おうとしていた。


「珍めずらしいこともあるものだな、おまえが手を貸してくれるなど」


「う、うるさいな。一応は従者なんだから、一度ぐらい従者っぽいことをしてもいいだろ」


「ああ、助かる」


　しばらく、甲冑のカチャカチャという金属音だけが天幕の中を支配した。


「今日ですべての戦いが終わるかもって話なんだろ？」


「ああ」


「わ、分かってると思うけど、負けるなよ。こんなところであんたに負けられたら、あんたの従者になった意味がないからな」


「ああ。分かってる」


　もともと二人とも不器用で話も上手とは言えない。それ以上の話はなかった。だがこれもレオンなりの気き遣づかいなのだろうと、アレスはなんとなく察した。


　いつの間にか、手の震えがなくなっていた。


「陛下、よろしいですか？　少し二人で話がしたいんですが」


　と、入ってきたのはジェレイドだった。


「二人で、か？」


　ジェレイドはレオンを追い払はらえと言っているのだ。少しだけ抵てい抗こうがあった。


「ええ、二人で。後でも結構ですが」


「いや、もう終わったよ。じゃ、俺は行くから」


　やはり気を遣つかったのか、レオンはそそくさと天幕を出て行った。


「どうした、あらたまって。今日やることはお互たがいすでに分かってるはずだろう」


「いえね。僕の予感なんですが……多分、あなたと二人きりで内密に話ができる機会は、下手するとこれが最後になるのではないかと思い至りまして」


「縁えん起ぎでもないことを言うな、ジェレイド」


「そういう意味じゃありません。だってほら、あなたは王になったらすぐにも……」


「……そうか、そうだったな」


　かつてジェレイドと交かわした約束を思い出す。


「だが、そう心配せずとも、いきなり姿を消したりはしないぞ？」


「だとしても、いい機会です。せっかくですから申し上げておきますよ。アレス国王陛下。実を言いますとね、僕はあなたに感謝しているんです」


「なんだ、藪やぶから棒に」


「まあ言わせてくださいよ。以前にも申し上げましたが、僕は自分を支持してくれる者のみを庇ひ護ごし、それ以外のすべてを切り捨てるつもりでした。それは割り切ってしまえば実に楽な道でしてね。もしあなたが僕の前に現れなければ、フィリップに抵抗すべく僕はあらゆる手段を行使して抵抗し、そして無数の犠ぎ牲せい者を出していたことでしょう」


「…………」


　口を挟はさむことではないのだろう。アレスは黙って次の言葉を待った。


「僕はそれでもいいと思ってました。血を流さずに成し遂とげられる理想なんて存在しません。卑ひ怯きよう者、殺さつ人じん鬼き、いかなる言葉でなじられようと構うものかと、そう思ってました。ですが、もしその道を突つき進んでいれば、僕の部下たちもまた巻き添ぞえとなって煉れん獄ごくに落とされていたでしょう。部下たちに僕と同じ悪夢を見せずに済んだこと、ただその一点において僕はあなたに感謝したいのです」


「気にするな、お互い様だ。私とて、おまえの助けがなければここまで来ることはできなかっただろうし」


「……本当に謙けん虚きよなことです。あなたが王になれば、きっと多くのことは片付きますよ」


　ジェレイドはアレスから顔を逸そらし、眼鏡をかけ直した。


「さて、では予定通り全軍に出しゆつ撃げきを命じます。次に会うときは王都──いえ、王城で」


「ああ」


　ジェレイドが天幕を出て行こうとする。


「……ジェレイド」


　なんとなく、アレスは呼び止めていた。


「何でしょう？」


「この国を、頼たのむぞ」


「頼まれましょう。陛下こそ、後は頼みます」


　今度こそジェレイドは出て行った。


　アレスも充じゆう分ぶんな時間をかけて最後の身み支じ度たくを整えてから、天幕を出る。


「ねえ、ちょっといい？」


　話しかけてきたのは、ミーアだった。


「どうした、ミーア？」


「聞き捨てならない話を聞いちゃったから。ねえ、ジェレイドが言ってたじゃない、どういうこと？　これが最後の機会になるかもしれないって」


「盗ぬすみ聞きとは感心しないな」


「盗み聞きされて困るような会話する方が悪いのよ。答えて、どういうことなの？」


　アレスは迷わなかった。それはある意味で国家機密であったが、ミーアには聞く権利がある。


「まあ、折があればおまえにも話そうと思ってたことだ。私は王になったら、まずやろうとしていることがあるんだ──」


　……アレスからすべてを聞いたミーアは、一いつ瞬しゆんキョトンとした。


　だが、すぐに腹を抱かかえて笑いだす。


「あっはっはっはっは！　なによ、あんたそんなこと考えてたの!?」


　その反応はアレスも予想できず、少しだけ口を尖とがらせる。


「そんなに笑わずともいいだろう。私なりに考えた結論なんだぞ」


「ごめんごめん、別に馬ば鹿かにしてるわけじゃないのよ。それどころか感心してるのよ、あんたらしいなって。ま、あんたがそうする分にはあたしも賛成だけど……一応聞いとくわよ？　それ、あたしも付いて行っていいのよね？」
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「おまえが付いてきてくれるのか？　それは心強いが……いいのか？」


　なぜかミーアは機嫌を損ねたかのように目を細めた。


「……その反応、おかしくない？　心強いって何よ心強いって」


「え？　何かおかしいか？」


　ミーアはため息を吐ついた。


「ま、いいわ、今日だけは大目に見てあげる。とにかく決着をつけるのはクラウディアを助け出してからって話だったし」


「あ、ああ。そうだな、すべてはそれからだ」


　実のところミーアがどんな答えを求めているのかを、多少なりともアレスは悟さとっていた。


　ミーアは戦友であり、誰よりも心強い仲間である。そして同時に女でもあるのだ。


　だが、今はクラウディアのこと以外考えたくなく、アレスはあえて返答を誤ご魔ま化かしたのである。





　かくして、アレス軍は王都へ向かって進撃を開始した。


　といっても、先日の決戦の疲労もまだほとんど癒いえておらず、動員できた兵力は三千ほどである。


　何より、その軍勢には生きた旗印といっても過言ではないアレスがいなかったのである。
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　それから一いつ時とき後。


　遮さえぎるものもなく、アレス国王軍は王都ヴァンフィールの北門へと到とう達たつしようとしていた。


　王都は城じよう壁へきに囲まれた城じよう砦さい都市であるが、年々増え続ける人口のため、過去幾いく度ども城壁が増築されてきた。それでも追いつかず、今やその居住区は城壁の外にまでおよんでいる。


　しかし、今や北門周辺の居住区に、人の気配はなかった。軍隊がやってくる、戦争が始まるという噂うわさが広まっているためだった。


「僕たちの目的は争いではありません、無用な攻こう撃げき、略りやく奪だつ行こう為いは固かたく禁止します。破ったら死し刑けいです」


　ジェレイドのその命令が徹てつ底ていされていたため、アレス軍は静かに行進を続け、やがて王都の北門へと到達した。


　王国北部で収しゆう穫かくされた農作物、他国からの輸入物などはすべてこの北門を通って王都へ運び入れられることとなる。それゆえ北門はもっとも人の往来が盛んで、最も巨きよ大だいでもあった。


　しかし今日、その城門は固く閉じられていた。重じゆう厚こう長大なその門は、とても力ずくで開けさせることはできそうにない。しかも城壁上には、守備兵がびっしりと待機しており、命令一つで矢の雨でも石の雨でも降らせられる状態にあった。正面から突とつ破ぱするとなれば一万や二万の兵でも足りないだろう。


　もっとも、ジェレイドに強きよう襲しゆうの意図はない。目的はただ一つ、陽動である。


　まずジェレイドは、城壁から矢の届かない位置に兵を整列させた。次にやることは一つ、説得である。


　幸い、アレス軍には面おも白しろい人材が密ひそかにやってきてくれている。


「それでは……お願いします、聖女エレナさま」


「分かったわ」


　アレスの義妹いもうと、聖女エレナ。


　トゥールスレン城じよう砦さいで名を馳はせていた彼女は、義あ兄にのためにと密かにアレス軍に合流していた。


　武力闘とう争そうならばエレナに加担する意思はなかったが、話し合いで義兄の助けになるならと、今回説得役を引き受けたのである。


　エレナは一人城門の前に進み出た。


「わたしの名はエレナ。王都を守る兵士たち、それから王都のみんな！　話があるの、聞いて！」


　エレナは、義兄に劣おとらぬ大きな声で語り始めた。


　もしジェレイドが一人で説得などしようものなら、容よう赦しやなく矢が射い掛かけられたことだろう。しかし、神官、それも女性がたった一人でやってきたとなると、さすがに攻撃は躊躇ためらわれるようだった。


　エレナは説得を始めた。無む闇やみに人を傷つけるフィリップに支配者の資格はない。そして今、フィリップは一人の女の意思を無視して婚こん姻いんの儀ぎを執とり行おうとしている。これは緑神アトラスの教えに逆らうものであり、許されるべきことではない。もし心あるならば、今すぐ門を開き、アレスに協力すべき──と。


　正直なところ、説得がうまくいこうがいくまいがジェレイドたちには関係なかった。とにかく兵力を見せ付け注意を引きつけておく。敵味方を問わず一ひと滴しずくの血さえも流れなければ、それで充分だった。
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　アレスたちは、旅人に偽ぎ装そうして大きく迂う回かいし、王都の南門へと向かっていた。


　同行人は、この任務のために選よりすぐられたアレス軍の精兵たちである。ガルムス、レオン、それにテオドリッジ、リーエンノール、ミーア、ルーク、そしてベアトリスだ。


「門をすべて閉とざしては王都どころか王国そのものの経済が狂くるいます。それゆえ南門だけはまだ多少出入りが許されていると聞きました。侵しん入にゆうするならば、そこをおいて他ほかにありません」


　そう提案したのはベアトリスである。


　彼女の情報は正しく、南門の一つではまだ通行が許可されていた。ただし、兵士たちの警備はもちろん厚く、人の往来も厳しく制限されているようだった。旅人などは入ることもできず、一部の商人の通行が許されているだけであった。


「言ってはなんだが、罠わなだろう、これは」


　随一の武人であるテオドリッジはそう断言した。


「フィリップがその気ならば門を開けておく必要などない。結婚式とやらが終わるまですべての門を閉ざしておくはずだ。あそこへ入れば最後、四方八方から襲おそわれることになるぞ」


「わたくしも同感です。ですが、他に道はありません。どこか警備の手て薄うすな城壁を見つけて乗り越こえるという手もありますが……」


「いや、強行突破しよう。時間が惜おしい」


　アレスは即そく断だんした。


　パンドラによって自分たちの企たくらみはほとんどがフィリップに露ろ見けんしていると見るべきだった。となれば、唯ゆい一いつの対応策はフィリップの対処できる速度を超えて行動することだけである。婚姻の儀がいつ始まるかも分からない以上、今から警備の薄うすい城壁を探すだけの時間的余よ裕ゆうはなかった。


「ガルムス、テオドリッジ、付いてこい。まず我らが門の前で騒そう動どうを起こす。その隙すきに残りの者は中に入ってくれ」


「どうするのだ？」と、ガルムス。「恐おそらくわしらが王都に入ったところで奴やつらは門を閉め、包囲しようとするだろうよ。それが一番確実だからな」


「ああ、私も同感だ。そのときはミーアたちが外から援えん護ごしてくれ。どうにか包囲を切り抜ぬけて王都へもぐりこみ、そのまま城を目指すぞ。とはいえ、全員一いつ緒しよにいてはすぐにフィリップ軍に見つかるだろう。とにかく王都へ忍しのび込んだら、あとはそれぞれ独自の判断で王城を目指して欲しい」


「それはいいけど、なんで僕が援護の側なんだ！　僕はおまえの従者だぞ、一緒に連れて行けよ！」


　異議を唱えたのはレオンであった。


　従者に主あるじの傍そばから離はなれろと命ずるのは心苦しい。だが、レオンの実力を考えればそれはできなかった。


「まあ待て、レオン。俺たちにだってやるべきことがあるんだ」


　そうとりなしたのはルークである。ルークはレオンの傍に近づいて何事か囁ささやいた。


「……なるほど、それは面おも白しろい。分かった、そういうことなら僕も援護の方に回ろう」


　よほど何か面白い提案だったらしい。レオンはあっさりと意見を変えた。


　何を企んでいるかは分からなかったが、とにかく納なつ得とくしてくれればアレスとしてもそれでよかった。馬を下り、旅人に偽装したまま門に並ぶ列に加わる。


　やがてアレスたちの順番が来ると、門の警備を務めていた騎き士しがやってくる。


「次！　おまえたちも旅人か？　今日は許可証を持った者以外入れぬ、宿を探しているなら外で探すがよい」


「いや、すまんが我らはどうしても王城に行かねばならぬ用がある。通してもらうぞ」


「な、なんだと!?　逆らう気か、引ひっ捕とらえるぞ！」


　アレスの胸むなぐらを摑つかもうとした騎士だったが、突然その体が持ち上がり、ひょいと放ほうり投げられる。


　テオドリッジの仕し業わざだった。


「き、貴様ら！」


「何のつもりだ!?　今日騒さわぎを起こせば、ただではすまんぞ！」


　たちまちばらばらと兵士たちが集まってくる。


「すまない。時間がないんだ、通してもらうぞ！」


　ここでアレスは旅装しよう束ぞくを脱ぬぎ捨てた。白銀の甲かつ冑ちゆうが露あらわになる。


「ああ!?　ま、まさかおまえは！」


「我が名はアレス！　おまえたちの王だ！　道を開けてもらうぞ！」


　たちまち乱戦が始まった。


　門の前に集まっていた人々が悲鳴をあげ、逃にげ回る。アレスが現れたぞ、引っ捕らえよと、次々兵士たちが飛びかかってくる。


　アレスとガルムス、テオドリッジの三人は、ひとかたまりとなって襲い来る兵士たちを次々投げ飛ばしていった。


「突破するぞ！」


　そして隙を突ついて門の中へ飛び込む。


　だが、そこでアレスたちを待っていたのは予想通りの光景だった。


　隊列を組んで待ち構えていた弓兵と槍やり兵の集団である。


　さらにそのとき、これもまた予想通り、アレスたちの背後で門が閉じられたのである。


「おい！　この展開はともかく、いささか数が多すぎるぞ！」


　ガルムスの声に緊きん迫ぱく感が混じった。左右および前方の三方向を包囲している敵の数は、ざっと数百、あるいは千にも届くかもしれない。しかもそれがきっちりと隊列を組んでいるのだ。


　三方向だけではない。背後の城壁上にも兵士がびっしりと並び、矢の切っ先を向けている。


「まずいぞアレス。弓矢の類たぐいは〈風の戦いくさ乙女おとめ〉がどうにかするだろうが、あの戦列を突破するのは骨が折れそうだ」


　珍めずらしくテオドリッジまで慎しん重ちような意見を口にする。


「どのみち、突破する以外に道はない。リーエンノールたちの援護に期待しよう」


「分かった、腹をくくるとしよう」


　テオドリッジとガルムスは、それぞれ戦せん斧ぷを構え直し、いつでも突とつ撃げきできる体勢を取った。


「抵てい抗こうはそこまでにして頂こう、反逆者アレス！」


　兵士たちの指揮官だろう、一人の騎士が進み出た。赤い甲冑を着ている。近この衛え騎士だ。


「我が名は近衛騎士アーウィン！　フィリップ将軍はおまえたちが来ることなど見通しておいでだ！　降こう伏ふくするならばよし、さもなくばこの場で死んでもらうぞ！」


「降伏などするわけがない！　時間が惜しいのだ、かかってくるのならさっさとしろ！」


　この状じよう況きようでもまったく怯ひるもうともしないアレスに、アーウィンと名乗った騎士は面食らったようだった。


「よろしい、さすがは彼かのファノヴァールの騎士だ。では望みどおりにしてやる！　弓兵構え……放て！」


　前後左右から一いつ斉せいに矢が放たれた。


　だが、その矢はアレスたちを貫つらぬくことなく、いとも簡単に吹ふき散らされる。


　アーウィンと名乗った近衛騎士の顔色が変わった。


「〈風の戦乙女〉も潜ひそんでいるのか!?　ええい──ぐっ!?」


　と、そのときだった。騎士がうめき声を上げてうずくまった。


　飛んできた石が命中したのだ。投げたのはもちろんアレスたちではない。


「だ、誰だれだ!?」


　騎士は後ろを振ふり返った。そこにいるのは、事の成り行きを見守っていた多くの民衆たちである。


　彼らの間から声が上がった。


「アレスさまこそ真の王だ！　フィリップの犬どもにこれ以上でかい顔をさせるな！」


「アレスさまがご帰き還かんなされたぞ！　妖よう魔まに怯おびえる日はもう終わりだ！」


　聞き覚えのある声だった。レオンとルークである。


「ふん、そうか。あやつらの仕業か」


　ガルムスが鼻で笑った。


　その場にいた民衆すべてがフィリップを嫌きらっていたわけではない。だが、中にはフィリップによって直接的・間接的に害を被こうむった者も大勢いた。


　そして彼らは、まんまとレオンとルークに扇せん動どうされたのである。


　民衆から次々フィリップを罵倒する声が上がり、アーウィンたちに向かって一斉に物が投じられた。石、木の棒、はては野菜の類まで。


「くっ！　やめぬか貴様ら！」


　こうなるとアーウィンたちも攻こう撃げきどころではない。兵士たちも自分の身を守るのが精せい一いつ杯ぱいという有様である。


「今だ、行くぞ！」


　待ち望んでいた攻せめの好機である。すかさずアレスたちは包囲網もうの一角を目指して突き進んだ。


「に、逃がすな！　捕らえよ、これほどの罠を用意して逃げられたとあっては末代までの恥はじだぞ！」


　アーウィンの命令が飛ぶ。兵士たちも必死なのだろう、民衆たちの攻撃をかわしつつ必死にアレスたちを追い詰つめようとする。


　しかし、彼らが相手をしようとしているのはアレス国王軍最強の三人なのだ。この状況でバラバラに攻撃しても敵かなうはずもなく、次々蹴け散ちらされていく。


　それでもフィリップの用意は周しゆう到とうだったらしく、次から次へと増ぞう援えんが現れ、アレスたちを足止めしようとした。


「アレス、こっちだ！」


　道を示したのはリーエンノールだった。兵士たちの後ろから素す早ばやく何本もの矢を放ち、包囲網の一角を崩くずす。すかさずアレスたちはその穴を駆かけ抜け、そのまま狭せまい路地裏に逃げ込んだ。


「先に行け。ここは俺が食い止める」


　テオドリッジがアレスたちの後ろに立ち塞ふさがった。


「足止めするというのか!?　危険だぞ！」


「なに、この狭い道なら包囲されることもない。雑兵の百や二百、簡単に片付けてやる」


「任せるべきだ、我が主あるじよ」と、ガルムスも同意する。「今は時間がないのだろう？　それに、おぬしが逃げたことが分かれば、奴らもテオドリッジ一人にいつまでもこだわらんだろうよ」


「……分かった。後で必ず会おう、テオドリッジ」


「ああ」


　こうしてアレスたちはテオドリッジを残して路地裏を進んだ。


「ミーアたちとは合流できそうにないな」


　先頭を行くリーエンノールがぽつりと言った。


「仕方ない、むしろ私といない方がミーアたちにとっては安全だろう。きっとまた後で会えるはずだ」
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　その頃ミーアは、アレスを追いかけるのを一時的に断念していた。


　フィリップに牙きばを剝むき始めた民衆を援護するためである。


　彼らの武器と言えば木の棒や石ころのみで、かたやフィリップ軍の兵士たちは鎧よろいや弓矢で完全武装している。もし彼らを放っておけば大きな被ひ害がいが出るだろう。そうなれば、せっかく起こった反はん抗こうの兆きざしも消えてしまう。


　──みんなを守れてフィリップ軍を足止めできれば、一石二鳥でしょ！


　ミーアは群衆、あるいは家屋に紛まぎれこみ、陰かげから風の精せい霊れいを行使し続けた。


　かくして、フィリップ軍が群衆に向かって放った矢は不自然に吹き散らされることとなり、またその軍列も何度も吹き飛ばされる。


　フィリップ軍恐れるに足らず──次し第だいにそう思い込み始めた群衆の勢いは一気に増し、王都南門で起こった混乱はさらに広がっていった。


「これだけあたしが身を張ってんのよ！　アレス、これでクラウディアを奪だつ還かんできなかったらぶん殴なぐってやるから！」





　　　　４




　王都の南なん端たんで始まったその騒ぎは、あっという間に大きくなっていった。


　アレスが王都へ入った、いけ好かないフィリップを追い出すなら今だ──と、時間の経過と共に多くの民衆が起たち上がり、フィリップの兵と小こ競ぜり合いを始める。


　アレスにとっては好都合な状況だったが、にもかかわらずなかなか王城にたどり着けないでいた。


　道に迷ったためである。


「馬ば鹿かな、私が王都で迷うなど……」


　アレスは王都に住んでいたこともある。多少の土地勘かんはあるつもりだった。しかし王都の隅すみ々ずみまで熟知しているというわけではなく、視界の利きかない路地裏に入ってしまった結果、方向感覚を失ってしまったのである。しかも、フィリップの兵士たちを見かければその度たびに進路を変えなければならないことが、状況を悪化させていた。


　だが、このときばかりは運はアレスに味方した。あるいはそれは、アレスの過去の善行が返ってきたというべきかもしれない。


「あの、ひょっとしてアレスさまでは!?」


　路地裏で遭そう遇ぐうした一人の女性が、アレスたちをそう呼び止めたのである。


　年ねん齢れいは若い。アレスと同じぐらいだろう。


「確かに私はアレスだが……」


　否定する理由を思いつかず、頷うなずいてしまう。


「ちょっとノルト！　いたわ、アレスさまよ！」


　女が呼び出したのは、やはり同世代の男である。


「ああ、そのお姿、間ま違ちがいない！」


「な、なんだ？　私に何か用か？」


「はい！　アレスさまがご帰還なされたと聞き、探しておりました！　俺の名はノルトと言います、こちらは妻のスージー。覚えておられないでしょうが、私どもは子供のころアレスさまにご恩を受けたことがあるのです」


「そ、そうなのか？」


　昔から人助けばかりしてきたアレスである。名を聞いても思い出せなかった。


「今こそあのときのご恩に報むくいさせてください。さ、どうぞこちらへ。王城へ向かっているのでしょう？　ご案内いたします！」


　アレスにとっては天の助けである。しかし、


「信じるのか、アレス」


　リーエンノールがアレスに耳打ちした。


　疑うのは当然だった。フィリップのことだ、自分の首に賞金を懸かけるぐらいのことはしているかもしれない。彼らは城へ案内すると言っておきながら、敵兵のど真ん中へ連れ込むつもりかもしれないのだ。


　それでも、アレスは信じることを選んだ。


「頼たのむ、どうか王城まで連れて行ってくれ」


　フィリップとて民衆すべてを警けい戒かいできているわけではないだろう。もしこれが民衆が自発的に考えた末に起こした行動であるならば、パンドラの力をもってしても妨害できるものではない。乗ってみる価値は充じゆう分ぶんにあった。





　果たして、アレスの選せん択たくは正しかった。


　王都ヴァンフィールは、その規模が大きくなる度に幾いく度ども城じよう壁へきを増改築してきたという歴史がある。街は城壁によって何層にも分かれ、そのもっとも内側に王城と貴族の住む区域がある。ノルトとスージーという夫ふう婦ふは、人目のつかない路地裏を通ってアレスたちをその中央区へと続く門まで案内してくれたのだった。


「私どもがご案内できるのはここまでです」と、ノルトは言った。「この先は貴族街、私たちには近づくこともできません」


「いや、ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶだ。礼をいう、ノルト。この恩には必ずや後日報いよう」


「とんでもありません。私どもはアレスさまにすでに多大なるご恩を頂きました。どうかどうか良き王になってください。そして腹を空すかせた子供を一人でも減らしてください」


「約束しよう。では」


　とにかく今は時間が惜おしい。アレスたちは路地裏から飛び出した。


「どうするのだ、これから！」


　背中ごしにガルムスが問いかける。


「ここから先の地理なら私にも分かる、王城まで強行突とつ破ぱするぞ！」


　王都はすでに大おお騒さわぎとなっている。そのせいか、貴族街へ通じる門は、当然のように閉められていた。しかし、結けつ婚こん式に駆けつける商人や貴族のためか、人一人が通れる通用門だけはまだ開いていた。


　アレスたち三人は疾しつ風ぷうのようにその通用門に迫せまった。もちろん門番たちに発見されるが、足を止める道理はない。


　矢が射い掛かけられ、通用門が閉じられようとした。


　しかし攻撃はすべてアレスとガルムスに阻はばまれ、門を閉じようとした兵士はリーエンノールの放った矢によって射い貫ぬかれた。


　そしてその隙すきに、三人はまんまと門を突破したのである。





　　　　５




　女の夢の一つといえば、綺き麗れいな花はな嫁よめ衣い装しようを着て愛する男と一つになることが挙げられるかもしれない。


　クラウディアは、まさにその花嫁衣装に身を包んでいた。


　派手な宝石などで飾かざり立てられているわけではない。ただふんだんに絹とヴェールが用いられた、小こ柄がらなクラウディアのあどけなさと誠実さとを引き立てるような衣装だった。


「似合っておりますわ、王女殿でん下か」


　その着付けを手伝ったのは、ルノアという貴族の子女であった。


　クラウディアもその人物のことは多少知っていた。進んでフィリップの情婦になったという経けい緯いのことも。


　だからこそクラウディアには不思議でならなかった。


「ルノア、と言ったな」


「まあ。光栄ですわ、王女殿下に名を覚えて頂けていたなんて」


「おまえのことは多少知っている。良いのか、わたしはおまえが愛しているフィリップの妻になろうとしているのだぞ」


　ルノアは表情一つ変えなかった。


「構いませんわ。結婚など、所しよ詮せんは形だけのことですもの。一国の王に愛あい妾しようがいるのは当然のことですし、何よりもフィリップさまの野望を実現するのに必要なことなのですから」


「……良いのか、それで。フィリップはアレスに敗北し、追い詰つめられたように突然婚こん姻いんの儀ぎを執とり行おうとしている。そのような行動を続ければ、人心は離はなれていく一方だろう。もしおまえがフィリップを愛しているのなら、その行動を掣せい肘ちゆうし、正道へ戻もどしてやるべきではないのか」


　ルノアは初めて表情を変えた。


　まるで氷のように冷たく感情のなくなった顔をクラウディアに向ける。


「わたくしは、身も心もすべてフィリップさまに捧ささげたのです。何があろうと最後までフィリップさまを信じ続けるだけですわ。クラウディアさまとてアレスという男を信じていらっしゃるのでしょう？　同じことではありませんか」


「…………」


　なるほど彼女はフィリップの愛妾に相応ふさわしいようだった。


「似合っているではないか、我が花嫁よ」


　と、部屋に入ってきたのはフィリップだった。


　新婦の着付けの場に新しん郎ろうがやってくるなど礼を失しているにもほどがある。しかしクラウディアとしては文句を言う気にもなれなかった。フィリップを夫と認めたことはないし、これから行われるのが自分の結婚式だという意識もなかったためである。


「三文芝しば居いの衣装としてはいささか金を掛けすぎではないのか？」


　皮肉を込めてそう言ってやる。


「芝居と言ったか。なるほどおまえにとってはそうなのだろうな。だが、おまえがどう考えようと関係ない。ただおまえの最初の夫はこの私として記録に残されるのだ。どうだ、愉ゆ快かいな未来だろう？」


　フィリップは愉快そうに肩かたを震ふるわせ、ルノアも表情を変えることなくその様子を見守っている。


　その二人の様子があまりに不気味で、クラウディアは背筋が冷たくなる思いだった。


「フィリップ、おまえはどうしてしまったのだ？　こうも突然婚姻の儀など執り行えば、誰だれでもこう考えるだけだぞ。フィリップ将軍はアレスに負けて気がふれたのだと」


「それがどうしたというのだ。人の心の中までは誰にも読めぬ。私の気がふれたなどと、誰に証明ができる？　私は正気だ、でなければこんなことができるものか」


　フィリップはクラウディアの腕うでを摑つかんだ。


「さあ、大聖堂に行くぞ。すでに司祭も貴族どもも、我らの到とう着ちやくを待ちかねておるわ」





　　　　◆




　アレスたちは貴族街を駆かけ抜ぬけた。


　このあたりの地理はアレスにも分かる。しかも、さすがに貴族の住むこの区域で激しい戦せん闘とうをするわけにはいかないのか、あるいは貴族街の外で起こっている争乱鎮座のためか、警備の兵は少なかった。


　アレスたちは多少の小競り合いをしつつもそのまま王城へと飛び込んだ。それも正面から堂々と。王城の警備までもが、思ったよりも少なかったことが幸いした。


　それでも城内は敵の巣そう窟くつである。あちこちから兵が飛び出しアレスたちの前に立ち塞ふさがる。


「このままクラウディアさまの部屋へ行くぞ！」


　それでも、勝手知ったる城の中である。三人は三さん位み一体となって城内を進んだ。通路を突つき進み、階段を駆け上がり、騎き士しを蹴散らしながら。


　そしてついに、目的地であるクラウディアの部屋へと飛び込んだのである。


「クラウディアさま!?」


　しかし、そこに王女の姿はなかった。


「ああ、アレスさま！」


　代わりにいたのは、侍じ女じよシオーネである。


「よくぞここまで……！　さすがはアレスさま！」


　よほど不安だったのか、泣きそうなまでに声を震わせ、シオーネはアレスの胸に飛び込んだ。


「遅おくれてすまない。それより、クラウディアさまはいずこに!?」


「フィリップが連れて行きました、あそこに！」


　シオーネは窓の外を指差した。


「大聖堂か……！」


　迂う闊かつだった。なるほど婚姻の儀をやるというのなら大聖堂を使うに決まっている。


　見れば、大聖堂の周囲は大勢の騎士で完全に固められていた。王城へすんなり入れたのも、城内の抵てい抗こうが小さかったのもそのせいだろう。


「アレス、どうする！　敵が来たぞ！」


　部屋の入り口で外の様子をうかがっていたガルムスが叫さけんだ。


　扉とびらの外から騎士たちの会話が聞こえてくる。


「アレスたちはこの中だ！　ここは私が見張っている、おまえたちは城中の兵士を呼んでこい！　相手はアレスだ、できるだけ多くかき集めろ！」


「は！　しかしお一人で大丈夫ですか!?」


「どうせ奴やつらに逃にげ場はない、とにかく早く応おう援えんを連れてこい！」


「まずいな、どうする？」とリーエンノール。「今なら相手は少ない、打って出るなら今しかないぞ」


　だが、そのとき思いもよらぬ声をかけられることとなる。


「アレスさま！　今のうちです、どうか大聖堂へお急ぎください！」


　その台詞せりふは、扉の外にいる敵兵が口にしたものだった。


　思わず問い返す。


「どういうことだ？　私はおまえの敵だろう？」


「私は近この衛え騎士ブランリーと申します。フィリップ将軍が王女殿下をこの私室へと閉じ込め、国政を我が物のように扱あつかってきたことを、ずっと苦々しく思っておりました。しかしフィリップに敵対する者はことごとく捕とらえられました。私はクラウディアさまをお守りするために、フィリップの味方になったフリをしなければならなかったのです。しかしそれもここまで。ここは私が時間を稼かせぎます、今のうちに早く大聖堂へ！」


「信じてよいと思います」


　アレスたちの戸と惑まどいを断たち切るように、シオーネが言い添そえた。


「ブランリーさまは忠実なお方として知られています。フィリップの監かん視し下にありながらも、決してクラウディアさまの害となるようなことはなさらなかった方です」


「分かった、信じよう。ガルムス、扉を開けよ」


　扉が開けられると、ブランリーと名乗った騎士は部屋の前でうやうやしく膝ひざを突いた。


「信しん頼らいして頂き誠まことに恐きよう縮しゆくの極きわみ。早くお逃げください、他の兵士たちは私がなんとかいたします」


「そうか、助かる」


　部屋を出ようとしたアレスだったが、もう一度大聖堂の方を窺うかがい、考えをあらためた。


　大聖堂の周囲は完全に騎士で固められているのだ。正面から侵しん入にゆうするのは難しいだろう。


「アレスさま、お早く！」


「いや、駄だ目めだ。この人数であの警備は突破できない。それより頼たのみがある。長いロープを持ってきて欲しい」


「は？　ロープ……ですか？」


「そうだ、急いでくれ！」


　承知しましたと、戸惑いながらもブランリーは慌あわてて駆けだしていった。


「どうするつもりだ？」とリーエンノール。「ロープがあればこの部屋から脱だつ出しゆつするのは簡単だろうが……」


「リーエンノール。一つ頼みがある」


　アレスは大聖堂のてっぺんにある緑神アトラスをかたどった像を指差した。


「矢にロープを結び、あの像に引っかけて欲しい。できるか？」


「……なるほど、そういうことか。多分できるだろう」


　間もなくブランリーがロープを持ってくると、リーエンノールは矢に結び、放った。


「風の精せい霊れいよ、導け！」


　ただの弓矢であれば、ロープの重さに耐たえきれず、とても像まで届かなかっただろう。だが風の精霊に導かれた矢は、縦横無む尽じんに空を飛びまわり、見事像に絡からまったのである。


「よし。私はこれで大聖堂に飛び込む、おまえたちはシオーネを連れて逃げてくれ」


「やむを得ん、とても二人同時では無理だろうからな」


　ガルムスはロープの強度を確かめながら渋しぶい顔をした。


「行ってください、アレスさま。どうかクラウディアさまを頼みます」


「ああ、分かった！」


　アレスはロープを片手に縛しばり付け──


　窓から飛び出した。





　　　　◆




　大聖堂では、今まさに婚姻の儀が執り行われていた。


　ただし、居並ぶ列席者たちは誰もが戸惑っていた。何しろ一国の王女の結婚である。その結婚式は、絢けん爛らんかつ壮そう麗れいで、喜びに満ちあふれたものになると思っていたのだ。


　しかし実際の婚姻の儀の雰ふん囲い気きは、まったく異なっていたのである。


　まず、新郎の格好がおかしい。フィリップが身に着けているのは、およそ結婚式には似つかわしくない漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうであり、しかもその腰こしには禍まが々まがしい鞘さやに包まれた剣けんが下げられている。


　一方の新婦も、確かに美しく着き飾かざってはいたが、その顔には何ら幸せそうな笑えみが見み出いだせなかった。人形でももう少し可愛かわいげのある表情をするのではと思うほどだ。


　それでも、そんな雰囲気を無視するように、婚姻の儀は滞とどこおりなく進んでいた。式を司つかさどるラオルグ高司祭が、ただひたすらに己おのれの責務を果たすことのみに集中していたためである。もっとも、その義務的な態度もまた、場の雰囲気を硬こう化かさせる一因となっていたが。


「フィリップよ。汝なんじは今、このクラウディアを妻としようとしている。汝は心から彼女を妻とすることを願うか？」


　ラオルグ高司祭の淡たん々たんとした言葉が聖堂内に響ひびき渡わたる。


「願おう」


「よろしい。では──」


　と、次にクラウディアに目を向ける。


「クラウディアよ。汝は今、このフィリップを夫としようとしている。汝は心から彼を夫とすることを願うか？」


「…………」


「もちろん、願うに決まっている」


　クラウディアは何も答えず、代わりに言い放ったのはフィリップである。


「よ、よろしい」


　ラオルグ高司祭は小さく咳せき払ばらいをしただけで何事もなかったように続けた。


　いよいよ列席者たちは戸惑い、聖堂内は小さなざわめきに満たされた。一国の王女の結婚式が、本人の意思を無視するような形で進められていいのかと。


　それでも、フィリップはただ一人平然としていた。





　──さあアレスよ。間もなく私とクラウディアは、神官が認めた夫ふう婦ふとなるぞ！


　正式な神官と、そして多くの貴族が証人として見守る中での婚こん姻いんの儀ぎである。一度成立すれば、もはや誰だれにも覆くつがえせるものではない。


　残念ながら自分はアレスには勝てなかった。しかし、クラウディアは自分のものとなるのだ。たとえこの後、アレスに討うたれ、クラウディアを奪うばわれることになろうと、アレスは所しよ詮せん二人目の夫ということになるのだ。そのときのアレスの苦く悩のうを考えると、今から笑みが抑おさえきれなくなる。


「フィリップよ。汝は、神の教えに従い、夫としての分を果たし、常に汝の妻を敬い、慰なぐさめ、助け、死が二人を分かつそのときまで、汝の妻を愛し続けることを誓せい約やくするか？」


「ああ、誓ちかおう」


「よろしい。ではクラウディアよ。汝は──」


「クラウディアにそれ以上の誓約は必要ない。とっとと先へ進めろ」


　大聖堂の空気が凍こおり付いたのがフィリップにも分かった。


　自分はたった今、妻を敬うと誓ったばかりなのだ。それがもう真逆の行動を取っているというのだから、傍はたから見れば異常に映るのだろう。


　だが、フィリップの知ったことではなかった。


「どうした？　続けよ、高司祭」


「よ、よろしい。では──」


　フィリップが促うながすと、ラオルグ高司祭は咳払いを一つした後、何事もなかったように式を続けようとした。


　傍ぼう聴ちよう人たちに語りかけるべく両手を大きく広げる。そして、司祭として結婚式に必要な当たり前の文言を口にしたのである。


「この結婚に異議のある者は、今ここで申し出るように」


「……ぬ」


　その瞬しゆん間かん、初めてフィリップは小さな後こう悔かいを覚えた。


　なぜよりにもよって、司祭にその文言を口に出させてしまったのかと。


　あれだけ儀式を省略させておいて、なぜよりにもよってその一言を省略させなかったのかと。


　フィリップは経験から知っていた。そんなことを口に出したが最後、あの男が何もしないわけがないと。





「その婚姻、異議あり！」





　フィリップのもっとも嫌けん悪おする声が響き渡った。それも聖堂の外から。


　直後。教会の高窓に使われているステンドグラスを割って何かが飛び込んできた。一体何をどうやったらそんな高所から飛び込んでくることができるのか、フィリップには生しよう涯がい分からなかった。


　その飛び込んできた何かは、ガラスにまみれながら聖堂の中央へと落下した。


　常人ならば死んでもおかしくないほどの衝しよう撃げきがあったはずだが、その何かは通路の中央に転げ出ると、見事な受け身をとってフィリップの前に立ち塞ふさがったのである。


「フィリップ！　クラウディアさまを渡してもらうぞ！」


「……やはり貴様か、アレス！」


　フィリップは一いつ瞬しゆんながらめまいを覚えたほどだった。
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　王都は自分の支配下にある。外部からの侵入は不可能であるはずだった。それでも相手はアレスであるからと、幾いく重えにも罠わなを仕し掛かけていた。王都の門を一つだけ開けておくことでアレスの侵入路を固定し、その中に兵を伏ふせておいた。街の中にも至る所に兵を配置していた。


　それをアレスはかいくぐって来たのだ。まさにクラウディアが自分のものになろうというこの瞬間に！


　自然と笑みが零こぼれた。


「ふっ……そうか、やはりこうして決着をつけねばならんということか。良かろう、私も望んでいたことだ」


　と、大聖堂の入り口が騒さわがしくなった。


「フィリップさま！　ご無事ですか!?」


　警備の騎き士したちがなだれ込んできたのだ。彼らはすぐさまアレスの存在に気付き、捕ほ縛ばくしようと距きよ離りを詰つめる。


「下がれ！　私とアレスの邪じや魔まをするな！」


　雷らい鳴めいのような一いつ喝かつが飛ぶと、騎士たちは動きを止めた。


「し、しかしフィリップさま!?」


「黙だまれ。よいではないか、おまえたちの中にもアレスこそ次代の王に相応ふさわしいと考えている者はいよう。ならば──やはり騎士の国らしく決めるべきだ。次の王座と、そしてクラウディアを賭かけてな。おまえも文句はなかろう、アレスよ？」


　フィリップは腰の剣を抜ぬいた。鞘から現れた赤い刀身が不気味な光を放つ。


「望むところだ。私に否いななどない」


　アレスもまた、剣を抜き盾たてを構えて応じる。


　大聖堂の空気が緊きん迫ぱくした。


　これからこの聖なる大聖堂で殺し合いが行われようとしているのだ。それも、次期国王の座を賭けて。


　列席していた貴族たちは巻き込まれてはたまらないと悲鳴を上げて距離を取った。騎士たちもまた対応を決めかねているのか、落ち着きなく動き回っている。


「皆みなの者、静かにせよ！」


　騒ぐ人々を一声で黙らせたのは──驚おどろくべきことに、クラウディア王女であった。


「もはや何も言うまい。わたしはベールセール王国最後の王族として宣言する！　アレスとフィリップ、二人のうち勝利した方をわたしの夫とし、この国の王と認め、生涯をかけて愛し続けると！」


　そして彼女は祭さい壇だんの前に立ち、フィリップたちを見下ろした。


「すべての将兵に伝令を出せ！　この瞬間より同じ国民同士が争う道理はなくなった。これよりアレスとフィリップ、この両名以外の血が流れることを禁ずる！」


「……ほう」


　フィリップも含ふくめ、人々はクラウディアを見直した。まるで今まで押さえつけていた箍たがが外れたかのように、クラウディアは凜り々りしさと王族の威い厳げんとを取り戻もどしていたのだ。


　本来はフィリップの配下であったはずの騎士が、敬礼して王女の命令を伝えにいくために出ていく。


「さあ、もはや止めぬ。戦うがいい、二人とも！　この国の未来はこの決けつ闘とうに委ゆだねよう！」


「……王女殿でん下かのご命令のままに！」


　アレスは強く応じると、あらためて剣と盾を構え直した。


　大聖堂の内部は沈ちん黙もくに満たされた。


　誰もがアレスとフィリップを遠巻きにし、固かた唾ずを呑のんで見守っている。


「最後に聞いておこう」アレスは静かに言った。「降こう伏ふくすべきだ、フィリップ。おまえは私に勝てないと、すでに知っているはずだ」


「口だけは達者だな。だが──そんな戯たわ言ごとは、この力を見てからにしろ！」


　フィリップは剣を掲かかげた。


「魔ま剣けんエフレトよ！　その力、今こそ解き放つがいい！」


　ゴウッという轟ごう音おんが鳴り響く。


　フィリップの持つ剣が、凄すさまじい炎ほのおの渦うずに包まれた。


「さあ、始めようか我が宿敵よ！　これが最後の戦いだ！」





　　　　◆




「な、なんだあの剣は!?」


　それはアレスも初めて目にする光景だった。


　ありとあらゆる敵と戦ってきたが、炎を自在に操あやつる敵など見たことがなかった。


　──あの剣の力か!?


　炎はフィリップの持つ剣を中心に湧わき起こっている。噂うわさ──というよりは伝説の類たぐいで聞いたことはあった。世の中には、あのような魔法のごとき剣があると。フィリップにはパンドラが付いているのだ、何があってもおかしくはない。


「喰くらえ！」


　フィリップが剣を振ふるった。


　剣先から炎の渦がほとばしり、アレスに襲おそいかかる。


「うおっ!?」


　横っ飛びに跳とんでどうにか回かい避ひする。それでも凄まじい熱気が感じられた。


「ぎゃああああああ!?」


　断だん末まつ魔まの悲鳴は、アレスの後ろから聞こえた。


　振り返ると、巻き添ぞえを食ったのだろう、式の列席者が炎をまともに浴び、火だるまになっていた。


　恐おそるべき威い力りよくである。まともに喰らえば命はないだろう。


「卑ひ怯きようだぞ、フィリップ！」


　クラウディアの声が響ひびき渡わたった。


「次代の王を決める神聖であるべき決闘に、そのような禍まが々まがしい魔剣を持ち出すとはどういうつもりだ！」


「これは心外だ。真の武具を見み抜ぬく力もまた武人の力。私は私に相応しい剣を手に入れた、それだけの話だ。なあ、アレス、そうだろう!?　力とはそれを欲ほつする者のみが手に入れられるのだ！」


「……その通りだ。剣を得ただけのおまえになど負けはしない！」


　アレスは地を蹴けった。一気に距離を詰める。


「ぬっ!?」


　フィリップが横に剣を振るう。波のような炎の壁かべがアレスを襲った。


「くっ！」


　左右にかわす余地はない。躊躇ためらうことなくアレスは跳んだ。天高く舞まい上がり、そのままフィリップ目め掛がけて剣を振り下ろす。


　しかし、さすがに攻こう撃げきが直線的過ぎた。フィリップも魔剣を構え、正面からその一撃を受け止める。


　構うことなく連続攻撃を繰くり出す。何度となくフィリップを追い詰めてきた剣技である。たちまちフィリップは防戦一方となった。


　だが、長続きはしなかった。


「甘いぞ。これだけ距離を詰めれば、炎は使えないとでも思ったか？」


「なにっ!?」


　フィリップの剣が激しい炎の渦を噴ふき出した。


　凄まじい熱気に、アレスは後ろへ跳び、距離を取らざるを得なかった。


　あれほどの炎が目の前にあっては、フィリップとて無事で済むわけがない。しかしフィリップは、顔の半ばを炎の渦に巻き込まれているにもかかわらず、なんら火傷やけどを負っている様子がなかった。


「ほう、よく避よけたものだ。もはや動物的だな。だが、離はなれていては勝負にもならぬぞ！」


　剣に炎をまとわせたまま、フィリップが突とつ進しんし、剣を叩たたきつけてくる。


　剣そのものを受け、払はらいのけるのは難しくなかった。だが、ほとばしる炎がアレスを苦しめる。


「くそっ！」


　剣を受ける度たび、熱気がアレスの顔を焼き、甲かつ冑ちゆうを、盾を、剣を熱した。前まえ髪がみなどすっかり焼け焦こげてしまっている。第十二の月だというのに、熱くて汗あせが噴き出すほどだった。


　しかし、やはり炎を浴びているはずのフィリップには何ら害がない。どうやら都合のいいことに、あの魔剣の炎は持ち主には何ら影えい響きようを与あたえないらしい。


　とにかく、体勢を立て直すため距離を取ろうと試みる。まずフィリップの振り下ろした剣を盾で受け止めた。


　熱い。いかなる攻撃をもしのいできた盾だが、こんな魔ま性しようの炎だけは防ぎきれないようだった。盾を通して伝えられた熱が、アレスの手を焼く。


「ぐっ……！」


　熱さに耐たえながら、アレスは盾で強ごう引いんに押し返した。


　フィリップの体勢がわずかに崩くずれる。その隙すきにアレスも後ろへ跳んで距離を取った。


「はっはっは！　どうした、防戦一方ではないか！　私の力はまだまだこんなものではないぞ！」


　フィリップが剣を掲げた。


　先ほどよりもさらに強い炎の渦がほとばしり、フィリップの体をも包み込んだ。大聖堂の内部は真夏のような熱気に包まれ、フィリップの周囲にあった椅い子すや可燃性の装そう飾しよく品が次々燃え始める。


　大聖堂の中は恐きよう慌こう状態に陥おちいりつつあった。騎士たちはまだしも、貴族たちはこの状じよう況きようを黙って見守ることができず、慌あわてて逃にげ出そうとしたのである。


「逃げるな、腰こし抜ぬけどもが！」


　フィリップが大聖堂の入り口目め掛がけて剣を振るった。逃げようとそこへ殺さつ到とうしていた貴族たちが、まとめて消し炭にされる。


「逃げることは許さぬ、これは次の国王を決める聖なる決闘ぞ！　たとえ焼け死のうと最後まで見届けるのが貴族の義務だ！」


　貴族たちの混乱が止まった。というよりは、恐きよう怖ふゆえに身動き一つできないようだった。


「フィリップ！　何も彼らに手を出さずとも良いだろう！」


　クラウディアが抗こう議ぎするが、それは文字通り火に油を注ぐ効果しかなかった。


「黙だまれ！　私のやることに口を出す権利があると思っているのか、張り子の王女風ふ情ぜいが！」


　烈れつ火かのごとく怒ど鳴なりつけたフィリップだったが、不意にその顔にねばつくような笑えみが浮うかぶ。


「そうだ。一ついいことを思いついたぞ」


　フィリップは、炎渦うず巻まく剣を大きく振りかぶった。クラウディアに向けて。


「ま、まさか!?」


　アレスの声は悲鳴に近かった。


「私は私に意見する者など必要としておらぬ。さあアレス、止めてみるがいい。さもなくばクラウディアは消し炭と化すぞ！」


　見せつけるように炎の渦が勢いを増した。


　フィリップは、クラウディアを人ひと質じちにするつもりなのだ。アレスとしては、身を張ってクラウディアをかばうしかない。だがそうなれば当然まともに炎に焼かれることとなる。


　それでも、アレスに躊ちゆう躇ちよなどなかった。


「クラウディアさま！」


「馬ば鹿か者、来るなアレス！」


　抗議を無視し、アレスはクラウディアの前に立ちはだかった。


「避よけるなよ！　せめてもの情けだ、まとめて燃え尽つきるがいい！」


　フィリップが魔剣を振り下ろす。炎の渦が真正面からアレスを襲う。


　──せめて……クラウディアさまだけでも！


　両手を広げる。自分自身を盾たてとする。


　そして、ついに炎はアレスを襲った。耐え難がたい熱気が全身を覆う。


　これで自分は焼け死ぬことになるかもしれない。それでも、彼女だけは助けたい。


　アレスの瞳ひとみに強い意志が宿った。


「炎よ！　クラウディアさまには指一本触ふれさせんぞ！」


　その直後だった。


　アレスに襲いかかっていた炎が、逃げるように散っていったのだ。


「何!?　馬鹿な、あの炎を防いだだと!?」


　フィリップが驚きよう愕がくする。それはアレスも同じだった。


「なぜ……いや、そうか！」


　ようやく魔剣の仕組みを悟さとる。なぜあの魔剣は、ああも自在に炎を操れるのか。燃やすものもないというのに、なぜ燃え続けていられるのか。


　──あれは、炎の精せい霊れいなんだ！


　だから、自分の意志によって退けることができたのだ。


　以前、北の侵しん略りやく軍が操る巨きよ人じんと戦った際、アレスはその巨木のごとき腕うでを剣で押し返したことがある。巨人は大地の精霊によって動いているのであり、それゆえ腕わん力りよくではなく人の意志の強さによって押し返すことができたのだ。


　フィリップの魔剣も、同じなのだ。


「アレス、この馬鹿者！」


　と、そのとき。


　ぽかりと頭を殴なぐられた。


　クラウディアである。


「おまえは今や王なのだろう!?　ならばわたしなど庇かばってどうする！　そんなことよりも王国の敵を討うつことに集中しろ！」


「嫌いやです！　私は……私のわがままで王となったのです！　王となればクラウディアさまとも対等になれるからと！　そのクラウディアさまを救えないというのなら、王という地位も、私の命すら不要です！」


「こ……この！　馬鹿者が！」


　クラウディアの顔が赤くなっていた。怒いかりによるものなのか、それ以外の理由によるものなのかはアレスには分からなかった。


「分かってます、私は馬鹿で愚おろか者です！　でも、それでもやるべきことは分かります！」


　アレスは地を蹴り、フィリップに迫せまった。からくりが分かれば炎ほのおなど怖こわくはない。


「調子に乗るな！　喰くらえ！」


　フィリップは剣けんを振ふるい、火球を投じた。


「はあああっ！」


　気合いを込めて剣を振るい、襲おそい来る火球を切り払う。


　剣で炎は切れない。しかし剣に込められた意志が、精霊を退けていた。


　再び近接戦を挑いどむ。嵐あらしのごとく剣を振るい、盾を振るう。


　フィリップも魔剣に炎をまとわせ、必死に応戦した。


　顔に熱気が襲おそいかかる。剣の柄つかや盾、甲冑もいよいよ高熱を帯びていった。特に剣は柄を持つ手が火傷しそうになるほど熱い。


　しかし、炎がアレスそのものを傷つけることはもうなかった。炎の精霊は、決してアレスには近づけなかったのだ。


　こうなると不利になるのはもともと剣技で劣っているフィリップである。致ち命めい傷しようを避けるため、アレスの剣はどうにか防いだが、繰り出される盾は防げなかった。黒い甲冑の上から何度も殴りつけられ、その顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。


「があああ！　なぜだ!?」


　魔剣の炎が再び強くなった。そのまま大振りの強打を叩きつけてくる。


　アレスはまず剣を横に構えてその一撃を受け止めた。顔のすぐ前で燃えさかる炎に怯ひるむことなく、がら空きになったフィリップの腹にまず盾の一撃を喰らわす。


「うぐっ！」


　フィリップの体勢が崩れた。


「これで、終わりだああ！」


　剣を大きく振りかぶり、渾こん身しんの力を込める。避けられないと悟ったのだろう、フィリップは慌てて両手で剣を持ち、受け止めようとした。


　構わず剣を叩きつける。たとえ受け止められたとしても、大きく体勢を崩すだろう。とどめを刺さすのは次の一いち撃げきでいい。


　だが、魔剣に全力を込めた一撃を叩きつけたそのとき。


　かつて一度も経験したことのないような手て応ごたえが、柄から伝わった。


「何!?」


　アレスの目は愛剣に起きた瞬しゆん間かん的な異変を捉とらえていた。


　まるで飴あめ細工のように、一瞬だけぐにゃりと曲がったのである。そしてその直後。


　負荷に耐えられなくなったように、剣は音を立ててへし折れた。


「ば……」


　思わず啞あ然ぜんとなる。


「馬鹿なぁ！」


　それは、ファノヴァール家に代々伝わってきた名もなき名剣である。父より義妹いもうとエレナを通じてアレスに授さずけられ、幾いく度どもの激しい戦いをくぐり抜ぬけてきた最良の愛剣だ。


　それが今、へし折れたのだ。


「ふはははは！　さすがのおまえの名剣も、炎をまといし我が魔剣には敵かなわなかったようだな！　今度こそ最後だ、我が宿敵よ！」


　茫ぼう然ぜん自失に陥りかけたアレスに、フィリップが炎をまとわせた剣を振り下ろそうとする。


　愛剣を失い闘とう志しを失いかけていたアレスに、その一撃は防げなかっただろう。


　だがそのときである。


「待て、フィリップ！」


　野太い声が、大聖堂を満たした。


　その声量は極きわめて大きく、フィリップでさえ動きを止めた。


　何事かと声のした方を見ると、大聖堂の入り口に──ドワーフがいた。


「ガルムス!?」


「なんだ貴様は！　私の決けつ闘とうを邪じや魔まするか！」


　邪魔されたフィリップが怒りをたぎらせ魔剣の炎を強くする。


　しかしガルムスは恐おそれることなく言い放った。


「主あるじが武器を失ったのだ。従者には主に新たな武器を渡わたす義務があろうよ」


「ふん、なるほどな。だがおまえが剣を持っているようには見えぬ。それともその戦せん斧ぷを渡そうというのか？」


「はっはっはっ、わしからの武器はこの一いつ喝かつよ！　ほれ、アレス、いかな名剣と言えどいつかは折れるものだ！　剣の一本失ったぐらいで何をぼーっとしておる！」


　その従者の一喝は、確かにアレスにとっては最良の手助けであった。


　萎なえかけた戦意を取り戻もどす。剣は失った。だがそれがなんだというのか。その気になれば、盾の一撃でフィリップを昏こん倒とうさせることもできるのだ。


　──戦いはまだ終わっていない。クラウディアさまを、守るんだ！





　　　　◆




　一方、そのとき。


　裏口から密ひそかに大聖堂に潜せん入にゆうし、クラウディアに忍しのび寄っていた人物がいたことに気付いた者は誰だれもいなかった。


　彼女はそのままこそこそと祭さい壇だんの裏に回り込み、クラウディアに声をかけたのである。


「クラウディアさま、わたしです」


　クラウディアはもちろん驚おどろきを隠かくせなかった。それが自分の姉に等しい侍女だったからだ。


「シ、シオーネではないか!?　なぜそんなところに!?」


「ガルムスさまたちに連れ出してもらったんです。そんなことよりこれを！」


　侍じ女じよシオーネはあるものをクラウディアに差し出した。


「こ、これは！」


「必要になると思い、持ってきました。さあ、どうぞアレスさまに！」





　　　　◆




「ドワーフ風ふ情ぜいが、意味のないことで時間を取りおって！　もうよい、貴様から消し炭にしてくれる！」


　アレスの眼前で、フィリップが剣を振りかぶった。


「危ない！」


　いくらガルムスでも、あの炎を防げるとは思えなかった。


　剣はまだしも、大事な従者まで失うわけにはいかない。


「アレス、これを！」


　そのときである。クラウディアの叫さけび声が響ひびき渡った。


　咄とつ嗟さに彼女の方を振り返る。彼女は何か長いものを必死に持ち上げていた。


　鞘さやに収められた長剣だった。


　そしてクラウディアは、その細い腕で重い長剣を投げたのだ。それは火事場の馬ば鹿か力ぢからという品のない表現を除外すれば、今日王都で起こった最大の奇き跡せきと言ってよかった。


　投じられた剣は、真まっ直すぐにアレスの手に収められた。


「こ、これは!?」


　柄の手て触ざわりに覚えがあった。それこそは、かつてクラウディアから授かった刃はのない剣であった。フィリップに奪うばわれハインツ王太子の殺害に用いられ、その後行方ゆくえ知れずとなっていた剣である。


「なに!?　剣だと!?」


　フィリップが事の成り行きに気付いた。


　アレスは鞘から剣を抜き放つと、素す早ばやく地を蹴けった。


「フィリップッ!!」


「くっ、アレスゥゥ！」


　フィリップもまた、向き直り剣を構える。


　両者が全身の力を込めた一撃が、激げき突とつした。激しい金属音が鳴り響く。


「この剣は、人は斬きれぬ」


　そのままの体勢で、アレスは言った。


「だが、決して折れることはない！　なぜならこの剣は、私とクラウディアさまの絆きずなだからだ！」


　直後。


　フィリップの持つ魔剣が、音を立ててへし折れた。





　　　　◆




「そんな──」


　フィリップの頼たのみの綱つなにして最後の拠より所であった魔剣エフレトは、失われた。


「馬ば鹿かなぁぁああ！」


　狂くるったような絶ぜつ叫きようを上げ、フィリップは折れた魔剣を呆ぼう然ぜんと見つめた。この剣があったからこそ、アレスと対等以上に戦えたのだ。


　それが今、失われたのである。その意味を思い知る。


　──そうか。


　フィリップの動どう揺ようは長くは続かなかった。不思議と冷静になっていく。


「これで、終わりなのだな」


　異変が起こったのはそのときである。


　炎の精せい霊れいたちは、これまで魔剣の魔ま力りよくによって無理矢理行使されてきたのだ。それは鞭むちで従わされる奴ど隷れいのごとくである。そして今、精霊たちをこき使っていた主が、鞭を失ったのだ。


　精霊たちが、反逆を起こした。


　大聖堂のあちこちにくすぶっていた残り火から、炎ほのおがほとばしった。フィリップ目め掛がけて。


「がああああああ!?」


　フィリップの体が炎に包まれた。


　瞬しゆん時じに焼き尽つくされなかったのは、フィリップの意志の強さゆえだった。怒いかり狂った精霊も、フィリップの強い意志の前にはすべての力を発揮できなかったのである。


　だが、たとえ消し炭にはできずとも、フィリップの体の表面を焼くには充じゆう分ぶんだった。そして人という生き物は、皮ひ膚ふの多くを焼かれれば、もはや命を保持することはできない。


「これが、私の、最さい期ご、か……」


　やがて炎は、その復ふく讐しゆうを終えたかのように消えていった。


　フィリップの体は力を失ったように前のめりにくずおれかけた。だが、最後に全生命力を振ふり絞しぼって大きく胸を張る。


　そのまま背中から、フィリップは倒たおれた。地面を見ながら死ぬなど、フィリップには耐たえられなかったのだ。せめて死ぬときは天を見ていたかった。最後の文句を言ってやるためにも。





　　　　◆




「……終わったんだな」


　アレスは呟つぶやいた。


　魔ま剣けんを失い、炎に焼かれたフィリップに、これ以上抵てい抗こうの余地があるとは思えない。


　ゆっくりと歩み寄る。


「私の勝ちだ、フィリップ」


「ふん、敵ながら見事だ、アレス。あの魔剣をもってしても勝てぬとあれば、もう何も言い訳できぬわ……」


　フィリップの口から敗北を認める言葉を聞くのはこれが初めてだった。


　フィリップも気付いているのだ。もはや終わりだと。死が間近に迫せまっているのだと。


「自分の体の状態はよく分かっているだろう。何か言い遺のこすことはあるか？」


「言いたいことなら腐くさるほどある。だが、敗者に口なし、貴様に言うことなど何もない」


　フィリップは咳せき込んだ。あの凄すさまじい炎で焼かれたのだ。気管も焼け、呼吸困難に陥おちいったのだろう。


　だが、フィリップは何度か大きく呼吸して息を整えると、


「悪あく霊りようよ！」


　口から血ち飛沫しぶきを飛ばしながら声を張り上げた。


「姿を現せ、悪霊よ！　さもなくば我が命の続く限り貴様のことを世に知らしめてやるぞ！」


　悪霊。それがパンドラのことだと、アレスは直感的に悟さとった。


「どうせ最期なのだ！　今一度貴様の戯たわ言ごとを聞かせろ、パンド──」





　その瞬しゆん間かんだった。


　アレスとフィリップの時が止まった。





　周囲に存在するあらゆるモノが、彫ちよう刻こくになったかのように動きを止める。その中でアレスとフィリップだけが、何事もなかったかのように動き続けていた。


　それがいかなる現象であるかはすぐに分かった。アレスは今から六年ほど昔に、これと同じ現象を体験していたためである。


　そして二人の眼前に、黒い精霊は舞まい降りた。


《こうなった以上、もはや姿を見せてやる義理もなかったのだがな》


　懐なつかしささえ感じる聞き覚えのある声が、アレスの脳のう裏りに響いた。


《我が黄昏たそがれの主の意に添そい踊おどり続けた汝なんじらと、最後に一度言葉を交かわすも一興よ。我の気まぐれに感謝するがよい》


「ふん、よく言う。自分の存在をバラされたくなかったがゆえに出てきたのであろうが」


　フィリップは血を吐はきながらもよどみなく言い放った。


《それが虚きよ勢せいだということぐらい見み抜ぬいておったわ。そのようなことをすれば、我は汝にとって大切なあらゆる存在を抹まつ消しようすべく動いたであろうからな》


「ふん。私の命は直じきに尽きる。私の死後、おまえが何をしようと知ったことではない」


《ほう？　汝が余計なことを口にしたが最後、あのルノアという女も犠ぎ牲せいになるのだぞ？　それでも我らの契けい約やくに逆らうというのか？》


　フィリップは咳き込みながら笑った。


「ルノアなど、たまたま手元にやってきた情婦に過ぎぬ。貴様に私の考えが分かってたまるか。だからこそおまえも私を恐おそれてノコノコ出てきたのであろう」


《……まあよい、死に行く者に鞭むち打うつほど冷れい酷こくではない。好きに言うがよい》


　パンドラは次にアレスに視線を向けた。


《久しいな、アレスよ》


「……ああ。まさかこうして再び会えるとは思ってもみなかった。丁度いい。私もおまえに言っておきたいことがある」


《ほう、何だ？　いや、想像はつくがな。ああも突とつ然ぜん我に見捨てられたとあっては、恨うらみ言ごとの一つも言いたかろう。いいぞ、次の機会があるとは思えぬ、言いたいことがあれば今のうちに聞いてやろう》


　ここでアレスは、パンドラに向かって頭を下げた。


「礼を言う、パンドラ」


《な、なに？》


　それは、アレスが知る限り初めて目にしたパンドラの戸と惑まどいだった。


　見た目がただの幼い少女である以上、そのような表情をしていると子供が困っているようにしか見えない。


「確かに私は散々おまえに翻ほん弄ろうされてきた。それは事実だ。だが、未熟な私が多くの戦場を生き残ってこられたのも、今歩んでいるこの道にたどり着けたのも、おまえのおかげと言えなくもない。だからこそ礼を言っておきたかったのだ」


「本当に馬鹿だな貴様は……！」


　そう断じたのはフィリップである。


「礼など言う必要はないぞ。貴様も気付いているはずだ、アレス。そやつらの目的が、人の世に乱をもたらすことだとな」


「……分かっている」


　パンドラと契約していたときのことを思い出す。パンドラの助言は、従えば乱を起こすものが多かった。


「パンドラよ」


　咳き込みながら、フィリップは言った。


「アレスの元を去ったおまえは、次に私と契約した。おまえには分かっていたんだろう、私が力を持てば、必ずやアレスと衝しよう突とつすると」


　パンドラは笑った。見た目の可か憐れんさに似つかわしくもない、あの悪魔じみた笑えみである。


《ふん、そういうことだ。我には我の目的がある。ゆえに汝らと契約を結んだのだ。我らは人の心までは読めぬが、そうすることでさらなる争いが生まれると容易に推測できたのでな》


「……何となく、分かってはいた」


　アレスは強い意志を込めた目で、パンドラを見み据すえた。


「ゆえにパンドラ、覚えておけ。礼を言うのはこれが最初で最後だ。今後もおまえが人の世に乱をもたらすというのなら、私はすべての力をもってそれを阻そ止しするだろう」


《できるかな？　少なくともこの国は墜おちた。たった一年でこの国がどれだけ多くの争いを繰くり広げたと思っている？　いや、この国だけではない。この国と争ったことで、北のレアニール連合王国も大きく国力を衰すい退たいさせ、今も多くの争いの火種が宿っている。我の目的は充分に果たせた。これを回復させるのは、容易なことではあるまい》


「あまり我らをみくびるなよ」


　アレスは強く言い返した。


「私は剣を振るうしか能のない無能者だ。しかしジェレイドは国を正す方法を知っている。オリビアも、メリステルも、イザーレだっている。必ずや彼らはこの国を豊かにしてくれると、私は信じている」


　パンドラは再び笑った。


《面おも白しろい。我が主とて未来は読めぬ、汝の信任を受けたジェレイドならば、あるいはこの国を立ち直らせることができるかもしれぬ。だが──少なくともそれは十年、二十年でできることではあるまい？　我らにはそれだけの時間があればよいのだ》


「…………」


　それだけは言い返せなかった。ジェレイドはまさしく十年後を見据えて行動する男なのだ。


《いささか長話をし過ぎたな》


　パンドラは、倒れたままのフィリップを見下ろした。


《時を止めたまま死なれては厄やつ介かいなのでな、そろそろ退散するとしよう。さらばだ、我が契約者たちよ。汝らの歩みは、それなりに楽しかったぞ》


　パンドラの体が虚空へと上がっていった。そのまま大聖堂の屋根をすり抜ぬけ、姿を消す。


　そして、周囲の世界が再び時を取り戻もどした。


「フィリップさま！」


　叫さけび声と共に、一人の少女がフィリップに駆かけ寄った。年ねん齢れいは十六歳ぐらいだろう、貴族の子女なのかずいぶんといい身なりをしている。だが、アレスとは面識のない人物だった。


「ルノア、か」


　フィリップの口からその名が零こぼれた。


「すまぬな、どうやら私はここまでのようだ」


「わたくしの愛したフィリップさまは、常に前だけを向いて邁まい進しんされたお方。どうか、どうか……謝罪の言葉など口になさらないでください」


　ルノアと呼ばれた少女の双そう眸ぼうから、雫しずくがこぼれ落ちた。


　それで二人の関係を知る。パンドラとフィリップとの会話を思い出す。フィリップにもいたのだ。大事な人が。


「フィリップさま！」


　ルノアの悲鳴が再び響ひびき渡わたった。フィリップが血を吐きながら咳き込んだためである。


　その顔には、明らかな死相があった。


「だ、誰だれか白魔術師を！　そうです、ラオルグ高司祭はいずこに!?」


　ルノアは叫んだが、他ほかならぬフィリップがそれを遮さえぎった。


「よせ……。私もこれ以上生き恥はじをさらしたくはない。おまえの初めての男は、そういう生き方をしてきたのだ、知っておろう？」


「……そう……でしたわね」


　ルノアは騒さわぎ立てるのをやめ、フィリップの頭をいとおしそうに抱だいた。


「フィリップさま。わずかとはいえ、フィリップさまと時を過ごせ、わたくしは幸せでした……！」


「そう、か。ならば……よい。あとは、おまえの好きに過ごせ……」


　フィリップはゆっくりと目を閉じた。


「ふう……。思えば、好きに生きた人生であったわ……」


　それが、フィリップが生きることを放ほう棄きした瞬間だった。


　すでに生命力を失っていたフィリップの体は、主の意志を忠実に実行した。その体が弛し緩かんし、力が抜けていく。


「どうか……安らかに。フィリップさま」


　フィリップが二度と目を開かないであろうことは、誰の目にも明らかだった。


　最さい期ごを見届けたルノアは、涙なみだを拭ぬぐうとアレスに向かって深々とお辞じ儀ぎした。


「フィリップさまは侯こう爵しやくであり、将軍であられたお方。国王陛へい下かに刃やいばを向けた罪は到とう底てい許されるものではありません。ですが、死人に罪なしと申します。せめてわたくしに弔とむらう権利を……最後の慈じ悲ひを頂けませんか」


「分かった。もはや戦いは終わったのだ、同じ国の人間同士が忌いみ嫌きらう必要はどこにもない。丁てい重ちように弔とむらってやってくれ」


「ありがとうございます」


　ルノアはもう一度深く頭を下げた。


「では、どうか私に遺体を運ぶ手伝いをさせて頂きたい」


　そうルノアに申し出たのは、意外な人物だった。


　近この衛え騎き士し団第三軍の副将ベルフェルドである。


　ふと見れば、ジェレイドら見知った仲間たちの姿も彼の背後に見える。


「ジェレイド？　どうやってここに？」


「大したことではありません、ベルフェルド副将が入れてくださったのです」


「王女殿でん下かの名で戦いくさは終わったと告知されましたゆえ。となれば、もはや同じ国の人間同士、争う必要はありますまい」


「そうか、よく決断してくれた。ではベルフェルド副将、フィリップは任せる」


「は」


　ベルフェルドはフィリップの遺体に歩み寄った。


「笑っておられる。最期にこのような顔ができたのなら、フィリップさまも満足であっただろうな」


　そして居並ぶ騎士たちから有志を募つのり、フィリップの遺体を担かつぎ上げるとルノアと共に大聖堂を去っていったのである。


「これで、すべて終わったんですね」


　ジェレイド、そしてミーアやレオンたちがアレスの傍そばに歩み寄ってくる。


「ああ。すべて終わったんだ」


「じゃ、ぼうっとしてないでやることやりなさいよ！」


　ミーアは強くアレスの体を押した。風の精せい霊れいの力でも込められていたのかもしれない。アレスはたたらを踏ふんで、祭さい壇だんの方へと押し出された。クラウディアの傍に。


「…………」


「…………」


　目が合った。顔が熱くなった。


　フィリップとの決けつ闘とうで何を賭かけていたのかを、今いま更さらながらに思い出したのである。


「国王陛下」


　ジェレイドが再び進み出てうやうやしく膝ひざを突ついた。


「フィリップ亡なき今、もはや陛下が王たらんとすることに異議を申し立てる者はおりません。この上は先王の遺児であられるクラウディア王女殿下と直ちに結ばれますよう。さすればすべての平民も貴族も、近きん隣りん諸国でさえもアレスさまを真の王と認めましょう。そして多くの争いで荒あれ果てたこの国は、初めて復興への第一歩を示すことができるのです」


「う、うむ。分かった。では日を改め、私はクラウディアと、その、け、結けつ婚こんすることを約束しよう」


「日を改める必要がどこにあるのですか！」


　慣れない丁てい寧ねい語で叫んだのは、レオンだった。


「新しん郎ろうと新婦がいる。新婦は花はな嫁よめ衣い装しように身を包み、この場は神聖な大聖堂、婚こん姻いんの儀ぎを執とり行うのに、他に何が必要だというのです！」


　同意する声が次々上がった。今すぐ結婚すべきと。


　戸惑ったのはアレスである。


「ま、待てみんな。そ、そんな簡単に結婚などすべきものではないだろう。それに……ほら、司祭もいないではないか！」


「それならあたしがやるわよ」


　思わぬところから現れた伏ふく兵へいは、義妹いもうとエレナであった。


「エ、エレナ!?　おまえまで!?」


「諦あきらめなさい、義に兄いさん。外そと堀ぼりはもう埋うまってるんだから」


　そのままエレナは、祭壇の前に立った。


「さあ、ご両人、いいかしら？　聖女と呼ばれたあたしが立ち会うのよ、誰か文句ある？」


　異議を申し立てる者はいなかった。アレス一人を除いて。


「いや、待ってくれ！　まだ私の心の準備が──」


「……アレス」


　少しばかり怒ど気きのこもった声を出したのは、クラウディアである。


「なんなのだ、その態度は？　ここに飛び込んできたときはわたしを渡せとか言ってたくせに……嫌いやなのか？　そんなに嫌なのか！　わたしと結婚することが！」


「いえ、そんな！　そんなわけが……」


「ならば、してしまえ！　結婚ぐらい！　わたしがいいと言っているのだ！」


「は、はあ」


　何も言い返せなかった。


「観念したみたいね？　じゃあ始めるわよ」


　エレナが半ば強ごう引いんに式を始める。こうなるともうアレスには何もできなかった。


「はい、二人とも向き合って……そうそう。みなさん、静せい粛しゆくに。義兄さ──ちがった、アレスよ。あなたは今、クラウディアを妻としようとしています。あなたは心から彼女を妻とすることを願いますか？」


「ね、願います」


　このときアレスが嚙かんだことを、クラウディアは生しよう涯がい忘れなかったという。


「よろしい。では──」


　と、エレナは次にクラウディアに問いかけた。


「クラウディアよ。あなたは今、アレスを夫としようとしています。あなたは心から彼を夫とすることを願いますか」


「……願います」


　このとき、アレスはとんでもないものを目にすることとなる。かつて見たことがないような、心底幸せそうなクラウディアの顔である。


「アレス。あなたは神の教えに従い、夫としての分を果たし、常にあなたの妻を敬い、慰なぐさめ、助け、死が二人を分かつそのときまで、あなたの妻を愛し続けることを誓ちかいますか？」


　もうアレスも迷わなかった。


「誓います」


「よろしい。クラウディアよ。あなたは神の教えに従い、妻としての分を果たし、常にあなたの夫を敬い、慰め、助け、死が二人を分かつそのときまで、あなたの夫を愛し続けることを誓いますか？」


「誓います」


「よろしい」


　エレナは大きく手を広げた。


「この結婚に異議のある者は、今すぐに申し出るように！」


　もちろん、声を上げる者はいなかった。


「それではここにいる皆みなさんが二人の結婚の承しよう認にん者となります。さあ、新郎新婦の二人は、誓いの口付けを！」


　──そ、それがあった！


　アレスは硬こう直ちよくした。


　背筋が寒くなる。凍こおり付いたように体が動かなかった。これまでのいかなる戦いの前でも、今ほどの戦せん慄りつを覚えたことはない。


　周囲の列席者たちが一いつ斉せいにはやし立てる。こうなるともう逃にげ出すわけにもいかず、アレスは借りてきた猫ねこのごとくぎこちない動きでクラウディアに近づいた。


　さすがに彼女も緊きん張ちようを隠かくせないようだった。


「い、いいのでしょうか」


　小声で訊たずねる。


「うるさい、黙だまれ。さっき色々と誓ったばかりではないか」


　クラウディアは顔を赤くしてうつむいた。


「したければすればいい。わたしは……別に構わん」


「そ、そうですか」


　自分でも何を言っているのか、何をしているのかよく分からなかった。


　もはや夢の中にいるような心ここ地ちで、クラウディアの顔を覆おおっているヴェールを取り外す。


　クラウディアが上を向いた。そして目を閉じる。


「…………」


　ゆっくりと顔を近づけていく。


　そして、クラウディアの小さな唇くちびるに、自分のそれを合わせる。


　柔やわらかな感かん触しよくが伝わった。


　甘い香かおりが一いつ杯ぱいに広がる。


　ただ互たがいの唇を合わせているだけだというのに、体がとろけるようだった。


　──ずっと……ずっと、こうしたかったんだ！


　今更ながらに思い出す。自分は、ずっとクラウディアのことが好きだったんだと。


「今ここに宣言します！　この二人は正式に夫ふう婦ふとなったことを！」


　エレナは高らかに宣言し、歓かん声せいが大聖堂を満たした。





　新生ベールセール王国誕生の瞬しゆん間かんである。
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　第六章　新しん年ねん祭さい









　　　　１




　ベールセール王国暦れき八十三年が終わった。


　これから五日間、ベールセール王国は新しん年ねん祭さいに入る。すべての国民が来年こそはよい年でありますようにと願い、飲み明かすのである。


　特に王国暦八十三年のベールセール王国は、一年を通して血に塗まみれていた。数々の戦いくさで多くの人々が傷つき、王太子が、そして国王までもが命を落とした。


　しかし今、人々の間に悲ひ愴そう感はない。なぜなら彼らには、新たな希望があったからだ。すなわち、新王の即そく位いである。ただ一人からなる無敵の軍勢と謳うたわれ、〝巨きよ人じん殺し〟の二つ名を持つ騎き士しの中の騎士、ファノヴァール伯はくアレスが、クラウディア王女と結ばれ正式に王になったのだ。


　最初、その報告は人々を驚おどろかせた。ある日突とつ然ぜんフィリップがクラウディアと結婚すると宣言したと思ったら、次の日にはなぜかフィリップが死に、アレスとクラウディアとが結ばれていたからだ。


　それでも人々は、次のような話が伝わってくると笑って信じたのである。


「なんでもアレスさまは、フィリップの結婚式に乗り込んでクラウディアさまを強ごう奪だつしたんだそうな！」


　その話を聞いた者は、誰だれもが例外なくまず呆あつ気けに取られた。だがすぐに、杯さかずきを掲かかげながら笑い出すのである。


「あのアレスさまならやりかねんな！」


　かつてクラウディア王女が誘ゆう拐かいされたときも、憎にくき北の軍勢が侵しん略りやくしてきたときも、その軍勢が巨人を呼び出したときも、そしてフィリップが野心に駆かられて多くの人々を害したときも。


　アレスという名の武人は必ずそこにいた。そして剣けんを振ふるい、すべての害悪を断たち切ってきたのである。


　かくして人々は、新年の祭りの二日目を心待ちにしていた。その日は新年の参賀と言って、伝統的に王が人々の前に姿を現す日だったためである。





　　　　◆




　アレスとクラウディアが夫婦となった翌日──新年祭一日目の朝のことである。


「あの……クラウディアさま？」


　アレスはできるかぎり穏おだやかに、新にい妻づまに声をかけた。なぜかその日のクラウディアは朝から至し極ごく機き嫌げんが悪かったためである。


「さまは余計だ。どこに妻に敬けい称しようをつける夫がいる？」


「で、では……クラウディア」


「なんだ、アレス」


　やはり不機嫌そうに、クラウディアは応じた。


「い、いや、その……実はこれからのことについて相談があるんですが。というか、なんでそんなに機嫌が悪いんですか？」


「ふん、教えてやるものか。それに敬語は使うなと言っただろう。で、なんだ、その相談というのは？」


　クラウディアの機嫌が改善しそうな兆きざしはなく、やむを得ずアレスはそのまま続けた。


「その、今後のことについて……だ。私は新たな国王として、やりたいことがあるんだ」


「……ふん？」


　クラウディアも少し興味を持ったようだった。


「なんだ？　せっかくおまえが考えたことだ、聞くだけは聞いてやろう」


　だが、アレスの言葉を聞くにつれ、クラウディアの表情は豹ひよう変へんしていくこととなる。


　不機嫌な顔から真しん剣けんな王おう妃ひとしてのそれへと。


「本気なのか、アレス。本気でそんなことをするつもりなのか？」


「ああ。ずっと考えていたことだ。私がそうすると知っていたからこそ、力を貸してくれた者も大勢いますし。クラウディアさまにも思うところはあるでしょうが、しかし──」


「さまを付けるなと言ってるだろう！　また敬語も混じっておるぞ！」


「…………」


　アレスは一度咳せき払ばらいした。


「クラウディアが責任を投げ出すようなことが嫌きらいなのは分かっている。だけど、どうか付いてきて欲しい。私にはこのやり方しかできないし、その道を歩むためにはどうしてもすぐ傍そばに適切な助言をしてくれる人が必要なんだ」


　今日初めてクラウディアは笑った。


「何を言っておる？　わたしはおまえの妻だぞ。おまえを支え続けるためなら、どこにでも付いて行こうとも」


「……そうか。ありがとう、クラウディア」





　　　　◆




　クラウディアの同意が得られた今、アレスがかねてより抱いだいていた考えを実行に移すことへの障害は何もなくなっていた。


　そのためアレスは、数人の人物と話をする必要に駆られることとなる。


　最初に向かったのは、従者ガルムスの部屋だった。


　だが、部屋に入ったアレスは驚くこととなる。


「……なんだ？　何をしている、ガルムス」


「む、アレスではないか。何をしているも何も、見れば分かるだろう、旅支じ度たくをしているのだ。それよりなんだ、新にい妻づまを差し置いてわしに何か用か？」


「あ、ああ。実は今後のことについて、話しておきたいことがあるんだが」


「それは無用だ、我が主よ。わしは従者を止やめるつもりだからな」


「…………」


　思いもしなかった言葉に、アレスは固まった。


「どういう……ことだ？」


「おぬしが王となれば、この国が乱れることもそうはあるまい。わしは故郷へ帰らせてもらうとしよう。たまには土産みやげの一つも持っていってやらねば家内に何を言われるか分からんし、娘むすめにもわしの顔を忘れられかねんからな」


「……そうか」


　アレスの胸中を様々な思い出が交こう錯さくした。


　ガルムス。口うるさいドワーフの従者。しかし、その言葉にはいつも人生の先達らしい優やさしさと厳しさとが満ち溢あふれていた。


　その頑がん固こだが真まっ直すぐな性格に、何度救われたか知れない。何より、ガルムスはもっとも多くの戦場を共に駆けてきた戦友でもあるのだ。その強きよう靭じんな体で背中を守ってくれたからこそ、アレスは後ろを顧かえりみることなく前に進むことができたのだ。


　色々とこみ上げるものがあった。


「世話に……なったな」


　声が震ふるえそうだった。


「おぬしらしくもない、湿しめっぽいことはやめてくれ。別に死に別れるわけでなし、また会う機会はあるだろうよ。そうだ、気が向けば我が里を訪おとずれるがいい。数年とはいえ、飯を食わせてもらった恩は返さねばなるまい、酒の一樽たるも飲ませてやろう」


　単位が樽であることに苦く笑しようする。


「私は酒は飲まないんだがな」


「だから飲み方を教えてやると言っておるのだ。それをおぬしに教える機会がなかった事だけは、唯ゆい一いつ心残りだったからな。さあ、もう行け。おぬしが何を始める気かは大体想像がつく。レオンのやつにも話をせねばならんのだろう？」


「……そうだな」


　アレスは右手を差し出した。


「さらばだ、ガルムス。また会う時まで」


「おう。達者でな、我が主よ」


　二人は固い握あく手しゆを交かわし、そしてそれぞれの目的に向かって歩み出した。





　　　　◆




　次にアレスが向かったのは、レオンの部屋だった。


　しかし部屋にレオンの姿はなかった。侍じ女じよに話を聞いて、どうにかその行方ゆくえを突つき止とめる。


　行き先は、城内にある訓練所だった。


「ここにいたのか、レオン」


　新年の祭りの最中だというのに、レオンは一人剣の鍛たん錬れんに勤いそしんでいたのである。


「毎日鍛錬を怠おこたるなってのはあんたの教えだろ、アレス」


　もう自分は王になったというのに、相変わらず接する態度を変えようとしない従者だった。


「で？　何の用だよ？　新しん婚こん早々、新妻も放ほうって」


「いや、おまえに言っておきたいことがあってな」


「なんだよ？　ああ、僕のことなら気にするな、あんたの従者はもう止めるつもりだから」


　再び衝しよう撃げきを受ける。


「……おまえもなのか？」


「その反応を見ると、ガルムスとはもう話をしたんだな？　分かってるさ。一国の王に、僕みたいな若造の従者がいたって邪じや魔まなだけだしな。それに、新婚の夫婦を邪魔するようなこともしたくない。新年祭が終わったら王都を出るよ」


「そうか」


　それがレオンの出した結論ならば、アレスにはもう何も言えなかった。


「その後はどうするつもりだ？　もしよかったら、誰か騎士を紹しよう介かいしてもいいが」


「おい、馬ば鹿か言うなよ。主あるじをそう何度も替かえてたまるか、僕の主はあんた一人で充じゆう分ぶんだ」


　口調はぶっきらぼうだが、レオンの顔は少し赤く染まっていた。


「いや待てよ。そうだ、最後に何かしてくれるって言うなら、一つだけ付き合ってくれ」


　レオンは訓練所の隅すみにある棚たなから、訓練用の木ぼつ剣けんを取り出しアレスに放った。


「最後に一度ぐらい、剣の稽けい古こをつけてくれてもいいだろ？」


「……そうだな」


　アレスは笑った。これこそ騎士と従者の別れ方に相応ふさわしいと。


　二人はそれぞれ木剣を構えた。


「いくぞ、レオン。手加減はなしだ」


「当たり前だ！　僕だって成長してるんだ、王妃殿でん下かには申し訳ないけど、痣あざの一つぐらい作らせてもらう！」


　そして二人は、最後の剣を交えたのである。





　　　　◆




　次にアレスが向かったのは、かつての師の部屋である。


「イザーレ。少しいいか？」


「おや、これはアレスさま。どうしました？　顔が少し腫はれているようですが。まさかもう王妃殿下と喧けん嘩かでもしたのではありますまいな？」


「いや、違ちがう。少し不意打ちを喰くらってな。そんなことより、おまえに頼たのみがあるんだ」


「は。なんでしょう、国王陛へい下かが直じき々じきに私に頼みごととは？」


「私の故郷、レストニア領をおまえに預かってもらいたいんだ」


　イザーレは沈ちん黙もくした。


　しかし、それもわずかな間だけである。


「……やむを得ませんな。正直、そうなるのではと思っておりました。しかし本音を申せば、私はアレスさまの傍にあって助言役でも務めたいのですが」


「それでは……意味がないんだ。私にはこれからやろうとしていることがある」


「どういうことでしょう？　アレスさまが王になられたがゆえに、レストニア領は私に任せるということではないのですか？」


　再びアレスは語った。かねてから決意していたことを。


　イザーレは、最後まで表情一つ変えずにそれを聞き終えた。


「アレスさま。一つだけよろしいでしょうか」


「ああ、言いたいことがあるなら聞こう」


「私は、王となられたアレスさまのことが実に誇ほこらしいのです。レオンと同じですよ、それでこそ私の人生を懸かけてお仕えしたお方と、そう思えますゆえ。しかもその王の最初の家臣が、私なのですからな」


「……イザーレ」


「だからこそ、その王座をほっぽりだすというのはあまり感心いたしません」


「すまん」


「謝られても仕方ありません。アレスさまが考えた末に出した結論とあれば、従う他ほかありますまい。ただ……一つだけ口く惜やしくてならぬのが、これからアレスさまの歩みを直じかに見ることができないということなのです。私も老い先短い身、できることならばアレスさまの行く末を直接見定めたかった」


「…………」


　何と言えばいいのか分からなかった。


「いえ、わがままを申し上げているのは分かっております。それに今のアレスさまには、年老いた家臣などよりも優先すべき人がおりますからな」


「分かっている。国民のことだろう？」


「違います」


　即そく答とうされる。


「何を仰おつしやるのですか。アレスさまが真っ先に大切にしなければならないのはまずご家族、すなわち新にい妻づまですよ」


「……そ、そういうものなのか？」


「そうですとも。家族も守れぬ者に他人など守れませぬ」


「そうか。なるほど、言われてみればその通りだ」


　アレスがあまりに真ま面じ目めな顔をして頷うなずいたためか、イザーレはまず呆あつ気けにとられ、次に笑った。


「いささか私の教え方が偏かたより過ぎましたかな。いいでしょう、確かに城になどこもっていてはクラウディアさまとの愛もろくに育はぐくめますまい。アレスさま、どうかお心のままに歩みを進めてください。そして、これが私からの最後の教えです。クラウディアさまとの旅の間に、人を愛し、愛されることの意味を知ってください。その経験は、必ずやアレスさまの助けとなるでしょうから」


「……分かった。よく覚えておこう」


「そう真面目に受け取られてばかりでは困りますな。くさ過ぎる話と笑っても構わんのでずぞ」


　イザーレはそう笑うと、右手を差し出した。


　アレスは黙だまってその手を強く握にぎり返す。


「どうかお元気で。これからは風の噂うわさでアレスさまのご活かつ躍やくを耳にしながら、余生を送ることといたしましょう」


「ああ。おまえも達者でな。イザーレ。必ずまた会いに行くよ」





　　　　◆




　アレスはイザーレの部屋を出た。


「…………」


　これで、三人の家臣全員と別れを交わしたこととなる。


　自分でもよく分からない感情が、胸の中に込み上げていた。


「あら、アレスさま。……どうかなさったのですか？」


　と、その折。声をかけてきたのは、クラウディアの侍女シオーネだった。


「いや、別に……何もないが」


「噓うそです。でしたら、なぜ涙なみだなど流していらっしゃるのですか？」


「え……？」


　言われて気付く。確かに、目め尻じりにわずかに水気があった。


「クラウディアさまには内ない緒しよにしておきます。何があったのですか？」


「……いや、本当になんでも……」


「アレスさまは本当に噓が下手ですわ。さ、こちらへ」


　シオーネは強ごう引いんにアレスの腕うでを取ると、人ひと気けのない倉庫へ連れ込んだ。


　そして積まれた荷の上に座らされる。


「ここなら誰だれにも聞かれることはありません。さ、アレスさま。そんな顔で戻もどっては、クラウディアさまも心配されますよ？」


「…………」


　黙っておこうとも思ったがこれ以上、できなかった。今はシオーネの優やさしさが無む性しように嬉うれしく感じられた。


「……ガルムス。レオン。イザーレ。私はたった今、大事な家臣たちと別れを交かわしてきたんだ。自分で選んだこととはいえ……思っていたより寂さびしくてな」


　アレスは驚おどろいた。突とつ然ぜん、シオーネに抱だきしめられたからだ。


「悲しむことなんてありませんわ。出会いもあれば別れもあります、それが人生というものです。アレスさまには妻という新たな絆きずなができたばかりではありませんか。それに、こんなことで泣いてしまっては、今度会ったときそのお三方に笑われてしまいますよ」


「……そう、だな」


　シオーネの言葉と胸のぬくもりが、アレスを落ち着かせた。


　涙を拭ぬぐい、立ち上がる。


「ありがとう、シオーネ。おまえの言う通りだ、こんなことで泣いているようでは、将来三人に合わせる顔がない」


「そうです。それでこそアレスさまですわ」


　これが今生の別れではない──ガルムスの言葉を思い出す。きっとまたいつか、三人と再会することはあるだろう。そのときかつての家臣をがっかりさせることだけはできない。


　そのことを心の支えにして、アレスは次の目的地へ向かった。





　　　　◆




　次に向かったのは、義妹いもうとエレナのもとである。


　もっとも、エレナに限っては別れのために会いに行くわけではない。礼を言うためであった。しかし、その居場所を探すのがまた難しかった。王城のどこにもその姿はなく、あちこちに聞いて回ってようやく分かったのが、どうやら城下にある緑神アトラスの神しん殿でんに行っているらしいということだった。


　ところが城を出ようとすると、多くの騎き士し、しまいにはジェレイドまで出てきて止められてしまったのである。


「陛下、陛下は今や正式な王なのです。軽々しくどこかへ出かけられては困ります」


「少しばかり町へ出てくるだけだ。それぐらいいいだろう」


「いいえ、いけません。ただでさえ今日は新年祭一日目、多くの民衆が家の外に出て祭りに興じています。すでに陛下のことは城下でも話題になっており、もしそこに突然アレスさまが姿を現せば大混乱が起こりましょう。恐おそらく、死傷者が出るほどの」


　さすがのアレスも、その話には鼻白んだ。


「私が城を出るだけで、死人が出るというのか？」


「はい。陛下はすでにそういう存在なのです。どうかご理解ください」


　アレスはため息を吐ついた。


「国王というのは存外に窮きゆう屈くつな立場なのだな。おまえにあの申し出をしておいてよかった」


「まったくです。とにかく、今はご自重ください。明日以降のことについては、すべてお任せいたしますので」


「分かった。そうしよう」


　とりあえずジェレイドとの別れのときだけは、寂しさの類たぐいを感じずにすみそうだな、となんとなく思うアレスだった。





　結局アレスが義妹に出会えたのは、この日の夜のことだった。


「よう、国王陛下じゃねえか」


　あらためてエレナの私室を訪おとずれると、部屋の前でかつての副官と会う。


「ローランか。こんなところで何をしている？」


「決まってるだろ、エレナの護衛だよ」


　長ちよう髪はつの騎士らしからぬ騎士は、さも当然のことと言わんばかりだった。


「こんなところでか？　ここは王城の中で、今は新年祭の最中だ。この状じよう況きようでエレナに護衛が必要とも思えないが」


「いやー、王都の司祭さまってのは存外意地が悪いらしいぜ。エレナは今や聖女として知れ渡わたってる上に、一国の王を兄貴に持ってるんだ。王都でぬくぬくとやってきた司祭どもからしてみれば、目の上のタンコブどころじゃないって話だぜ？」


　権力争いという醜しゆう悪あくな単語が、アレスの脳のう裏りに浮うかんだ。


「彼らがエレナの敵に回るというのか？」


「可能性はあるだろうよ。司祭といやあ、その肩かた書がきだけで尊敬されるようなご立派な地位だ。その地位を小こ娘むすめに奪うばわれないためなら、連中も何をしでかすか分かったもんじゃねえ」


「……そんなに危険なのか、エレナの立場は」


　アレスが深刻な顔すると、ローランは笑った。


「はっはっはっ、わりいわりい、そんな険しい顔すんなって！　本音を言うとだな、こんなときまで護衛してくれるローランさまカッコイイって、エレナに恩を着せたいだけなんだからな！」


　アレスにはとても笑えなかった。


「本当に冗じよう談だんなのか？　エレナは安全なのか？」


　するとローランも表情をあらためる。


「ああ、多分大だい丈じよう夫ぶだろうよ、今しばらくはな。だが、エレナの性格はおまえが一番よく知ってるだろ？」


「曲がったことが大だい嫌きらい……か？」


「そうだ。貴族だけじゃねえ、王都の司祭からも生なま臭ぐさい匂においがしてるのは事実らしいからな、エレナの性格からすりゃ、どっかで衝しよう突とつすることは間ま違ちがいないだろうよ。ま、おまえはとりあえず王として仕事してりゃいいさ、エレナのことは俺が面めん倒どう見てやるからよ」


「……そうか」


　ローランは軽い男に見られがちではあるが、やるべきことはそれなりにやる男であり、なにより目め端はしが利きく。そのローランが傍そばに付いていてくれれば、エレナも大丈夫だろう。


「分かった。では義妹のことは頼たのむ」


　なぜかローランは驚きを隠かくせないようだった。


「えっ!?　いいのか!?　兄貴公こう認にんか!?　本当にエレナを任せてくれるのか!?」


　はっと自分の口にした言葉の意味に気付く。


「ち、違う！　そういう意味じゃない、おまえみたいな軽い男にエレナを任せられるか！」


　などとくだらない言い争いになりかけたとき、ローランの背後の扉とびらが開いた。


「もー、うるさいわね。今日も疲つかれたんだから、夜ぐらい静かに寝ねかせてよ！」


　義妹エレナであった。なるほどよほど疲れているのか、ひどく機き嫌げんが悪そうだった。


「って、あら、義に兄いさ……違った、国王陛へい下かじゃない。どうしたの？」


「……人目のないときは義あ兄にと呼んでくれていい。いや、この一年はおまえの世話になりっぱなしだったからな。一度礼を言っておきたかったんだ」


「あら、いいのよそんなこと。あたしはあたしのやりたいようにやってきただけだもの。義兄さんの足を引っ張りかけたことだってあったし」


「そんなことはない。おまえの助けがあったからこそ、私は今歩んでいる道が正しいと確信して進むことができたんだからな。本当に感謝している」


　エレナは静かに微笑ほほえんだ。


「いいのよ。あたしたちは家族でしょ？　当然のことをしただけよ」


「そうか、家族……か。そうだったな」


　当たり前のことを思い出す。エレナは、家族なのだ。どこで何をしていようと、その絆が失われることはない。


「そんなことより、あたしも聞きたかったんだけど、義兄さんはこれからどうするの？　こんなこと言うのもなんだけど、王座にずっとふんぞり返ってる義兄さんの姿って、想像もできないし似合わないと思うのよ」


「同感同感。なんか新しいことでも始めた方がいいんじゃないのか？　おまえのことだから、絶対退たい屈くつで死にそうになると思うぜ？」


　ローランまで笑いながら相あい槌づちを打つ。二人のずけずけとした態度に苦く笑しようしつつも、いつものように接してくれることが少し嬉しかった。


「ああ、それについてはおまえたちに伝えておくことがある。私はこれからやろうとしていることがあるんだ──」


　……アレスの提案を聞き終えた二人は、一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られてから大笑いした。


「はっはっは、そりゃいいぜ！　おまえらしくてよ！」


「それでこそ義兄さんよ。似たようなことやるんじゃないかと思ってたけど、やっぱりそうなのね」


「……賛成してくれるんだな？　おまえたちは」


「そりゃそうよ。それこそ義兄さんに似合ってると思うわ。ジェレイドは十年後を見定めて、義兄さんは目の前の人を助けるために……か。最高よ、それ」


「そうか」


　二人にそう言ってもらえると、なんだか嬉しくなってくる。自分の決断が間違っていなかったと、あらためて思える。


「ところでエレナ、これからおまえはどうするんだ？　一応私も王になったわけだし、何かやりたいことがあるなら手伝えることもあると思うが」


「遠えん慮りよするわ。自分のしたいことぐらい、自分でなんとかしたいもの。一度でも義兄さんの手を借りたら、そのまま甘えちゃいそうだし」


　やはりエレナらしい答えだった。


　そしてエレナもまた、イザーレと同じように手を差し出した。


「がんばってね、義兄さん。あたしと義兄さんは小さいころからずっと兄妹きようだいだった。それだけは今後もずっと変わらないんだから」


「ああ、そうだな」


　その手を握にぎり返しながら、アレスは強く頷うなずいた。





　　　　◆




　この日、別れを交かわしていたのは、アレスだけではない。


〈風の戦いくさ乙女おとめ〉ことミーアも、ある人物の訪問を受けていた。


「ミーア。おまえに言っておきたいことがある」


　幼おさな馴な染じみにして常にミーアと共にあったルークであった。


「なによ、どうしたの？　あらたまって」


「戦争は終わったんだ。俺はここらで故郷へ帰るよ。いい区切りだしな」


　突とつ然ぜんの申し出に、ミーアは動どう揺ようを隠せなかった。


「そんな！　どうしたのよ、いきなり……！」


「分かってるはずだ、ミーア。おまえはこれからも、あいつを追いかけるんだろ？　おまえはそれでいいさ。だけど、俺にはもうあいつに拘こだわる理由もない。たまには家族にも顔を見せなきゃならないしな」


「そ、そんな……」


　ミーアはしばらくの間押し黙だまった。だが、一つため息を吐ついてから、その顔に無理に笑みを浮かべる。


「そう……よね。これ以上、あんたを付き合わせることなんてできないもんね……。今までありがと、ルーク。あんたがいてくれたお陰かげで、あたしは好き勝手やってこれたのよ。あたしはあんたのことを、ずっと兄さんみたいだって思ってたわ」


「おまえはずっと手のかかる妹だったな。あいつの手は、あまり煩わずらわせてやるなよ？」


「余計なお世話よ、兄さん」


　二人は最後に笑い合い、そしてそれぞれ別の道を歩み始めたのである。





「結局、兄止まりだったんだな……」


　ミーアと別れた後。ルークは一人、ぽりぽりと頭をかいた。


　それは分かっていたことである。ミーアが自分に抱いだいている感情は、その程度のものだったのだと。


「しかし、鈍どん感かんにもほどがあるよな。好きでもない相手と、何年も一いつ緒しよに旅なんてできるわけないってのに……。あいつ、絶対アレスを笑えないぜ」


　運が悪かったとすれば、恋こい仇がたきがあまりに強すぎたということだろう。何せその相手は、有名な武人の家系に生まれた伯はく爵しやくで、〝巨きよ人じん殺し〟の異名を持ち、今や国王である。勝ち目などあるわけもない。


　とはいえ、この数年間は決して無む駄だな時間ではなかったとは思う。もしミーアと出会っていなければ、自分は恐おそらく一いつ介かいの農民として面白みのない人生を送るはずだった。そんな自分が幾いく多たの英えい雄ゆうと共に王国中を駆かけ巡めぐり、農村暮らしでは決して得られぬ無数の経験をすることができたのだから。


「ま、とりあえず一度は村へ帰るとして……その後はどうすっかなあ」


　今いま更さら、農民には戻もどれそうにもなかった。どうせならこの経験を──王国に謳うたわれし英雄たちを間近で何年も見てきた経験を活いかしたい。


「そうだ。吟ぎん遊ゆう詩人……なんていいかもな」


　農村では珍めずらしいことではないが、ルークも小さいときはいつも吟遊詩人が村にやってくるのを楽しみにしていた。吟遊詩人が謳う様々な物語を耳にしては、自分も胸を躍おどらせたものだ。ミーアと共に村を飛び出す決心をしたのもそこに一因があった。


　村から村を渡わたり歩き、幾多の英雄──アレスやジェレイド、そして〈風の戦乙女〉──たちの活かつ躍やくを伝える吟遊詩人。それは、なんとも楽しそうな未来に見えた。
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　新年祭二日目がやってきた。


　例年ならば国王が民衆の前に立つ日である。その慣習は今年も変わることはないと正式に発表され、会場となった王都中央にある広場には、朝から多くの人々が押しかけていた。


　そして正午前。ついに王と王おう妃ひが人々の前に姿を現し、広場は大だい歓かん声せいに包まれたのである。





「…………」


　新王アレスは圧あつ倒とうされていた。


　視界一いつ杯ぱいに広がる人の山。何度も軍勢の前に立って演説したことのあるアレスだが、これほど多くの人がいるのを目にしたことはなかった。


　しかも彼らは、口々にアレスのことを称たたえているのだ。


「アレス。何をぼーっとしておる」


　もしクラウディアが声をかけてくれなければ、アレスはいつまでも間ま抜ぬけな面つら構がまえを民衆の前に晒さらしていただろう。


「ほれ、皆みなが新たな王の言葉を待っている。早く声をかけてやれ」


「あ、ああ」


　まずアレスは、右手を高く掲かかげた。


　それが合図だった。広場に集まっていた群衆は、次し第だいに静かになっていき、王の言葉を待ち始めたのである。


　アレスは大きく息を吸った。


「皆の者。私が新たに王となったアレスである」


　自分で言っていて似合わない台詞せりふだという自覚はあった。だが、そんなアレスを民衆たちは黙って見守り続けていた。


「まず、私は皆に謝らなければならない」


　考えていた台詞を、できる限りの威い厳げんを込めて口にする。


「私はかつて騎き士しであり、貴族であった。騎士も貴族も、もとは人々を守るために作られた地位だ。だが昨年、この国は多くの争いに塗まみれ、多くの人々が傷ついた。それを防げなかったのは、我ら騎士や貴族の責任だ。心より謝罪したい」


　場は静まりかえった。新王の最初の挨あい拶さつで、謝罪の言葉が飛び出てくるとは誰だれも思わなかったのである。


「そして今、私は先王の忘れ形見クラウディアと結ばれ、新たな王となった。私のような若造が王になったことを不安に思う者も少なくはないと思う。だが、私は一人ではない。人が一人でできることはたかが知れている。それでも、皆の力を合わせれば解決できないことなどない。それが、私がこの一年で学んだことだ」


　目を閉じれば、この一年のことが色いろ鮮あざやかによみがえる。


　クラウディアと交かわした約束。多くの戦いくさ。パンドラの離り反はん。そして、仲間たちの力を借りて大たい望もうを成し遂とげたこと。


「この国は今、大きく疲ひ弊へいしている。だが私は王として約束する。子が腹を空すかせぬこと。母が嘆なげかぬこと。恋こい人びとが引き離はなされぬこと。そんな世の中を作り上げることを。しかし、それは私一人では到とう底てい成し得ぬことだ」


　アレスはゆっくりと広場を見回した。


「それゆえに、皆に頼たのみたい！　どうか私の理想を成し遂げる手伝いをして欲しいのだ！　簡単なことだ、税を払はらえというわけではない。ただ家族を愛し、争いを憎にくんで欲しい！　それだけでいい、そのときこそこの国は、真の平和と真の豊かさを取り戻すことができるだろう！」


　まるで、さざ波が押し寄せていくように。広場は、大歓声に包まれていった。誰もがアレス王の名を称え、感動にむせび泣く。


「いささか未熟だったが──」


　と、妻は言った。


「まあいい、この反応がすべてだ。よくやった、それでこそわたしの夫だ」


「ああ。それは良かった」


　正直なところアレスは戸と惑まどっていた。一時は奴ど隷れいに身をやつしたことさえある無能な自分の言葉が、これほど多くの人々の胸を打っているというのだから。


「ほれ、これで終わりではないだろう。最後の仕事をしろ、アレス」


「ああ、そうだな」


　アレスはひとまず歓声が鳴り止やむのを待った。


　アレスがまだ何か言おうとしているということを人々も悟さとったようで、長い時間をかけ、再び広場は沈ちん黙もくに包まれていく。


　そして、アレスは言った。


「皆の者、心して聞け！　私は理想を実現すべく、王として今ここに最初の勅ちよく令れいを下す！　ジェレイド、ここに！」


「は！」


　すかさず進み出たジェレイドは、アレスの前に膝ひざを突ついた。


「おまえを今このときより宰さい相しように任ずる！　軍事・政治にかかわるあらゆる権力を、王たる私に代わって行使することを許す！」


「宰相の任、謹つつしんでお受けいたします。すべては国王陛下のために」


　ジェレイドがアレスの右みぎ腕うでであることは周知の事実である。そのジェレイドが新王の政権下で重要な役職に任じられたことは、それほど意外ではなかった。しかし、軍事と政治のあらゆる権力の行使を許すとはやりすぎではないかと、人々の間からざわめきが生じ始める。


　だが、アレスの勅令はそれで終わらなかった。


「皆に伝える！　私はこれより妻と共に王都に出る！」


　広場を包むざわめきは、一層強くなった。


「私は王であると同時に騎士の誓ちかいを立てた身だ。王座に居座っていても、できることはない。それゆえ私は王としてこの国を旅し、足元から世直しを行っていくこととする。今後はジェレイドの言葉を私の言葉と思って従うように。これは王としての命令である！」


　アレスはジェレイドに向き直った。


「心しておけ、ジェレイドよ！　時には失敗することもあるだろう。人が人である以上、それは仕方がない。しかし、もしおまえが欲よくに駆られて政まつりごとを行うようなことがあれば、私はいつでもこの王都へと戻り、王としておまえの首を斬きり落とすこととなるだろう！」


「肝きもに銘めいじておきましょう、我が王よ」


　それが、王都におけるアレスの仕事が終わった瞬しゆん間かんだった。


「では、さらばだ皆の者！　忘れるな、必要があれば私はいつでも王としてこの城に戻ってくるであろう！」


　アレスはクラウディアの体を抱き上げた。


　そしてそのまま二人で広場を後にしたのである。


　背後の群衆が王を求めて騒さわぎ立てるのが分かった。だが、もう何も言うべきことはない。


　王としての衣い装しようを投げ捨て、路地裏に駆け込む。


「オルトス！　オルトース！」


　場所など関係ない。忠実な愛馬はどこからともなく現れ、ヒヒンといなないた。


　クラウディアを抱いたまま、その背に飛び乗る。


「さあ、行こう、クラウディア。新しい旅立ちだ」


「連れて行ってくれ、アレス。どこまでも付いて行こう、おまえの妻として」





　こうして。


　軽快な蹄ひづめの音を響ひびかせ、緑の国の新王は旅立っていった。


　後に残された人々は、最初は動どう揺ようした。だが、次し第だいにアレスの言い残した言葉の意味を悟り、次のように語り始めたのである。


「何も驚おどろくことなんてない！　国王陛下は、これからも俺たちのために剣けんを振ふるってくださるってことじゃないか！」


「そうさ！　どこかで困ってる人がいたら、きっと陛下は駆けつけてくださるに違ちがいない！　これまでもずっとそうだったじゃないか！」


「むしろ結構なことじゃないか！　どこぞの貴族どもみたいに、俺たちの税金で遊び呆ほうけたりしないってことだしな！」


　王として前代未み聞もんなアレスの行動。


　だが、人々はそれでこそ我らが新王と希望を抱いだいた。きっとこの国は生まれ変わる。人々はそう信じて疑わず、それゆえこの年の新年祭は、例年になく盛り上がったという。




　最終章　英えい傑けつ雄ゆう途と
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　グリア大陸の南に、鬱うつ蒼そうとした森の茂しげる一帯がある。


　死の森、妖よう魔まの森──数々の不ふ吉きつな呼ばれ方を持つその森には、太古より多くの妖魔が棲すみ着いていた。


　その一つが、浅黒い肌はだと二本の短い角つのを持つオーガと呼ばれる種族である。彼らはこの妖魔の森の大部分を、数百年という長い時をかけて支配していた。


　そのオーガには一人の統とう率そつ者がいた。名を、武王ラーライーツ。フィリップと盟約を結び、甲かつ冑ちゆうと魔剣とを与あたえ、妖魔の軍団の一部を貸かし与えた人物でもある。


「ラーライーツ様！」


　その日、一人の神官が武王の元にある報告をもたらそうとしていた。


「我らの神より神しん託たくが下りましたぞ！」


「真か!?　何と!?」


「人の世は乱れ始めておりまする。次に太陽が漆しつ黒こくに染まりしそのときこそ、我らの決起の時であると！」


「そうか！」


　オーガがかつて人間の軍勢に敗れ、この陰いん鬱うつな森に押し込められてから数百年。子々孫々伝えられてきた恨うらみを、ついに晴らすときがきたのだ。


「待っているがいい、人間どもよ。間もなくだ、間もなく黄昏たそがれの神の名の下もと、我らの時代がやってくるのだ」


　エディンバラという人間の国の軍事地図を手て土産みやげに、ある女のオーガが帰き還かんするのはこの一ひと月つき後のことであったという。
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　ベールセール王国に生じた争いは、すべてが終結した。


　だが一方で、これから新たな戦いくさに臨のぞもうとしている者もいた。


　新宰相ジェレイドである。ただし、ジェレイドの行う戦は武力によるものではない。政治力を武器に、貴族を相手に行われる戦である。





「じゃあ……そろそろ帰るよ」


　王国暦れき八十四年第一の月一日。


　これまで常にジェレイドの傍そばにあり、侍じ従じゆうとしてその世話をしてきたクライスとソフィアは、故郷へ帰ることとなった。


　そう強くジェレイドが勧すすめたからである。これから、今まで以上に陰いん惨さんな戦が始まるのだ。子供を傍に置いておきたくはなかった。


「ええ、あなたたちも達者で。マシュー、後は頼みましたよ」


「ああ、任せておけ」


　二人を故郷に送り届ける任を申し付かったのは、ジェレイドの幼おさな馴な染じみにして猟りよう師しのマシューである。マシューも故郷に家族がいる関係で、一度ボルネリア領に戻もどることとなった。


「ま、俺は家族に土産でも渡わたしたらすぐ戻ってくるからよ。今いま更さら田舎いなかの村で猟師なんてやってられねえし」


「ええ、是ぜ非ひお願いしますよ。信しん頼らいできる護衛は一人でも多い方がいいですから」


　次にジェレイドはソフィアを見やった。


　別れというものに慣れていないこの少女は、朝からずっと泣きっぱなしだった。


「ソフィア、泣かないでください。またいつか会えるでしょうし」


「そうだよ、大きくなったらまた俺が王都まで連れて行ってやるからさ」


　クライスもまた、一いつ緒しよになってソフィアを慰なぐさめる。


「……はい。でも……やっぱり悲しいです……。ジェレイドさま、わたしは家族を亡なくしました。でも、ジェレイドさまがいてくださったおかげで……今まで生きてこられたんです。本当に、ありがとう、ございました」


「気にすることはありません。僕としても、あなたがいてくれたおかげで今までやってこられたようなもんですから」


「そうだよな。一人じゃ食事すらまともに作れないもんな」


　マシューが茶化してくれたのはありがたかった。少しだけソフィアの顔に笑えみが戻る。


　──あらためて考えると、僕が決起したきっかけを作ったのもソフィアでしたね。


　かつて、無能な領主がソフィアの体を要求してきたことがあった。それに反はん抗こうしたのが、ジェレイドの最初の反乱だったのだ。


　その延長線上に今の自分がいる。ある意味、この少女がいたからこそ、今のベールセール王国ができたとも言えるのだ。


「さあて、そろそろ行こうぜ。出発が遅おそくなると、今日中に次の宿場町につけなくなっちまうしな」


　マシューが言うと、ようやくソフィアは顔を上げた。


「ジェレイドさま。どうかお元気で」


「ええ。これが今こん生じようの別れというわけではありません、またお会いしましょう」


　名な残ごりを惜おしむように、三人は何度も振り返りながら旅立っていった。


　やがて三人の姿が見えなくなったところで、ジェレイドは眼鏡をかけ直した。


「感傷にひたれるのは、ここまでですね」


　これが今生の別れというわけではない──先ほどジェレイドはソフィアにそう言ったが、他ほかならぬ本人があまりその言葉を信じていなかった。


　これから自分は、新たな戦いに向かうことになる。敵はあらゆる陰いん湿しつな手練手管に長たけた貴族たちだ。彼らと戦うには、自分の弱みは少ない方がいい。ソフィアたちを故郷に帰したのはそのためでもあった。


　その後、ジェレイドは城に戻った。主あるじのいないこの城が、当面のジェレイドの戦場だった。


　城の中では、数人の知ち己きがジェレイドの帰りを待っていた。


「お別れは済んだのですか？」


　最初にそう尋たずねたのは、オリビアである。


　豪ごう商しようの娘むすめであり、自身も商人としての才覚を有し、常に財政に悩なやまされてきたジェレイドを裏から支え続けてきてくれた大切な右みぎ腕うでだ。


「ええ、つつがなく。さて、新年祭も終わりました。今日からの僕は宰さい相しようとして、さらなる厄やつ介かいな日々が続くでしょう。オリビア、それでも僕に付いてきてくれますか？」


「はい、もちろんです」


　オリビアは即そく答とうした。


　続いてジェレイドは、やはり自分に付いてきてくれた二人の貴族に向き立った。


「キアテーヌ侯こう爵しやく。グロースター伯はく爵しやく。これから僕がやろうとすることは、ことごとくが貴族と対立するものとなります。ですが同じ貴族であるあなた方の協力があれば、成し遂とげられる可能性はかなり高くなります。どうか今しばらく、手を貸して頂きたい」


「私はアレス国王陛へい下かに忠誠を誓ちかった身だ」


　老将として名高きキアテーヌ侯こうは言った。


「ジェレイドどの、あなたはその陛下が信任されたお方。ならば私もできる限り手伝わせて頂きましょう」


「同感だ」と、若く勇ゆう壮そうなグロースター伯は頷うなずいた。「私が信じているのは聖女エレナさまであって、あなたのことを好ましいと思ったことはない。それでも、エレナさまはあなたに協力するよう命じられた。その一点において、私はあなたに従おう」


「ええ、充じゆう分ぶんです」


　続いてジェレイドが振り返ったのは、武人たちだった。


「ベルフェルド副将軍。ノーラッド、ベルハルト、メリステル。僕がこれから貴族たちと敵対すれば、自然騎き士したちとも敵対することになるでしょう。しかしながら、同じ騎士であるあなた方が僕に手を貸してくれれば、きっと争いは最小限に抑おさえられるはず。どうか今しばらく僕に協力してください」


「私は一ひと度たびはフィリップに付き、国王陛下に逆らった身」


　多くの勇将の補ほ佐さを務めてきたベルフェルド副将は答えた。


「陛下はその私の罪を許し、国に仕えるよう命じました。今こそそのご恩に報むくいるべく、尽じん力りよくいたしましょう」


「私は近この衛え騎士です」と、ノーラッド。「国と王を守るのが我らの任、しかしながら守るべき王は今はいなくなってしまいました。となれば残るは国のために尽力するしかありません。そのためならば、いかようにでもお使いください」


　反乱軍と呼ばれていたころからジェレイドに力を貸し続けたベルハルトとメリステルも、それぞれ礼を崩くずさなかった。


「私が剣けんを捧ささげたのは、ずっとジェレイドさまただお一人。世界に絶望し、世捨て人になっていた私に新たな希望を示してくださったのはジェレイドさまなのです。このご恩に報いるためにも、どこまでもお供いたしましょう」


「騎士という地位が、男のものであると思われ続けるのはいささか癪しやくに障さわる。そうでないことを示すためにも、おまえの傍にあって力を貸そう」


　最後にジェレイドは、ずっと共に戦ってきてくれた味方たちを振ふり返った。


「カークウッド、テオドリッジ、それにリーエンノール。あなた方の協力が一人でも欠けていれば、僕は生き残ることはできなかったでしょう。あなた方の命を再び危険にさらす権利は僕にはありません。ですが、もしよろしければ、今少しの間あなた方の力をお貸し願いたいのです」


「謹つつしんでお受けします」


　と、兵を率いてジェレイドを支え続けたカークウッド千人長は頭を下げた。


「私にも大たい望もうがありますが、まだまだ未熟な身。どうかジェレイドさまのもとで今しばらく修しゆ行ぎようさせて頂ければと存じます」


「俺としては、もうあまりおまえに興味はないのだがな」


　つれない返答をしたのはテオドリッジである。


「だが、俺のようなむさ苦しい男が新しん婚こんの王に付いていくのも無ぶ粋すいな話だ。今後争いが生じそうなのはおまえの周りぐらいだろうしな、ならばもう少し付き合ってやる」


「同感だ」と、リーエンノールも相あい槌づちを打った。「城での生活は堅かた苦くるしそうだが、おまえがこれから何をするのかを含ふくめ、多少興味はある。今しばらくはおまえの傍で見定めさせてもらおう」


「ありがとうございます、皆みなさん」


　彼らは、それぞれの理り屈くつでジェレイドに付いていくことを選んでくれたのだ。


　ジェレイドとしては、それでよかった。自分にはアレスのような求心力があるとは思えない。それぞれがそれぞれの理由をつけて付いてきてくれればそれで良かった。


　もともとジェレイドの思い描えがいていた未来とは、国王に権力を集中させることで貴族の力を削けずり取り、その後少しずつ農民たちの権利を拡大させるというものだった。


　いささか道筋は変わりそうだが、今、その未来へ確実に歩みを進めている。何せ国王に全権を委任されているのだ。うまくいけば、想定していたよりも早く農民たちの権利を拡大させることができるかもしれない。


　もっとも、農民の権利を拡大させれば、貴族との敵対は避さけられない。この一年で多くの貴族が力を失ったが、それでもまだ彼らの力は侮あなどれないだろう。


　それでも、やり遂げられる見込みがジェレイドにはあった。なぜなら、これほど素す晴ばらしい仲間が傍にいるからだ。


　──それに、いざとなったら陛下にどうにかしてもらえますし。


　自分の後ろにはあのアレスが付いている。いかなる困難も乗り越こえてきたあの国王がだ。それを思えば、あまり難しく考え込む必要もなかった。


　ジェレイドは中指を伸のばし、眼鏡をかけ直した。


「さあて、では始めましょうか。僕たちの新たな戦いをね」





　……この後ジェレイドは、国の全権を与あたえられた宰相として、その手しゆ腕わんを振るっていくこととなる。


　ジェレイドが最初に行ったのは、街かい道どうを行く旅人や商人が賊ぞくの類たぐいに襲おそわれた場合、その地を治める領主に損害を補ほ償しようさせるという政策であった。


　それは多くの戦で乱れていたベールセール王国の治安を劇的に改善させ、経済活動をも活発にさせる効果があった。


　だが、同時にその政策は多くの貴族に損害を与えることにも繫つながり、これを機に両者の争いは激化していくこととなる。


　初めは農民として、次は宰相として。


　ジェレイドの戦いは、まだまだ終わることがなかった。





　　　　２




　アレスたち一行は、森の小道を進んでいた。


「そういえば、クラウディア。前からずっと疑問に思ってたことがあるんだが」


　旅の道すがら、アレスは後ろに続く馬車に乗っている愛妻に訊たずねた。


「なんだ、アレスよ」


　ぶすっとした態度で、クラウディアは応じた。


　彼女が不ふ機き嫌げんであることは、もうアレスにはどうしようもなく、仕方なくそのまま続ける。


　かつてクラウディアより授さずかり、フィリップを討うつことに繫がった剣を抜ぬく。


「おまえにもらったこの剣だが……一体どうやって作ったんだ？　確かドワーフの名工に作らせたという話だったが、フィリップの持っていた魔ま剣けんすら叩たたき折る力があったんだぞ？」


「まあそれぐらいはできて当然だろう。何せその剣は、我が王家に伝わる獅し子しの剣だからな」


　あまりにも平然とクラウディアが言ったので、アレスは聞き逃のがすところだった。


「し、獅子の剣？　聞いたことはある、確か代々王家にそのような剣が伝わっていると……」


「ああ、そうだ。その剣だ」


「そんな！　確か獅子の剣は、王城に入った賊によって奪うばわれたはずでは……？」


　そう訊ねたのは、馬車の横で馬に乗っているベアトリスであった。


　クラウディアはいささか渋しぶい顔をして答えた。


「表向きはそうなっている。だが、考えてもみよ。警備の厚い王城で、痕こん跡せきの一つも残さず剣を盗ぬすむことなどできるわけがなかろう？　少なくとも、部外者にはな」


「ぶ、部外者には？」と、アレス。「まさか、それでは……」


「そうだ。部外者には無理だが、王家の者が王家に伝わる剣をこっそり持ち出すのは簡単なことだ。ましてや、一国の王女の部屋を捜そう索さくしたいと言い出す者などいるわけもないしな」


　クラウディアの言わんとしていることを悟さとった。


　つまり、盗んだのだ。彼女が。


「だ、だが王女の部屋とて侍じ女じよが掃そう除じすることぐらいはあるはず……」


「その侍女も、王女殿でん下かと結けつ託たくしていたんですよ」


　平然と答えたのは、クラウディアの隣となりで馬車の手た綱づなを操あやつっていた侍女シオーネである。


「ようするにこういうことだ。わたしは倉庫で埃ほこりをかぶっている名剣をおまえに授けようと思ったのだ。だがそれが獅子の剣だと気付かれては大変なことになる。そこでシオーネを通じて城下のドワーフに剣を預け、柄つかの形を変えて刃はを潰つぶさせたのだ」


「大だい胆たんなことしたのね。仮にも一国の王家に伝わる剣を、ぽんってアレスにあげちゃったんでしょ？」


　そう問いかけたのは、やはりクラウディアの隣で馬に乗っているミーアであった。


「なに、倉庫に転がしておくよりは有意義だろう。それに、結果的に剣を授けたアレスは王になった。すなわちその剣を持つ権利を得たのだ。何も問題はなかろう？」


「まあ、結果的にはそうだが……」


　アレスは剣を見つめた。それほど曰いわくのあった剣だとは完全に予想外であった。


「ところでアレス。わたしからも一つ頼たのみがあるのだが」


「うん？　なんだ？」


「少し先へ行っていてくれないか。女だけで話したいことがあるのだ」


「あ、ああ。分かった」


　アレスは何となく不穏な空気を感じて戸と惑まどったが、これ以上クラウディアを不機嫌にさせたくはなく、素直に従った。





　　　　◆




「さて、アレスは行った。これでようやく話ができるな」


　クラウディアは、静かに言った。


「ええ、そうね」


　ミーアが応じ、同時に周囲がどこか物々しい雰囲気に包まれる。


「正直わたしは生活無能力者だ。一人では多分何もできん。シオーネ、おまえが付いてきてくれたことはありがたいと思っている」


「はい。新婚のお二人を邪じや魔ましたくはありませんが、しばらくはご一いつ緒しよさせて頂きますわ」


「それはいい。だが──だがな！　なぜこうも女の道連れが増えているのだ!?」


　くわっとクラウディアは目を見開いて左右にいる旅の同行者たちを見やった。


「そりゃあ、本当の戦いはこれからだからに決まってるでしょ」


　ミーアが事もなげに言った。


「クラウディアさま。もしやアレスさまを愛している女性が、クラウディアさまお一人だとでも考えておられるのですか？」


　ベアトリスも微び笑しようを浮うかべながら、しかし深刻なことを言う。


　アレスとクラウディアが王都を発たった後。


　彼女たちはどこからともなく当然のように現れ、合流し、今に至っていた。


「アレスもアレスだ、あいつとわたしは結けつ婚こんしたのだぞ？　新婚なのだぞ？　余計な虫が付いてくるのをどうして止めようともしないのだ？」


「そりゃあんた、あいつはあたしたちに借りがあるからよ」


　ミーアはさも当然のことと言いたげであった。


「借りだと？」


「そうよ。あんたをフィリップから奪い返すための手伝いをしてやったの。その借りよ」


「む……」


　それを持ち出されると、クラウディアも言葉に詰まる。


「確かにアレスとあんたは夫婦よ」と、ミーアは続けた。「でもそれは、アレスが王になるために必要だからやったってだけでしょ？　言っとくけど、あんたがいないところじゃアレスはあたしに結構惹ひかれてたんだからね？　あんたが王城から助け出された今、もうあたしも我が慢まんする気はないわ。アレスを本当に射止めるのは、あたしよ」


「あら、それは聞き捨てなりませんわね。アレスさまが本当に惹かれているのはわたくしなのです。お二方も、お気付きではないのですか？　アレスさまがよくわたくしの体に目を向けることに」


「…………」


　知っていた。


　アレスがクラウディアと接するときは、いつもその視線は真まっ直すぐ目に向けられる。


　しかしベアトリスと接するとき、アレスの視線は時折下がるのだ。ベアトリスの豊かな乳ち房ぶさの辺りに。


「そうだ、いいことを思いつきましたわ」


　ベアトリスはぽんと手を叩いた。


「クラウディアさまがお怒いかりになられるのは当然です。やはり女として、愛する男は自分一人のものにしたいです。そこで提案です。三人の中で、もっとも早くアレスさまのお子を授かった人が正妻となり、残る女は潔いさぎよく身を引くというのはいかがでしょう？」


　クラウディアとミーアに衝しよう撃げきが走った。


「ばばばば馬ば鹿かな、そんな勝負ができるか！」


「そそそそそうよ！　いくらなんでも、破は廉れん恥ちというかなんというか……」


「あらあら、お二方には自信がないのでしょうか？　子供こそ、誰だれにでも分かる男女の明確な愛の証あかしではありませんか。それに、形だけの結婚ならば誰にでもできますが、子を作るとなれば男女双そう方ほうの愛が必要になりますもの」


　クラウディアにとってはとんでもない挑ちよう発はつであった。


　形だけの結婚なら誰でもできる。そんなことを言われては、黙だまってはいられない。しかし反論の言葉が出てこなかった。


　たとえば、もっとも手っ取り早いのはアレスに三人のうち誰を一番愛しているかを問うことだろう。しかしミーアが言ったように、彼女たちは自分の知らない時間をアレスと過ごしている。アレスが彼女たちのことをどう考えているかは、結局のところクラウディアにも分からないのだ。


「ふ、ふん、いいわ、あたしは乗るわ」


　いささか顔を赤くしながら、ついにミーアまでもがそんなことを言い出した。


「いいじゃない。それこそアレスの愛があったっていういい証になるもの。ね、クラウディア。あんたもそれでいいでしょ？　それとも、やっぱり夫ふう婦ふになったってのはただの形だけってことかしら？」


「そそそそそんなわけがなかろう。よかろう、受けて立ってやる」


　こうして、三人の女たちの間に新たな戦いが起ころうとしていた。





　　　　◆




　ベアトリスには目もく論ろ見みがあった。


　確かにこの三人の中では、自分が一番アレスとの接点が少ないかもしれない。しかし自分はアレスをベッドの中で誘ゆう惑わくしたことがある。間ま違ちがいなくあのときのアレスは自分の体に魅み了りようされていたと思うし、一方でミーアやクラウディアには、女としての魅力がまだまだ欠けている。


　第一、あのアレスに女を押し倒たおすような甲か斐い性しようがあるとも思えない。ならば男を誘惑する術すべを知り尽つくしている自分にこそ分ぶがあるのではないかと。





　　　　◆




　ミーアには自信があった。


　この中でアレスと共に戦場を生き抜き、互たがいの背中を守り合ったのは自分一人である。しかもアレスとは年ねん齢れいも近いし、何度も夜を共に過ごしたこともある。おまけに自分の体を見てアレスが顔を赤くしたことも一度や二度ではない。


　戦友として、異性として、アレスが頼たよれるのは自分しかいない。ミーアはそう確信していた。それゆえベアトリスの提案を受けて立ったのである。





　　　　◆




　このとき一番自分が不利だと思っていたのは、正妻であるはずのクラウディアだった。


「ま、まずいぞ。どうしよう、シオーネ」


「まあ。そんなにお困りになることなどありませんわ。アレスさまはクラウディアさまを愛していらっしゃいます、それは間違いありませんわ。もっと自信をお持ちください。それに、クラウディアさまはもう初夜も終えていらっしゃるではありませんか」


　クラウディアは顔を赤くした。


「いや、それが……実を言うとだな。あのアレスの朴ぼく念ねん仁じんめ、せっかくその、二人でしょ、しょ、初夜を迎むかえたというのに、あいつはわたしに指一本触ふれてこようとしなかったのだ」


「まあ!?　なんというへたれ！」


　国王不敬罪に問われても仕方のないことを、シオーネは口にした。


「……いえ、確かにアレスさまならば有り得る話ですわね。わたくしも密ひそかに心配してはいたのです、ひょっとしてそうなるのではないかと……。分かりました、ご安心くださいクラウディアさま」


　シオーネはクラウディアを力づけるように言った。


「こんなこともあろうかと、いささか勉強しておりました。次の機会のときは、不ふ肖しようながらわたくしめもお手伝いいたしますので」


「う、うむ？　そうか、それは心強い」


　こういう状じよう況きようで手伝いとは一体何をするのかと疑問に思うものの、人生の先達であるシオーネならば任せておいて間違いはないとも思うのだ。


　かくして迷いを断たち切ったクラウディアは、堂々とした態度でミーアとベアトリスに見た。


「良かろう、その勝負受けてやる！　アレスの子を最初に授かるのは、わたしに決まっている！」





　　　　◆




　その頃ころ。


　先を行っていたアレスは、なんとなく不ふ穏おんな気配を感じて後ろを振ふり返った。


　もちろん、異常はない。クラウディア、ミーア、ベアトリス、シオーネ。四人がそれぞれ笑みを浮かべながら歓かん談だんしているのが見えるだけだ。


「一体何を話しているのだろうな、彼女たちは」


　自分の前ぜん途とが、様々な意味で多難であることを、アレスはまだ知らない。







火の国、風の国物語　完





緑の国に、一人の武人あり。


義に篤あつく勇ましくして、数多あまたの悪を破り、数多の無む辜この民を救いぬ。


世の人々、彼を、赤神オディウスの申し子なりと讃えたり。





かの武人、理想の国を造り、その王にならんことを欲す。


数多の艱かん難なんありて、その行く手を阻はばみぬ。


されど多くの士に支えられ、その道を歩むこといまだ止とどまず。





武人、王となり、その力強大といえども、空むなしく王座に在あるを望まず、


王位を朋ほうたる臣に譲り、国を委ゆだねんことを決意す。


ここに、再び、あてもなき遥はるかなる旅に出いで立たんとす。


たとい一人たりといえども、苦しむ民を救わんが為ためなり。





凡およそ、其その進むべき道の険しく、多難なりといえども、


武人たる王は、歩みを止めざりき。


常に信篤き同士の支えありしが故ゆえなり。






　あとがき




　終わりました。


　『火の国、風の国物語』第十三巻、いかがだったでしょうか。


　これにてシリーズ完結です。第一巻が発売されたのが二〇〇七年十月。本書の発売予定が二〇一一年九月。丸四年、十三冊の旅路でございました。余よ談だんながら、この本が筆者にとってはちょうど三十冊目でもありました。


　もう感かん無む量りようです。何せ最終刊ということで、あらゆるキャラが「まだ動き足りねーんだよ！」と訴えてくるものですから、その度たびにページ数が増え続け、ご覧の通りの分厚さとなってしまいました。今月に出せたのは、ひとえに「最終刊だから最初で最後の情けですよ!?」と締め切りをギリギリまで延ばしてくださった担当Ｋさまのおかげです。


（おかげで現在スケジュールが大変なことになってしまいました。まさかゲームをする時間を削って原稿する日が来るなんて！）





　それにしても、身も蓋ふたもない言い方ですが、本シリーズはよく売れました。


　……こう書くと本当に品がなくて恐縮ですが。


　しかし我々物書きというのは作家であると同時に自営業者であり、出した小説が売れないとなれば恐怖の『打ち切り』という魔ま物ものに襲われ、それどころか後のちの執筆活動という名の事業にも悪影響を来きたたすこととなり、書きたいと思っていたことも書けなくなってしまうわけです。


　そこへいくと本書は一度たりとも打ち切りの心配をすることなく、こうして最後まで書きたいことが存分に書けました。シリーズものというのは一巻より二巻の方が多く売れるということは有あり得ず、初版部数を増やす・維い持じするためには前巻に一度は重版がかかっていないといけないわけなのですが、にもかかわらず本シリーズは筆者の記憶にある限り初版部数が上がりっぱなしでした。


　本当に生なま臭ぐさい話ばかりで恐きよう縮しゆくですが、そもそも我々物書きと読者さまの間には、なかなか接せつ点てんというものがありません。そうなると、もう本が売れ続けるときほど「この一冊ぐらい付き合ってあげてもいいんだからね!?」という読者さまの愛──そう、ＬＯＶＥを感じるときはないのです。ちなみに本シリーズの読者層は九割八分以上男性だそうです。深い意味はありませんが。





　まあとにかくそんなわけで、『火の国、風の国物語』シリーズは無事完結と成なりました。


　欲を言えば、もうちょっと書いてみたかった話もあります。たとえばジェレイドが昔北方城じよう砦さいで活躍してた頃ころの話とか、あと読者投票で奇跡の上位食い込みを見せたアレスの愛馬オルトスが主人公の話とかも。


　ただ、お気付きの方も多いと思いますが、もうかなり前からファンタジア文庫様では基本的に短編集形式の本は出さない方針になっておりまして、するってえと長編のどこかに入れ込む形にしないといけないんですが、ファンタジー戦記ともなるとなかなか挿入の機会がなく、今に至ってしまいました。とはいえ、今後も機会が皆かい無むというわけではないので、どこかでお見せできることもあるかもしれません。


　それに、続編の構想というのも実はあったりします。王となったアレスのその後を描く物語というのが。その名も『暴れん坊水戸アレス（仮）』。内容はタイトルからお察しください。


　ただ、もしそれが本になるとしても、『火の国、風の国物語』という名前が付くことはないと思います。もともとこのタイトルは二極間の対立やら一部のキャラやらをテーマにして名付けられたものですので、ベールセール王国が統一されてしまった今、このタイトルを使うわけにはいきません。そもそも、この企画自体まだかなり漠ばく然ぜんとしておりますので、形になる日が来るのかもまだちょっと分からないんですけどね……。


　まあとにかく、今後、師走しわすトオルとかいうヘンテコなペンネームの物書きがファンタジーっぽい作品を出したら、ちょっとだけ手に取って見て頂いただければ幸いです。ひょっとしたらなんかアレスみたいなキャラが出ているかもしれません。





　さて、それではこの辺りで最後の謝しや辞じを。


　まずは、本シリーズのイラストを最初から最後までお付き合い頂いた光崎さんに。


　文庫本十三冊に三年間のドラゴンマガジン連載、同じくドラマガでの特集イラスト……。もう光崎さんには何枚のイラストを描かいてもらったかも分かりません。このシリーズが（それなりに）安定して出版できたのは、『諸般の事情』で発売日が早くなったり遅くなったりしたにもかかわらず、光崎さんが常に安定したスケジュールでイラストを描いてくださったからに他ほかなりません。四年間のお付き合い、本当にありがとうございました。


　次に、担当さまに。


　実は本シリーズには、お付き合い頂いた担当さんがなぜか五人もおられます。


　一人目は出産のため休職され、臨時ということで当時のファンタジア文庫編集長が二人目の担当となって頂けたのですが、やはりご多忙ということで別の担当さんが付き、しかしそこに人事異動やら退職やらが重なって、最終的に現担当Ｋさまとなりました。


　歴代の担当さま各位には本当に感謝の言葉もありません。筆者は「とりあえずざっと話を書いてから何度も修正して最終的に原稿を完成させる」というタイプでして、必然的に原稿の修正がやたらと多くなります。するともちろん担当さまのご負担も増えてしまうわけでして、そんな筆者によくお付き合いくださいました。


　とりわけ、もっとも長くお付き合い頂いた現担当Ｋさまとの思い出は深いものがあります。今から三年前、確か本シリーズ四巻頃にいきなり付けられた編集さんが当時の富士見の新人Ｋさまでした。正直に申し上げれば、シリーズの中盤に差さし掛かかる重要な時期にこんな新人付けられて大丈夫だろうかと不安に思ったものです。


　しかしＫさまは実に勉強熱心であり、何よりも仕事に対する意欲が旺おう盛せいな方で、筆者にとってはもっとも相性のいい担当でした。その真しん摯しな仕事ぶりと適てき切せつなアドバイスには何度助けられたか知れません。


　今後ともどうかよろしくお付き合い頂ければ幸いです。付け加えれば、どうかガンガン出世なさってください。物書きとしましては、あのフレーズを一度ぐらいは言ってみたいのです。


「富士見書房随一の編集Ｋはわしが育てた」と。





　また、出版部Ｆさまにも長いシリーズを通して多くの助言や励ましを頂きました。


　このシリーズは筆者にとって初めてのファンタジーものでして、シリーズ初期の頃などは筆にブレがあったりしました。それを水際で修正してくださったのが超ベテラン編集者でもあられたＦさまでした。この場をお借りしまして、あらためて御礼申し上げます。





　さて。いよいよページ数もなくなって参りました。


　最後に、読者の皆さまに。


　世間ではなかなか景気のいい話が聞けない昨今です。しかし、もし本シリーズを読んでいる間だけでも多少なりとも楽しんで頂けたのならば、物書きとしてこれに勝る喜びはございません。


　原稿用紙換算で六四〇〇枚（多分）ほどのお付き合い、真にありがとうございました。願わくば、またどこかの本のあとがきでお会いできることを祈りつつ。




師走トオル




http://december.sblo.jp/




Twitter：＠SiwasuToru















追伸という名の宣伝：


　前巻のあとがきでも告知いたしましたが、現在電撃文庫様の方で『僕と彼女のゲーム戦争』というシリーズを始めております。（ここだけの話ですが、びっくりするぐらい売れてるらしいですよ、本当に！）


　こちらの第二巻も年内には発売される予定でして、もし機会がありましたら是ぜ非ひお手に取って頂ければ幸いです。








追伸２：


　twitterの名前見て今気付いたんですが、『Siwasu』じゃなくて『Shiwasu』じゃね……？
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